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は じ め に

ジュニアスタディーツアー事業は、 北米、 南米を中心に世界各地に在住する海外県系人子弟を

沖縄県に招待し、 県内外の児童生徒とともに、 沖縄の歴史、 文化、 自然などの体験学習をとおし

て母県・沖縄との絆を深めることにより、 県系人社会の発展とウチナ ー ネットワ ー クを担う次世

代の人材育成に貢献することを目的としています。

本事業は、 平成13年7月に「第3回世界のウチナ ーンチュ大会」のプレイベントとして実施さ

れました。 世代交代が進みつつある海外県系人社会の若い年齢層にウチナ ーンチュアイデンティ

ティーの継承が図られる一方で、 県内の児童生徒が、 海外の若い世代との交流の中で国際的視野

を広げた等、 高い評価をいただくとともに、 継続して欲しいとの海外県人会からの強い要望を受

け、 平成14年度から新規の事業として実施しています。

平成14年度は、 海外9 か国・14県人会から県系人子弟と引率者合わせて29名が来県し、 県内

の中学・高校生20名、 国内沖縄県人会子弟4名とともに、 7月下旬の 1週間にわたり、 県内各地

1 で様々な体験学習を行いながら、 交流を深めました。

沖縄の美しい海と山原の自然を舞台としたエコツアー 、 首里城の美しさ、 三線の音色、 エイサ

ーの勇壮なリズム、 沖縄の歴史・平和学習、 ホ ームスティによる親戚との団らん、 また、 県内高

校生ボランティアの協力よる交流会、 国際通り散策、 キャンプファイヤ ーなど盛り沢山のプログ

ラムが実施されました。 ツアーに関わった皆さんは、 言葉や生活習慣の違いを乗り越え、 意欲的

に沖縄の歴史、 文化、 自然、 ことばの学習に努め、 無事、 全日程を修了されました。

この報告書は、 スタディー ツアーの記録として、 期間中の写真、 参加者のツアー後の成果や滞

在中に受けた印象・感想を取りまとめたものです。 参 加 者 の皆さんのよき思い出となるととも

に、 今後、 母県・沖縄への関心を高め、 移住先国と沖縄県の交流促進の一助となれば幸いです。

このスタディー ツアーで育んだ友情を大切にして、 海外から参加された皆さんが、 母国県人会

の発展に尽くされるとともに、 本県との友好親善の架け橋として活躍されること、 また、 ツアー

1 に関わった皆さん一人ひとりが、 国際的視野を一層広げ、 将来、 国際交流．協力の担い手として

ご活躍されることを心から期待しております。

終わりに、 ジュニアスタディーツアーの実施にあたり、 御尽力いただきました関係者の皆様に

改めて心から感謝申し上げますとともに、 今後とも本県の国際協力及び国際交流の推進に対し、

御支援、 御協力を賜りますよう、 お願い申し上げ発刊のごあいさつといたします。

平成14年10月

沖縄県文化環境部長 永山 政邦
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感想文人名別索引

I 
■海外参加者

当間 嗣栄 マウリシオ（ブラジル） 17 
Mauricio Shiei Touma 

高良 グラウシャ ネンシー（ブラジル） 19 
GlauciaNency Takara 

志良堂 ジャケリ不（ブラジル） 2 1  
Jacqueline Shirado 

米須 トマス（アルゼンチン） 22 
Tomas Komesu 

島袋 エリアー ナビルヒ ー ニア（アルゼンチン）ー 24
Eliana Virginia Shimabukuro 

広中 山城）レイス フェルナンド（ペル ー ） 一 26
Luis Fernando Hironaka Y amagusuku 

ゴンザレス 平良 ハイメ（ペル ー ） 3 1  
Jaime Gonzales Taira 

仲里 秋奈（ボリビア） 33 
Akina N akazato 

ヴェレス 真栄城 ロニ ー （ボリビア） ―-34
Rony Velez Maeshiro 

ナリ
゜

マンヒ ー ニャ フォンテ（キュ ー バ）一 36
Nan-yman Pili.a Fonte 

清本伊舎良マッシュー誠（アメリカ） 37 
Matthew Makoto Kiyomoto-Isara 

伊良彼 クリストファ ー マイケル（アメリカ） 一 39
Christopher Michael Iraha 

比嘉 クリスティン ミヨシ（アメリカ） 一 4 1
Cristan Miyoshi Higa 

バウチャ ー 飛鳥（アメリカ） 43 
Asuka Christine Boutcher 

ジョナサン サンダ ー ス（アメリカ） 44 
Johnathan David Saunders 

ジョセフ リ ー バザ ー ド（アメリカ） ー 46
Joseph Lee Buzzard 

藤田 エリザベス 由利子（カナダ） 47 
Elizabeth Yuriko Fujita 

ミシェル アベダニアペベニト（フィリピン） ― 49
Michelle Abedania Pebenito 

ジョネロベス コメロスイグナシオ（フィリピン）一 52
J onerobeth Comeros Ignacio 

照屋 なっ子（シンガポ ー ル） 54 
Natsuko Teruya 

■ 県内参加者

宮城 聖里香 Serika Miyagi 55 伊良波 一美 Kazumi Iraha 65 
大城 奈津紀 N atsuki Ohshiro 55 嘉数 六吉 ＃ オ Mana Kakazu 65 
山城 夢乃 Yumeno Yamashiro 56 比嘉 麻臣 Asami Higa 66 
宮里 あすか Asuka Miyazato 57 平敷 綾 Aya Heshiki 67 
嵩本 哲也 Tetsuya Takemoto 58 山城 信裕 Nobuhiro Yamashiro - 6 7 
西筋 理奈 Rina Irisuji 58 杉山 星河 Seika Sugiyama 68 
玉城 智佳 Chika Tamaki 59 川平 一之 Kazuyuki Kawahira 69 
圏場 雄作 Yusaku Kokuba 60 
又吉 香穂利 Kahori Matayoshi 6 1  ■ 県外参加者
石井 雄大 Takehiro Ishii 62 JI I 崎 麻奈美 Manami Kawasaki 70 
宮里 諒哉 Ryoya Miyazato 63 金城 未日 メ刀 Kana Kinjo 70 
奥間 友里恵 Yurie Okuma 63 糸洲 久美子 Kumiko Itosu 7 1  
輿那城 美姫乃Mikino Yonashiro 64 輿那嶺 美香 Mika Yonamine 72 

■ 引率者

具志堅 ジ ー ナ 美千代 GinaMichiyo Gushiken（ブラジル沖縄県人会）
新里 ダニエル エステバンShinzato Daniel Esteban（在亜沖縄県人会）
赤嶺 光弘Mitsuhiro Akamine（ペル ー 沖縄県人会）
エステル タマキ ト ー レスEsther Tamaki Torres（キュ ー バ沖縄県人会）
呉屋 君子Kimiko Goya（北米沖縄県人会）
大城 順市Juni chi Oshiro（北加沖縄県人会）
藤田 みどりMidori Fujita (トロント球陽会）
エステ ー ラ アレホ アドルフォEstela Alejo Adolfo（フィリピン沖縄県人会）
橋本 真理Mari Hashimoto（星流会・シンガポ ー ル）
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I 
事業概要

I 
■ 目 的

海外県系人子弟を沖縄県に招待し、 県内外の児童生徒とともに、 沖縄の歴史、 文化、 自然などの体験
学習をとおして、 母県・沖縄との絆を深めることにより 、 県系人社会の発展とウチナ ーネットワ ークを
担う次世代の人材育成に貢献する。

■ 事業内容
(1)実施時期：7月22日（月） ～7月2 8日（日）

※7月2 0日、 2 1日来沖、 2 9日離沖
(2)参加者

〇海外参加者：14~ 1 8歳までの海外県系人子弟2 0名
〇海外引率者：県人会が推薦、 生徒の引率及び通訳の役割9名
〇県内参加者：沖縄県内の中学・高校生2 0名
〇国内参加者：日本国内の県系人子弟中学・高校生4名
0そ の 他：通訳ボランティア、 スタッフボランティア等1 0名程度

ア 海外・国別内訳(9か国・14県人会・29名）
ブラジル 4名(1) アメリカ合衆国 8名 (2) 
アルゼンチン 3名(1) カナダ 2名(1)
ペルー 3名(1) フィリピン 3名(1)
ボリビア 2名 シンガポ ール 2名(1)
キュ ー バ 2名(1) （（ ）内の数字は、 引率者で内数】

イ 海外•世代別内訳
海外参加者 2世＝4名、 3世＝9名、 4世＝7名
海外引率者 1世＝5名、 2世＝3名、 3世＝1名

(3)学習プログラム
①自然学習

世界有数の美しい海とそこにある自然 、 生物に触れあ いながらその大切さを学ぶ。
②歴史学習

首里城をはじめ、 ユネスコ世界遺産に登録された琉球のグスクをめぐりながら、 沖縄の歴史とロ
マンに触れる。

③文化学習
三線、 エイサ ー、 伝統芸能、 空手、 焼き物等の体験学習をする。

④平和学習
南部戦跡、 平和祈念資料館、 平和の礎等を見学しながら、 平和の意味を考える。

⑤沖縄の社会学習
県庁、 県議会訪問、 米軍基地、 黒糖工場等を見学。

-1-



～寺閏‘月 ‘日 7月21日（日） 7月22日（月） 7月23日（火） 7月24日（水） 7月25日（木） 7月26日（金） 7月27日（土） 7月28日（日） 7月29日（月）

7·00 起床 起床 起床(6·00) 起床 起床
朝食 朝食 朝食(6:30) 朝食 朝食

8.00 出発
出発

9·00 来沖日 平和学習 伝統芸能体験 自然学習1（山） 帰沖日
社会学習 自然体験2（海）

•平和祈念資料館 ・玉泉洞 ·ゃんばるエコツアー ・ビーチレクリエーション

10.00 県庁表敬
〇〇三舞

線

:] 
海洋博記念公園

・県民ホール 1つ 2班に分かれて
•平和の礎 〇空 同じコースを体験

轟11:00 記念写互 ↓ •平和祈念堂 昼食
県諸会棟見学

〇エイサー
12:00 

昼食：四ツ竹 昼食 （全員） 貰t ホームステイの家族へ引
集合 き渡し（北部）

13.00 （財）沖紐県国際交流・人 固際通り散策
材育成財団 ホー ムステイの家族へ引
オリエンテーション き渡し（中部）

ー21

14:00 伝統工芸体駿
宿泊先へ移動 歴史学習 ・琉球ガラス村 玉泉洞出発 エコツアー終了 ホームステイの家族へ引

・首里城 き渡し（南部）

15:00 
名護パイナッブルパーク

嘉手納基地を通過

16:00 ・琉球漆器
交流ブログラム 黒糖工場見学 パスで宿泊先へ

17.00 宿舎箔

18.00 

19·00 ウェルカムパーティー 夕食 夕食 夕食パーベキュー 夕食 さよならパーティー

•宿泊先で •宿泊先で ・沖縞都ホテル
•宿泊先のホー ルにて キャンプファイヤー 瑞雲の間(B1F)

20.00 

21 •OO 
ミーティング(20分） ミーティング(20分） ミーティング(20分） ミーティング(20分） ミーティング(20分）

22:00 就衷 就寝 就寝 就寝 就寝

宿泊先 ハイパーホテル ホテルスポーツロッジ糸満 ホテルスポーツロッジ糸満 ホテルスポーツロッジ糸満 ペンション ペンション ホームステイ ハイパーホテル —尉（海外参加者） 「キャロライナj 「キャロライナJ （親戚知人宅・一般家庭） （海外参加者及び泣島参加者）



T\ime y 21/July (Sun.) 22/July (Mon.) 23/ July (Tue.) 24/ July (Wed.) 25/July (Thurs.) 26/July (Fri.) 27/ July (Sat.) 28/July (Sun.) 29/July (Mon.) 

7:00 Wake-up time Wake-up time Wake-up time(6:00) Wake-up time Wake-up time 
Breakfast Breakfast Breakfut(6:30) Breakfast Breakfast 

8:00 

9·00 Arrive in Culture & Performing • Yanbaru Ecolo窃Tour Doparturo 
Okinawa arts class • Recreation at beach 

疇
Visit the Okinawa ·Pe這ce Prayer and • Gyokusen-do 

10.00 Prefectural Government Memorial Park OSanshin 
OBuyo (Ryukyu dance) ; 、

ヘ
"9‘ゎ

··"1 ̀  • ・ ← ；
這多鳴

・屯ダ
·～

ー

‘ ・
歩
・祗̀• · 士

: 9 、
· Cornerstone of Peace OKarate 

11:00 
’^し

A戸• Peace Prayer and Lunch . :；． 
Memorial Hall · Eisa dance show & . " -··こ·こ-t 

3| 

12:00 Lunch class 
Meeting place: Lunch 

柑
Meet host families at 

Okinawa lntemation1I beach (First group) 
Exchange & Hum●n ReSOU”“ Naha city Tour 13:00 Development Foundation 
(OIHF) Traditional arts class 
Orientation • Ryukyu glass fabric 

14.00 Meet host families 
Leave Gyokusen-do (Second group) 

吋ィ
Pass the Kadena Air 

• Shurjjo Castle Base Meet host families at 15.00 
Arrive at the hotel • Lacquerware ·Factory of brown sugar Leave Yanbatu OIHF (last釘oup)

• Nago pineapple park 16:00 
Interchange program 

17:00 Return to the lodge 

18:00 Farewell Party 
with host families 

19:00 Welcome Party Dinner at the hotel Dinner at the hotel Dinner (B.B.Q) Dinner 

Campfire 

20:00 

21.00 Briefing (20min) Br I ef ing (20ml n) Briefing (20mln) Briefing (20min) 

22.00 Bed time Bed time Bed time Bed time Bed time 

Lod釘ng Hyper Hotel Hotel Sports Lodge Jtoman Hotel Sports Lodge ltoman Hotol Sports Lodge ltoman Pension Carolina Pension Carolina Overnight stay at host Hyper Hotel Naha —慟Naha family's 



211Julio (Domingo 22/Julio (Lunes) 23/Julio (Martes) 24/Julio (Miercoles) 25/Julio (Jueves) 26/Julio (Viernes) 27 /Julio (Sabado) 28/Julio (Domingo) 29/Julio (Lunes) 

7:00 Levantarse Levantarse Levantarse(S:00) Levantarse Levantarse 
Desayuno Desayuno Desayuno(6:30) Desayuno Desayuno 

8:00 

9 :00 
Llegada a Practica de artes · Ecoturismo por Re印•eso al pafs 
Okinawa tradicionalea Yanbaru · Recreacion en la 

Visita Oficial al Parque · Gyokusendo playa 

10:00 こ Gobernador de Corunemorativo de la OSanshin 
Okinawa (Kencho) Paz 0Buyo (Baile Ryukyu) 

轟i
· Lapida de la Paz O_Karate 

A 11 :00 •Templo Almuerzo 
Conmemorativo de la 

1 2 :00 Lugar de reuni6n:  Paz Show de Eisa 
Fundaci6n Internacional de Almuerzo Alrnuerzo 

貸
Encuentro con los 

Intercambio y Desa.rro11o familiares de Okinawa 

13:00 
Recursos Humanos de Paseo por la ciudad Clase de artesania (primer grupo) 
Okinawa (OIHF) de Naha tradicional 
Orientaci6n · Taller de Vidrio 

14:00 Recibimiento(segundo 
Salida de Gyokusendo 

grupo) Visita : 

-4ー

15 :00 • Castillo de Shuri Salida de Yanbaru 
Llegada al hotel •Taller de laqueado de Recibimiento(ultimo 

Okinawa grupo) : OIHF en 

16 :00 
· Fabrica de azucar 

· Nago Pineapple Park Naha 
Progra.ma de negra(cafia de azucar) 
intercambio 

17 :00 Llegada a la Pensi6n 

18 :00 
Llegada al hotel 

19:00 Fiesta de Bienvenida Cena en el hotel Cena en el hotel Cena (Barbacoa) Cena en la Pension Fiesta de despedida 

Fogata 

20-00 

21:00 Reunion Reuni6n Reuni6n Reuni6n 

22·00 Hora de acostarse Hora de acostarse Hora de acostarse Hora de acostarse Hora de acostarse 

AloJa- Hyper Hotel Hotel Sport• Lodge Itoman Hotel Sports Lodge Itoman 
Pension Carolina Pensi6n Carolina Estadfa con la familia 

Hyper Hotel Naha —尉miento Naha 
Hotel Sports Lodge Homan 

( Norte de Okinawa) ( Norte de Okinawa) de Okinawa 



21/Julho (Dom;ngo) 22/Julho (2a) 23/Julho (3a) 24/J ulho (4a) 25/Julho (5a) 26/Julho (6a) 27/Julho (Sabado) 28/Julho (Domingo) 29/Julho (2a) 
7 .00 Acordar Acordar Acordar(6:00) Acordar Acordar 

Cafe da manha Cafe da manha Cafe da manhii(S:30) Cafe da manhii Cafe da manhii. 

8·00 

5ー

9 ·00 Chegada em AuJas de Cultura e Ecotur誌mo em
Okinawa Artea Tradicionais Yanbaru Recreacao na praia Retorno ao 

V註ita oficial ao Museu Memorial da · Gyokusendo pafs 
10 :00 こ

Governador de Paz OSanshin 
Okinawa OBuyo (Dan�a de 

蓋ま迄
Lap1de da Paz Okinawa) 

1 1 :00 OKarate 
寸恥

己 ↓ Pavilhao da Paz Almo,o Almo�o 

12 00 Lugar de reuruao: Aula de Eisa l! l I �割1 Fu_nda�Ao de Intercambio Almo90 Almo9〇

貸
Encontro corn as 

Internacional e famflias de Okinawa 

冦ょ閤Desenvolv1m1cnto de City Tour em Naha para homestay(na 13 00 Recurses Humanos de 
Okinawa(OIHF) Praia) 

14.00  Reuniao de  orientacao Encontro 
Aulas de Lii;oes de Saida do Gyokusendo 

詞ィ 占，
Arlesanato de 

15 .00 Okinawa Saida Yanbaru Encontro ( na OIHF) 
Chegada ao alojamento • Vidracaria 

Castelo de Shuri Nago Pineapple Park 
16:00 · Laqueados Fabrica de acuc紅

Programa de Okinawanos 
interc血bio

17:00 Chegada ao alojamento Chegada ao alojamento Chegada ao alojamento Chegada ao alojamento 

18.00 

19 :00 Festa de Boas-vindas Jantar Jantar Jantar (Churrasco) Jantar Festa de Despedida 

Fogueira 
20:00 

21.00 Reuniiio (20 min) Reuniao (20 min) 
Reuniao (20 min) Reuniao (20 min) 

22.00 Hora de dormir Hora de dormir Hora de dorm1r Hora de dormir Hora de dormir 

Alojam· H罪er Hotel Pension Carolina Pension Carolina Estada na casa Hyper Hotel Naha ー 慟ento Naha Hotel sports lodge Itoman Hotel sports lodge Itoman Hotel sports lodge Itoman anfitria 



ー五参加 者 出迎え I 

ス ケ ジ ュ ー ル

7 月 20 日 来沖 日

ア ル ゼ ン チ ン

ブ ラ ジ ル

ボ リ ビ ア
ペル ー

7 月 2 1 日 大 阪
キ ュ ー バ

ハ ワ イ

フ ィ リ ピ ン

ロ サ ン ゼルス

サ ン フ ラ ン シ ス コ

ア ト ラ ン タ

ト ロ ン ト

ワ シ ン ト ン D . C .

7 月 22 日 シ ン ガ ポ ー ル

宿 泊 先 ： ハ イ パ ー ホテル那覇

ビ

ふロ麟ぃ を月
平咸14年阻 ジ ュ ニア ス タ テ ィ —ツ ア ー

Junior Study Tour 2002 
層 油 細 直

- 6 -
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「 平成 1 4年 7 月 22 日 （ 月 ） I 
ス ケ ジ ュ ー ル

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
（財） 沖 縄 県 国 際交流 ・

人材育成財 団 に て

交流 プ ロ グ ラ ム
ホ テ ル ス ポ ー ツ ロ ッ ジ 糸満 に て

ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー

宿 泊 先 ： ホ テ ル ス ポ ー ツ ロ ッ ジ 糸満

―-

.,
 

Junior Study Tour 2002 

＇
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； 平成 1 4年 7 月 23 日 （火） I 

ス ケ ジ ュ ー ル

県庁表敬

議会棟見学

国 際通 り 散策

歴史学習

・ 首里城

宿 泊 先 ：
ホテルス ポ ー ツ ロ ッ ジ 糸満

』ヲ
2
1

‘ ’• 
:. : : : : ; . · : ;- : 、 : - ,--
榊？

佃 闊
! 
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戸1 4年 7 月 24 日 （水） I
ス ケ ジ ュ ー ル

平 和 学 習
• 平和 祈念資料館
• 平和 の 礎
• 平和 祈念堂

伝統工芸体験
・ 琉球ガ ラ ス 作 り

・ 琉球漆器作 り

宿 泊 先 ：
ホテルス ポ ー ツ ロ ッ ジ 糸満
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平成 1 4年 7 月 25 日 げり
ー

ロ

ス ケ ジ ュ ー ル

伝統芸能体験
・ 玉泉洞

〇三線
〇琉球舞踊
〇空手
エ イ サ ー 体験

嘉手納基地通過

黒糖工場見学

夕 食 （バ ー ベ キ ュ ー ）
キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー

ペ ン シ ョ ン に て

宿 泊 先 ：
ペ ン シ ョ ン 「キ ャ ロ ラ イ ナ」
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← 平成 1 4年 7 月 26 日 （金） I 
ス ケ ジ ュ ー ル

自 然学 習 1 （ 山 ）
・ やん ば る エ コ ツ ア ー

慶佐次 ヒ ルギ公 園

比地大滝

名 護パ イ ナ ッ プルパ ー ク

宿 泊 先 ：
ペ ン シ ョ ン 「キ ャ ロ ラ イ ナ」
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I 平成 1 4年 7 月 27 日 （土） I 

ス ケ ジ ュ ール

自 然体験 2 （海）
・ ビ ー チ レ ク リ エ ー シ ョ ン

海洋博記念公 園

ホ ー ム ス テ イ の 家族宅 へ

宿 泊 先 ： ホ ー ム ス テ イ
（親戚知 人宅 · ---般家庭）
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一平成 1 4年 7 月 28 日 （ 日 ） I 
ス ケ ジ ュ ー ル

ヽぃ —

さ よ な ら パ ー テ ィ ー

・ 沖 縄 都 ホ テ ル
瑞雲の 間 （地下 1 F )  

摺泊 先 ： ハ イ パ ー ホ テ ル 那覇

、
4

ジ ュ ニ ア ス タ
式 ・ さ

ィ ー

＿＿
さ
沖

ター―
�

ら パ こ で ツ ァ 、
ナ ィ ―`
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1 帰 国

ス ケ ジ ュ ー ル

7 月 29 日 キ ュ ー バ

ア ト ラ ン タ

ト ロ ン ト

サ ン フ ラ ン シ ス コ

ワ シ ン ト ン

フ ィ リ ピ ン

石垣

宮古

ア ル ゼ ン チ ン

ブ ラ ジ ル

ボ リ ビ ア

シ ン ガ ポ ー ル
ハ ワ イ

ロ サ ン ゼル ス

ペ ル ー

大 阪

神 奈 川
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ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー に参加 し て



当 間 嗣栄 マ ウ リ シ オ
Mauricio Shiei Touma 
ブ ラ ジ ル Brazil
ブ ラ ジ ル 沖縄県人会
4 世

『今、 私は ウ チナ ー ンチ ュ だ と 自 慢でき ます』

7 月 2 0 日 か ら 2 9 日 ま で ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー

ツ ア ー に 参加 で き て と て も 楽 し か っ た です 。 良 い
勉 強 に な り ま し た 。 私 の 先祖 の 国 の 文 化 や 歴 史 、
習慣 な ど知 り 、 本当 に ウ チ ナ ー ン チ ュ な の だ と 感
じ ま し た 。
ブ ラ ジ ル か ら 私 と 参加 し た 友達 は 、 と て も 思 い や
り の あ る 人達 で し た 。 知 り 合 う 事がで き て 、 と て
も 幸せ で し た 。 こ れか ら も 文通 を 続 け て い き た い
です。

沖縄で は い ろ い ろ 見学 し ま し た 。 県庁 、 首里城 、
平和祈念公 園 、 ヤ ン バ ル 、 玉泉洞 、 琉球 ガ ラ ス 、
国 際通 り 、 と て も 楽 し か っ た です 。 最初 に私達 ブ
ラ ジ ル 人が参加 し た の は 沖 縄 の 踊 り を 鑑賞 し ま
し た 。 と て も 楽 し か っ た です 。 そ の 後 、 引 率者 の
み ち よ さ ん の お 母 さ ん がパ ー テ ィ ー に 招 待 し て
く れ ま し た 。 み ち よ さ ん の お 母 さ ん は 金城先生 と
同 じ く 踊 り の先生です。

見学で 一番気 に 入 っ た の は 首里城で し た 。 私 が
感じ、 し た の は 、 城が戦争で壊れ て 、 今 は 素晴 ら し
く 再建 さ れ て い る こ と です 。 そ し て 首里城 の 中 に
王様の部屋の非常 口 が 3 階 に あ っ た こ と 、 そ し て
城 の 下 に ほ ら 穴 も あ り ま し た 。 昔 の 儀式 の 模型 も
い ろ い ろ あ り ま し た 。

私 は ア ラ ラ ク ア ラ 市 で 仲 村 渠 先 生 に 三 線 を 習
っ て い ま す。 玉泉洞 で空 き 缶 の 三線 を 初 め て 見 ま
し た 。 感心 し ま し た 。 エ イ サ ー も 習 っ て 、 大太鼓
も で き と て も 楽 し か っ た です 。 ヤ ン バ ル の 自 然 の
美 し さ に 感動 し ま し た 。 川 の 水 の 清 ら か さ 、 森の
緑、 比地大滝 の 素 晴 ら し さ 空気 が 良 か っ た で す 。

悲 し か っ た 時 も あ り ま し た 。 そ れ は 平和祈念公
圏 に 行 っ た 時 で し た 。 そ こ で世界 の 平和 を 祈 り ま
し た 。

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に 参加 し て と て も
良 い 勉強 に な り ま し た 。 色 々 な 国 の 友達 も た く さ
ん 出 来 る チ ャ ン ス も あ り ま し た 。 ポ ル ト ガ ル語が
上 手 な 沖 縄 の よ う 子 さ ん と み の り さ ん に も 色 々

と お 世話 に な り ま し た 。
内 藤 さ ん 、 お お し ろ さ ん 、 気分が悪 か っ た 時手伝
っ て く れ て 助 か り ま し た 。 一生忘れ ま せ ん 。 沖縄
に 行 っ て た く さ ん 知 る こ と が出 来 ま し た 。 新 し い
三線 も 買 え ま し た 。 私 の心 に ウ チ ナ ー は 深 く 残 る
こ と で し ょ う 。

今、 私 は ウ チ ナ ー ン チ ュ だ と 自 慢す る こ と が出
来 ま す。 出 来 る だ け 、 沖縄の 文化 を 友達 に 伝 え ま
す 。 そ し て 良 い 文化交流が出 来 る よ う に 頑張 り ま
す 。

稲嶺沖 縄県知事様、 実行委員 会事務局 の 皆様 、
ブ ラ ジ ル 沖 縄県 人 会 の 皆様 に お 礼 を 申 し 上 げ ま
す 。 心 か ら 感謝 し て お り ま す 。

Gostei m uito de  ter part i c ipado deste 
p rog rama d e  i ntercamb io  cu l tura l ,  po is  com isso 
vejo que  ap rend i  mu ito sobre a h ist6ria ,  cu l tura e 
t rad ic;:ao d a  terra dos meus antepassados e me 
sent i  mu ito ma is  UCH I NANCH U !  

0 pessoal q u e  foi com igo do  Bras i l  fo i 
m uito s impat ico .  Sao todas pessoas mu ito boas ;  
nunca vou esq uece-las e espero conti n ua r  a 
manter cantata com todas e las :  J acque l i ne ,  
N ency e M ichiyo .  

E m  Oki nawa , vis i tamos mu i tos lugares 
bon itos e i n esquecfve is ,  ta is  como o Kencho ,  
Shurijo , Heiwa Kinen Koen , Yambaru, 
Gyokusendo, Ryukyu Glass e Kokusaidoori. 
Estes l ugares chamaram mu ito a m inha  atenc;:ao 
pe la  sua  beleza e riqueza cu l tu ra l .  F ique i  m u ito 
g rato por ter t id o  a oportun idade de  v is itかlos .

De todos os l ugares que  vis itamos ,  o que  
m ais atra i u  m i nha  atenc;:ao fo i o Castelo de  Shuri 
(Shurijo) , po is o caste lo  e m u ito bon i to ,  e um dos 
fatos ma is  interessantes e que o caste lo  fo i 
d estru fdo d u rante a I I  Guerra Mund i a l ,  po rem , fo i 
tota lmente restau rado A MAO, uma coisa 
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i ncrfvel !  Sao locais inte ressantes : a parte i nterna 
d o  castelo ,  o loca l  onde o imperador fi cava ,  a 
saf  d a  de emergencia que da  ao tercei ro andar, 
a lem da caverna existente d ebaixo do  caste lo . 
Realmente sao loca is m u ito impress ionantes . 
H avia umas maquetes retratando a lgumas das 
cerimon ias que ocorriam no  castelo antigamente . 

Em um dos p rime i ros d i as ,  n6s do  Brasi l  
fomos ver a apresenta9ao de odori do  Grupo do  
BRAS IL  que  estava se apresentando em 
Ok inawa . Foi um espetacu lo mu ito bon ito . 
Depois d isto , fomos convidados pela mae d a  
M ichiyo , Gushiken Sensei, para participarmos d a  
festa q ue o pessoal fez para a s  d an9arinas e 
senseis .  A sense i ,  que ens ina odori em 
Araraquara ,  Sra. Setsuko Kaneshiro, iguafmente 
se apresentou  naquele d ia .  

Houve mementos em que fique i  triste , 
como quando vis itei Heiwa Kinen Koen pois nao 
pude vis i tar a lgumas partes do parque porque 
nao estava passando bem . F iquei tambem triste 
em outros l ugares por causa dos p rob lemas 
in testi na is .  

Gostei igua lmente de Gyokusendo, pois 
neste l ugar  fomos aprender a tocar Sanshin .  
Estou praticando este instrumento , em 
Araraquara ,  com o Nakandakare Sensei. 
Apredemos tambem a dan9ar Elsa, a lgo tambem 
que estou aprendendo com a Sensel Setsuko 
Kaneshiro. Visitamos a caverna existente no 
loca l que e mu ito l i nda e inesquecfvel .  

A natureza de  Oki nawa com suas aguas 
I f  m pidas e transparentes, o verde d as florestas e 
a cachoeira mu ito l i nda de  Yambaru sao 
lembran9as que fi carao sempre g ravadas na 
m inha mem6ria .  

Apreciei mu ito as festas das quais 
parti cipei . Tive a chance de  encontrar mu itas 
pessoas l ega is ,  como ,  por exemplo ,  os jovens 
vo l untarios Leand ro e Leona rdo  que moravam 
em Sao Pau lo e que  ja estao morando em 
Okinawa ha dois anos .  Fiq uei mu ito amigo d eles . 
F iz am izade tambem com a Yoko , uma 
okinawana mu ito receptiva que inc l usive fa lava o 
portugues mui to bem . Alem d isso ,  h avia a Mi nari ,  
uma  vol untar ia okinawana s impatica ,  q ue 
igua lmente fa l ava portugues .Todos eles nos 
aux i l i a rem m uito d u rante a rea l iza9ao do evento . 

Du rante o programa ,  fiz amizades com 
d iversas pessoas e ficamos amigos . Nao vou 
esq uece-los .  Posso mencionar entre o utros 
amigos o Lu is Fernand o  (H i rosh i) e Jaime 
(J immy) do  Peru ; Tomas e Dan ie l  d a  Argent ina ; 
os oki nawanos :  Ryoya (Gori ) ,  Kahori e 
especialmente Moriyasu (Mori ) ,  um  cara que me 
ajudou mu ito e fo i lega l  demais com igo .  

F ique i  mu ito amigo tambem dos 
assessores Naito-san e Oshiro-san ,  pessoas 
que  me ajudaram bastante na recupera9ao da  
m i nha  i nd i sposi9ao i ntestina l .  0 pessoal 
voluntario q ue  ficou a d i sposi9ao da ga lera da 
America Latina  fo i mu ito lega l .  

Meus s inceros agradecimentos as 
segu intes pessoas :  

S ra .  Mitsue Yamada , m inha p rofessora 
de  n i hongo d o  Kuman , que  me tre inou mu ito 
para este tou r; 

S r. Tokio Asato, pres idente da  
Associa9ao Okinawa de Araraquara ,  que me 
i n centivou mu ito ate o fim para este tou r; 

S rs .  Shigeru e Kyoko Miyagi, meus 
parentes okinawanos, que me aco lheram muito 
bem em sua casa, me levaram a l ugares l i ndos e 
me aj udaram a fazer as compras ;  

S rs .  Coordenadores desse programa de 
i ntercambio particu la rmente ; 

S r. Keiichi lnamine, Governador de 
Ok inawa ; 

Todos que me 
ind i retamente d u rante 
prog rama .  

auxi l iaram d i reta e 
este maravi l hoso 

No fina l  deste tou r, aprimorei m u ito meu 
conhecimento a respeito d e  Okinawa . Comprei 
muitas lembrangas, i nclus ive um sanshin para 
mim , para que UCH INA esteja sempre perto de 
m 1m .  

Agora ,  p rinc ipa lmente , tenho a inda mais 
o rg u l ho  de  ser UCH INANCHU! . E se i  que ,  se 
depender de  mim, nao deixarei a trad igao 
ok inawana  morrer, pois nunca esquecere i  de 
UCH INA! 

P rometi a meus am igos de UCH INA que 
vo lta rei a Okinawa, e vou cumpri r  essa p romessa 
se Deus q u iser, no p r6ximo FESTIVAL 
UCH INANCHU TAIKAI  que  sera daqu i  a 4 anos .  
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高 良 グ ラ ウ シ ア ネ ン シ ー

Glaucia Nency Takara 

ブ ラ ジ ル Brazil 

ブ ラ ジ ル 沖 縄 県 人 会

3 世

『沖縄の人 々 の温か さ や文化 を 感 じ ま し た 』

ま ず、 私の祖先の文化 を 知 る 機会 を与え て下 さ り 、 沖
疇に感謝申 し上げま す。 ま た、 ス タ ッ フ 、 ボ ラ ン テ
ィ ア の皆 さ んの思いや り と 、 私の夢 を かな え て く れた

ブラ ジ ル県人会 に も 感謝 し ま す。

私達の 7 日 間の沖縄での滞在は 、 様々 な プロ グ ラ ム
があ っ た。 初 日 、 私達 グル ー プは 、 沖縄に い る ブラ ジ
ルの女の子達の踊 る 琉球舞踊 を鑑賞 し た。 地元の観客
の喜 ん だ顔 を 見 て 、 と て も 嬉 し く 思 っ た。

次の 日 、 ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー があ っ た。 私達はサ
ン バ を踊 り 、 み ん な で楽 し ん だ。 私達の ダ ン ス は好評
で、 その 日 か ら 毎晩、 み ん な か ら 教え て く れる よ う に
頼 ま れた。

私達は県庁、 首里城、 平和祈念資料館な ど、 色 々 な
場所 を訪れた。 特に資料館は、 多 く の人が苦 し ん だ沖
縄戦の ビデオ と 、 その戦争で犠牲 に な っ た人々 の名が
刻 ま れた平和の礎、 こ の忘れ ら れな い二つの も の を 見
て 、 こ の旅で一番印象 に残っ た場所だ っ た。
それか ら 、 私 は生命 と 世界平和の大事さ を考え る よ う
に な っ た。

ま た、 沖縄の首都那覇の街を知 る こ と も で き た。 玉
泉洞では、 三線、 舞踊、 空手の グル ー プに分かれて 、
それぞれ学んだ。 私は、 子供の頃に習 っ て い た舞踊 を
選んだ。 そ し て 、 その後は み ん な でエ イ サ ー も 踊 っ た。
そ の時、 沖縄の文化に触れた気が し た。

ヤ ン バルでのエ コ ツ ア ー では、 滝 ま での道の り 沖縄
の偉大な 自 然 と 、 マ ン グ ロ ー ブの重要性を学んだ。 ま
た 、 私達 ば海に も 行 く こ と が出来た。

最後の 日 、 皆 と て も 仲良 く な っ てい たので、 さ よ な
ら パー テ ィ ー は と て も 寂 しかっ た。 今は、 イ ン タ ー ネ

ッ ト や手紙、 そ し て何度か電話で も 連絡 を取 り あ っ て
い ま す。

最後に ま た、 私の助け に な っ て く れた皆 さ ん に感謝
し た いです。
沖縄で 自 分が観光客だ と は感 じ ま せんで し た。 沖縄の
人々 の温か さ や、 文化 を感 じ ま し た。 ブラ ジル に い る
多 く の県系人の子供達に も 、 私の こ の感清を伝え る 必

要があ る と 思 っ てい ま す。 そ し て、 私 は今、 も っ と ウ
チ ナ ー ン チ ュ に近づい た よ う に思 っ て い ま す。
本当 に あ り が と う ご ざい ま し た。

Primeiramente, gostaria de agradecer ao 
governo okinawano por possibilitar o 
aprofundamento da cultura a descendentes desta 

ilha que encontram-se em toda parte do mundo. 

Tambem sou grata a dedica9ao dos coordenadores e 
volunt紅ios do Junior Study Tour 2002 e nao posso 
deixar de agradecer a Assosiagao Okinawa do Brasil 
por ter concretizado um sonho meu ao me 
selecionar. 

Ficamos em Olcinawa por 7 dias (21 a 28 de 
Julho) respeitando a programac;ao feita pelo 
governo. Como no primeiro dia po曲mos passear 
por conta pr6pria, nos, brasileiros (acabamos por 
levar nossos amigos argentinos), decidimos assistir 
a apresenta⑫o de buyo representadas pelas 
men.in.as de nosso pais . Tive um.a sensac;ao de 
orgulho ao ver o sorriso nos rostos do publico 
okinawano. No dia seguinte, na Festa de Boas 
Vmdas, Jackeline Shirado e eu sambamos e todos 

divertiram-se com o ritmo e os movimentos da 
musica brasileira. 0 "sucesso " foi tanto que todas as 
noites pediam para ensinar-lhes samba. 

VISitamas v年os lugares tais como : o Predio do 
Governo, o Castelo de Shuri e o Museu Memorial da 

Paz que foi o lugar que mais marcou a viagem para 
mim ja que vi duas coisas que nunca esquecerei: o 
filme sobre a Batalha de Okinawa devido ao 
sofrimento da populac;ao e as lapides onde es諏0
cravadas os nomes de todos os mortos na guerra. 
Desta forma, aprendi a valorizar ainda mais a vida 
e refletir sobre a paz mundial. 

Conhecemos ainda um. pouco de Naha (capital 
de Okinawa). Em Gyokusendo, o grupo dividiu-se 
para aprender sanshin, buyo ou karaお． Escolhi o 
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buyo, ja que quando era criani;:a praticava este tipo 
de dani;a. Depois, o grupo ねcou Eisa. N esse 
momen切， me senti mais pr6x:ima da cultura 
okinawana. Em Yanbaru (re叫o Norte), fizemos 
ecoturismo conhecendo a N atureza, e impo幽cia
de preservar os mangues e ainda caminhamos ere 
chegar a cachoeira. Tivemos, tarnbem, oportunidade 
para rr a prrua. 

No ultimo dia, houve uma Festa de Despedida 
que foi muiい comovente ja que o grupo se entrosou 
de tal maneira que a妬 hoje mantemos contaね pela
internet, por cartas e algumas vezes por chamadas 
tele佑nicas.

Finalizando, gostaria de agradecer novamente 
todos que me ajudaram. Gostaria tambem de dizer 

que nao agi como turi曲： senti o calor do povo 
okinawano e vivi a cultura fortalecendo en諏o meus
la9os culturais. Sinto a secessidade de transmitir 
minhas impress5es para os descendentes de 
Okinawa do meu pais e me sinto mais uchinanchu 
agora. Muito obrigada! 
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志良堂 ジ ャ ケ リ ネ
Jacqueline Shirado 

ブ ラ ジ ル Brazil 

カ ン ポ グ ラ ン デ沖縄県 人 会

4 世

『いち ゃ り ば ち ょ ーで一』

私は カ ン ポ グ ラ ン デ沖縄県人会を通 し て 、 ジ ュ ニ ア
ス タ デ ィ ー ツ ア ー の参加者に選ばれ ま し た。 沖縄への
訪 問 と い う 私 の 夢がか な う と は、 信 じ ら れ ま せんで
し た。

沖縄に着い た時、 私は 日 本語があ ま り 上手 く 話せな
いので少 し心配で し たが、 リ ラ ッ ク ス し た雰囲気のお
かげでみ ん な と 会話す る 勇気が出 ま し た。
短い期間ではあ り ま し たが、 こ の ツ ア ー は本当 に と て
も 為 に な り ま し た。 沖縄文化への知識や興味が増 し ま
し た。

光栄に も 副知事にお会いする こ と も で き ま し た。 沖
縄の今がわかる 国際通 り に も 行 く 機会があ り ま し た。
首里城、 平和祈念公固 を訪れた時に は 、 沖縄の過去を
体験出来 ま し た。 そ こ で、 沖縄の人々 の強 さ と 信念、
希望がわか り ま し た。 首里城は 4 厠 も 再建 さ れ、 今で
は多 く の観光客が訪れる場所です。平和祈念公園では、
戦争の跡を見て と て も 心を動か さ れ ま し た。 “戦争の な
い世界にす る ため に は、 戦争を忘れて は い け な い” と
い う 考えがそ こ で伝わ っ て き ま し た。

ま た、 私達は琉球ガラ ス と 琉球漆器の工場を 見学す
る 機会 も あ り ま し た。 と て も 貴重な体験で し た。
私はブラ ジルで三線 と エ イ サ ー 、 舞踊の練習 を少 し し
ていたのですが、 や は り 本場での練習 は と て も 良かっ
たです。 ブラ ジルでの練習 よ り も っ と 本格的で し た。
沖縄の 自 然は と て も 保護 さ れてい ま し た。 マ ン グロ ー

ブ も 大切 に さ れていて、 比地大滝は本当 に芙 しかっ た
です。 そ し て、 沖縄の海は世界中か ら 見て も 美 し い海
で し た。

し か し 、 一番素晴 ら しかっ た こ と は、 私達がこ こ で
築 き 上げた友l胄です。

“い ち ゃ り ば ち ょ ー で一
”

、 こ の一つの フ レ ー ズ を
実現す る こ と がで き ま し た。 “会え ば兄弟

”

と い う 意味
の沖縄の方言です。

こ の ツ ア ー で私の沖縄への思いが増 し ま し た。 絶対
に ま た沖縄に戻 り た いです。

沖縄県の方 々 に、 私の先祖の地 を知る 機会を与えて
下 さ っ た こ と と 、 その古い文化を守 り 続けている こ と
に感謝 し ま す。

Por intermedio da AE,socia¢o Okinawa de Campo 
Grande, fui escolhida para participar do Junior 
Study Tour 2002. Eu nem acreditei, pois meu sonho 
iria se tomar realidade. 
Ao chegar, eu fiquei meio preocupada pois meu 

japones nao era fluente. Mas o ambiente 
descontraido me deixou menos 血ida para tentar 
conversar. 
Apesar do pouco tempo, esse Tour foi mtrito 

proveitoso pois aumentou meu cohecimento e meu 
interesse pela cultura okinawana. 
Tive o privilegio de conhecer a govemadoria e vice 

governador de Okinawa e tambem a Kokusai Dori 
que reflete bem Okinawa nos dias atuais. 
Ao visitarmos o Castelo de Shurijo e o Memorial da 

Paz vivemos um pouco do passado de Okinawa. E 
nesses lugares pude notar a for9a, a cren9a e a 
esperanca do povo okinawano. Pois o Castelo de 
Shurijo ja foi reconstruido 4 vezes e hoje e um ponto 
turistico bastante visitado. E no Memorial da P皿
as marcas da guerra me comoveram. Mas o 
pensamento de que " nao se pode esquecer a guerra, 
mas viver num mundo sem ela e fundamental" e 
constantemente transmitido. 
Tambem tive a oportunidade de observar a 

fabrica9ao dos produtos mais aceitos pelos turistas e 
pelos pr6prios okinawanos que sao o Ryukyu Glass 
e os laqueados. Experiencia 血ca.
No Brasil, eu ja me dedicava a aprender um pouco 

de sanshin, eissa e buyo, mas aprender e assistir no 
pais de origem foi mtrito melhor. Sao bem mais 
dedicados e corretos. 
A natureza do lugar se mostrou bem conservada. 

Os mangues sao bem c直dados e a cahoeira Hiji 
Ohtaki tern uma beleza incomparavel. 給 praias
tambem sao 血icas no mundo. 
Mas a maior riqueza, que nos mesmos criamos, foi 

a amizade, e aquilo que era apenas uma frase se 
tomou realidade: ao nos encontrannos, ja somos 
innaos. 
Com ce匹za quero voltar a Okinawa poque este 

Tour fez auentar ainda mais minha paixao pela 
prOVll1Cla. 
Agrade90 ao Gevemo de Okinawa por ter me dado 

oportunidade de conhecer o pais do meus 
antepassados e de manter viva essa cultura 
milenar. 
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米 須 ト マ ス
Tomas Komesu 

ア ル ゼ ン チ ン Argentina 

在亜沖縄県人連合会

2 世

『 自 分のルー ツを知る こ とが出来た』

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー に参加す る こ と がで き て 、 心
か ら 感謝 し て い ま す。 沖縄では、 短い 間で し たが、 ウ チ
ナ ン チ ュ ー の心のや さ し さ に触れ、 感動 し ま し た。
沖縄 と ア ルゼ ン チ ン があ ま り に も 離れて い る こ と が、 残
念です。 子供の 頃か ら 沖縄へ行 く こ と が夢で し た ので、
ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー の参加者 と し て 、 行 く 事がで き る と
は、 思 っ て も い ま せんで し た。 沖縄の思い出の 中 で、 一

番心 に残っ た事は、 お互い に尊敬 し 合 う こ と と 、 礼儀正
し さ です。

県内 の色々 な と こ ろ へ行 く こ と が出 来 ま し た。 県庁、
国際通 り 、 首里城、 平和祈念公園、 玉泉洞、 ガラ ス工場、
比地大滝、 マ ン グ ロ ー ブ林、 海洋博記念公園、 どこ も と
て も 楽 し か っ た です。 その中で も 一番、 楽 しかっ たのは、
王泉洞での体験で した。 そ こ では初め て琉球舞踊や、 エ イ
サ ー の練習 、 沖縄民謡 も 聞 く こ と がで き 、 と て も 良い体
験がで き ま し た 。

首里城見学は と て も 興味深い も の で し た 。 平和祈念公
園 は一番心 に残 り 、 わ た し の祖父が経験 し た戦争の苦 し
み を 知 る こ と が出 来 ま した。 エ コ ツ ア ー では と て も 素晴
ら し い景色 も 楽 し め ま し た 。 国際通 り は三 回 も 行 く チ ャ
ン ス があ り 、 色 々 な お店があ る ので、 私のお気に入 り の
場所で し た。 ビ ー チ は 、 あ ん な に透明で、 き れい な海は
初めてで し た。 琉球ガ ラ ス や漆器作 り も 良い経験に な り
ま し た 。 色 々 な体験か ら 、 沖縄の習慣や文化、 ウ チ ナ ン
チ ュ ー の 心 を 学ぶ こ と が出来 ま し た 。

糸満の ホ テ ル は色 々 な施設があ り 、 水泳や サ ッ カ ー を
楽 しみ な が ら 、 他の参加者 と 友達 に な る こ と がで き ま し
た。 お風呂 につ い て は、 共同風呂 に は慣れて い な いので、
初め は変な 印象で し たが、 特に問題はあ り ま せんで し た。
ペ ン シ ョ ン は静かで、 と て も よ か っ たです。

沖縄尚学高校の学生が開 い て下 さ っ た交流会 も と て も
良か っ た です。 ダ ン ス や ゲー ム を用意 し て く れていて、
み ん な で楽 し む こ と がで き ま し た。 国際通 り 散策 に も 私
た ち を ガ イ ド し て く れ ま し た。 本当 に心か ら感謝 し ま す。

沖縄の料理 に つ い て も 、 問題は あ り ま せんで し た。 初
め て 食べた物 も あ り ま し たが、 どれ も 大変美味 し かっ た
です。 一番気 に 入 っ た の は 、 朝食で し た 。

ホ ー ム ス テ イ で は 、 親戚 に会え る こ と がで き て 、 と て
も よ か っ た です。 ア ルゼ ン チ ン で知 り 合っ た親戚 も い ま

し た が、 は じ め て 会 う 親戚 も い ま し た 。 皆 さ ん温か く 、
親切 に迎 え て く れ ま し た。 こ の よ う な機会を与え て下 さ
り 、 感謝 し ま す。

一番大切 な経験は、 い ろ ん な 国の参加者 と の交流で し
た。 同 じ時間 を 過 ご し、 お互いの習慣の違い を教え あ っ
た、 そ の よ う な こ と がこ の旅で何 よ り も 大切 な こ と だ と
思い ま し た。 こ の短い期 間では話 も 出来 な か っ た 人 も い
ま し たが、 多 く の 良い友人 を作る こ と が出来た と 思い ま
す。 こ れか ら も ずっ と 、 メ ー ル な どで交流 を続け て い き
た い と 思い ま す。

最後に 、 私 は こ の ツ ア ー での 目 的 を達成で き た と 思い
ま す。 沖縄の文化、 自 分の ル ー ツ を 知 る こ と が出 来 ま し
た。 そ れか ら 、 日 本語が どれだけ大事 な の か分か り ま し
た。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の ため に は、 も っ と 日 本語の勉
強 を し な ければい け ま せん。

タ ン ゴを皆 さ んの前で踊 っ た こ と がま だ心 に残っ て い
ま す。 感動 し た の は 、 み ん なが空港 ま で見送 り に来て く
れて、 涙 ぐんでお別れ を し た こ と です。 こ の思い出、 経
験 し た こ と は、 決 し て忘れ ま せん。

ス タ ッ フ の皆 さ ん ど う も あ り が と う ご ざい ま し た。 こ
の ツ ア ー に参加で き た こ と 、 経験 し た こ と 、 親切 に し て
下 さ っ た こ と 、 心か ら 感謝申 し上げま す。 こ の よ う な イ
ベ ン ト がいつ ま で も 続 き 、 も っ と 多 く の青年が私の よ う
に体験出来る こ と を 願 っ て い ま す。

こ の ツ ア ー を他の青年達 に も 、 来年は参加す る よ う に
勧め た い と 思い ま す。 わた し は、 こ れか ら も っ と 日 本語
を勉強 し て 、 大学が終わ っ た ら 、 ま た沖縄へ行 き た いです。

ど う も あ り が と う ご ざい ま し た。
Es切y muy feliz y es un honor haber participado en 

el Junior Study 'lbur. En el poco tiempo que estuve en 
0血awa he podido apreciar muchos de los valores que 
tienen los Uchinanchu. Lastima que 0血awa_ queda

muy lejos de la Argentina. Desde chico siempre tuve la 

esperanza de ir a 0血awa pero nunca me imagine 

que mi primera vez seria de esta manera. Como 

becario. Ya que generalmente si iba a visitar parientes, 

generalmente es muy dificil conocer gente por uno 
mismo. Me llevo de regreso muchas cosas lindas de 

0血awa, el respeね de la gente, y la buena educaci6n, 
aunque estuve poco tiempo. 
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Me gustaron ねdas las excursiones (Kencho, Kokusai 
Dori, Castillo de Shuri, Parque Conmemorativo de la 
Paz, fabrica de vidrio, Gyokusendo, Cascada de 

Hijiotaki, Mangle, Ocean expo Park). Y las disfru記 al
m紐血o. Donde m邸 me he divertido fue en la 

excursion del Gyokusendo, porque pude realizar por 
primera vez la danza Ryukyu buyo, la que tanto 

escuche hablar, y tambien practicar el Eisa, y disfrutar 
de la musica; fue muy entretenido esta excursion. La 
excursion que mas me in固reso fue el Castillo de Yuri. 
Donde mas me conmovi y valore fue en el del Parque 
Corunemorativo de la Paz, porque reflexi.one la guerra 
que pasaron mis abuelos pa知mos. Las visitas del 
ecoturismo los disfru託； fue muy lindo observar toda 

esa variedad de paisajes, y poder recorrer esa 
vegetaci6n. Con respecto a Kokusai Dori disfru託 de
toda esa variedad de locales me encant6, mas tuve la 
sue函 de ir tres veces. Tambien me gusto ir a la playa, 
porque es la primera vez que pude observar un mar 
tan herrnoso de aguas cristalina. Ah no me olvido de 
las arresania, que pudimos realizar: el taller de vidrio y 
el de laqueado de madera. Me gustaron todas las 
excursiones, fue muy divertido lo pase muy bien, y 
tambien me transmitieron mucha informaci6n y 
sentimientos de esta cultura Uchinanchu. 

La estadia en el Hoね1 Sports Londge, lo he pase 
muy bien; me gusto el lugar porque se podian realizar 
muchas actividades. Duranお el tiempo libre tuvimos 
tiempo de hacer actividades deportivas con los becarios. 
Las actividades que realizamos fueron nataci6n, y 
血bol; actividades que me dieron la posibilidad de 
inおgrarme o conversar un poco mas con los becarios. 
En si las actividades que haciamos duran杞 el tiempo 
libre en el hoわ1 fueron entreねnidas y lo pase muy bien. 
No tuve problemas con el tema del ofuro, pero mi 
primera impresi6n fue muy rara, ya que no estoy 
acostumbrado. Me gusto el lugar y la zona, de la 
pension Carolina, es muy tranquilo. 

Tambien disfruね mucho de la fiesta de bienvenida 
en el hotel de Itoman organizada por los alurnnos del 
colegio de N aha, con diversas actividades que se 
continuaron duranね las dos dias de nuestra estadia. 
Tambien bailamos, realizamos distintos juegos y 
paseam.os por Kokusai Dori, guiados por ellos. Muchas 
gracias a ellos por arendernos y entre記nernos duranね
esos dias. 

Con respecto a la comida no tuve ningu.n problemas; 
probe de todo y ねngo que admitir que la comida de 
Okinawa es muy rica, y me encanto como desayunan 
alli. 

Con respecto al homestay, estoy muy con固nto

porque pude conocer a mis parientes maternos y 
paternos. Algunos parientes maternos ya los conocia 
porque vinieron a la Argentina a visitarnos, pero a por 
parte de mi padre no conocia a nadie. El poco tiempo 
que tuve con ellos lo disfru託 mucho, tantos mis 
familiares pater:nos como maternos,  me han tratado y 
recibido muy bien. Gracias por este rencuentro posible. 

Lo que mas rescaね del viaje es la conversaci6n con 
los becarios, podenne relacionar con ellos, comparti.r 
cosas con los becarios, o intercambiar infonnaci6n de 
nuestras costumbres, fue algo lindo, es mas fue lo mas 
:importante. Poder o tratar de transmitirle algo a otra 
persona. No pude hablar con ねdos, pienso que se debi6 
al poco tiempo. Creo que pude hacer amistades, espero 
que ellos sientan lo mismo. No los nombro porque son 
muchos, pero es切y seguro que esas personas saber que 
se logr6 una buena amistad. Y espero seguir 
mand釦doles E-mail. 

Como conclusion final de este viaje creo que yo pude 
cumplir con los objeti.vo del viaje, en lo personal 
aprendi muchas cosas de la cultura 0血awense, pude 
comprender un poco mas mis raices y es切 me sirve 
tambien para no perderlas y tenerlas bien presentes. 
En este viaje valore muchas cosas, como poder hablar 
nihongo, ya que me di cuenta que el idioma es 
fundamental para la comunicaci6n. Foder comunicarte 
con la gente, o que ellos te entiendan a vos,  es 
agradable. Por lo tan切 pude realizar el interc狙nbio
cultural, o sea les transmiti a ellos mucha infonnaci6n 
y ellos a mi. En lo personal algo que, me encan切
realizar fue demostrarles un baile de tango portefio a 
la gente de Okinawa. Lo que mas me emociona fue que 
todo tenian un sentimiento profundo, en la fiesta de 
despedida o en el aeropue元o de Okinawa todos se 
pusieron tristes y comenzaron a llorar, me 
sorprendieron ya que al ser ねdos tan expresivos, no lo 
esperaba. Oreo que tan切 para mi como para ねdos esos 
dias quedaron como recuerdo de momen切s muy lindo 
y experiencia inolvidables. 

Al Staff organizador de Junior Study 'Ibur 2002 
muchas gracias por danne esta beca, y otorganne la 
oportunidad de vivir esta experiencia, les agradezco 
por atendernos y recibirnos muy bien. Y espero que se 
sigan realizando esねs eventos para que otros 
adolescentes puedan realizar experiencias como las 
que tuve en esねs dias. 

Pd: voy a tratar de informar y d.ifund.ir las 
acti.vidades del Junior Study 'Ibur para que otros 
adolescentes puedan participar el pr6ximo afi.o. Con 
respecto a mi voy a tratar de terminar mis estud.ios, y 
tener presente el objetivo de poder volver a Okinawa. 
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島 袋 エ リ ア ー ナ
ビ ル ヒ ー ニ ア

Eliana Virginia 
Shimabukuro 

ア ル ゼ ン チ ン Argentina 
在亜沖縄県人連合会
3 世

『ツ ア ーで生まれた絆を永遠に ！ 』

沖縄で 9 日 間 も 過 ごせた こ と を と て も 幸せに思い ま
す。 ま ず、 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー の成功の た め に
一生懸命働いて下 さ っ た ス タ ッ フ の皆様方に感謝の言
葉 を 送 り たいです。 皆 さ ん、 ど う も あ り が と う ご ざい
ま し た。 帰国後、 ツ ア ー の こ と を考え て ばか り で皆の
こ と が恋 し いです。

沖縄の人々 の温か さ 、 街の美 し さ ， そ し て、 参加者
全員 のチ ー ム ワ ー ク と パ ワ ー にお どろ き ま し た。 文化
や言語が違っ ていて も 、 参加者一人一人が出来る 限 り
お互い を理解 し よ う と し て いたので特に大 き な問題は
あ り ま せんで し た。

沖縄の料理は気に 入 り ま し たが、 唯一、 豚肉の調理
法がア ルゼ ン チ ン と 違っ ていてあ ま り 好 き に な れ ま せ
んで し た。

訪れた場所は どこ も と て も 良かっ た と 思い ま す。 特
に 、 平和祈念資料館での平和学習 と 韮泉洞での文化学
習が一番印象的で し た。 平和学習で沖縄戦の ビデオ を
見た時、 その悲 し い戦争が起 こ っ た 同 じ場所に い る と
い う こ と も あ り 、 と て も 衝撃 を受け ま し た。
空手やエ イ サ ー の練習 は と て も 面白 か っ たです。 何度
も 間違え て大笑い し ま し た。 伝統芸能体験は本当 に楽
し か っ た です。

そ し て、 沖縄の産業ツ ア ー も 良かっ た と 思い ま す。
私が良かっ た と 思 う 所は琉球漆器工場 と 名護パ イ ナ ッ
プルパー ク です。 琉球ガラ ス で作っ た コ ッ プ も 漆器に
貼っ た さ く ら の花 も 少 し ゅがんで し ま っ た けれ ど も 、
自 分の手で沖縄の独特な工芸品 を作れた こ と は と て も
感動的で し た 。

で も 、 最 も 気に入っ た ツ ア ー はやんばる エ コ ツ ア ー

で し た。 歩 き 疲れた けれ ど、 今考え てみ る と 歩 く 価値
があ っ た と 思い ま す。 ゃ ん ばる の滝は と て も 美 し く 、
そ こ でみ ん な で飛び込ん だ り し て、 楽 し い時間 を過ご
し ま し た。 そ し て、 海 も 美 しかっ た ！ 個人的 に は、 も
っ と 長い時間海で過 ご し た か っ た な…

県庁訪問 と 首里城訪問はあ ま り 好 き ではあ り ま せん
で し た。 なぜか と 言 う と 説明が足 り な く て、 訪問の 目
的が私達 に は理解で き なかっ たか ら です。 たぶん、 前
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も っ て、 勉強 していなかっ たか ら です。 それだけでな
く 、 訪問の時間が短 く 、 各言語の説明 も 見直 さ な けれ
ばな ら な い と 思い ま す。

ホ ー ム ス テ イ の時間 も す ご く 感動的で し た。 沖縄の
親戚 と はバー ベー キ ュ ー を し た り 、 出かけた り し ま し
た。 知 ら な い町、 初めて会 う 人で も 、 自 分の家族 と い
う だけで、 身近 に感 じ ま し た。 家族 と 過 ごす時間が も
う 少 し欲 し か っ たです。

そ し て一つ だけ苦情があ り ま す。 最初の二 日 間の食
費が自 費であ る こ と を知 ら な かっ た こ と です。 南米 と l
日 本 と では経済状態がかな り 違 う ので、 前 も っ て連絡
し て欲 し か っ た です。

私は現在、 い ろ ん な 国の友達がで き 、 文通や メ ー ル
を し てい ま す。 今では言語が障害で は な い と 分かっ て
と て も 嬉 し い です。

最後に、 こ の ジュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー で生 ま れた
絆が永遠 に続 く よ う に願っ て い ま す。
今、 振 り 返る と た く さ んの思い出が浮かんで き ま す。
私 に と っ て ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー は忘れ ら れな い
衝撃的 な も ので し た。

Estando rea血ente FELIZ por haber vivido estos 
nueve dias en Okinawa, en primero lugar, quiero 
expresar mi sincero agradeciiniento hacia TODOS los 
que parti.ciparon del tour. Extra:fio horrores! 

El clima fue muy ca.lido, las calles muy limpias, la 
gente 皿able, todos intentaban disfrutar de cada 
momenta y trataban de que los que lo rodeaban 
認mbien lo hagan. 

La comunicaci6n se dificultaba con la mezcla de 
idiomas, sin embargo esto no signific6 una barrera. 
Cada uno se daba a entender como mejor podia. Cada 
uno queria mostrar lo suyo (lo argentino en este caso) y 
a la vez conocer y adaptarse aunque sea un poco a las 
costumbres del otro. El acerc皿iento de los chicos del 
tour fue muy reconfortante. Yo me sen廿 muy c6moda.

La comida okinawense, en general, me gusto. 
Sol紅nente la fonna de cocinar la came (que no se le 



quita la grasa), me resultaba un poco problematico 

para comer. Tal vez porque no estoy acostumbrada. 

Con respecto a las excursiones, creo que la elecci6n de 

los lugares a conocer fue la acertada. Los temas a los 

que apuntaron eran muy interesantes. 

El bombardeo a 0血awa en la Segunda Guerra 

Mundial, en el Parque C。rnnemorativo de la Paz; la 

practica de Eisa, Sanshin, Buyo y Karate en 

Gyoukusendo fueron las principales experiencias de 

interes hist6rica y cultural ol血awense.

Las im紐enes del video de la Guerra fueron muy 

impactantes, creo que a todos nos dej6 un poco 

shockeados, mas a血 sabiendo que esほs en uno de los 

lugares en los que ocurri6 la ca函strofe.

Las practicas de Karate y Eisa fueron muy 

divertidas. Yo me rei mucho. Hacia cualquier cosa, no 

coordinaba. Pero fue gracioso. Me gusto mucho el 

hecho de que todos se animaran a hacer todo, sin 

vergiienza. Las demostraciones de todas las art.es 

estuvo b紅bara. Muy bueno! 

Me pareci6 tambien una idea acertada que nos 

hayan mostrado las diferentes 紅eas de actividad 

econ6mica Por ejemplo, la visita a los talleres de vidrio 

y de laqueado, y a la fabrica de azucar negra y N ago 

Pineapple Park (muy bueno). El taller de laqueado y la 

visita a N ago Pineapple Park fueron mis preferidos. 

Me encant6 participar en el taller de laqueado, yo 

elegi Sakura y pegue todas las flares torcidas. El vaso 

que hice en el taller de vidrio tambien me sali6 torcido. 

La excursion que mas me gusto fue la visita 

guiada por Yanbaru. Caminamos mucho, pero vali6 la 

pena. Las cataratas eran lindas. Pase muy buenos 

momen切s ahi, todos se caian intentando subir a las 
rocas. 

Las playas eran hermosas, me hubiera gustado 

que nos hubieran llevado mas dias para recorrerla y 

disfrutarla. 

La visita al Kencho fue la que menos me gusto. 

Una de las menos atractivas tambien fue la del 

Castillo de Shuri. Solamente era para sacarte un par 

de fotos y contarle a tu familia y amigos que fuiste ahi. 

Capaz fue porque no hubo mucha explicaci6n del 
porque de la visita. 

Creo que hubiese sido mejor que se induzca a los 
participant.es a estudiar acerca de los lugares que 
ibamos a visitar antes de la llegada a Jap6n. De esa 

manera creo que se evitaria el bullicio, la dispersion o 

la falta de interes durante las excursiones. Iguahnente, 
creo que o nosotros tendriamos que haber estado mas 

adaptados al staff, o el staff mas adaptados a nosotros. 

Es decir, si los elegidos del tour conocen solament.e 

ingles, solo japones o solo portugues o cast.ellano; creo 

que la explicacion de las excursiones deberia ser en 

todos los idiomas. De otro modo, sabiendo que el 

tiempo que demoran las excursiones es escaso, creo 

que hacerlo en 2 idiomas (por ejemplo: ingles y 

japones) seria lo ideal, siempre y cuando elijan 

personas que t.engan conocimiento suficient.e de alguno 
de estos idiomas. 

El encuentro con mi familia fue muy emocionant.e. 

Comi barbacoa, me llevaron a pasear. . .  Creo que uno se 

sient.e nervioso pero expectant.e a la vez porque es抵 en

un lugar que no conoce con gent.e que desconoce. Pero a 

pesar de todo aquella es tu familia y uno la sient.e como 

tal. Me hubiera gustado mucho pasar mas tiempo 

junto a ellos. La estadia fue muy corta. . .  

El 血co momenta en el que me senti muy 
inc6moda fue en la visita al 伽bernador de Okinawa 

(Kencho). El hecho de que le entregaran un regalo a 

N arryman (la chica de Cuba) delant.e de 叫as las 

c組naras, y que luego se lo quitaran cuando no la 

estaban enfocando, me parecio depriment.e. iQue 

int.entaban demostrar? (Son re truchos) A mi ent.ender 

ella merece una disculpa. Vale aclarar que yo estoy 

muy agradecida por todo (todos fueron muy amables), 

pero creo que esa actitud no corresponde. Me parece 

que se preocupan mas por aparentar que por ser. 

Una queja: yo no estaba enterada y por ejemplo, 

los bolivianos tampoco, de que durant.e los dos 

primeros dias las comidas nos las t.e面amos que pagar 

nosotros. Teniendo en cuenta que el d6lar no esta 1 a 1 

en todos los paises, me parece que t.endriamos que 

haber sido avisados. No solament.e a los argentinos nos 

cuesta, sino tambien a todos los de paises 

latinoamericanos. 

⑬davia hoy sigo en contacto con muchos chicos del 

tour, y me parece fan捻stico que el idioma no impida la 

comunicaci6n. Varlas de las personas que me cayeron 

muy simpaticas fueron con las que t.enia menos 
posibilidad de dialogo. Espero que el contacto 

perdure. . .  

Muchos recuerdos se me vienen a la ment.e. Es 

una experiencia muy important.e supongo que en la 

vida de cada uno de nosotros. Para mi, fue como un 
golpe: rapido y fuerte. Pero un golpe inolvidable. 

Muy-muy feliz. 
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広 中 山 城
ル イ ス フ ェ ル ナ ン ド

Luis Fernando 
Hironaka Yamagusuku 

ペ ル ー Peru

ペ ル ー 沖 縄県 人 会
4 世

・

『将来ペルー と沖縄の架け橋にな り た い』

ツ ア ー ヘの参加が決 ま っ た時、 私 は 、 言葉 に表せな い
ほ ど嬉 し さ で一杯だ っ た。 その夜は 出発の 日 の事が頭 に
浮かん だ り し て 、 自 分がウ チ ナ ー ン チ ュ の子孫であ る と
い う こ と を よ り 一層感 じ る 事がで き た。 ジ ミ ー と 歓迎会
の余興の歌 を練習 し た り 、 自 分 自 身 日 本語の勉強 を し 、
又県人会の学習塾で、 三線、 エ イ サ ー 、 ギ タ ー の ク ラ ス
を受けたが、 それは出発前 に充分な準備 と 予備知識 さ え
あれば、 今厠 の ツ ア ー が有意義な も の に な る と いつ も 引
率者の赤嶺 さ んが話 し て い た事だ っ た。
7 月 1 8 日 ／出発の 日 がや っ て来た。 家族 と 別 れる の を
思 う と 辛 く 、 く す ぐ っ た い気持ち に も な っ たが、 こ の ツ
ア ー が先祖の地 を 知 り 、 外国か ら の参加者 と 友達 に な れ
る 事 を 思 え ば大事な ツ ア ー であ る と い う こ と は分かっ て
し ヽ た。
7 月 2 0 日 ／午後 5:30 成田着。 羽田 ま での道の り は、 僕
に と っ て初 め て 目 にす る も ので、 沖縄がだん だん と 近 く
に感 じ た。 2 時間 ぐ ら い経っ た だ ろ う か、 起 こ さ れて沖
縄へ着いたのが分かっ た。 ‘‘何 と き れい だろ う ！ ！ ’ ' その
瞬間、 今回の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー が想像で き た。
荷物 を取 り 、 進んでい く と 、 多 く の 人の 中 に 各国の旗 と
写真で見た親戚の顔が見 え た。 瞬間、 私 は少 し不安に な
っ たが、 そ れ以上に喜び と 感動で一杯に な り 、 今匝の ツ
ア ー に参加で き た こ と を感謝 し た。

翌 日 散歩 に 出 たが、 盗難防止 も し な いで置い て い く オ
ー ト バ イ や、 道 を 走 っ て い る 車は標識に従っ て い てす ご
＜ 驚い た 。 それは父母がいつ も 口 に し て い た こ と で、 自
分の 目 で実際に確かめ る こ と がで き た。
7 月 2 2 日 ／ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 会場の財団 に集合。 ッ
ア ー の説明 の あ と 、 参加者の 自 己紹介で オ リ エ ン テ ー シ
ョ ン は終わ っ た。 財団 を 出 た後、 ホ テ ルヘ向か っ た。 ホ
テ ル は と て も き れいで、 設備 も 整っ て いた。 そ の後、 交
流 プロ グ ラ ム でゲー ム が始 ま り 、 各 自 のパ フ ォ ー マ ン ス
が発表 さ れる と 、 海外、 県内の参加者た ち はす ぐ に打ち
解け、 こ れか ら の ツ ア ー に 向 け て の交流 に 良い 関係 を保
て る 自 信がつ い た 。
7 月 2 3 日 ／県庁表敬、 ロ ビー で比嘉副知事か ら の メ ッ
セ ー ジ を受け、 県議会の視察、 県庁の最上階 に あが り 、
那覇市の風景 を 見 な が ら 県の こ れ ま での歴史や、 建物 に

ついて の説明があ っ た。 その後、 国際通 り に 出 て昼食後、
グ）レ ー プ ご と の市内散策 に 出 た。 今は使用 さ れて い な い
焼 き 物の窯の跡、 戦時中 の壕跡、 市場、 お土産品店が多
く 並ん だ国際通 り な ど散策の跡、 首里城見学に向かっ た。
幾度 と な く 作 り 直 さ れた守礼門 を く ぐ る と 、 王や特別 に
招待 さ れた人間 し か く ぐれな か っ た歓会門、 龍桶 を見て
登 り 詰め る と 首里城 に 出 た。 御庭か ら 首里城博物館に入
り 、 当 時の王の椅子や、 幾度 と な く 修復 さ れた首里城の
歴史、 沖縄の歴史な ど聞 く う ち に、 沖縄がいかに し て発
展 し て き た かが理解で き た。
7 月 2 4 日 ／平和祈念公園 に向かっ た。 こ の地 に祈念公
園が作 ら れた の は 、 こ の地で当時の 日 本軍司令官が自 決
し た場所であ り 、 海を背後に逃げ場を 失 っ た多 く の県民
が亡 く な っ た場所だ と い う こ と を 知 り 納得 し た。 ビデオ
を見て こ の戦争で私た ち の曾祖父母がい か に苦 し み、 恐
ろ し い 目 に あ っ た か を 知 り 、 ま た同時に忌 ま わ し い戦争
か ら 沖縄がいか に復興 し た か を 知 り 感嘆 も し た。
7 月 2 5 日 ／玉泉洞 に着い た。 そ れぞれ、 三線、 踊 り 、
空手 と 3 つ の グル ー プに分かれ、 文化体験学習が始 ま っ
た。 私は三線の ク ラ ス で、 カ ン カ ラ 三線で “ て い ん さ ぐ
ぬ花” を練習 し た。 そ の後、 広場に 集 ま り 、 そ れぞれの
練習 の成果 を発表 し た。 そ の後、 本場のエ イ サ ー を見学
し た が、 唄、 三線 ま で生の演奏だ っ た の に は感激 し た。
そ し て全員 でエ イ サ ー を体験 し 、 と て も 楽 し め た 。 恩納
村 に 向かい、 やがて見た こ と も な い素晴 ら し い海岸線 を
通 り ペ ン シ ョ ン キ ャ ロ ラ イ ナ に着いた。 夜は県内のボラ
ン テ ィ ア高校生 も 加わ っ て 、 キ ャ ン プフ ァ イ ヤ ー で最高
に盛 り 上がっ た。
7 月 2 6 日 ／今 日 は 2 つの グル ー プに分かれ、 エ コ ツ ア

ー に行っ た。 私 は最初 に慶佐次のマ ン グ ロ ー ブ見学に 向
か っ た。 多 く の小動物が住み、 海水の清浄作用 な ど、 ガ
イ ドの方か ら の説明 を受け勉強 に な っ た。 そ の後、 比地
大滝へ と 向かっ た。 道はかな り 険 し く 、 吊 り 橋を 渡 り 、
何段 も の 階段を 登 り 下 り し て、 や っ と た ど り 着い た大滝
の景色は、 と て も 素晴 ら し く 、 自 然 を 満喫す る こ と がで
き た。
7 月 2 7 日 ／朝か ら み んな悲 し そ う な顔だ。 昨夜は今 日
で 日 程が終了す る のでほ と ん どが泣い て い た。 今 日 は海
洋博公園 に向かっ た。 私た ち は真 っ 先 に ビー チヘ向かっ
た。 今ま で に 見 た こ と も な い綺麗 な 海で、 砂は砂糖の よ

- 26 -



う に 白 く 、 海面は プー ルの よ う に穏やかで、 海水は あ く
ま で も 透 き と お っ て い て 、 ま る で別世界だ っ た。 水族館

も 見学 し た。 い ろ ん な 魚やサ メ な ど、 見 た こ と も な い熱
帯の魚がい た。 そ の後、 各 自 ホ ー ム ス テ イ に 向か っ たが

初めて会 う 沖縄のお じ さ んや従兄弟 た ち と 楽 し く 過 ご し 、

自 分に も ウ チ ナ ー ン チ ュ の血が流れて い る こ と を改め て
知 っ た。

7 月 2 8 日 ／ さ よ な ら パー テ ィ ー の た め都ホ テ ル に着 い
た。 皆 に修了証が渡 さ れた あ と 、 各 自 自慢のパ フ ォ ー マ
ン ス が始 ま り 、 私 は ギ タ ー演奏 と エ イ サ ー を 踊 っ た。 ベ

ス ト フ レ ン ド の 曲 が流れる と 皆涙に変わ り 誰 と し て動 こ

う と も し な い 、 ツ ア ー で過 ご し た思い出が頭の 中 を よ ぎ

り 、 別 れ を 悲 し ん だ。
7 月 2 9 日 ／い よ い よ 別れの時が来た。 空港 に着 く と ス
タ ッ フ や親戚、 こ れ ま で一緒に過ご し て き た メ ン バー が
見送 り に来て い る 。 いつか必ず会 う 約束を し て別れたが、
自 然 に涙が出 て止 ま ら な い。 必ず戻 っ て く る と 心 に誓い
ペ ル ーヘ向か っ た。

終わ り に 、 県か ら の招待 を受け、 色 々 な 国か ら 集 ま っ
た青少年が体験学習 を 通 じ て交流 を 深め 、 こ れ ま で写真
か ビ デオ で し か知 ら な か っ だ沖縄を よ り 知 る こ と で ウ チ
ナ ー ン チ ュ と し て の誇 り を持つ こ と がで き ま し た。 将来
こ の経験か ら ペル ー と 沖縄の架け橋 と し て頑張 り た い と
思い ま す。 そ し て こ れか ら も 多 く の青少年が

“ ジ ュ ニ ア
ス タ デ イ ー ツ ア ー ” を 通 じ て沖縄を 知 る チ ャ ン ス を与え

て も ら い た いです。

Mi viaje a Okinawa 

Los Preparativos: 
Cuando fui elegido sen廿 una tremenda alegria algo 
que no podia describirlo con palabras, todas las noches 
pensaba en el dia de mi partida y cada vez mas me iba 
identificando como descendien記 okinawense. Desde el 
comienzo de mi elecci6n, .Akamine san nos estuvo 
preparando una vez por samana en su casa. Nos 
estuvo enseiiando la cultura, historia, naturaleza, 
sitios turisticos de Okinawa. Y con Jimmy estuve 
preparando canciones para poder tocarlas el 出a de 
bienvenida. 

Yo tambien estuve estudiando japones y ademas 
estuve practicando shamisen, eisa, y guitarra en el 

· taller de AOP es por eso que me iba bastanね
preparado y tranquilo al final del viaje me di cuenta 
que todo ese esfuerzo y todo lo que decia Akamine san 
de ir sabiendo esas cosas me sirvieron muchisimo. 

18 de Julio: 

El 出a de mi p紅tida ya lleg6, nos esperaba un vuelo 
largo sentia como un pequeiio cosquilleo, ya que estaba 

un poco nervioso y senti un poco de pena al despeclirrne, 
pero sabfa que me esperaba un gran viaje, no po出a
creer que iba a viajar tan lejos y poder conocer la ti.erra 
de mis an知pasados, y ねner amigos de todo el mundo. 

20 de Julio: 
Llegarnos al aeropuerto de N arita como a las 5 y media 
de la tarde. Despues fuimos en bus casi media hora 
hasta al aeropuerto de Haneda. Al ver las calles de 
J ap6n por el bus, me emocione ya que sentfa que cada 
ves estaba mas cerca de Okinawa, y pensaba en lo 
fabuloso que lo pasarfa. 
El vuelo demor6 2 horas y estuve durmiendo buen rato 
cuando Akarnine san me levanto a ver Okinawa. j j jQue 
bonito se veia! ! ! ,  ya me estaba imaginando como seria 
el Junior Study Thur. 
Despues recogimos las maletas y al avanzar vi a lo 

lejos un mont6n de personas que estaban con las 
bandera de Peni, Bolivia, Brasil y Argentina. Y al 
entrar a la salida me esperaban mi farnilia. En ese 
momento me llen6 una sensaci6n de mucha alegria y 
un poco de nerviosismo ya que me encontraba con mi 
farnilia a la cual yo conocfa solo por fotos, comence a 
apreciar y valorar lo bonito que es estar cerca de tu 
farnilia, y lo valioso que habfa ser sido elegido para esta 
beca. 

Dom:ingo, 21 de Julio: 
Este dia lo aprovechrunos como dia libre. Salimos a 
pasear por las calles y vimos la construcci6n del nuevo 
monorriel en Ok:inawa, pero lo que mas me impresiono 
y agrad6 fue que la gente dejaba sus motos s:in 
n:inguna protecci6n contra ladrones, que las 
sefializaciones de tr紅sito estaban bien marcadas y los 
conductores respetaban esas sefializaciones y la los 
peatones, y pude comprobar con mis propios ojos todo 
lo que me decfa mi familia de porque J ap6n es una de 
las culturas mas avanzadas y lo diferente que era con 
respecto a mi pais. Me fui a dormir rapido y Akarn:ine 

san me record6 que debia ponenne mejor porque 
m函ana ya comenzaba j i jEl Junior Study Thur! ! !  

Lunes, 22 de  Julio: 
Llegamos al lugar de reunion, OIBF. Nos llevaron a 
una sala de estudio y nos entregaron un polo que 
teniamos que usarlo el dia de la visita al prefecto y el 
dia de sayonara party Tambien nos dieron un maletin 
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con informaci6n del horario de los grupos, y nos 
entregaron una cartuchera y un impermeable. 
Despues Naito san nos dio charla y presento a todos los 
del staff. T皿bien esco匹os. Luego vino la 
presentaci6n de cada uno. Salimos del OIHF y 
llegamos al hotel de Itoman. El hotel era muy bonito, 
tenia de todo. Ese dia vinieron los j6venes de Okinawa 
Shogakukoko, que nos iban a animar la fiesta de 
bienvenida, barbicue y sayonara party, hubo varios 
juegos, bailamos todos juntas musica brasilefi.a y un 
baile japones y luego, al termino de los juegos pusieron 
los n血eros. Nosotros tocamos guitarra. Me 
encontraba muy contento y ya comenzaba a disfrutar 
el viaje, y hacer amigos de otros paises. 

Martes, 23 de Julio: 
Llegamos al Kencho, estuvimos esperando un rato y 
nos reunimos por paises y por banderas. Vinieron 
tambien bastantes canales de television. Ent.onces 
lleg6 el subprefecto Higa con las dem邸 autoridades de 
Okinawa. Despues mencionaron a cada uno de los 
paises participant.es y el subprefecto Higa fue a 
saludar a cada uno de nosotros. Luego de la reunion 
fuimos a conocer el kencho, y al nuevo edificio donde 
es埠 el parlamento. Nos llevaron al ultimo piso, de 
donde se observa gran parte de la ciudad, de Okinawa, 
nos explicaron que este es el edificio mas alto de 
okinawa ya Kencho es el edificio de mas importancia. 
Luego nos ensefiaron una laguna artificial sin agua en 
donde estaba representado las islas de Okinawa y el 
castillo de Shuri. Mas tarde nos llevaron a conocer el 
parlamento Okinawense. 
Luego de teminar de comer nos reunimos para ir al 
paseo por las calles de N aha, primero fuimos a ver las 
calderas que eran como un tipo de cocina antiguo y nos 
explicaron que era una de las pocas que quedaban en 
Okinawa pero que ya no funcionaban. Luego fuimos a 
visitar algunos refugios de la guerra que eran como 
pequefias cuevas en donde la gente se escondia cuando 
habfa bombardeo o cuando atacaban los americanos. 
Despues fuimos a caminar por Kokusai Dori, la calle 
principal de Naha. Habian muchas tiendas, 
restaurantes y un gran mercado de pescados, mariscos, 

vegetales, carnes y otros productos. 
De a.hi fuimos al Castillo de Shuri, subimos una colina 
y primero pasamos por la puerta de Shureimon, nos 
explicaron que esta entrada fue destruida despues de 
la guerra y ha sido verias veces restaurada. Seguimos 
avanzado y pasamos por la puerta de Kankaimon, nos 

explicaron que solo los reyes o invitados especiales 
podian pasar esta puerta ya que era la puerta antes 
del castillo. Tambien vimos un peque:iio pozo donde 
habia agua pura, y la guia nos explic6 que era el agua 
de las monta:fias. Luego entramos al castillo de Shuri, 

habia una inmensa plaza y al frente el castillo. 
Despues entramos al museo, vimos la silla del rey, 
escritos antiguos y objetos del castillo. Me gus切 mucho
el castillo de Shuri ya que conocf parte de la 比storia
antigua del pueblo de Okinawa y apreciar la grandeza 
de su pueblo al crear y reconstruir una maravilla como 
es el castillo de Shuri. 

Miercoles, 24 de Julio: 
Ese 出a fuimos al Parque de la Paz. Nos mostraron un 
叫eo de la guerra, estuve constantemente anotando 
porque me interese bastante en ese tema. Nos 
explicaron que se construy6 este templo en esta zona 
porque ahi muri6 el jefe de la escuadra m釦ma del 
ejercito de Okinawa, y ねrnibien que muchos civiles 
perdieron la vida arroj紐dose al vacfo de las montafias 
ya que al ser rodeados por los barcos americanos no 

tenian donde ir. En la batalla de Okinawa se perdieron 
mas de 236,000 vidas entre militares y civiles. Y luego 
de 30 afios los familiares pudieron ir a recoger los 
huesos de sus familias ya que Okinawa estaba 
restringido por los Arnericanos. Luego de la proyecci6n 
del 而deo fuirnos a visitar al Museo cornnemorativo de 
la Paz, al ver todo lo que habfan sufrido los 
okinawenses durante la guerra senti tristeza ya que 
supe que mis abuelos y bisabuelos habian pasado por 
lo rnismo y compren出 el dolor y sufrimiento por la 
guerra, pero al mismo tiempo me maravillaba de c6mo 
el pueblo okinawense habfa podido levantarse de la 
guerra y ser una prefectura muy desarrollada. 
Despues bajamos a ver el Heiwa no Ishiji, donde esほn
todos los nombres de los fallecidos en esa guerra entre 
civiles y militares cerca de 230,000 personas. Cada 
nombre es函 esculpido. Tambien v:imos la flama de la 
paz, rodeada en una pileta y se encuentra entre el mar 
y los bloques del Heiwa no Ishiji. Luego fuirnos a 
visitar el templo cornnemorativo de la Paz, en donde al 
entrar te tienes que lavar las manos, al entrar se 
encuentra la estatua giganね del Buda (12 metros de 
altura) como sen.al de paz, y se hace origami de un ave 
escribiendo un deseo como mensaje de paz. 
Al salir del parque fuimos al taller de vidrio de Ryukyu, 
nosotros tambien tuv:imos la oportunidad de hacer todo 
le proceso y luego fuimos al taller de laqueado de 
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Okinawa. Donde hicimos una figura en un plaね．

Jueves 25 de Julio: 

Ese dia teniamos que ir a Motobu y llega:rnos a 
Gyokusendo. Abi nos separaron en grupos de acuerdo 

a lo que habia:rnos escogido Sanshin, Buyo o Karate. 
Las profesoras de Shamisen nos explicaron como 
utilizar el shamisen y SUS diferentes afinaciones. y nos 
ensefiaron la canci6n Tinsagunu, practicamos con 
shamisen de lata, kankara sanshin. Yo · me sentia 
contento porque sabia tocar shamisen y pude ayudar a 
mis amigos a ensefiarles. Nos dieron la partitura y nos 

llevaron a que haga:rnos la presentaci6n en el auditorio. 

Luego entro el grupo de Buyo y bailaron la danza 

general. Y por ultimo entro el grupo de karate que hizo 
su demostraci6n, luego el sensei de karate tambien 
hizo su demostraci6n solo y con armas. 
A continuaci6n fuimos a hacer el recorrido por la cueva 
de Estalactitas, son miles de piedras que terminan en 

punta y que dice que crecen 1cm cada 100 afios, es un 
recorrido largo y hay bastante agua que viene de la 
cueva. Fuimos a ver el show de eisa y lo que me 
impresiono ya que nunca lo vi en Peru es que no 
⑮aban CD o cassette para bailar ya que todo era en 
vivo, me impresiono la fuerza ya las ganas que • le 
ponian y no se notaba que estuvieran cansados. Me 
gusto mucho el baile ya que yo t皿bien practique eisa 
en Peru, y me senばa muy contento e identificado al ver 
el show y t皿bien al practicar eisa. Luego fuimos a la 
fabrica de azucar. Abi una guia nos explico todo el 
proceso de c6mo se prepara la a加car, primero lo 
trituran y lo calientan, eso se mueve hasta que se 
enfrie y ya es抵 listo para comer. En el c皿1ino al hotel 
tuvimos una vista maravillosa del las playas de 
Okinawa. Ya estaba ansioso por ir a verlas. 

Lleg皿os a la Pension Carolina, que era como un hotel 
campestre al aire libre, totalmente diferente al hotel de 
Itoman. Y luego se realizo la fogata, bubo muchos 
fuegos muy graciosos y bailamos mucho. Yo pensaba 
en todo lo que habia hecho hasta ese dia y lo rapido que 
se habia pasado el tiempo desde que fui escogido para 
la beca. 

Viernes, 26 de Julio: 
Nos separamos en grupos para ir a hacer Ecoturi.smo 
por Yanbaru. Yo prim.em fui a los Mangles. Hicimos un 
recorrido de media hora y caminando, y el guia nos 
explicaba los dザerentes tipos de plantas ya mangles 
que habian en la zona, como crecian y se alimentaban. 

Tambien nos explicanron los 面erentes tipos de 
animales como cangrejos, y aves, tambien vi a los gatos 

salvajes que s6lo se encuentran en esta zona. Los 
mangles se encuentran en la entrada del rio Kesaji, 
crece en la mezcla de aguas de rio y mar y tambien se 
puede hacer paseos en bote. 
Despues fuimos a la Cascada de Hijiotaki la caminata 
eran subidas y bajadas constantes el paisaje era 
血presionante y al naturaleza es el elemento esencial 
del recorrido. El guia nos iba explicando las plantas 

que habia en esa zona los animales como las ar函as y 
lagartijas, las mariposas y las aves. Tambien pasamos 
un puente colgante. Bajamos una gran cantidad de 
escaleras para llegar a la cascada de Hijiotaki. Al verlo 

es 血presionante , la 而sta que se obtiene y el aire que 
se respira es un ambiente de paz y alegria. Luego 
fu血os al Pineapple Park. Nos explicaban los 
証erentes tipos de plantas y pifias. Para mi la pifia es 
la fruta mas rica de Okinawa y para que pueda 
mantener ese sabor lo debe tratar muy bien y pude 
constatar en el parque. Ese dia en la noche hubo 
fuegos artificiales afuera del hotel. 

Sabado 27 de Julio: 
Todos es該bamos tristes porque est皿os llegando al 
final. Muchos se pusieron a llorar ayer, yo me estaba 
dando cuenta de lo cort.o que estaba resultando el 
tiempo, y las bonitas 皿istades que habia hecho en 
este viaje. Luego partimos hacia N ago Beach, una de 
las mejores playas en Okinawa, i i i iLa playa es una de 
las cosas mas bonitas que he vist.o en mi vida! ! ! ! ,  la 
arena es blanca como el azucar y no quema, el agua es 
muy cristalina, y se pueden ver los peces y los corales y 
se puede nadar como una piscina porque no hay olas, 
l皿entablemente en mi pais no hay playas tan bonitas 
es por eso que disfrute mucho el estar en la playa y con 
mis amigos. Luego fuimos a ver el acuario, donde 
habian peces raros, focas, y tiburones. Y luego fui al 
Homestay, t.oda la tarde hasta la noche la pase con mis 
tios, tias y conoci a todos mis primos. Estaba muy 
content.o ya que habia podido conocer a t.oda mi familia 
de J ap6n, yo me senば muy content.o ese dia del 
Homestay al estar cerca de mi familia y pasar con ellos 
todo el dia es como si la sangre llamara. 

Domingo 28 de Julio: 

Fuimos al Miyako hotel para la fiesta de despedida. Mi 
familia, me fue a ver al Miyako hotel. Nos sentaron en 
sillas cada una con su nombre y comenz6 la ceremonia. 
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Hablaron de lo bueno que habia sido el intercamb10, y 
esta experiencia, y luego nos entregaron a cada uno el 

diploma de estudio. Luego hicieron pasar a todos a 

comer y comenzaron a pasar fotos de todo nuestro viaje 

y algunos estaban llorando ya que eran las fotos desde 

el principio de nuestro viaje, hasta el final todas las 

cosas buenas que habiamos vivido duran杞 esta

semana tan corta. 

Luego comenzaron las actuaciones yo toque guitarra y 

baile eisa, y termin6 con la canci6n Best Friend, al 

teminar la fiesta todo fue muy triste. todos echamos a 

llorar y no parabamos de llorar, despues de tanto 

tiempo juntos, de hacemos tan amigos nos sentiamos 

bastante contentos pero muy triste porque nos ibamos 

a _extr年ar mucho. Yo llore mucho ese dia, mi familia se 

puso muy contenta por haber venido y todo lo que hice 

y participe. rnEstaba Contento porque me dijeron que 

estaban orgullosos de 血！ ！ Algunos de mis amigos 
sabia que no los iba a ver y me despedi con un fuerte 

abrazo, y no olvide a nadie de darle mi tarjeta y regalo 

y de pedir su correo, luego Naito san nos dejo que 

teniamos que ir al Hyper Hotel, me despedi de todos y 

agradecf muchisimo por toda la fabulosa semasa que 

pase. 

Lunes 29 de Julio: 

Al llegar al aeropuerro tuve que hacer la triste 

despedida, estaban 切dos mis amigos japoneses, mi 

familia, mis primos, eramos los ultimos y vi que ねdos

comenzaban a llorar, yo tambien me puse asi, Luego 

me despedi de 切dos y deje de estar triste y les 

prometimos a nuestros mis amigos que nos 

volverfamos a encontrar algun dfa. Con ese deseo nos 

regresamos a Peru. 

Mi Conclusion: 
No podia creer lo rapido que se habia pasado el viaje y 
todos los buenos rnomentos que habia pasado, todos los 

lugares que habia conocido, ver las cosas que s6lo 

conocia por fotos o videos, conocer a mi familia, en fin 

una experiencia 血ca, me di cuenta al final de mi viaje 

que todo las ensefianzas que me dieron mis padres y 

las cosas que me ensefiaron en el taller de la給ociacion

Okinawense y Akamine san me sirveiron de mucho, 

me ayudaron a desenvolverrne mas y a sentinne m邸

contento y orgulloso de ser uc面nanchu y peruano. 

Ademas pude conocer otros tipos de cultura, j6venes de 

todas partes y j j jChicas Muy Bonitas! ! ! ,  ver corno es el 

rnodo de vida del J ap6n, su cultura y la diferencia que 

existe con la de Peru. Me pude dar cuenta de que a 

pesar de que todos los j6venes proveniamos de 

diferentes lugares teniamos algo en corn血 corno

j6venes y uchinanchu, ya sea por ejemplo en la musica, 
eisa, shamisen, el 缶tobol, etc. Eso fue una de las cosas 

que mas me impacto y mas bonitas del viaje, poder 

relacionanne con todos. Siempre tendre guardado en 

mi memoria este viaje tan rnaravilloso que tuve, y 

espero en el future ser un nexo y guia en las relaciones 

del Peru con Okinawa, y no perder las amistades que 

hice en el viaje y espero que mas gente como yo pueda 

vivir esta grandiosa experiencia. j j j j jJunior Study 

Tour! ！ ！ ！ ！  
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ゴ ン ザ レ ス 平 良 ハ イ メ
Jaime Gonzales Taira 

ペ ル ー Peru 
ペ ル ー 沖縄県 人 会
3 世

『沖縄 それは私の心 と血だ ！ 』

ツ ア ー の面接の 日 がや っ て来た。 県人会館 に集 ま っ た
応募者は神経が高ぶ り 、 ツ ア ーヘ参加出来る よ う に と 、
頭の中は皆同 じ考え だ っ た だろ う 。
午後か ら 面接が始 ま り 、 やがて僕の番がや っ て来た。 気
持ち を落ち着かせる た め深呼吸 を し、 笑顔 を保つ よ う に
し た。 こ う し て 自 分 自 身 を落ち着かせる 事で今回 の ツ ア
ーヘ参加出来る も の と 確信 し ていた。 面接が終わ り 、 家
へ帰る と 両親が待 っ ていて、 様子か ら し て 良い知 ら せ を
受け取っ て い る 気が し た。 し ば ら く 僕には隠 し ていたが、
やがて隠 し き れずにすべて を話 し て く れた。 その 日 は家
族中で喜ん だ。 それか ら 出発の 日 ま で、 県人会の学習塾
でギ タ ー の練習 と 、 引率者の赤嶺 さ んか ら 沖縄の文化に
ついての ク ラ ス を受け、 ツ ア ー に備えた。

こ れ ま で見た事 も な い素晴 ら し い 島、 沖縄へや っ と 着
いた。 空港に は沖縄の親戚が迎え に来て く れてお り 、 ま
る で我が家 に帰っ て き た よ う な気持ち に な っ た。 ま た南
米か ら の参加者 と も 出会い、 こ れか ら 1 週間お世話に な
る ス タ ッ フ の皆様の温かい歓迎 も 受け、 その歓迎ぶ り に
感激 し た。

初 日 、 財団で の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン では、 皆、 緊張 し
ていて冷たい よ う な気が し たが、 その後の ホ テ ルでの歓
迎パー テ ィ ー では、 お互いの芸 を発表 し あ い 、 ま たゲー

ム で交流 し あ う 事です ぐに打ち解け、 交流の輪が広がっ
た。

そ し て 、 沖縄に来て一番感 じ た事は、 どこ に行っ て も
お互いが秩序や規律を守 り 、 他人に と て も 親切で、 治安
の 良 さ を感 じ た 。 通 り を歩い て い て も 、 買 い物 を し な く
て も 店の人は と て も 親切 に応対 し て く れて、 よ り 一層 “ ウ
チ ナ ー ン チ ュ ’ ' の温かい心が好 き に な っ た ！

県内各地 を 回 っ た中で、 一番印象に残っ た の は平和祈
念資料館で し た。
編集 さ れて な い生々 し い戦争記録 ビデオ を 目 の当 た り に
して、 私た ち の先祖がこ の無意味な戦争で大変に苦 しみ、
犠牲 に な っ た事 を知 り 、 私の心は大変 に打ち ひ しがれて
し ま い、 そ し て見終わ っ た時には、 何 と も 言え な い気持
ち に陥 っ て し ま っ た。 別の音聞屋 に は生 き 残っ た 人達の戦
争証言記録や軍需品や医薬品、 実際に戦争当時 を再現 し
た壕内での生活風景な どが展示 し て あ る の を 見 る 事が出
来た。 そ し て平和の火、 平和の礎、 平和祈念堂 を 回 っ て
い る う ち に気持ち も 和 ら いで き た。 こ う し た平和祈念資
料館や記念碑 を 建て る こ と で、 後世に戦争の悲惨 さ を伝
え 、 二度 と こ の よ う な忌 ま わ し い戦争が起 こ ら な い よ う
平和の大切 さ を知 り 、 生 き ていかな ければな ら な い と 強

く 感 じ た。
そ し て別 れの時間が近づ く に連れて辛 く な っ て き た。

一緒に行動す る う ち に、 かけがえ の な い友人 も で き 、 皆、
家族の よ う に打ち解けていた。 そ し て最後の さ よ な ら パ
ー テ ィ ー では各 自 の 自慢の芸 を披露 し、 楽 し いパー テ ィ
の始 ま り と な っ た。 それが終わ り の時 に は 、 皆涙 ぐみ、
私 自 身 も こ れか ら 一生会え な いか も し れ な い と 思 う と 自
然 に涙がこ ぽれて き た。 し か し 、 一方で は 同 じ年代の素
晴 ら し い友が出来た こ と に、 幸せな気持ち に も な っ た。
ま た 、 違っ た 国 々 か ら 来た も の 同士が交流 を 通 じ て ネ ッ
ト ワ ー ク を つ く り 、 ウ チナ ー ン チ ュ と し て の血がお互い
に流れて い る こ と を学ぶ こ と がで き 、 嬉 し く 思 っ た。 共
に遊び、 踊 り 、 話 し合っ た り し た事、 今で も 懐か し く 思
い 出 し て い る 。

最後に ツ ア ー に ご苦労下 さ っ た ス タ ッ フ の皆様に深 く
感謝申 し上げま す。 そ し て こ れか ら も 継続 し て曾祖父母
の地に多 く の青少年が招待 さ れる 事を祈っ て い ま す。 又、
様々 な年代、 異な っ た言語、 習慣等 を苦労 し て、 立派な
ツ ア ー に仕上げて下 さ っ た こ と に対 し て も 感謝申 し上げ
ま す。 “ ウ チ ナ ー ン チ ュ の心 と し て ”

"O畑awa: En mi sangre y en mi ment.e" 

El dia de la entrevista fue un dia muy int.enso. 'Thdos 
los j6venes postulant.es habiamos venido con la misma 
meta y el mismo prop6sito: "el ser los mejores, para asi, 
obt.ener la codiciada beca".  
Bueno, ese dia en la tarde, nos reunimos todos los 
participant.es y esperamos a que nos llamaran para 
entrar a unos cuartos donde nos hicieron algunas 
preguntas · sobre 0血awa, que tanto uno conocia de 
ella, de sus comidas, etc. 
Eran cuatro cuartos y todos estabamos nerviosos. 
Imaginense entrar a un cuarto solo con dos personas 
mayores, serias, haciendot.e preguntas y, como los que 
entraban primero, salian con unas caras de susto y no 
podiamos hablar con ellos, no sab祖mos realment.e que 
pasana. . .  
Me lleg6 el tumo y, por supuesto, estaba un poco 
nervioso, pero mientras iba camino al cuarto me dije :  
iC細at.e, resp廿a profundo y·relajat.e, entra seguro de ti 
mismo, con una gran sonrisa, carisma y con la ment.e 
siempre positiva: j supe que lo iba a lograr !. Luego al 
tenninar mi entrevista, sali feliz y con la misma 
sonrisa con la que entre, sabiendo que hice mi mejor 
esfuerzo. Y cuando t.erminanron con todos, nos 
reunimos para una entreviata grupal, y al 託nnino de 
ello nos pusimos a conversar de c6mo se sinti6 cada 

- 3 l  -



uno de nosotros. 
Al llegar a mi casa m認 padres ya tenian la buena 

noticia y creian que yo ya lo sabia, pero no era asi y 
ellos pensaron: j que bien lo oculta ! ,  pero, cuando me lo 
contaron, al comienzo, jno lo po出a creer! ! ! ,  estaba tan 
feliz que me puse a abrazar a toda mi familia y me 
dieron unas ganas de gritar y de saltar. . .  Luego 
celebramos y al term:ino del dia me dio un dolor de 
cabeza por tanta emoci6n en un solo 出a.

De alli hasta la fecha del viaje nos estuvimos 
preparando culturalmente con Akamine san y 
artisticamente en la asociaci6n. 
Al llegar a 0恥awa no lo po出a creer, era un lugar 

hermoso y eso que toda而a no habia visto nada. 
jQue emoci6n!! Mi familia en 0証awa habia ido al 
aeropuerto a danne la bienvenida, estaba tan feliz, 
senti ese cari:fio que me dan cuando estoy en casa. 
Conoci a los demas sudamericanos, jque bien! ． 加ve
con quien hablar esp函ol ese 出a. Tambien conocf a 
todos los del staff que estarian con nosotros toda la 
semana.No po出a esperar mas para conocer a mas 
personas. 
El dia que nos presentamos todos en el OIHF, fue un 
poco ''frio" ya que no nos conocfamos todos, pero 
cuando decfamos nuestros nombres era muy gracioso y 
mas tarde cuando fuimos al Hotel Sports 恥dge
Itoman en la fiesta de bienvenida, con todos los juegos 
de intercambio, y con las presentaciones artisticas; 
empezamos a conocemos mas y ese fue el inicio de una 
gran amistad entre todos nosotros. 
恥 que mas me ha impresionado de 0血awa, aparte 

de todos los lugares que he visitado, ha sido el respeto 
que tienen los demas para con otras personas, el orden 
y desciplina que impera y lo expresan en sus casas o al 
caminar por la ciudad y jque uno imita porque sabe 
que es algo bueno! ! ,  me senば tan seguro y protegido en 
todo momenta. . .  Tambien, cuando uno va a comprar, 
los vendedores te tratan muy bien y conversan contigo 
aunque no compres nada; siempre te saludan, a donde 
vayas o en donde te encuentres caminando. jEso es lo 
que me gusta, el cari:fio uchinanchu! ! !  

De  todos los lugares a donde hemos ido, e l  que mas 
me ha impactado, ha sido el Museo de la Paz. Al ver 
aquel video, que fue lo primero que vimos, me dio un 
duro golpe en el coraz6n, al saber que nuestros 
antepasados sufrieron todo lo que vi en ese video tan 
revelador, tan real, ya que no habfa sido editado, tan 
crudo y despiadado; no se que mas decir ya que no hay 
palabras que describan la querra. . .  
Al pasar por otras salas, vimos testimonios escritos por 
personas que estuvieron presentes en la guerra. 
Tambien vimos las municiones, los medicamentos y 
otros accesorios que utilizaban en ella. Luego vimos 
una representaci6n en maqueta, de tam西o real, con 
maniq直es y otras cosas que mostraban c6mo vivieron 
despues de la guerra. 
Al salir e ir donde se encuentra la Flama de la Paz, las 
Lapidas de la Paz y el Templo Conmemorativo de la 
Paz; me hizo sentir mejor, al saber, que todos 
descansan y viven en paz ahora. Al 託rm:ino de esta 

visita supe que todos estos monumentos los 
construyeron para recordar y darse cuenta del nefasto 
da.iio que causa la guerra y aprender de ello que vivir 
en paz es lo mejor de todo. 

Lo rn邸 triste de todo fueron los ultimos dias, ya 
que todos nos dabamos cuenta de que se acababa la 
semana y dentro de muy poco tendriamos que regresar 
a nuestras casas . . .  

Con el paso de los dias todos nos fuimos 
conociendo. Yo por mi parte, conoci a mucha gente 
maravillosa y, con ellos, nos convertimos en muy 
buenos amigos y sobretodo en una familia que 
empezaba a quererse mucho. 

En el dia de la fiesta de despedida hubieron muy 
bonitas presentaciones artisticas ya que todos hicieron 
su mejor esfuerzo para que salga una actuaci6n bien 
hecha. 
Al 話rmino de la fiesta, fue algo muy emotivo el ver 
c6mo algunos se ponian a llorar, yo tambien derrame 
algunas lagrimas ya que sabia que no los iba a ver 
nunca mas o en mucho tiempo. Por una parte estaba 
triste, pero por otra, estaba muy feliz porque habia 
conocido a gente de mi edad, muy alegre, muy 
maravillosa, con las que comparti muchas cosas. 

Estoy tan feliz de haberlos conocido a todos. Con 
ellos he aprendido a interrelacionarme con otras 
personas del mundo porque aqui todos eramos de 
paises diferentes, pero con la misma sangre 
UC血anchu que corre por nuestras venas. Tambien 
aprendi a comunicanne. Remos jugado, bailado y 
conversado taaanto. . .  !Ahora los ex:tra.fi.o mucho! ! !  

Para terminar quiero agradecer a todos los que 
trabajan en el kencho y que hacen posible que muchos 
j6venes como nosotros podamos ir a la tierra de 
nuestros bisabuelos, abuelos o padres. Agradecer 
tambien por todo el esfuerzo que hacen y seguir釦
haciendo en una labor ardua para reunir diferentes 
generaciones, que hablan diferentes idiomas y tienen 
nuevas costumbres, pero con el miSillo espiritu 
UCHINANCHU. 
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仲 里 秋奈
庫na Nakazato

ボ リ ビ ア Bolivia 

ボ リ ビ ア 沖縄県人会

2 世

『 自 分の 目 で見て感 じた、 沖縄の人 々 のや さ し さ にふれた』

七月 二十二 日 か ら 始 ま っ た、 七日間のジュニアスタデイ ー ツア ー は、 海外か ら 二十名、 県内か ら 二十名、 県
外か ら 四名、 引率者が九名の計五十三名の方 々 が参加し、 沖縄の 自 然、 文化、 歴史や平和の学習 をしま した。

一日目 は県庁、 国際通 り 、 そして首里城へ。 何故か県庁では、 ス ピー チ をするこ と にな っ た私ですが、 会 っ
て 間 も な い人 々 の前でス ピ ー チ をするの は初めて の経験で、 も のすっ ご く き ん ち ょ う しま した。 こ れ も 、 今思
え ば一つ の体験にな っ た と思い ま す。

平和祈念資料館では 、 戦争の時の ビデオ を 見 さ せて い た だ き ま した。
「戦争」 …罪の な い 人々 の無惨な死… こ ん な残酷な こ とがあるでし ょ う か ？

忘れかけて い た 命の尊 さ を あ ら ためて感 じる こ とがで き ま した。
又、 その後平和祈念堂では、 世界の平和 を 願 っ て つる を 折 り ま した。

こ の ツア ーで他 に も 色 々 な体験 も しま した。
たとえ ば、 琉球ガラス作 り や 、 琉球漆器作 り 、 三味線や 、 エ イ サ ー な どです。
体験の 中で一番楽しか っ た の は 、 琉球ガラス作 り でコ ッ プ を作っ た こ とです。 ガラス工芸 に は以前か ら 興味が
あ っ た ので、 とて も 楽しか っ たです。

自 然学習では、 マ ン グ ロ ー ブの観察をし、 比地大滝へ も 行 き ま した。
海洋博記念公園では、 水族館や、 沖 ち ゃ んシ ョ ー …。 ボ リ ビ ア に こ の よ う な観光地 は な いのでとて も う ら や

ま し く 思い ま した。

中 には 、 日本語がで き な い子 も 多 く 、 国が違 う ため、 う ま く や っ て い けるか ど う か不安でしたが、 言葉がわ
か ら な く て も 顔の表清や仕草でコ ミ ュニケ ーシ ョ ン を とるの も 面 白 か っ たです。

同 じ 日 系人であるとい う こ とか ら 集 ま り 、 共 に過 ごすこ とがで き 、 祖父母の古里である、 テレ ビや 人の話で
見て聞 く だけでは わか ら な い沖縄の良 さ 、 すば ら しさ を 自 分の 目 で見て感 じて 、 沖縄の人々 のや さ しさ にふれ、
本当 に良か っ た と心か ら 思い感謝して い ま す。

こ の よ う な貴重な経験 を さ せて い た だ き 本当 にあ り がと う ご ざい ま した。
一生の大切 な思い出 にしま す。
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ヴ ェ レ ス 真栄城 ロ ニ ー

Rony Velez Maeshiro 

ボ リ ビ ア Bolivia 
ボ リ ビ ア 沖縄県 人会
3 世

『生 ま れ て初 め て 見 る 海 に感激 し た 』
こ の度、 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加 させて頂

き 、 心か ら 感謝申 し上げま す。 さ ら に、 こ の機会を利
用 し僕の祖先の地を知 る こ と がで き た こ と 、 そ して見
本 と も 言え る べ き 大 き な 国 を見 る こ と がで き た こ と に
対 し 、 も う 一度お礼申 し上げま す。

ま ず始め に ジュ ニ ア ス タ デイ ー ツ ア ー に参加す る 機
会を与え て下 さ っ た沖縄県知事、 及び沖縄県人会、 サ
ン タ ク ル ス 市県人会の皆様に感謝い た し ま す。

こ の ツ ア ー に参加 し た こ と で初め て飛行機に乗る こ
と がで き ま し た。 目 的地の那覇空港ま で五つの空港を
経由 し ま し た。 （サ ンパウ ロ 、 ロ サ ン ゼル ス 、 成田、 羽
田 と 那覇の空港）

沖縄では生 ま れて初めて見る 美 しい海に感激 し ま し
た。 初めて見る 沖縄の 山 々 、 大 き な市街地、 そ して も
っ と も 嬉 しかっ たの は沖縄県に住む人々 が友好的 に温
か く 迎え て く れた こ と で し た。 ま た、 親戚に会え た こ
と も 大 き な喜びで し た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は内容が充実 していて、
僕 に は短い よ う に感 じ ま し た。 今後ツ ア ー に参加 した
友達 と も 会え た ら いい な と 思 っ てい ま す。 き っ と こ の
経験は僕の一生の思い出 と な る こ と で し ょ う 。 帰国 し
て 2 ヶ 月以上た っ た今で も 家族や友達に体験談 を 聞か
せてい ま す。 帰国 し て思 っ た こ と は 日 本語 も 大事な言
語であ る と い う こ と です。 こ れか ら 勉強 を 始めたい と
思 っ て い ま す。

首里城見学 も 素晴 ら しい も ので し た。
平和祈念公園では、 第二次世界大戦の ビデオ な ど見せ
て も ら い ま し た。 た く さ んの人々 に と っ て悲 しい出来
事であ っ た こ と が し の ばれ ま す。
伝統芸能体験では ガラ ス工芸を見る こ と がで き ま し た。
実際に 自 分で も 一つ コ ッ プを作 り ま し た。

エ イ サ ー も 覚え ま し た。初めて踊 る も ので し たので、
嬉 しかっ たです。 イ ル カ の シ ョ ー も と て も 良かっ たで
す。初めて海の生 き 物 を近 く で見 る こ と がで き ま し た。
ボ リ ビアでは想像 も つかない大 き な水族館や海の生 き
物がい ま し た。
国際通 り の散歩 も 楽 しかっ たです。 2 時間あ ま り 市場
の 中 を見る こ と がで き 、 家族へのお士産 も 買 う こ と が

で き ま し た。
自 然学習では山へ行 き ま し た。 滝があ り 、 大 き な 吊

り 橋を渡 り 、 大 き な岩で囲 ま れた美 しい 自 然 を 見 ま し
た。 吊 り 橋を渡る と き は、 ど き ど き し ま し た。 その時
は平気な顔 を してい ま し たが、 本当 は こ わかっ たです。

空手の授業に も 参加 し ま し た。 も う 少 し時間があれ
ばよ か っ た な ぁ と 思い ま し た。
も っ と も 印象に残っ た の は洞窟の よ う な所に行っ た と
き です。 ト ン ネ ルの よ う な と こ ろ で、 地下へ降 り て上
を見 ま す と 、 木の根っ こ の よ う な も のがた く さ ん下が
っ てお り ま し た。 その先か ら は、 ぽたぽた と 水が し た
た り 落ち て僕た ちが歩いて い る と こ ろ に落ち て き ま し
た。 透 き 通っ た き れい な水で、 何 と 美 しい こ と だっ た
か ！ 僕は と て も 幸せな気持ち で した。 も う 一度見たい
と 思い ま し た。

今回の ツ ア ー に参加 し て残念に思っ た こ と は、 ボ リ
ビアか ら 引率者がつかなかっ た こ と で し た。 疑問な ど
をす ぐに聞いて く れる 人が近 く にいなかっ たか ら です。
で も 、 いつ も 僕た ち の側で通訳や世話を見て下 さ っ た
新里 ダニエル さ ん に心か ら感謝を 申 し上げたい と 思い
ま す。

最後に も う 一度、 沖縄県知事に僕の感謝の気持ち を 申
し上げて 、 報告 を終わ り ま す。

A tiempo de saludarle muy respetuosamente, me 
permito hacerle llegar mis reconocidos 
agradec:imientos por haberme otorgado la beca que 
hizo posible mi viaje a la hermosa ciudad de 
Okinawa. 

Quiero reiterar a traves de esta carta mi profundo 
reconoc:imiento a su digna autoridad por haberme 
permitido tener la oporlunidad de conocer mis 
raices culturales y de sangre y el de haber podido 
apreciar a una N aci6n ejernplar. 

A continuaci6n detallo mediante resumen el 
informe de mi viaje a la ciudad de Okinawa: 

En primer lugar agradezco al senor Keiichi 
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Jnamine, Governador de la Prefectura de 

Okinawa-Jap6n y a  los Sres .  Directores OKINAWA 

KENJJNKAI SANTA CRUZ-BOLIVIA, por 

brindarme esta beca inolvidable. Ha sido mi primer 
ex:periencia de viajar en avi6n y he conocido cinco 

Aeropuertos en cada escala que he hecho ( Sao 
Paulo, Los Angeles, N arita, Haneda y N aha ). 

He quedado impresionado de ver el mar por 

prirnera vez, las montaiias, las ciudades y me gusto 
bastante esa amabilidad hmnana que he recibido 

del Gobernador y de los participantes, y poder 
encontrarme con mis parientes de parte de mi 
madre. Quiero infonnarle que ha sido muy poco 
tiempo, pero estuvo muy hennoso el viaje, por eso 
me gustaria volver a encontrar con todos los 
participantes de Junior Study Tour, ha sido muy 

lido y sera un recuerdo que durara toda mi vida, 
hasta ahora no termino de contar a mi familia, a 
mis amigos porque la he pasado muy bien, y siento 

que es muy importante el idioma, por esa raz6n voy 
a empezar a estudiar para aprender el idioma 
Japones. 

Otra cosa que he podido observar es el Castillo de 
Shurijo que es super impresionante para mi porque 
nunca habia visto un castillo tan garande y 
hermoso .  

Otra de las cosas que me irnpresion6 es e l  Parque 
Comnemorativo de La Paz, es un lugar inmenso 
donde tambien pude ver el video de la segunda 
guerra mundial, el cual me conmovi6 bastante, ya 
que fue algo reaJmente muy triste para muchas 
personas. 

Dentro de mis experiencias practicas fue estar en 
. un taller de vidrio, donde pudirnos observar c6mo se 

elaboran las cosas de vidrio incluso hicimos un vaso 
de vidrio. 

Tambien aprendi EISA que me gusto mucho porque 
nunca antes he participado. Ademas, me encanto el 
show de delfines, donde pude observar muy de cerca 

esos bellos delfines, y los acuarios que son tan 
grande e irnpresionantes, ahi pude ver la cantidad 
de peces y animales acuaticos que nunca antes mis 
ojos habian tenido el privilegio de ver, porque donde 
yo vivo, en Bolivia no se conoce ninguno de estos 
animales. 

En esa excursion tuvimos una caminata que me 
gusto, pues fuimos por KOKUSAI DORY durante 
dos horas, que la pasamos fenomenal, es un 
mercado enonne y hennoso donde pude comprar 

algunos regalos para mi familia, ademas de 
observar algunos animalitos del monte. Cuando 
sub皿os a las monta:5.as y llegarnos a una catarata 
donde todo era muy hermoso, el agua, las piedras 
son tan grandes y sobre todo la subida arriba fue 
muy bonito porque era todo escalera y no habia 
mucha tierra, tambien pasarnos por un puente 
colgante que era muy garande y podia ver abojo el 
agua y las plantas, era todo tan hermoso aunque 
debo confesar que santi un poco de miedo mirar 
hacia abajo. 

Tambien tuve la oportunidad de aprender un poco 
de K紅ate, porque pasarnos clases aunque no fue 

por mucho tiempo,  solo fue una y media hora en un 
dia, me hubiese gustado que hubiera sido todos los 
dias para as:i poder aprender mas de ese deporte por 
ser 血 血portante.
Una de las cosas que mas me :in:tpresion6 fue 
cuando por primera vez entre en un lugar 捻n
bonito que era casi como un 血el, entramos debajo 
de la tierra y estuvimos alli mas de treinta munutos, 
y cuando m江aba para arriba vefa solo unas puntas 
que paredan raices y de alla salia agua, es decir 
goteaba abajo del camino por donde estabamos 
caminando, era un agua cristalina, jQue cosa mas 
bella !, me senti tan feliz. Cu釦to anhelo volver a 
ese lugar. 

Debo decirle que me senti muy solo y triste 
porque no pudo ir comnigo un represen坦nte de 
Kenjinkai, Santa Cruz-Bolivia, ya que todos los de 
los otros paises te面an sus guia o sus acompa:5.antes 
y los 叫cos que no la tuvimos, fuirnos los dos 
participant.es de Bolivia, y nos hizo mucha falta, 
porque si queria preguntar alguna cosa o palabra no 
tenia a quien recurrir porque casi ellos no estban 
con nosotros. Sin embargo debo tambien expresar 
mis agradec血ientos al se:5.or Shinzato Daniel por 
haberme prestado su apoyo y haberme ayudado a 
dialogar con otras personas como inteprete. 

Al reiterar al se:5.or Gobernador mis 
agradecnnientos por todo cuanto aprendi y recibi de 
este tan hermoso viaje, hago propicia la oportunidad 
para saludarle con mis consideraciones mas 
destinguidas. 

Muy Atentamente, 
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ナ リ マ ン ピ ーニ ャ
フ ォ ン テ
Narryman Pina Fonte 

キ ュ ー バ Cuba

キ ュ ー バ沖縄県 人会

4 世

『私も ウ チナ ー ンチ ュ』

沖縄への訪問 は想像以上 に素晴 ら しい も の でした。
こ の島の平和と 自 然 を 愛する心と将来性、 特に沖縄の
人々 の優しさ や礼儀正しさ 、 ま るで楽園の よ う でした。
沖縄を訪れるチャ ンスを与えて下 さ り 、 本当 に感謝し
て い ま す。
今 ま で に な い最高の思い出に な り ま した。 私の 中で も
何かが大 き く 変わ っ た よ う な気がしま す。 その気持ち
を 忘れ な い よ う にした い と思い ま す。
三線やエ イ サ 一体験、 琉球舞踊 も 鑑賞する事が出来 ま
した。 私の望み を 叶えて く れた皆 さ んの歓迎に感謝し
て い ま す。
色 々 な 国か ら の沖縄の子弟や地元の子と意見や将来の
夢な ど話し合い、 交流 も 楽しみ ま した。 ま た、 一度 も
あ っ た事の な い親戚と過ごす事がで き 、 家族としての
強い絆をつ く れた よ う な気がしま す。 同 じ よ う に、 私
を 家族の一員 の よ う に迎えて く れた友人との ひとと き
も 、 私 にウチナ ー ンチュ の心 を強 く 感 じ さ せて く れ ま
した。

皆 さ ん、 大変お世話に な り ま した。 ま た、 こ の イ ベ
ン ト を企画したその他のスタ ッ フ の皆 さ ん に も 感謝し
ま す。

Visitar Okinawa fue mucho mas de lo que pude 
imaginar. su amor por la paz, la naturaleza y la 
mirada puesta en el porvenir hacen de Okinawa, 
sin duda alguna， 皿 paraiso, sobre ねdo posible por 
sus personas, su sent:imient.o, su amabilidad y 
gentileza, su sensibilidad y amor por lo que hacen. 

Doy gracias a ねdos por este regalo, el mejor que 
haya recibido. 

Sienね que algo :importante dentro de mi cambio, 
y quiero conservar ese sentirnient.o por siempre. 

Agradezco tambien las atenciones que recibi por 
parte de t.odos, teniendo siempre en cuenta cada 
uno de mis anhelos, dandome la posibilidad de 
practicar shanshin, bailar eisa, asistir a una 
presentacion de danza tradicional okinawense y en 
fin, disfrutar de la amistad de descendientes de 
otros lugares y del mismo J apon, intercambiando 
ideas y deseos futuros.  

Fue maravilloso tambien compartir con mi 
familia, a la que nunca habia conocido y de la que 
me sient.o muy orgullosa, porque al igual que los 
amigos que me recibieron como una integrante mas 
de su familia, me hicieron sentir mas intensamente 
el sentimient.o de los okinawenses. 

A usted muchas gracias por su preocupacion 
y al resto del equipo, felicitaciones por el acertado 
programa y la organizacion del evento, mi saludo a 
Os証o san y a Yuko por su especial cuidado y su 
amis叫 a ella felicitaciones por su excelente 
trabajo y a todos los que :involuntariamente no 
recuerdo sus nombres .  

Muchas gracias por todo 
Saludos 
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清本 伊舎良
マ シ ュ ー 誠

Matthew Makoto 
Kiyomoto Isara 

ア メ リ カ U.S.A
ハ ワ イ 沖縄県人会
4 世

『 自 分の 中 の 魂 に触れた』

サ ン シ ン ・ 舞踊 ・ 空手 ・ 太鼓 ・ 琉球ガラ ス と 泡盛
沖縄 と い う 土地は、 と て も 平和で気持ちが高 ま る 所

だ。 出会っ た人々 は皆、 驚 く ほ ど素晴 ら しい人々 で、
彼 ら の接 し方 に は本当 に感動 し た。 ツ ア ー の メ ン バー

か ら 、 沖縄の人が平和 を重要視する のは、 侵略さ れた
歴史があ る か ら だ と 教え て も ら い、 私 は驚い た。

私達は、 沖縄でサ ン シ ン 、 舞踊 （琉舞） 、 空手、 エ イ
サー を体験 し た。 サ ン シ ン は三本の弦を持つギタ ー の
よ う な弦楽器で、 沖縄では最 も 親 し ま れて い る 楽器な
のだ と い う こ と が分かっ た。 コ ー ヒ ー の缶 と 蛇の皮で
で き た風変わ り なサ ン シ ン を見た。 琉舞を学んでい る
仲間 も い たので、 その彼 ら の踊 り を見る こ と がで き 、
楽 し んだ。私は空手の コ ー ス に参加 し た。 文化や伝統、
沖縄の重要な部分を学んだ。 太鼓の た た き 方 を学んだ
のは本当 に楽 しかっ た。 グラ ス や琉球漆器の手作 り 体
験 も と て も 楽 しかっ た。 本でみ る だけでな く 、 実際に
自分の手で作 り 、 それを学ぶ こ と は、 と て も 為に な っ
た。 そ し て沖縄の文化の重要 さ を認識 し た。

比地大滝、 マ ン グロ ー ブ、 平和祈念資料館、
国際通 り 、 首里城

比地大滝は美 し く 、 リ フ レ ッ シ ュ で き る 場所だっ た。
短い散歩道が滝 ま で続いてお り 、 野生の木や松が生い
茂っ ていた。 ク モや蛇、 ト カ ゲや亀がいて と て も お も
し ろ かっ た。 慶佐次では と て も 暑かっ たが、 マ ン グロ
ー ブは川 の流れに任せて根を浮かせて生息 し てい る の
だ と い う こ と が分か り 、 と て も 穂味深い も のだっ た。
平和祈念堂 も 、 ま た印象的な場所だっ た。 そ こ は大変
美 し く 、 小 さ な折 り 鶴が沢山供え ら れていて、 多 く の
人が心安 ら げる 寺院だっ た。 オ リ ジナルの仏像 と 違 う
点は、 こ こ の仏像は六つの花弁があ る 花で飾 り 立て ら
れている と い う 点だ。 こ の六つの花弁は、 六大陸を表
してお り 、 平和 と 調和 を表 してい る 。 平和祈念資料館
は大変美 しかっ たが、 米軍の沖縄への侵略を記録 し た
ビデオや資料を観る の は最 も 辛かっ た。 しか し、 平和
の礎や、 平和の火を みて心が和んだ。 そ こ に は水が張
ら れていて、 沖縄の形を し ていた。 こ の場所か ら 見る
海は本当 に美 し く 、 個人的に礎に は と て も 感動 し た。

国際通 り も 歩いたが、 そ こ は熱気に満ち溢れていた。

実際 と て も 暑かっ たのだが、 売 ら れて い る サ ン シ ンや
米軍の品 を扱っ て い る お店を見る の は と て も 楽 しかっ
た。 なかで も 市場が印象的だっ た。 豚な ど、 沖縄料理
の材料が溢れていた。 沖縄料理の味 を忘れる こ と は決
し て な い だろ う 。 首里城は本当 に ク ー ルだっ た。 ま ず
私はお城 と い う も の を見た こ と がな かっ た。 こ の場所
は沖縄の歴史の一部なのだ。 守礼の 門 は私が想像 し て
い た よ り は る かに大 き く 、 その門 を く ぐっ た と き 、 本
当 に嬉 しかっ た。 歓会門 を く ぐっ た と き に は 自 分がま
る で百年前か ら や っ て き た侍の よ う な気分に な っ て、
と て も それが気 に 入 っ た。

歓迎パー テ イ ー ・ サ ヨ ナ ラ パー テ ィ ー ・
名護パイ ナ ッ プル園 ・ 製糖工場 ・ ビー チ

歓迎パー テ ィ ー は楽 しかっ た。 み ん な で沖縄の 人の
ダ ン ス を習 っ て、 それがま た一層パー テ ィ ー を 楽 しい
も の に し た。 サ ヨ ナ ラ パー テ ィ ー は、 みん なが集ま り 、
楽 しい時間だっ た けれ ど、 同時に悲 し さ も あ っ た。 パ
ー テ ィ ー が終わ る と 、 私達はそれぞれの場所に帰っ て
いかな ければな ら な か っ たか ら だ。
パ イ ナ ッ プル園 も 楽 しかっ た。 ハ ワ イ に は無い、 珍 し
いパ イ ナ ッ プル ワ イ ン を買 え る のがいい と 思 っ た。 そ
してパイ ン 園 を見学で き たの も 良かっ た。 カ ー ト が自
分で動 く よ う に プロ グラ ム さ れて いた。 製糖工場の見
学は と て も 輿味深 く 、 普段 よ く 使 う 砂糖を知る こ と が
出来た。

海洋博祈念公園は本当 に楽 しかっ た。 ビー チがあ っ
て、 と て も 素晴 ら しい場所だっ た。 水は澄んでいて、
ま る で湧水の よ う だっ た。 と て も 思い出 に残っ て い る
場所だ。

最後に
こ の レ ポー ト を締め く く る に当 た っ て、 沖縄県知事、

ジュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー の全ての参加者、 引率者に
感謝 してい ま す。素晴 ら し い時間 を過ごす こ と がで き 、
自 分の 中 の魂に触れ、 沖縄への愛 を築 く こ と が出来 ま
し た。
Sanshin� 

Okinawa is a place that is spiritually 
uplifted, and very peaceful. All the people I met in 
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Okinawa were unbelievably nice and their attitudes 

were awesome. A certain someone from the trip had 

told me that peace is very important because of the 

invasion of Okinawa. That bit of information was 

very enlightening to me. In Okinawa, all of the 

participants in the Junior Study Tour participated in 

classes to learn segments of sanshin, buyo (Ryukyuan 

dance), karate, and eisa (taiko). I learned that 

sanshin is a three string instrument that is like a 

guitar. In Okinawa it's considered the most popular 

instrument. I've seen different kinds such as one that 

is made of a coffee can and one that is made of a 

Python's skin. I was so fortunate to observe fellow 

peers who performed Buyo, I enjoyed watching them 

dance. I participated in K紅ate; I've learned that it is 

an important part of the Okinawan heritage and 

culture. I had alot of fun when I learned how to 

perform taiko. Making glass in Okinawa was really 

fun and educational because it was ''hands on" instead 

of from the book. When I made laquerware, it was 

almost like carving wood, which was really fun. I 

realize it's important to the 01血awan culture. 

細iotaili. Falls, M皿如� Peace 

Memo� 
Hijiotaki Falls in Okinawa is so beautiful and 

refreshing. I learned that there is a short h注e before 

reaching the waterfalls and its trees and vines grow 
w呻y. There are spiders, snakes, lizards, and beetles. 

It was fun. Kesaji Mangrove is very hot, but it's very 

interesting with the crabs, the mangroves. At the 

Kesaji River, I learned that the roots of the mangroves 

depend on the flow from the river in order to survive. 

Being at the Peace Prayer and Memorial Hall was so 

amazing to see. There were so many miniature 

cranes and to see the huge shrine of the Buddha had a 

calming effect. The difference between the original 

Buddha and this one is that it's decorated with a 

flower with six petals that each petal represents each 

of the six continents, which represents human 

harmony & world peace. The Peace Memorial 

Museum was so beautiful, but the horrible part was 

watching the video of when Okinawa was invaded by 

U.S. soldiers. Seeing the Heiwa no Ishiji or the Flame 

of Peace was just so relieving because the water just 

kept flowing and there were forms of islands, which 

represented Okinawa. Being there looking out to the 

sea was just very beautiful and the cornerstone was 

amazing to observe in person. Walking along the 

roads of Kokusai Dori was very firing, because it was 

so hot, but it was really cool to see the sanshin, the 

Army stores, and especially going into the market. 

Seeing the pigs, the crustations, and all of the 

ingredients for Okinawan cuisine was an experience 

that I'll never forget. Shuri Jou Castle was very cool, 

mostly because I've never been to a real castle but also 

because it's part of the Okinawan culture. 

Shureimon Gate was bigger than I expected and 

everyone seemed to become happier when we passed 

the gate. When I went through the K皿 Kaimon

Gate、 it felt as if I was one of the ancient samurai that 

was from the early hundreds; I really liked it alot. 

Weloome party, Savonara party, Na匹 Pineapp1e,
S田ar Factorv, & the beach

The welcome party was really fun because I 

learned how to dance the way everyone dances in 

Okinawa & especially with the people, which is made 

the party so good. The Sayonara party was very sad 

yet really good at the same time. It was good because 

everyone was there and having a good time. It was 

sad because in the end, everyone had to leave and 

return home. Nago Pineapple Park was really cool 

because you can buy pineapple wine. It is unique 

because there 誌 no pineapple wine :in Hawaii. Plus 

the tour of the pineapple & plants was really good 

because the carts were programmed to move on its 

own. The factory of brown sugar was :interesting and 

educational because everyone made sugar out of the 

syrup, and we got to eat it. I lili::ed the sugar. 

I enjoyed being at the Ocean Expo Park 

because the beach was very attracting. The water is 

clean like spring water. In the water there were 

floatation devices that are chained to the ground. The 

lifeguards there have jet skis. It's a memorable place 

that I'll never forget. 

Conclusion 
In conclusion to my report of Okinawa, I'd like to 

thank the Okinawan Government, all the participants, 

and all of the very wonderful chaperones of the 

Okinawa Junior Study Tour 2002. I had a really good 

血e. I felt that I got in touch with my inner spirit 

and found my love for Okinawa. 
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伊良波 ク リ ス ト フ ァ ー

マ イ ケ ル
Chiristopher Michael 

Iraha 

ア メ リ カ U.S.A
ハ ワ イ 沖縄県 人会
4 世

『みんな に も 沖縄のすば ら し さ を 知 っ て も ら いた い』

こ の小 さ い けれ ど偉大な 島、 沖縄を どの様に説明で き
る のか…。 私が望んでいた以上に多 く の こ と を学び、
ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー の参加者 と し て選ばれた こ
と を嬉 し く 思っ た。 他の沖縄の子弟 た ち と 知 り 合う こ
と が出来、 素晴 ら しい経験に な り ま し た。
沖縄の人は皆親切で、 お互いす ぐに新 しい友人が出来、
私 自 身 も 信頼で き る 友人が出来た。 た っ た 9 日 間の ツ

1 アーで、 こんなにす ぐにた く さん乃友人が出来る な んて。
沖縄での旅は素晴 ら しかっ た。 素晴 ら しい時間 を過ご
し、 多 く の こ と を学んだ。 今ま で知 ら なかっ だ沖縄の
人々 や文化につい て知 っ た。
こ の小 さ な 島は、 実は活気溢れる偉大な 島だ と 気づい
た。 沖縄の ほ んの少 し の事 しか学んでい な い と 思 う か
も しれない。 第二次世界大戦での沖縄の人々 の苦 しみ、
沖縄 と ハ ワ イ の似てい る 点、 琉球王朝剛しやその王な
ど、 古い歴史について、 日 本 と 中国に侵略さ れてい た
こ と 。 多 く の こ と を学び、 私がウ チ ナ ー ン チ ュ であ る
こ と に誇 り を持つ こ と が出来た。

ス ケ ジュ ー ル、 人々 、 食べ物、 ア ク テ イ ビテ ィ 、 本当
にすべて良かっ た。 素晴 ら しい時間 を過ご し た。 そ し
て、 ホ ー ム ス テ イ も 素晴 ら し い時間 を 過 ご し た。
日 本の人々 はハ ワ イ と は、 全 く 違っ ていた。 日 本の人々
は親切で、 いつ も 笑顔で、 思いや り があ る 。 ハ ワ イ や
ア メ リ カ の人 も そ う い う 風に な る と も っ と 良 く な る だ
ろ う 。
マ シ ュ ー のい と こ の家族は皆、 本当 に親切で、 彼 ら と
楽 しい ひ と と き を過ご し ま し た。 ま た、 彼 ら は私に、
沖縄 と ハ ワ イ の歴史か ら 見ての共通点 を教え て く れま
した。 ひ と つ は、 どち ら も 他の国 に よ っ て併合 し た、
沖縄は 日 本に よ っ て、 ハ ワ イ は ア メ リ カ に。 次に、 ど
ち ら も 王がいた。 そ して、 一度失っ たその独特な文化
を取 り 戻 し、 今では どち ら も 有名 な所に な っ てい る 。

こ の旅で得た考えや感情を持ち続け、 みんながお互い
に連絡を取れる よ う に、 私はサ イ ト を作っ た。 ハ ワ イ
の人に も 、 私がこ こ で学んだ こ と を知っ て欲 しい、 そ
し て沖縄について も 教え たい。 私の友人や家族、 そ し

て知 ら ない人に も 沖縄のすばら し さ を知 っ て も ら う た
め に、 こ のサ イ ト が続 く こ と を願っ てい る 。 そ して、
みんなが連絡を取 り 続ける為に役に立って く れるでし ょ う 。
こ の レ ポー ト で、 私が沖縄で学んだ こ と 、 今や り 遂げ
たい こ と が伝わればいい と 思 う 。 素晴 ら しい時間 を過
ご し た。 そ して、 私の助け に な っ て く れた友人、 家族、
そ し てみんな に感謝 し たい。 みん な沖縄に行 く べ き だ
と 言い た い です。

Being a Part of Okinawa 

0血awa, what else can you say about a small, yet 
big place as it is. I was glad that I got to be selected 

to enter the J叫or Study Tour 2002, as I learned a 
lot about what I hoped to achieve. It was a fun 

experience, getting to know the other kids that are 

somewhat related to me by blood, 0血awan blood.

Everyone was mce at 0虹nawa, and everyone 

made new and great friends with each other very 

fast. I myself have found new friends while on the 

trip and they all seemed friends that you can trust. 

There were only rune days, and look how many new 

friends I made already, all from a trip to learn abort 

Olcinawa. 
My feelings on the trip to 0励awa were wonderful. 

I had a great time, and I learned a lot too . I 

gathered information about 0血awa, the people, 

and the cultlrre, that I never lrnew before. I 

discovered that this little island is in fact a huge 

place, filled with constant activity. I guess you can 

say, I only knew a little history about 01血awa,

thanlcs to what I learned from school. I never lrnew 

that so many people sufferd in the Second Great 
War (WW IT ). I never lmew that 0血awa and 

Hawaii are quite similar. I never lrnew anything 

about the old history of the island and about the 

R叫叩 Dynasty and the 郡•eat l血gs. I never lrnew 

that Okinawa faced off :i.Iwasions agai J1St both 

Japan and China. So in fact, I djd le紅n a lot, 

j n fonnation that helpe<l me realize tha t  I arn gfa d  U.) 
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be an Olcinawan. 
I really loved everything that happened; 

everything was great! The schedule, the people, the 
food, the activities,  I had a great time. I had a great 
time at homesねad too. The family I stayed at were 
really nice people, which is another thing to bring 
up. The people in the Japanese islands are 
compleねly different from the ones back in Hawaii. 
They treat you much nicer, smile a lot, and are 
caring. I wish most people back in Hawaii and the 
United Sta記s are like that. That would make 
things better. Well, Matt's cousin's family was really 
nice people; I had a fun time with them. They 
taught me that Okinawa and Hawaii are very 
similar because of their history. They both were 
annexed by another country, Okinawa by Japan 
and Hawaii by the Uni託d. They both had kings, 
both had a lost culture that is now being recovered, 
both became well known places. 

In order to preserver this feelings and thoughts 
about the trip, I created a site to help people stay in 
touch with each other. I wanted people here in 
Hawaii to learn what I learned; I wanted to teach 
them about Okinawa. And the site I hope carries 
out through the years, to teach all my friends, 
family, and strangers about how great a place 
Okinawa actually is. The second best thing is that 
the site will help all the students to keep in touch 
with each other with the help of a massage board. 

I hoped this report helps explain what I learned 
and what I hoped carry out now, now that I learned 
about Okinawa. I had a great time, and I wanted to 
thanks all the people that helped me, my friends, 
my family, everyone helped. I also wanted to tell 
everyone that you should go visit Okinawa too; it'll 
be a blast! 

- 40 -



比 嘉 ク リ ス テ ィ ン
ミ ヨ シ
Cristan Miyoshi Higa 

ア メ リ カ U.S.A

北米沖縄県 人会
4 世

『 自 分のルー ツを学んだ』

ア メ リ カ の日系 4 世と も なると、 沖縄の習慣な どほ
とん ど知 り ま せん。 しかし、 こ の ツア ー は、 私にそれ
を取 り 戻す良い機会 を与え て下 さ い ま した。 今ま での
自 分の人生で こ ん な に意味深 く 個人的 に色々 な体験を
した こ とがあ り ま せんでした。 今度の ツア ー で 自 分の
文化 を学習する こ とが出来 ま した。 さ ら に、 他国の生
徒か ら 文化の違いや似ていると こ ろ を学ぶ こ と に よ り 、
自 分の目 を 世界へ向 ける良い機会 に な り した。

参加者全員 、 それぞれ違っ た国で生活しているの に
も 関 わ ら ず、 皆、 親切で色 々 な物 を分かち合い又、 言
葉の相違がかえ っ て コ ミ ュニケー シ ョ ン を 楽し く さ せ
た の も 事実です。

県庁や県議会 棟は、 とて も 細か く 、 全ての物がこ れ
程 ま で に意味深 く 建築 さ れた こ と に驚 き ま した。 国際
通 り 散策、 鍾乳洞見学、 川 のせせ ら ぎ、 滝、 そして植
物 な どは リ ラ ッ ク スで き 、 とて も 気 に 入 り ま した。

沖縄の ビーチは素晴 ら し く 、 自 分の足が透けて見え
るほ ど海水は綺脆で暖か く 、 小魚が泳いでいるの を 見
るこ とが出来 ま した。

私は教室で学習する よ り も 実際に体験するこ とのす
ばらしさ を味わい ま した。 例え ば、 エ イ サ ー を鑑賞す
るだけ な ら た だのエ ンタテ イ メ ン ト に な り ま すが、 伝
統的な舞踊の レ ッ ス ン や、 黒糖工場見学、 琉球ガラス、
漆器工場な どでの体験は、 その価値観を高め、 とて も
勉強 に な り ま した。

最 も 印象深い平和祈念資料館では、 沖縄の 人々 が苦
痛 に耐え忍び、 困難な状況 を乗 り 越え て き た姿 を ビデ
オ で鑑賞した後は本当 に胸が熱 く な り ま した。 そ こ で
は、 沖縄の歴史 を学ぶ ばか り では な く 、 現在の問題な
ど を学ぶ こ と も 出来 ま した。

私の曾祖父が首里出身だっ たので、 首里城訪問は私
にとっ てとて も 重要でした。 親戚の家では従姉妹た ち
が、 曾祖母の出身地、 平安座へ も 連れて行っ て く れ ま
した。 そ こ で古い写真や祖母の結婚式の写真、 私の父
が沖縄に住んでい た若い頃の写真等 も 見せて く れ ま し

た。 又、 写真 さ え も 見た こ との な い親戚の方 々 と も 会
い、 伯母は わ ざわ ざジュニア スタデ イ ー ツア ー の皆の
ために ア ン ダギー も 作っ て く れ ま した。

日記帳をめ く っ てみると、 毎 日 新しい人と出会 い、
新しい こ と を学び楽しい日々 でした。 今は、 両親に ツ
ア ー での出来事を話し、 両親 さ え知 ら なか っ た こ と を
教え 、 又、 自 分の ）レ ー ツのつ なが り や沖縄の文化につ
い て も 学ぶ こ とがで き 、 とて も 感謝して い ま す。

帰国の時が来て、 私が涙を流す番 に な り ま した。色々
な こ と を発見した ばか り の こ の美しい沖縄と、 新し く
で き た友人た ち と も 離れた く あ り ま せん でした。

こ の ツアー で文化がいかに大切であるか を知 り ま し
た。 大学では日本語を外国語として取るつ も り です。
そして次回、 沖縄を訪問する時に は地元の人達 に 自 分
の意志が伝わる よ う に な り た いです。 こ の ツア ー は 自
分の 人生で確実に良い体験をした と思 っ て い ま す。

Being a Yonsei in America makes Okinawan 

traditions fade. This trip gave me the chance to 

recapture those traditions and see Okinawa first hand. 

Never in my life have I experienced something so 

meaningful and personal. I learned about my culture 

and embraced it, but furthermore, I learned from other 

students the江 cultures along with our differences and 

similarities. This trip has been an awakening for me, 

and has really opened my eyes to the rest of the world. 

Even though all of us live in different parts of the 

world, everyone was so kind and sharing. The 

language barrier didn't keep us apart, but made us 

more eager to try to co皿nunicate with each other. 

I loved how the Okinawa Prefectural Government 

building had so much detail. Every thing from the 

穿ound to the ceiling was a p叩 of Okinawa or 

represented something or somewhere in Okinawa, 

there was so much depth and meaning. I loved 

walking 紅otmd Kokusai Dori, seeing stalagmites and 

stalactites in the cave for the f irst time, taking a hike 
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where the streams, waterfall, and plants made the 
setting so peaceful and relaxing. The beaches in 
Okinawa were gorgeous, the water was so clear and 
warm I could see my toes and tiny fish swimming 
around. I really enjoyed going out and experiencing 
Okinawa first hand, instead of just learning in a 
classroom. For example, just watching Eisa would 
have been entertaining, but leaning the traditional 
dance enhanced my appreciation for the dance itself 
and the performers, same for the brown sugar, glass 
making, and lacquer factories. The most touching and 
heartbreaking place we 汎sited was the peace 
memorial, I learned how much Okinawan's suffered, 
endured, and overcame the harsh situation placed in 
front of them. I learned Okinawa people are about 
peace and trade, not about fighting and conquering. 
But, not only did I learn about the history of Okinawa, 
I le如ed about present day conflicts as well. 
Visiting Shuri Castle was important to me because 

my Great Grandfather Kaneshiro was from Shuri. 
During my home stay, my cousins took me to Henza, 
where my Great Grandmother Tamaya's family is 
from. They showed me old pictures of my Grandma 
including her wedding pictures and of my father when 
he lived in Okinawa as a teenager. I met relatives I 
had never even seen pictures of. They took their time 
to 而.sit me. And my aunt made andagi for the entire Jr. 
Study Tour. 

給 I look back on my notes, everyday I wrote: I met 
someone new, I learned something new, and today was 
the most fun day. 竿 I tell my Mom and Dad about all 
the activities and knowledge I gained, I am teaching 
them things they were not aware of. I honestly 
acquired a taste for my culture; now I feel I am more 
connected to my roots and gained a deeper pride and 
appreciation for my heritage. When it was my tum to 
depart tears sね虚d poring down my face, I didn't 
want to leave this beautiful place I had just discovered. 
I didn't want to leave my new friends I just made. This 
trip helped me realized culture 認 so important; I plan 
on taking Japanese in college, so the next time I return 
I can communicate with the locals. This trip has 
defiantly been the most rewarding experience of my 
life. 
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バ ウ チ ャ ー 飛 鳥
Asuka Christine Boutcher 

ア メ リ カ U.S .A

ワ シ ン ト ン D.C. 沖 縄会

2 世

『心 は い つ も 沖縄 に ！ 』

私達の心の か け ら を残 し た こ の 島で築い た こ の友情
を 、 決 し て忘れる こ と は な い で し ょ う 。

一生 に一度の機会 を得て、 こ の島は信 じ ら れな い ほ ど

素晴 ら し い も の を私達の心に残 し て く れ ま し た。 沖縄

の 人々 や豊かな文化は強 く 美 し く 、 私の今 ま での経験

の 中 で比べ ら れ な い ほ ど素晴 ら し い も の で し た。
私達兄弟 は、 つ い に巡 り 会い、 世界中 に広がる 絆を作
り 上 げ ま し た 。

こ の ツ ア ー に参加で き た こ と を と て も 有 り 難 く 思い ま

す。
こ ん な幸運な こ と は今 ま であ り ま せん で し た 。

飛行機が離陸 し た と ぎ 胸が締め付け ら れる よ う で、
涙が こ ぽれ ま し た。

こ れは幸せの涙な ので し ょ う か、 悲 し く で泣い て い る

ので し ょ う か ？

沖縄の よ う に暖か く 親 しみやす く 、 愛すべ き 人々 に 出
会 う こ と は も う な い で し ょ う 。

私の心のかけ ら は沖縄に あ る 。私がど こ へ行 っ て も 。

沖縄へ帰 る た びに 、 私の心 は完全に満た さ れ る 。

「私の心 を 満 た し て く れ る 場所が恋 し い 。

連れて行っ て 私の故郷、 沖縄へ」

こ の短い 9 日 間で ツ ア ー に参加 し た 人々 は本当 に素

晴 ら し い幸せ に 出 会い、 真の友情 を 築 き 、 沖縄への愛
を 共 に織 り 上 げ ま し た。
9 日 間、 幸せ を 感 じ なが ら も 離れる こ と が悲 し か っ た。
けれ ど、 私達の心は い つ も 共 に あ り ま す。
私達 と い う 兄弟 は決 し て離れる こ と は な い の です。
心 は い つ も 沖縄 に あ る の だか ら 。

Friendships I will never forget, made on the 

island where a piece of our heart will always 
remain. 

A once in a lifetime chance, unbelievable what 

this island has created and left in our hearts. The 

people, the land, the rich culture, so strong, 
beautiful, and incomparable to any thing I have 
ever experienced. The friends all brothers and 

sisters finally reunited to create a worldwide 
connection. 

I feel so blessed to be able to take a part in this 
Tour. Never have I felt this lucky. 

As the plane begins to take off, my chest feels 

tight, and I cry tears of happiness切 Sadness吻
Nowhere else will I ever find people with hearts as 
open, warm and lo血g as Okinawa. 

Okinawa holds a piece of my heart where ever I 
go, always. Every time I return to Okinawa I will 

be made whole again: 

I long to be in the place where I feel whole. 
Take me there, it's my home. 

Within these brief nine days, the people brought 
together on this tour experienced such pure and 
complete happiness, building true, friendships, 
tightly woven together by our love for Okinawa. 

In those 9 days, we felt such happiness, but 
sadness as we parted. But in our hearts we know 
that we will always stay in touch. 

This family, inseparable because Okinawa will 
always hold our hearts close to her. 
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ジ ョ ナ サ ン サ ン ダ ー ス
Johnathan David Sounders 

ア メ リ カ U.S.A
ア ト ラ ン タ 沖縄県 人会
3 世

『将来は沖縄の 力 に な り た い 』

今回 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加す る 機会を与
え て頂 き 、 稲嶺沖縄県知事や関係者の皆様に心か ら お
礼 を 申 し上げま す。

沖縄を訪問 し、 直接、 沖縄の文化に接する 事がで き
た こ と は私の人生に大 き な変化を も た ら し ま し た。 ッ
ア ー が夢だっ たのではないか と 思 う 事 も あ り ま す。 参
加者全員 、 本当 に素晴 ら しい仲間であ っ た と 思い ま す。
一生、 心に残る メ ンバー です。 彼 ら に再会の機会があ
る か ど う かはわか り ま せんが、 今後は イ ン タ ー ネ ッ ト
で交流 を したい と 思い ま す。 短期間で し たが、 こ の体
験か ら 学 ん だ こ と は大変実 り あ る も ので し た。

日 本語が話せなかっ た事は辛かっ たのですが、 ボラ
ン テ ィ アやス タ ッ フ の皆様が一生懸命に英語で話 しか
けて く れたので、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に不 自 由 を感 じ
る事 も な く 、 皆様に は感謝 し てい ま す。 私達 を楽 し ま
せ、 活動 を盛 り 上げる た め に努力 な さ れてい た こ と を
感 じ ま し た。

滞在中 は、 多 く の珍 し い食事 も 味わい ま し た。 ア メ
リ カ で食べる 量 よ り も 多 く 食べた はずですが、 美味 し
かっ た ので、 少な 目 に感 じ ま し た。

世界のあ ち こ ち か ら 集ま っ た仲間 に出会え て視野が
大 き く 広が り ま し た。 沖縄県は未来へ向かっ て、 新 し
い教育や技術の習得の場を提供する構想 も あ る こ と を
知 り 、 感動 し ま し た。 私 も 将来は一員 と し て沖縄のカ
に な り た い と 望んでい ま す。

ま た機会を得て沖縄に戻っ て き たい と 思っ てい ま す。
「沖縄は伝統文化に富む、 美 しい島であ る 」 と 祖母か

ら 聞いていたのですが、 私の イ メ ー ジ よ り 、 は る かに
沖縄は素晴 ら しい島で し た。 沖縄を取 り 巻 ぐ海岸、 青
い海や 山 々 は 自 然 と 新 し い文明が共存 し て い ま す。

最後に、 沖縄の皆様のお も て な し に感謝 し ま す。 皆

で共に過ご し た時間は、 私に感動 を与え 、 私の人生に
大 き な変化を も た ら し ま し た。 こ の旅で、 私の想像力、
創作力、 人格が新 し く 芽生え た と 思い ま す。 沖縄か ら
遠 く 離れた ア ト ラ ン タ か ら 、 常に沖縄を思い続ける で
し ょ う 。

I want to thank you and Governor Keiichi 
Inamine for allowing me to participate in the 
Junior Study Tour in Okinawa during July 2002 

In my short time on this earth, I have never felt 
that any opportunity I pursued would have any 
great effect upon me. The chance to go to 
Okinawa and experience the culture and visit my 
Okinawan heritage was life altering. Never 
have I had so much to absorb and to think long 
and hard on to make sure what I saw and felt 
was not a surreal experience. That was all I 
could do the whole time in O k:inawa. I w邸

fortunate to be able to go when I did and with the 
group of young people I did go with. 

I was blessed to have been in the group I was in. 
They were a good group of people and I could not 
have asked for any better. Although I may or may 
not see some of these people again in my lifetime, 
which would be a rather unfortunate event, they 
will always have a place in my memories, heart 
and mind for as long as I can keep 
re-experiencing the trip in my head, heart and 
drearris. We plan to use the Internet to keep us 
all in touch. The time spent, no matter how 
brief, was most rewarding to be in such company. 
I also appreciate the 宮oup of volunteers and the 
staff who where all involved in this tour. 

Sadly enough, I could not speak Japanese, but 
this did not seem to matter much so long as I 
made an effort to try. It was rather 宦atifying to 
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畑ve the staff and volunteers try their hardest to 
co皿nunicate with me. The student volunteers 
did so much for us by just being there and I want 
to express my deepest gratitude for their efforts 
to entertain us and get us ね open up 切 one
another. The staff was always hard at work ね
make sure that all was going well, everyone was 
doing fine, and we where we needed to be. They 
seemed to be enjoying themselves for the 
duration of the study tour. I will miss the 
unmatched generosity and courtesy that was 
shown to me by everyone involved. 

During my stay, I was introduced to a wide 
variety of foods which I had never eaten, but was 
willing to try at least once. To the amazement of 
all I know, I ate more food in Okinawa in one day 
than I do at home. I could not get enough of the 

1 fresh food or the dishes which we were fed. 

I gained a new outlook on people from other parts 
of the world. I know that Okinawans 
everywhere want to see Okinawa become a place 
where people want to help to develop a society 
where industry and commerce can grow. We 
were informed of plans to create new educational 
and technical opportunities in Okinawa. This is 
exciting and I would like to be a part of this in 
some way. 

Although I hope I w出 have another chance to go 
back to Okinawa, at present I will have to be 
satisfied with this short visit. I had only seen 
the land in the descriptions of my grandmother, 
'Thuruko Saunders, and only through her eyes. I 
had been told it was a land of beautY, tradition 
and grandeur, but all of that is an 
understatement of the true beauty of the land. 
When I laid my eyes upon the land, it was as I 
had imagined it ね be, but much more. I felt my 
heart jump into my throat when I saw the 
natural beauty of the mountains, beaches, and 
crystal blue waters of the ocean surrounding 
Okinawa． 心 I saw each example of the natural 
beauty, I was always in a state of awe and 

bew血erment to know for myself that such places 
could exist in a country so similar to the US in 
the sense of urbanization and industrialization. 
I have rarely seen nature and civilization co-exist 
so well. 

In closing, my life has been forever changed for 
the better by this once in a lifetime opportunity. 
I am deeply touched by the people involved and 
enjoyed the great company and good times. I 
shall never forget those who had helped me while 
I was over there and shall always be thankful for 
what they have done for me. My imagination, 
character and creativity have gained all new 
aspects from this trip. I may not be present in 
Okinawa in person, but my heart and mind keep 
wandering back to the land once described to me 
as a child and that I have now seen with my own 
two eyes. 

1

,
 

Sincerely, 
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ジ ョ セ フ リ ー バザ ー ド
Joseph Lee Buzzard 

ア メ リ カ U.S.A

北加 沖 縄 県 人 会

3 世

『素 晴 ら し い仲 間 に 出会え て 良か っ た』

沖 縄 で の こ の 旅 は 、 本 当 に 最 高 の 体験で し た 。

ス タ ッ フ の 方 々 は 、 本 当 に 親切 で 、 私 が何 か 質 問
が あ る と き や 、 必要 な と き に 、 い つ も そ ば に い て
く れ て 、 助 け て く れ ま し た 。 一緒 に 参加 し た 仲 間
た ち も 本 当 に 最高 な 人 た ち で し た 。 こ の ツ ア ー の
中 で 、 私 が一 番 良 か っ た 事 は 、 そ う い う 素晴 ら し
い 仲 間 と 出 会 え た こ と で す 。 こ ん な に 最高 な 仲 間
と 一 緒 に 旅が 出 来 た 事 は 、 私 の 人生 の 中 で 、 最 初
で 最 後 か も し れ ま せ ん 。
沖 縄 に 滞在 中 、 い つ も 皆 で 笑 い 、 そ し て 、 真面 目
に 勉 強 し 、 沖 縄県 の ス タ ッ フ の 皆 さ ん が用 意 し て
く れ た 、 社 会学習 内 容 も 最高 で し た 。

私 が 、 も っ と も 印 象 に 残 っ て い る の は 、 首里城 と 、

ゃ ん ば る の 自 然学習 で し た 。 私 た ち 先祖が創 り 出

し た 、 偉 大 な 琉球王朝 文 化 と 、 中 国 と の 関 係 は 、
特 に 興味深い事で し た 。 沖 縄 の 海 の 美 し さ に も 感
動 し ま し た 。
体験学習 も 本 当 に 楽 し か っ た で す 。 空手の 時 に は 、
新 し い 型 を 、 勉 強 す る 事が 出 来 ま し た 。 舞踊 や 三
線 の ク ラ ス も 楽 し そ う で し た 。
琉球 グ ラ ス 作成 や 、 漆器の 作成 も 一 生 の 思 い 出 で
す 。 エ イ サ ー も 最 高 で し た 。 こ こ ア メ リ カ で も 、
エ イ サ ー を や り た い と 思 い ま し た 。 沖 縄 で 、 出 会
っ た 人 た ち も 、 最高 で 、 ま た ホ ー ム ス テ イ 先 の 家
族 も 親切 に し て く れ ま し た 。
私 は 、 一 生 に 一 度 の こ の よ う な 素晴 ら し い 体験学
習 が、 二 度 と 出 来 な い か も し れ な い と 思 う と 、 沖
縄 を 離 れ る 時 と て も 悲 し く 寂 し か っ た で す 。
し か し な が ら 、 こ の 時 に 得 た 素 晴 ら し い 体験 と 、
友情 を 、 い つ ま で も 忘 れ る こ と な く 、 い つ か ま た 、

必 ず 沖 縄 に 戻 っ て き ま す 。
一生 皆 さ ん の 事 は 、 忘 れ ま せ ん 。
沖 縄 県 の 方 々 に 、 こ う い う 素 晴 ら し い 体験 を さ せ
て も ら っ た 事 を 心 か ら 深 く 感 謝 い た し ま す 。

The trip to Okinawa was great! Everybody 

was so nice on the staff. If you ever had a 
question or needed help with something, 
someone was alwavs there to heln vou. The kids 

were all great, too . That is what I probabl3 

liked the most about the trip was all of thE 
people . I never knew that anyone could ge1 
such a good group of wonderful people together 

When I was in okinawa, I never was bored 
The whole time I was laughing. The activitieE 
were great also . You always had stuff to do 
They planned this trip so great. You wen 
always going on a trip with your group to somE 
new, exciting place , seeing things that you 
never imagined you would see before . And the) 
always had free time planned for you so you 
could go shopping and do things that you 
normally couldn't do with a big group. ThE 
places we went to were so beautiful, like thE 
Shurijo Castle and the Yanbaru Ecology Tour. 
The white sand beaches were also really pretty. 

The classes were cool, too ! I really like the 
karate class .  I learned a new style and it was 
really fun. It was nice to see your friends that 
you made on this trip learn something new and 
then perform it for you. The Buyo and Sanshin 
classes looked really fun,too .  I loved how they 
got us to make glass cups and lacquer ware . 
That was really awesome. It got me hooked.  
Now I am learning Eisa at  home in America. 

The people in Okinawa were so generous. 
They would always go out of their way for you. 
My home stay family was great. I really liked 
how we all got matched up by our hobbies or 
names.  That was just another great p art of the 
trip . This trip was so fun for me.  I know that I 
never be able to experience what I did back 
home here in the U.S .  I was really sad to leave 
Okinawa. I did not want to let go of all of the 
friendships that were made. I would trade 
anything to go back again. I do have hopes of 
returning. It was a wonderful trip . It will leave 
memories that will last for a lifetime . 

To the Okinawa Government, thank you with 
all of mv heart . 
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藤 田 エ リ ザベ ス 由 利 子
Elizabeth Yuriko Fujita 

カ ナ ダ Canada
ト ロ ン ト 球陽会
2 世

『私達の 中 に あ る 沖縄』

夏の は じめ、 私は こ の よ う な楽 し く 、 感動的で、 生
涯忘れ ら れな い体験に参加で き る と は思い も し ま せん
で し た。

当初、 七月 は、 ミ ュ ー ジ カ ル論を学ぶ た め に毎 日
ト ロ ン ト の郊外に行 き 、 蒸 し暑い教室でバロ ッ ク の巨
匠について学ぶはずで し た。 しか し ト ロ ン ト 球陽会の
会長であ る 永田 さ んか ら の電話を私 と 母が受けた瞬間
か ら こ の夏の予定が変わ っ たの です。

私の 中でい く つかの不安はあ り ま し た。
楽 しめ る だろ う か ？ 友達はで き る だろ う か ？ 前回の よ
う に ひ どい 日 焼けに苦 しみは し な いか ？ あ り がた い こ
と に ひ どい 日 焼け も な く 、 私の旅は終わ り 、 た だ素晴
ら しい時間、 思い出、 友人、 食べ物の思いでだけが残
っ て い ま す。

到着 し た と き の感想は た だ 「眠い」 で し た。 一 日 半
よ く 眠れず大変な旅だっ たのです。 そ して朝起 き る と
す ぐに、 き ついス ケ ジュ ー ルが待っ てい ま し た。 最初
の朝は、 未来の友達への挨拶か ら 始 ま り ま し た。 私の
眠い 目 に映っ たのは、 色んな国か ら 来た人達の顔で、
疲れは見え る も ののみんな笑顔で し た。 けれ ど、 一つ
だけ彼 ら と 私 に共通する も のがあ り ま し た。 私達の 中
に あ る 沖縄の存在です。

次の 日 か ら め ま ぐる しい一週間が始ま り ま し た。 言
語の壁があ っ た に も 関わ ら ず、 沖縄の若い人に会えた
こ と は、 私 に と っ て素晴 ら しい経験で し た。 ボラ ン テ
ィ アで地域国際交流 ク ラ ブの生徒の方々 が、 ゲー ム な
どを通 し てみんなが楽 し め る よ う に助けて く れま し た。
そのおかげで皆がす ぐに う ち解けて、 楽 しい時間 を過
ご し ま し た。 そ して沖縄 と 海外の生活を お互い学ぶ こ
と がで き ま し た。
一つ残念に思っ たのは、 地域国際交流 ク ラ ブの人達 と
交流で き る 自 由 な 時間が も っ と 欲 しかっ た と い う 事で
す。

プロ グ ラ ム全体を通 して、 玉泉洞での伝統芸能体験、
琉球漆器や琉球ガラ スづ く り が と て も 楽 しかっ たです。
ま た平和祈念公園 を訪れたの は沖縄の歴史、 悲惨な戦
争があ っ た こ と を知る上で、 と て も 有意義だっ た思い
ま す。
数々 の体験を通 して、 沖縄の表面に触れた よ う な気が

し ま し た。
さ よ な ら パー テ ィ ー を迎え、 旅がい よ い よ 終わ り に

近づいてい く う ち に、 親 し く な っ た友人達に別れを告
げな ければな ら な い と い う こ と に涙が溢れて き ま し た。

ま だ出会っ た ばか り で、 そ して こ ん な に も 早 く 別れ
な ければな ら ない と い う の に 、 私達はお互い に固い絆
を作 り 上げた の です。

ま だ良 く 知 り 合っ て な い新 しい友人達 と 別れ、 沖縄
を去 り ま し たが、 不思議な こ と に彼 ら を カ ナ ダの友人
達 よ り も 近 く に感 じ ま し た。 みんなのなかにあ る 沖縄
の血が、 私達を 家族の よ う に感 じ さ せ、 一週間で固い
絆を結ばせたのです。
それぞれが帰っ てい く の を見 なが ら 、 愛情 と 共に こ の
特別 な感情を 、 みんなが感 じ たのでは ないか と 思い ま
す。

沖縄で受けた暖かい歓迎。 山原の滝 ま での ツ ア ー で、
疲れてい る に も かかわ ら ずみんなが見せた笑顔。 最後
の 日 に と も に流 し た涙。 こ の ツ ア ー か ら 2 週間が過 ぎ
ま し たが、 思いで は ま だ鮮やかに残っ て い ま す。

私達がいつ ま で も つながっ てい ら れる よ う に願っ て
い ま す。 今では、 テ ク ノ ロ ジー や イ ン タ ー ネ ッ ト のお
陰で簡単に連絡は と れ ま す。 しか し、 悲 しい こ と です
が、 いつかは ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー の仲間全員 と
は今の よ う に話せな く な る 時が来る で し ょ う 。
しか し、 わ た し は彼 ら の幸運 と 、 未来への発展、 そ し
て こ の多 く の素晴 ら し い思い出 をみんながずっ と 忘れ
ずにい て く れる こ と を 願い ま す。

A few months prior to the beginning of the 
summer, I had no idea that I would be participating 
in one of the most enjoyable, emotional and 
unforgettable experiences of a life血e. I had been 
scheduled to take musical theory classes in 
downtown Toronto, spending my July commuting 
downtown everyday and boiling away in some 
classroom learning about the great masters of 
Baroque music. But the moment my mother and I 
received a phone call from our Toronto K;四yokai
president, Mr. Tos皿1.iko Nakada, sometl血g 固d
me that that would not be my fate tlus summer. 
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I'll admit I had some apprehensions about 

the trip : would I enjoy myself? would I make 

friends? would I get an extremely painful sunburn 

like last 血e?? Thankfully, I'm home, minus the 

sunburn, after my amazing trip and have nothing 

but great memories of many of good times, good 

friends and good food. 

Upon first arriving, the first impression I 

had of what was to come was this :  I needed sleep! It 

was rather taxing to travel for roughly a day and a 

half with restless sleep for the night and awake the 

next morning to a tight schedule. On my first 

morning in Japan I greeted some of the people who 

were to become my friends over the next few days. 

My sleepy eyes met other smiling yet fatigued faces 

from several different countries,  but all of whom 

held one thing in common with myself: 出e

函stence of an Okinawan heritage. 

From that first morning onwards, the 

week went by in a whirlwind of sights, sounds and 

tastes. Meeting other young Okinawans was a 

complete joy to me, despite our rather awkward 

language barrier. To add to the fun, the volunteer 

students of山e Kokusai Koryu Club were wonderful 

in helping everyone become more comfortable with 

each other through games and activities .  Everyone 

had a good time befriending them, and learning 

about each other's life in Okinawa or abroad. My 

only regret was that we were not given more free 

time to exchange different cultural ideas and 

strengthen friendships, both with the students from 

the Kokusai Koryu Club and the students on the 

program. 

Of all the activities, I felt the cultural 

lessons we had at the Gyokusen-do were 出e most 

interesting, followed by the chance to make some 

Okinawan lacquer ware and glass ware. I also felt 

the visit to the Peace Memorial was very important 

in helping everyone attain a better grasp of the 

history behind the once war torn island. In the end, 

after a week's time I felt as if we had barely 

scratched ilie surface on the number of different 

activities that can be done on Okinawa Island. 

As 山e trip C皿e to a close with the 

Sayonara Party, emotions were flowing as well as 

tears as each of us said goodbye to friends, wiili 

whom we held qtrite dear. We had each created such 

a deep bond witl1 one anotl1er, despite the fact that 

we had only just met, and just as quickly had to 

part. I left the island not knowing much about my 

new friends, but oddly enough I felt closer to them 

than I felt to some of my own friends back home. I 

think the feeling of family and kinship that the 

island has engrained within it's blood really took 

hold of everyone that week. Many of us especially 

felt this feeling of attachment 邸 we said our 

goodbyes and watched as the island and our friends 

disappeared over the horizon. 

It has now been roughly two weeks since 

my experience, but the memories are still quite 

vivid. The manner in which I was so warmly 

greeted and welcomed, the smiling faces of everyone 

邸 we tiredly marched along the trail to the 

wate泣all in Yanb紅u, and the tears which both 

myself and my friends shed on our last day together. 

My wish remains that we can all stay in touch, 

which is a better possibility in our world of today 

thanks to technology and the internet. Sadly, I know 

that years from now I will no longer be speaking 

with some of the Junior Study Tour students, but as 

a last goodbye I wish them all the luck in their 

future endeavours, and lots of love in the memories 

which I hope will remain with them for a lifefune. 

Sincerely, 
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ミ シ ェ ル ア ベ ダ ニ ア
ペ ベ ニ ト
Michelle Abedania Pebenito 

フ ィ リ ピ ン Philippines 

フ ィ リ ピ ン 沖縄県 人会
3 世

『 い つ か ま た 、 こ こ に 戻 り た い 』
沖縄の美 し い海 と 輝 く 夕 日 が飛行機か ら 見 え た。 空港

に着 く と 、 大 き な横断幕 と フ ィ リ ピ ン の 国旗がす ぐに 目
に付い た。 そ し て 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー の ス タ ッ
フ の方々 が温かい笑顔で私達 を 歓迎 し て く れた。 空港を
出 る 頃 に は 、 も う すで に 日 が暮れて いた。
その夜、 こ の旅が夢で は な い と ま だ 自 分に言い聞かせて
い た。 ま さ か、 こ の旅で私の人生が変わ る と は思 っ て も
い な かっ た。

次の 日 は、 み ん な に と っ て も 大 き な始 ま り の 日 だっ た。
私は う れ し さ と 同時に緊張感を 感 じ てい た。 こ の ツ ア ー

で私達に い っ た い何が待ち か ま え て い る のか、 見当 も っ
かなかっ た。
財団 に着 く と す ぐ に 、 それぞれ異な っ た言葉 を 話 し て い
たが、 た く さ んの似た感 じの顔を 見た。 それぞれ 自 己紹
介を し た。 み ん な それぞれが知 り 合っ た ばか り だ っ た の
で、 少 し気が楽 に な っ た。

その夜の ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー で は 、 ボ ラ ン テ ィ ア の
生徒が用意 し て く れたゲー ム や余興のおかげで、 私達は
も っ と お互い を 知 る こ と がで き た。 パ ー テ ィ が終わ っ て
も 、 部屋でル ー ム メ イ ト と 何時間 も お し ゃ べ り を し た 。
その と き か ら 、 み ん な の名前 を 覚 え 、 た と え上手に 日 本
語で会話で き な く て も 、 私は新 し い友人がで き た こ と を
う れ し く 思 っ た。

次の朝か ら は、 目 覚め る のが待ち遠 しかっ た。 そ し て、
みんな に と つ で1亡 し い 日 々 の始 ま り だ と わかっ た。 ま ず
は、 沖縄県庁 を訪れた。 県庁内の見学は簡単 に は 出来 な
い こ と だ と 知 っ て い た ので、 私 に と っ て と て も 充実 し た
時間 だ っ た。
その後、 那覇市内の レ ス ト ラ ン で昼食を取っ た。 い ま だ
に、 あ の沖縄そ ばの味は忘れ ら れ な い。 昼食後、 私達は
那覇市内 を散策 し た。 暖かな南国の気候、 お士産品店、
そ し て、 市場の豊富な シ ー フ ー ドは私の故郷に似ていた。
その時、 沖縄で私 は 自 分の故郷 に い る よ う に感 じ た。
最後に首里城に行っ た。 本殿を見た時の驚 き は言い表せ
な い。 何度 も 破壊 さ れた と は思 え な い ほ ど、 今では、 本
来の美 し さ を取 り 戻 し て い る 。

ホ テ ル に戻 っ て 、 自 由時間があ っ た ので、 何人かで プ
ー ル に行っ て 、 水中鬼ごっ こ を し た り 、 み ん な で楽 し ん
だ。 夕食ま での時間にすっ か り 、 み ん な打ち解けていた。

次の 日 は、 ま た し て も 私達に と っ て長い一 日 だっ た。
平和祈念公圏 に行 っ て 、 沖縄戦についての ビデオ を 見た。
それは、 恐ろ し く 悲惨な も の だ っ た。 こ の悲惨な 戦争か
ら 生 き 残っ た と し て も 、 そのす さ ま じ い経験は 人々 の心
に決 し て消 え な い傷 を 残 し て い る こ と を思い、 と て も 気

＇勺

持ちが沈んだ。
その後、 琉球ガラ ス 作 り を体験 し た。 そ こ は建物全体が
ガラ ス で覆われていたので ビ ッ ク リ し た 。 最後に は、 琉
球漆器作 り も 体験 し た。 自 分でデザイ ン し 、 結構大変な
作業だ っ た。

木曜 日 は、 それぞれが選択 し た芸能体験が出来 る 玉泉
洞 を み ん な 楽 し み に し て い た。 私は琉球舞踊 に参加 し、
グ ル ー プみ ん な 、 レ ッ ス ン を楽 し ん だ。 9 0分後、 それ
ぞれの練習の成果 を発表 し た。 三線、 空手、 そ し て最後
に舞踊 を発表 し た。 昼食後、 エ イ サ ー シ ョ ー を 楽 しみ、
シ ョ ー が終わ る と 、 体験 レ ッ ス ン も あ っ た。 玉泉洞 を 出
た後は、 黒糖工場へ向かい、 黒糖の作 り 方 を学び、 試食
す る こ と が出来た。
夕食後の キ ャ ン プフ ァ イ ヤ ー で は 、 ボ ラ ン テ ィ ア の生徒
の方々 が用意 し て く れた グル ー プゲー ム で、 その夜はみ
ん な 楽 し ん だ。

こ ん な に時がたつの は早い も の だ と は思わ な か っ た。
も う 金曜 日 だな んて。

その 日 はいつ も よ り 早 く 起 き て、 出かける準備 を し 、
二つ の グル ー プに別れて、 行動 し た。 私の グル ー プは ま
ず慶佐次のマ ン グ ロ ー ブ林に行っ た。 そ こ に は 、 様々 な
種類の木や カ ニがい て 、 驚い た。 慶佐次 を 出発 し て、 山
原の森へ向かっ た。 そ こ で、 も う すで に大滝 ま で行っ て
来た、 他の グル ー プに会っ た。 階段 を 6 0段登っ た時に、
なぜ も う 一つ の グル ー プがす ご く 疲れて い て 、 お腹を空
かせて い た こ と がわか っ た。 1 時間歩いて 、 つ い に比地
大滝に到着 した。 滝は素晴 ら し い景色で、 水は冷た く て、
そ こ に行っ た かいがあ っ た と 思 っ た。 そ れ を 見 て 、 ま た
フ ィ リ ピ ン を思い出 し た。
最後に 、 パ イ ナ ッ プルパ ー ク ヘ行 き 、 パ イ ン の味を楽 し
みつつ、 その加工品の多 さ に驚か さ れた。

その長い一 日 を終え 、 みん な疲れ切 っ て いた。 し か し 、
み ん な と 一緒に過ごす最後の夜だっ たので、 ほ と ん どの
人が眠 ら ず、 その夜はみ ん な で楽 し い時間 を 過 ご し た。

土曜 日 が来て、 私は ワ ク ワ ク し て い た。 なぜな ら 、 そ
の 日 は ビ ー チ に行 く 日 だっ た。 ビ ー チでは楽 し い時間 を
過 ご し た 。 素晴 ら し い景色で、 一 日 中 こ こ に い ら れれば
な ぁ と 思 っ た。 数時間後 ビー チ を去 り 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ
ー と 対面 し た。 待ち合わせ場所に到着 し た時、 夢乃 さ ん
の母親であ る 山城 さ ん と お会いする こ と がで き て 、 と て
も 嬉 し かっ た。 家族の皆 さ んは親切で と て も 嬢 しか っ た。

楽 し い 時 間 を 過 ご し た 。 彼 ら は 私 を 色 々 な 場所 に
連れて行 っ て く れ た 。 夜のマ ー ケ ッ ト や モ ー ル に も 行
き 、 大 き な観覧車に も 乗っ た。 て っ ぺん ま で行 く と 、 美
し い夜景 を 見 る こ と が出来た。 日 曜 日 が来て、 と て も 悲
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し い気持ち に な っ た。 その 日 が一緒 に い ら れる 最後の 日
だ っ た。
昼食時間の 間 に 国際通 り に行 き 、 何人かの友達 と 待ち 合
わせて買い物 に行 っ た。 5 時に な っ て、 さ よ な ら パー テ
ィ ー の会場であ る 都ホ テ ル に到着 し た。
その夜は、 期待 と 興奮 と 悲 しみ に溢れて いた。 知事が、
修了証書を 一人一人に手渡 し て く だ さ っ た。 パー テ ィ ー

が終わ り 、 み ん な悲 し そ う な顔を し て い た。 泣いて い る
子 も い た。 そ の夜が、 み ん な で過 ごす最後の 日 だっ た。
も ち ろ ん私 自 身み ん な で過 ご し た時間が恋 しい。 こ の 1
週間はお互い を知る の に充分な時間だっ た。 短い期間で
私達は、 同 じ時間 を過ご し 、 き ずな を結んだ。

翌 日 、 空港で何 と か、 ハ ッ ピ ー でい ら れる よ う に努力
し た。 沖縄での素晴 ら しい時間 を忘れる こ と はで き な い
か ら だ。

いつか ま た 、 こ こ に戻 り 友人た ち と 過 ご し た素晴 ら し い
時間 を よ みがえ ら せたい。 こ の よ う な機会が与え ら れ、
そ し て 、 自 分の ル ー ツ を知 り 、 豊かな文化、 素晴 ら し い
歴史 を 学べた こ と に感謝 し ま す。
こ こ で学ん だ貴重な こ と 、 素晴 ら し い友人た ち は何物 に
も 代え難 く 、 永遠に私の心の 中 に残る で し ょ う 。

From the plane, I saw the beautiful ocean and the 
bright sunset at Okinawa. When we arrived at the 
airport, a large baJ1Der and the Philipp:ine flag 
inunediately caught our attention, and the 
coord:inators of the Junior Study 'Ibur welcomed us 
with warm smiles. It was already dusk when we got 
out of the airport. That night, I was still trying to 
conv:ince myself that this whole trip was not a dream 
at all. What I didn't realize was that this tour was 
go:ing to change my life. 

The next day was big start for everyone. We already 
met a few students who also stayed at the hotel. I was 
euphoric and おnsed at the same time because I didn't 
have a clue of what was in store for us in this tour. 

Upon arriv:ing at the Okinawa In杞rnational
Exchange & Human Resources Development 
Foundation, I saw a myriad of comparable faces 
speak:ing diverse languages. We :introduced ourselves 
and I felt better because we were all beginning to know 
each other. 

That evening, we had the welcome party. It was the 
time when we got to know each other more because of 
the games and presentations prepared by some 
students. When the party was over, we got back to our 
rooms and chatted with our roommaねs for a few more 
hours. At that moment, I began to know people by 
their names and even if I couldn't communicate well :in 
Japanese, I was glad that I made new friends. 

I was eager to wake up the next morning and I 
knew that it was going to be a hectic day for everyone. 
First stop was the Okinawa Prefectural Government. 
We were introduced to the government officials 皿d
after which we toured the build ing. It was an 
em-iching moment for me to learn ahout the Okinawan 
government l1Ccause I know that only a few people can 

experience being toured around . a government's 
building. 

We had lunch at some restaurant in Naha City 
Right now, I still miss the delightful taste of the 
Okinawan soba. After lunch, we toured around Naha 
City, particularly in Ko恥sai Dori. That moment, I was 
am泣ed because I felt like I was in my own country 
Almost everything was similar. The hot tropical 
weather, bargain shops, and the rich seafood sold at 
the marketplace. Right then, I felt at home in 
Okinawa. 

Last stop was the Shurijo Castle. I couldn't express 
my awe and wonder at the sight of the castle itself 
after we passed Houshinmon Gate. I couldn't 皿agine
how it has been destroyed several times because today 
it is beautifully restored to its original majestic beauty. 

When we returned to the hotel, we had a free time 
so some of us went swimming at the pool. All of us had 
fun because we played tag in the water and bonded for 
quite a while until it was time for dinner. 

The next day was yet another long day for us. We 
went to the Peace Prayer and Memorial Park. Then 
we viewed a film about the historical battle of j 
Okinawa I was deeply distressed and terrified by 
what I saw. I felt bad because I know that even if some 
people did survive that tragic warfare, the bitter 
violence that once happened to them will forever leave 
a scar in their hearts and minds. The peace memorial 
statue w出 signify peace to every human being 
eternally. 

庫r that, we went to the Ryukyuan glassware 
factory where each one of us experienced making an 
authentic Ryukyuan glass. I was astounded by the 
structure of the building because it was filled with tiny 
square glasses some of which was formed with designs. 
It was one of the most beautiful and creative buildings 
that I've been to. The last place we went to was the 
Lacquer ware shop where we also experienced making 
the designs on the plates. I have to admit it was tough 
to work on the designs because you have to do it 
intricately in the most artistic idea you can come up 
with. 

Thursday came, and we were all eager to go to 
Gyo血sendo because we were all going to study 
different cultural activities. I was assigned at the 
Ryukyuan dance, and my fellow group members and I 
had enjoyed learning Buyo. A痴r an hour and a half, 
everyone was supposed to show what was taught to us. 
There was a group, who played the Sanshin, and 
another performed K江ate, and finally we danced 
Buyo. Everyone was pleased to learn the different 
cultural activities. 

After lunch, everyone had been waiting to see the 
Eisa dance. Everybody enjoyed watching the show. 
And to top it all, they even taught Eisa to everyone 
after their performance. 

庫r we left Gyo恥sendo, we headed to the brown 
sugar factory where each of us was given some brown 
sugar to taste. Then we learned how they manufactm·e 
brown sug紅 i tself.
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That night, after dinner, the volunteer students set 
up a campfrre for us and prepared some group games 
for us to play. Everyone had enjoyed all the activities 
that evening. 

The next day, I didn't notice how fast the days went 
by because it was already Friday. I woke up earlier 
than usual because I had to prepare for our trip that 
day. 

We were divided into two groups and my group first 
went to the Kesaji Mangroves.  I was amazed at the 
different kids of trees and crabs that were to be found 
there. 

When we left the mangroves, we headed to the 
forests of Yanbaru. We met the first group who went 
there. Then as we were climbing the 60- step stairs, I 
realized why the other group looked so exhausted and 
hungry when they returned. After about an hour of 
trekking, we finally reached the Hijiotaki waterfalls. It 
was all worth it because the water was cool and the 
falls was a breathtaking sight. Upon seeing it, I was 
remembered the Philippines once again. 

Our last stop was the Pineapple Park. I was 
amazed because they made a lot of pineapple products. 
Everyone had a great time tasting different pineapple 
delicacies. 

庫r a long day, everyone was really tired. But that 
didn't stop us from having a good time with each other. 
It was going to be our last night together because the 
next night we were scheduled to stay with our host 
families. Most ofus couldn't sleep that evening. 

Saturday came and I was very excited because we 
were going to the beach. When we got to the resort, I 
had a great time with my friends. The beach was 
really breathtaking and I wanted so much to stay 
there the whole daylong. I fell in love at the turquoise 
waters, the powdery white sand, and the warm 
tropical weather. 

庫r a few hours, we left the beach and headed to 
meet our host families. When we arrived at the 
meeting place, I was so happy to meet Mrs. Yamashiro, 
the mother of Yumeno. I was going to spend the night 
with their family. 

I was overjoyed because they were really nice to me. I 
even found out that Mrs. Yamashiro's father was a 
Filipino. We all had a wonderful time together. They 
toured me around, and we went to a night market, and 
a mall. We even took a ride in the huge Ferris wheel. 
At the top, I could see the beautiful view of the city at 
night. 

Sunday came and I was somehow sad because this 
was going to be our last day together. Thrring 
lunchtime, we went to Kokusai Dori to meet up with 
several of our fiends to go shopping. Then at five o'clock, 
we left for Miyako Hotel, the venue of our farewell 
party. 

That evening was filled with anticipation, sheer 
excitement, and sadness as well. The governor 
awarded each one of us certificates of completion for 
being participants in the Junior Study Thur 2002. A伽r
the awarding ceremony, dinner was served followed by 
a program. 

Everyone was glum after the party was over. There 
were even some who cried because that was our last 
night with one another. I myself would surely miss all 
those moments we spent as a group. A whole week was 
enough for everybody to get to know one another, yet it 
was such a short time to bond and share moments 
together. 

The next day at the airport, I tried my best to be 
happy yet I know that it's not possible to forget the 
precious moments that we all left in Okinawa. One day, 
I'll go back there and rekindle those fond memories 
that my friends and I once had. I'm glad that I had 
been given an opportunity to go to Okinawa to trace 
my roots and learn about its rich culture and 
remarkable history. Nothing could replace the valuable 
lessons and the beautiful friendships that I had made 
because everything was a priceless beauty that w迅
forever linger in me. 
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ジ ョ ネ ロ ベ ス コ メ ロ ス

イ グ ナ シ オ
J onerobeth Cameras 
Ignacio 

フ ィ リ ピ ン Philippines 

フ ィ リ ピ ン 沖縄県 人 会

3 世

『パ ラ ダイ ス沖縄』

私の沖縄での旅は本当 に素晴 ら し く 、 楽 し い も の だ っ
た。 私達が訪れた場所、 ツ ア ー で会っ た 人々 、 全て に
興奮 し た。

初 日 、 色々 な 国か ら 来た参加者 2 0 名 と 国内参加者 2
4 名 の 自 己紹介の場が設け ら れ て い た 。

2 日 目 、 私達は首里城 を訪れた。 城の全てが美 し く 、

と て も 驚い た。 そ し て 、 建築様式に は、 中 国 と 沖縄、
そ し て 日 本の影響 を 受け て い る のが見 ら れた 。
ま た そ の後 に は 、 国際通 り も 散策 し た。 こ こ では食料
品や色々 な物が安 く 売っ て い て 、 観光客がお土産や プ
レ ゼ ン ト を 買 う た め に最適な場所だ。 市場に も 行っ た
が、 市場は と て も 整 っ て い て 、 清潔 だ っ た。
3 日 目 に は 、 平和祈念公園 に行っ た。沖縄戦時中の人々
の生活 を 学 ん だ。
そ の あ と 、 琉球ガラ ス と 漆器作 り の体験学習があ っ た。
琉球ガ ラ ス の コ ッ プを 作 り 、 漆器はハ イ ビス カ ス や イ

ル カ な ど、 デザイ ン を 自 分で選ぶ こ と が出来た。 漆器
に使われて い る 材木は乾燥す る の に 3 ~ 5 年 も かかる
そ う だ。
4 日 目 、 私達は玉泉桐 に行 き 、 エ イ サ ー シ ョ ー を 見て 、

エ イ サ ー の ス テ ッ プを習 っ た。 エ イ サ ー は沖縄で も 人
気のあ る 伝統芸能の一つ だ。 その後、 私達は 3 つ の グ
ル ー プに分かれて、 琉球舞踊、 空手、 三線の レ ッ ス ン
を 受 け た 。 私 は 、 琉球舞踊の グ ル ー プ を 選 ん だ。
そ の あ と 、 嘉手納の広大な ア メ リ カ 軍基地の見学に行

っ た。
次の 日 は、 沖縄の北部、 森林地帯の や ん ばる ツ ア ー に
出かけた。 山 の 中 を歩 き 、 や っ と 比地大滝 に着いた時
は、 す ご く 疲れてい たが、 滝が見 え る と 疲れ も 飛んで
い っ た。 滝は と て も 大 き く て 、 水は冷たかっ た。 シ ダ
や コ ケ の よ う な 、 珍 し い動植物が、 滝の周 り に生 え て
いた。 ま た、 慶佐次の マ ン グ ロ ー ブ も 見 に行っ た。 慶
佐次川 の河口 に マ ン グ ロ ー ブの林があ り 、 そ こ に は 、
3 種類の マ ン グ ロ ー ブがあ っ た。

最後の 日 は、 海 と 水族館に行っ た。 私は、 水族館に行
っ た。 水族館は と て も 大 き く て 、 様々 な海の生 き 物 を
見 る こ と が出来、 イ ル カ シ ョ ー も 見た。

以上が、 私の沖縄での旅です。 美 し い景色、 ユ ニ ー ク
な沖縄の文化、 き れい な通 り 、 人々 の温かい心、 様々
な デザ イ ン の ビ ル。

本当 に 、 こ こ は忘れ ら れな い場所です。 そ し て、 誰 も
がこ のパ ラ ダ イ ス の よ う な 島 を訪れる と 、 離れた く な

く な る で し ょ う 。

"A week at Okinawa, Japan" 

My trip at Okinawa, Japan is absolutely 
wonderful and enjoyable. I am so excited about the 
places that we would visit and the people that I 
would meet at the t.our. The places that we have 
visit are the Okinawa International Exchange and 
Human Resources Development Foundation 
(O.I.H.F), Okinawa Prefectural 伽vernment,
Shurijo Castle, Peace Prayer and Memorial Park, 
Peace Memorial Museum, Cornerst.one of Peace, 
Ryukyuan Glassware, Lacquer ware, Gyokusendo, 
Kadena air base, N ago Pineapple Park, Hijiotaki, 
Kesaji mangrove river, and the Aquarium. 

At the first day the other participants of the 
t.our that came from other countries like Cuba, 
Hawaii, Los Angeles, San Francisco, Washingt,on 
D.C. ,  Atlanta, Turon恥 Argentina, Brazil, Bolivia, 
Peru, Singapore and also the Philippines meet there 
ねgether with the other 24 participants from 
Okinawa, Osaka, Miyako, Isigaki and Kanagawa 
japan. We are allowed 切 room around and know the 
name of the other participants of the said 切ur.

At the second day we went at the Shurijo 
Castle. I am amazed by the place because all of the 
castles are all so beautiful and you would notice the 
unique mixture of the Chinese, Okinawan and 
Japanese styles architecture that reflects in the 
castle. We also went い 出e busy street of Kokusai 
Dori. All the products and food items here are all 
sold in low and cheap prices. This place is really 
meant for the foreigners that want わ buy souvenirs 
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and gifts in low prices. We also went to their public 
roarket. I notice that there market although it is a 

wet market, it is still very organized and the place is 

still clean. 
At the third day we went ね the Peace Prayer 

and Memorial Park. You also would locate the Peace 
Memorial Museum, Cornersrone of Peace in this 
place. I have learned the lifestyle of okinawan 
people during the battle for Okinawa ag血st the 
U.S. forces .  Over 236,000 names both civilian and 
soldiers regardless of the江 nationalities can be 
found in the cenotaphs at the Cornerstone of Peace. 
This quite and relaxing place is made for the symbol 
of peace not only for Okinawa but also for the 
mankind. We also went at the Ryukyuan Glassware 
and to the Lacquer ware. The Ryukyuan Glassware 
building is so nice. The building is made of different 
colored glass. The instrucねr let us tried to do our 
own glassware, a vase, and it is so beautiful. At the 
lacquer ware area, we made our own lacquer ware 
product. You would choose whether you'd make the 
Hibiscus or the dolphin design. I have learned here 
that the woods used in making lacquer ware 
products are sねred from there 切 5 years so it would 
become really, really dry. 

At the fourth day we went at the Kadena ぷr
Base, the biggest U.S base that you would find in 
the Okinawa. Then we went to Gyokusendo we 
have watched some Okinawan people performing 
Eisa Dance. This Eisa Dance is one of the most 
popular and famous · okinawan folk dance 
representing bravery and magnificence. The 
personnel of Gyokusendo also teach us some steps 
of the Eisa Dance. The participants is group inね
three. I am designed 切 do the Buyo or the 
Ryukyuan dance group, the others are in the karate 
and sansbin group. 

At our fifth day in Okinawa we went at the 
Yanbaru, a natural forest area, at the northern part 
of Okinawa. Many extinct species live here like the 
N oguchigera (Pryer's woodpecker). We walked 
through the edge of the Yanbaru forest · to find the 
Hijiotaki falls at the topmost part of it. I am so tired 
by that 血ne but when I have seen the falls it feels 
like all I have done is paid off. The falls is so big and 
the water is cold. Rare flora and fauna such as fern 
and mosses grow around the waterfall. Then we 
also went at the Kesaji Mangrove River. In the 
mouth of the Kesaji River there is a Mangrove 
forest. There are three kinds of Mangroves growing 
in this area. Mangroves that grow in the sea, in the 
intertidal areas and estuary mouths between land 
and sea. 

At the sixth day the participants are allowed to 
choose whether they would go to the aquarium 
museum or to the beach. I choose to go to the 
aquarium museum. The place is so big. I have 
warehed a dolphin show there and seen a wide 
different variety of:fish and sea creatures. 

That is my trip at Okinawa, Japan. All the nice 
and beautiful sight seeing place, the unique culture 
of the Okinawan people, the busy but very clean 
streets added with the warm acceptance of the 
people living there, the big and mixed architectural 
design of the buildings. Japan really is an 
unforgettable place and you'll feel that you don't 
want to leave the all most paradise island. 
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照 屋 な っ 子
Natsuko Teruya 

シ ン ガ ポ ー ル Shingapore
星琉会
2 世

『沖縄 に誇 り を 持つ よ う に な っ た』

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー に参加 し、 私は大変楽 しみ ま し
た。 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー では、 沢山の新 し い友達が
で き 、 ま た、 文化の違 う 人た ち と 交流で き る チ ャ ン ス を
与え て も ら い、 感謝 し てい ま す。 それに、 沖縄の こ と も
勉強で き ま し た （お父 さ んが沖縄出 身な の に、 全然知 ら
な い沖縄を知る こ と がで き ま し た） 。 こ の機会を通 して、
沖縄の人々 が乗 り 越え て来た苦 しみや悲 しみ を知 り 、 一
層 、 沖縄の人々 、 沖縄の土地 に誇 り を持つ よ う に な り ま
し た。
一番の思い出 は沢山の友達がで き た こ と です。 例 え ば、
ア ス カ た ち 、 久美ち ゃ ん、 リ ナ ち ゃ ん。 も っ と 街を観光
す る 時間があれば良かっ たの に な ぁ と 思い ま し た。 と は、
言 う も のの、 グル ー プで行動 し た こ と は、 と て も いい経
験に な っ た けれ ど も 、 仲良 く な っ た友達 と 過ごす時間が
も っ と あ れば、 さ ら に楽 し め た と 思い ま す。 ほん と に。
最後に な り ま すが、 こ の よ う な素晴 ら しい機会を作っ て
く れた ス タ ッ フ の方々 に感謝いた し ま す。 本当 に本当 に
楽 し く 素敵な旅で し た。
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I enjoyed the Study Tour very much. It gave me such 
an opportunity to make friends and bond with people 
from different cultural differences, as well as stud如g
about Okinawa. (Which I had no idea about, even 
though my dad was from Okinawa. . . ) It 知ally gave 
me a new found respect for that place and the struggle 
they're (the Okinawa people) been through, and I am 
very grateful for that. 
The best part of the trip is that I've made loads of 
friend. ( Ask楚， Kumi℃han, Rina etc.) I think it 
would have been better ifwe had more time :in the city 
and although group division is a good 1:actic to 
socialise, it would have been better if we had more 
血e with close friends that I've met. . .  (really). 
Thanks to the staffs who have helped out with the 

making of such a great opportunity and who have 
helped us organised and have a great time. It was 
truly great and tour. Thanks again. 
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宮城 聖里香
Miyagi Serika 

辺土名高校 3 年

『沖縄に住んでいて も、
知 ら なか っ た事が多 く あ っ た』

長い様で短かっ た一週間が終わ り 、 私は今、 み ん な の
事を思い出 し て い ま す。 どの友達 と 話を し て も 「楽 しか
っ た よ 。 参加 し て 良かっ た。」 と い う 言葉が出 て き ま す。

は じめ は不安で胸がい っ ぱいで し た。 何故な ら 、 言葉
の違い と い う 壁があ っ たか ら です。 英語な ら ま だ し も 、
普段耳にする事の な い ス ペ イ ン語や ポル ト ガル語の人 と

の会話は、 ど う していいのか分か り ま せんで し た。 しか し、 相手 も それは同 じで、 その分一生懸命に私の言っ て
い る事を理解 し よ う と し て く れ ま し た。

ツ ア ー 中色々 な 人 と 話 を して、 時に は話が盛 り 上がっ て し ま い、 食事を忘れた こ と も あ り ま し た。 内緒話を し
た り 、 日 本のギャ グを教え た り 、 色んな事で交流 を楽 し め た と 思い ま す。 み ん な個性豊かな 人た ち で、 いつ も 笑
いが絶え ま せんで し た。

ツ ア ー 中い ろ い ろ な場所へ行 き ま した。 沖縄に住んでいて も 、 知 ら なかっ た事や今ま で体験 し た事の な い事が
多 く あ り ま し た。 他国の人 と 話を し なが ら 歩いた比地大滝は、 自 分の 身近に あ る も のだけれ ど も 、 格別楽 し く 感
じ る こ と がで き ま し た。 又、 い ろ い ろ な国の文化や芸能の話 も し なが ら 過 ご してい ま した。 初め て見る サ ン バや
タ ン ゴは と て も 魅力 的で、 その後、 み ん な一緒に練習 を し ま し た。 最後に は み ん な で曲 に合わせて踊れる ま で に
上達 し ま し た。

今思 え ば、 その過 ご し た 日 々 は、 毎 日 が新 し い発見の 日 々 だっ た の だ と 思い ま す。
最後の 日 のお別れパー テ ィ ー で、 こ の ツ ア ー でで き た私の一番の親友が泣 き ま し た。 そ し た ら 、 私の 中で、 今

日 で も う 会え な く な る と い う 思いが強 く な り 、 涙が止ま り ま せんで し た。 た っ た一週間だけの交流会で、 自 分が
こ ん な に泣 く な んて思 っ て も みなかっ たです。 参加 し な か っ た友達や 同級生か ら 見れば単な る 交流会 と 思われる
か も しれま せん。 しか し、 私 に と っ て はあの一週間の出来事は、 簡単に は語 り 尽 く す こ と がで き な い貴重な体験
です。 一緒に過 ご し た時間は短かい けれ ど、 私の大切な仲間です。 嬉 しい事や楽 し い事 も 一緒に感 じ た 人た ち に
しか伝わ ら な い何かがあ る と 私 は思い ま す。

ま た、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で異文化に接 し て感 じ た事を こ れか ら の私の残 り 少な い商校生活の中で、
多 く の面で生か し て い き たい と 考え てい ま す。

最後に一生懸命私 た ち の た め に準備 し て く れた ス タ ッ フ や参加者全員 に感謝 し て い ま す。
あ り が と う ござい ま し た。

c 

大城 奈津紀
Oshiro N atsuki 

石川高校 2 年

『 い ろ ん な 国 や地域 に、 友達を 沢 山 作 り た い 』

夏休み に入っ てす ぐ始ま っ た ジュ ニ ア ス タ デ ィ 。 外国
人 と 泊 ま る と い う 初めての体験で私はいろ い ろ な事を学
びま し た。

人見知 り の激 しい私は、 知 り 合い も い な い こ の企画で
や っ ていける か不安でい っ ぱいで し た。 英語は話せない
し 、 日 本人には、 話 しかけ ら れな い …。 そ ん な不安を取

り 除いて く れたのが、 な っ ち ゃ んで し た。 ボー っ と し ていた私に、 話 しかけて く れ ま し た。 しか も 日 本語だっ た
ので、 と っ て も 驚 き ま し た。 そ ん な こ ん な で始 ま っ た ジ ュ ニ ア ス タ デ イ に も 、 だん だん馴れてい き 、 友達 も 増 え
ま し た。 そ して、 改め て周 り を見る と 、 み ん な大人っ ぽ く て私 と かほ り が、 と て も 小 さ く 見え ま した。 私 と かほ
り は似てい る 部分があ り ま し た。 英検三級 を も っ ていて …。 英語を話せない し、 身長 も 小 さ い方で （ な っ き の方
がち ょ っ と 大 き い け ど） 仲 も 良かっ た です。 た ぶ ん…。
私達二人はいつ も サ ン バの練習 を頑張っ て い ま し た。 けれ ど、 なかなかう ま く い き ま せん。 それに対 し て 、 ゴ リ
さ んが、 超→ う ま く つ て、 少 し ラ イ バル心 を燃や し てい ま し た。 糸満の ホ テ ルでは、 かほ り と 二人で ダ イ エ ッ ト
を し ま し た。 暇があればサ ウ ナ に入る と い う 状況で、 いつ も 入 り に来て い る 常連 さ ん と 仲良 く な り ま し た。 けれ
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ど、 体重は減 り ま せんでした。 よ く よ く 考えてみると、 私達は、 食前 に入 っ て 、 食後に入 っ て 、 減ると言 う よ り
元の体重 を 保つ み た い な感 じでした。 意味の な い こ と をした な→とつ く づ く 思い ま し た。

ヒ ロシの失礼な態度は、 本当 にお も しろ かっ たです。 かわい い な どの反対に変態とかオ ナ ラ とか、 お前は ア ホ
か っ ！ ！ て感 じでした け どね。

終わ っ てみると、 最初は、 あ と五日間 っ て感 じでしたが、 最後は、 た っ た一週間でした。 ま だ、 み ん な と行 っ
て な いと こ ろ も あるし、 い っ ぱい話したい事も あ っ たし、 い っ ぱい遊 びたかっ た。 ま だ ま だ、 足 り ま せん。 空港
では寂しいの を こ ら えて、 笑顔で見送ろ う と頑張っ た け ど、 帰 っ て い く の を 見るの は、 とて も 辛 く て、 涙が止 ま
り ま せんでした。

こ の体験を バ ネ に、 こ れか ら も い ろ ん な企画 に積極的 に参加して い き たいです。 そして い ろ ん な 国や地域に、
友達 を 沢山作 っ て い き 、 文化な ど を勉強して い き た いです。

も し、 成人にな っ て皆にお金が貯 ま っ た ら 、 今度は外国で、 シニアスタディ をしたいです。 あ の時 よ り も 、 友
情 を 深めて い き たい。

山城 夢乃
Yamashiro Yumeno 

美里高校 1 年

し安心し、 オ リ エ ン テ ー シ ョ ンの日 を迎え ま した。

『 い つ かみんな の 国 に 行 き た い』

初めは、 だんだん行 く 日が近づいて来ると、 友達がで
き るか、 英語で話すこ と がで き るかな ど、 不安に な っ て
き ま し た。

そ ん な 時 に、 ハ ン ド ブ ッ ク に住所や電話番号が載っ て
る こ と に気がつ き 、 早速参加者の 中か ら 同 じ年の人に電
話 を かけて み ま した。 い ろ い ろ 不安な どを話しあい、 少

ウェ ルカム パー ティ の時、 英語に 自信の な か っ た私は、 な か な か他の国の人に話しかける こ とがで き ま せんで
した。

次の日の 国際通 り 散策の時、 や っ と勇気を だ して 同 じ グル ー プの人に話しかけるこ とがで き ま したが、 英語が
通 じ な く て大変で し た。 で も 、 その時話 しかけた こ とで、 少し自 信がつ き 、 少しずつい ろ ん な人に話しかけるこ
とがで き る よ う に な り ま した。

比地大滝や、 エ イ サ ー な ど も とて も 楽しかっ たのですが、 夜にみ ん なで話をした り 、 踊 っ た り した こ とが、 私
にと っ て 、 とて も いい思い出にな り ま した。 その時に、 今 ま であ ま り 話した こ とがなか っ た人に話しかける事が
で き ま した。

ホ ー ム ステ イ の日、 私の家にはフィ リ ピ ン か ら ミ シェ ルが来 ま した。 ミ シ ェ ル は日本語があ ま り わか ら ないの
で、 み ん なでいる時は、 解か ら な い英語な どは、 誰かに訳して も ら っ て い た ので、 二人になるのが不安でした。

そ の日は美浜の ナ イ ト マー ケ ッ ト に行 く こ と にな り 、 二人でい ろ い ろ 見な が ら 歩いて いる時に、 ミ シェ ル に値
段 を 聞かれたので、 お店の人に 聞 いてみると千円でした。 私はその時、 英語で千円とい う 単語が分か り ま せんで
した。 そした ら 、 お店の 人が九百円 にして く れ ま した。 私は、 英語が解 ら な い こ と も 得する事があるんだなと思
い ま した。 私 は前の日、 皆で過 ごす最後の日とい う こ と も あ り 寝るのが1昔しいと思い、 皆で夜通し楽し く 語 り 合
い寝 な か っ た ので、 夜は眠 く て 眠 く て 、 せ っ か く ミ シェ ルが家 に 来て く れた の に、 す ぐ に寝てしま い ま した。

最後の さ よ な ら パー ティ ー の時は皆で過ごした楽し く 、 忘れ ら れな い日々 を思い出しなが ら 、 出会 え た う れし
さ と、 別れの寂しさ で胸がい っ ぱい にな り ま した。 1 週間とい う 日数がとて も 短 く 感 じ、 も っ と皆と過ごしたか
っ たです。

ツア ー を 終え た今で も 、 県内や海外か ら の出会 え た友達と メ ー ル等でコ ミ ュニケ ー シ ョ ン を続けて い ま す。
メ ー ル をするために 、 英語を 勉強する よ う にな り 、 テ レ ビとかで今回来てい た 人の 国 を 見ると、 「あ の人の国

は こ う い う 所な ん だ な」 とか、 考え な が ら 見る よ う にな り ま した。
日本の 人 も 、 他の国の人達 も 、 み ん な 明る く て 、 話しかける ま では大変でしたが、 話しかけると、 す ぐ仲良

く して く れて、 すご く 楽しい一週間でした。 こ れか らで も み ん な と連絡を と り 、 いつかみ ん な の国 に行け た ら い
い な と思 い ま す。
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宮里 あすか
Miyazato 心uka

『言葉は分か ら な く て も 、 楽 し い気持 ち は 一緒』

宜野湾高校 3 年 ＼ 今回、 ジ ュ ニ ア ス タ デイ ー と い う 、 各国の 日 系三 • 四
世の 同世代のみ な さ ん と 交流 を も て て と て も 幸せに思っ
て い ま す。 最初は不安 と い う 言葉か ら始ま っ た こ の旅。
同 じ 島に住んでい る はずのみ ん な と も 初対面 と あ っ て、
仲良 く な れ る の か と 心配で し た。

ツ ア ー の初 日 、 重い荷物 と 不安な気持ち を抱え、 集合場所へ と 向かい ま し た。 そ こ では緊張 し た ム ー ドが流れ、
ど う に か仲良 く な ろ う と い う 私の気持ち と 同様にみ ん な の気持ち が伝わ っ て き ま し た。

一行は、 泊 ま る ホ テ ルヘ と 移動 し 、 その夜は交流プロ グラ ム と ウ ェ ル カ ム パー テ ィ ー 。 そ こ では、 ブラ ジルの
ダ ン ス を踊 っ た り 、 沖尚のみ な さ んが企画 して く れたゲー ム な どを し て 、 と て も 楽 しい一 日 を終え ま し た。 その
時、 私は、 言葉は分か ら な く て も 楽 しい気持ち は一緒なので こ の プロ グ ラ ム や ダ ン ス が仲良 く な れた き っ かけだ
と 思い ま し た。

そ ん な 日 々 を過ごす中で、 歴史学習や平和学習、 そ し て体験学習 を体験 し ま し た。 その体験 し た中で一番いこ
強 く 残っ てい る のが、 平和学習です。 私た ち の知 ら な い戦争で尊い命を失っ た人達の名前が刻 ま れた平和の礎、
悲劇 を物語っ た ビデオ やパネ ル、 そ し て遺品が展示 さ れて い る 平和祈念資料館を見学 し ま し た。 そ こ では戦争の
生々 し さ が伝わ り 、 涙を流 し て い る 人 も いて、 私同様に戦争は二度 と 起こ っ て は な ら ない と い う 強い何か を感 じ
た こ と で し ょ う 。 外国の参加者た ち に忘れて は な ら な い沖縄の悲劇 を知っ て も ら っ て、 私な り に感動 し ま し た。

気持ち は だんだん一つ に な っ て き た 中、 北部へ と 移 り 、 キ ャ ン プフ ァ イ ヤ ー やゲー ム な どを し 、 さ ら にみ ん な
の仲 は深ま り ま し た。

暑い中、 何時間 も かけて登っ た比地大滝では、 疲れて い る はずの身体 も 嘘の よ う に幼少にかえ り 、 みんな滝ヘ
と 飛び込み ま し た。 夜は花火大会、 寂 し さ を感 じ涙す る 面で も あ り ま し た。 共にす る 最後の夜は、 一睡 も せずみ
ん な で話 し込んでい ま し た。

翌 日 は 自 宅へ帰 り 、 私の家 に は ワ シ ン ト ン D.C か ら 来たバウ チ ャ ー ・ ア ス カ さ んがホ ー ム ス テ イ し ま し た。 ニ
人で温泉へ行っ た り 、 家族 と 共 に沖縄料理を 食べなが ら 楽 しい時間 を 過 ご し ま し た。

さ よ な ら パー テ ィ ー の朝、 み ん な の考え は一つ に な り 、 国際通 り へ と 集 ま り ま し た。 お土産 を 買 っ た り し て長
い時間 を有意義に過ご し ま し た。 それか ら パー テ ィ ー 会場に向かい、 式典、 そ し てパー テ ィ ー が始ま り 、 歌を披
露 し ま し た。 涙が止 ま ら な い一 日 に な り ま し た。

私 は高校最後の夏休み に貴重 な 体験 を さ せて頂 い た 学校の先生、 県 ・ ス タ ッ フ の皆様、 そ し て 海外か ら
の引率者の方に感謝致 し ま す。 皆様 と 出会えた事は、 何かの ご縁だ と 思い ま すので こ れか ら先 も 交流 を深め て い
き たい と 思い ま す。

本当 に有 り 難 う ご ざい ま す。
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嵩本 哲也
Takemoto Tetsuya 

西原高校 2 年

『も っ と英語を喋れる よ う にな り た い』

僕の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加 し て の感想は、 自
分は初め、 知 ら な い人ばか り で、 しか も 外国の人達 に も 言
葉が通 じ な く て、 と て も 不安で し た。 で も 、 沖尚の人達が
企画 して く れた ウ ェ ル カ ム パー テ ィ ー でゲー ム や ダ ン ス を
し て い る う ち に少 しずつ外国の人や他の学校の 人 と 喋れる
よ う に な り ま し た。 そ し て夜に な る と 、 各部屋に戻 り 各国

の文化 を 話 し合い、 い ろ ん な 国の文化 を 知 る こ と がで き 勉強 に な り ま し た。
ツ ア ー の前半は県庁や首里城、 国際通 り を散策 し、 琉球ガラ ス や漆器な どを作 り ま し た。 僕は沖縄で生 ま れ沖

縄で育っ た んですけ ど、 初め て琉球ガラ ス や漆器な どを作 り 、 あ ら ため て沖縄の文化に触れる こ と がで き ま し た。
ツ ア ー の後半では、 キ ャ ン プフ ァ イ ヤ ー に、 や ん ばる エ コ ツ ア ー や海な どに行 き 、 沖縄の 自 然 に触れる こ と が

で き ま し た。 エ コ ツ ア ー で は や ん ばる の 山 に登 り 、 大 き な滝の下の川 に入 り 、 と て も 気持 ち が良か っ た です。
ツ ア ー の最後の方に ホ ー ム ス テ イ があ り 、 僕は ア メ リ カ に住む ジ ョ ー と い う 男 の子を家に泊め ま し た。 し か し

ジ ョ ー は ツ ア ー で疲れて い る み た い です ぐ に 眠 っ て し ま っ た の で少 し残念で し た 。
そ して最後の夜は さ よ な ら パー テ ィ ー を や り ま し た。 パー テ ィ ー ではみんな泣い ていて、 と て も 寂 しかっ たで

す。
こ の ツ ア ー で初めて こ ん な に外国の人 と 触れ合っ て、 も っ と 英語を喋れる よ う に な り たい と 思い ま し た。 ツ ア

ー では英語や ス ペ イ ン 語は上手に喋れなかっ た け ど、 外国の人達は最後ま で真剣 に 聞 き 取ろ う と し て く れて、 お
かげで伝 え た い こ と が何 と か伝わ り ま し た。

今は メ ー ル な どを交換 し て い る け ど解読す る の に時間がかか り 、 文 を作る の に も 時間がかかる のでなかなか送
り 返す こ と がで き ま せん。 だか ら 英語 を も っ と 勉強 し て メ ー ル を返せ る よ う に な り た い です。

最後に こ ん な楽 しい ツ ア ー がで き 、 作文に は書け な い く ら い た く さ んの思い出がで き ま し た。 いつかお金を た
め て 海外の友達 に 会い に行 き た い です。

西筋 理奈
Irisuji Rina 

那覇高校 1 年

『以前 と は違 う 自 分 を 見つ け る こ と がで き た 』

私 は こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加 し て私達 と は異
な っ た言葉 ・ 文化 を も っ た色 々 な 国の人 と 出会い ま した。 初
日 は さ すがに緊張が と け な く て と ま どっ て ばか り で し た。 だ
け ど、 交流 を重ねてい く う ち に 言葉はあ ま り 通 じ な い け ど、
心が通 じ た よ う な気が し ま し た。 それぞれ違 う 国の言葉 に対
し 、 ど う すればよ いのか分か ら な く て も 、 かた こ と の 日 本語、

英語 ス ペ イ ン 語な どで辞書を片手に話 し た り 、 通訳の人を通 し て一緒に会話 し た り 、 時 に は 身ぶ り 手ぶ り で言
い た い こ と を伝え た 日 も あ り ま し た。

最初の頃は正直言っ て 、 言葉が通 じ な いのが恐 く て、 自 分か ら 話 しかける の を さ けてい ま し た。 だけ ど時間が
過 ぎ る た びにその不安は消 え てい き ま し た 。 と にか く 他の国の こ と を 聞 き た く て、 話 し てみた く て、 必死に伝え
て みた り も し ま し た。 夕食前 に は み ん な で多 目 的ホ ー ルや広場に集 ま り 、 ダ ン ス を踊 り 、 サ ッ カ ー の よ う な ゲー

ム を し た り 、 お し ゃべ り し た り して楽 しみ ま し た。 夜は同 じ部屋の メ ン バー で一つ の フ ト ン に集 ま っ て恋愛話に
燃え た 日 も あ っ て 、 す っ ごい楽 し か っ た です （笑）

み ん な と 仲良 く な っ てか ら は楽 しす ぎて、 時間が過 ぎ る のが早す ぎて、 足 り な い く ら いで し た。 み ん な と 楽 し
い時間 を過 ご し て い く う ち に別れの時 も せ ま っ て く る 、 と い う 思い も あ っ て、 私は楽 し さ の裏に少 し だ け寂 し さ
があ り ま し た。 み ん な と 一緒に過ごせる 最後の夜の 日 は、 眠たいんだけ ど、 眠っ て し ま う のが1昔 し く な っ て、 夜
遅 く ま で起 ぎ て い ま し た。 メ ンバー の 中の夏休みの宿題を真ん 中 にお いて 2 ~ 3 人集 ま っ てみんなで解いてみた
り 、 ギ タ ー 片手に歌を 歌っ た り 、 話 を す る の に一生懸命で我を忘れて し ま っ てい た り も し ま し た。 眠か っ た け ど
睡眠時間 さ え惜 し んで ま でみ ん な と 一緒 に い た か っ た の です。
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し か し 、 それだけ一緒に な っ て楽 し い時間 を過ご し た分、 別れる の は本当 につ ら か っ たです。 約一週間ずっ と
一緒 に な っ て笑い、 遊びい ろ ん な こ と について学んで き ただけあ っ て 、 別れる の は と っ て も 寂 しかっ た です。 一
週 間 は長い よ う であ っ と い う 間 に過 ぎて い っ て し ま っ て今思 え ば、 と っ て も 短か っ た よ う な気 も し ま す。

私は こ の ツ ア ー でた く さ んの友達 を作る こ と がで き ま し た。 み ん な言葉が通 じ な く て も 、 最高の仲間です。 ま
た 、 以前 と は違 う 自分を見つ け る こ と がで ぎ た よ う な気 も し ま す。 た く さ んのいい思い 出 を作る こ と も で き ま し
た。 本当 に た く さ んの人に 出会い、 色々 な文化にふれ、 私達の住む沖縄の文化について も 考え、 学ぶ こ と がで き
ま し た。
こ の ツ ア ー は こ れか ら の私に と っ て、 大 き な プラ ス に な っ てい く と 思い ま す。 心か ら 、 み ん な に 出 会 う こ と がで
き て 良かっ た と 思い ま す。
最後に な り ま し たが、 ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー や キ ャ ン プフ ァ イ ヤ ー な どで、 盛 り 上げて く だ さ っ た沖縄尚学の 国
際交流 ク ラ ブのみな さ ん、 一週間一緒に な っ て本島 を ま わ っ て く だ さ っ た関係者のみ な さ ん、 本当 にあ り が と う
ご ざい ま し た 。

ま た いつか、 み ん な で楽 し く 話せる 時が来 る と い い な ～ … と 思い ま す。
それでは ま た 、 いつ か ど こ かで会い ま し ょ う 。

玉城 智佳
Tamaki C正

『こ の経験を活か した い』

沖縄女子短大 夏休み に入っ て早々 の七 日 間 に わ た る ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー

付属高校 3 年 ツ ア ー 、 と っ て も 楽 し かっ たです。 県外を は じ め海外か ら の
参加者た ち と 交流す る 機会、 それか ら 沖縄を改め て総学習で
き る 機会 も め っ た にで き な い私 に と っ て、 今回の ス タ デ イ ー

ツ ア ー は色ん な面で、 勉強 に な り ま し た。
ツ ア ー の始め 、 みん な沖縄 と の血禄関係 も あ っ て、 誰に何語で話 しかけた ら いいのか戸惑い も あ り ま し た。 で

も 、 二、 三 日 も た た な い う ち に 、 だんだん と その壁 も 無 く な り 、 初めて会っ たのがつい こ の 間 と は思 え な い く ら
い仲良 く な り ま し た。 お互いの国の ダ ン ス や音楽、 言葉 を教え合い交流で き て、 サ イ コ ー で し た。 又、 社会、 平
和、 伝統芸能、 自 然 と い っ た 、 体験学習 も 含め た沖縄の総合学習 も サ イ コ ー で し た。

私が、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加す る 一番の 目 的は、 地元の沖縄を改めて き ち ん と 学習 し た い と い
う こ と で参加 し ま し た。 理由 は、 自 分が地元の ウ チナ ー ン チ ュ であ り なが ら 、 意外に地元の こ と を知 ら な い と 気
づい たか ら です。 気づ く き っ かけ と な っ た のが、 自 分の留学経験 と 、 私の義理の伯母が県外の出 身者 と い う こ と
も あ っ て 、 沖縄について何度か質問 さ れた こ と があ り ま し た。 その時、 私は上手 く 答え る こ と が出来ず、 こ れ ま
で 自 分が口 だけの ウ チ ナ ー ン チ ュ であ る こ と に気づ き ま し た。 だか ら 、 私が今回の ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加 し た
こ と で、 改め て地元の沖縄の こ と を 見直す こ と がで き て 良かっ た し、 又、 その経験を今後の 自分に活か し てい き
た い と 思 っ て い ま す。

最後に 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー の関係者のみな さ ん、 おつかれ様で し た。 そ し て、 す ご く 貴重な体験 を あ
り 力ゞ と う ご ざい ま し た。
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國場 雄作
Kokuba Yusaku 『一生忘れ られな い思い 出』

豊見城高校 2 年 1 僕は、 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加で き て、 と て も 嬉
し く 思っ てい ま す。 各国の 人達に会ぶ 色々 な言葉を耳に し、
色々 な話が聞け ま し た。 今、 僕は 「各国の人達」 と 表現 し ま
し たが、 そ ん な他人行儀な言葉を使 う と 、 自 分が嫌な気持ち
に な る ほ ど、 と て も 仲良 く な れ ま し た。

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で、 僕は隣の 日 本人の一美た ち と しか喋ろ う と し な く 、 ス タ ッ フ の 人がク リ ス を連れて き
て も 、 と ま どい、 あ ま り 喋れ ま せんで し た。 バス の 中で も 同 じ班のあすか さ ん (Japanese) と しか、 喋っ てい ま
せんで し た。 ジ ョ ー君が話 しかけて く れて も 、 あすか さ ん に助け を求め て ばか り で、 自 分で英語を話そ う と は思
い ま せんで し た。
ウ ェ ル カ ム パー テ ィ ー で も 僕は ゴ リ やて っ ち ゃ ん と 話を し た り 、 行動 を して いた り し ま し た。 し か し、 部屋に戻
る と 、 ジ ミ ー やマ シ ュ ー がル ー ム メ イ ト だっ たので頑張っ て喋っ てみ ま し た。 ゴ リ と 二人で頑張っ て英語で喋っ
て い た の を 覚え て し ま す。 その と き 、 英語が使え な く て も 喋れる ん だ な と 思い ま し た。

そ の夜は ネ ン シ ー や石井た ち と サ ッ ク ス を吹いた り 、 ギタ ー を 聞い た り と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と り ま し た。
翌 日 は県庁見学でナ リ マ ン がス ピ ー チ し た り 、 ゆ り こ 、 ア ス カ (U.SA) 、 ク リ ス テ ィ ン な ど と 会話が出来ま し

た。 ご飯時間 に は ト マス が、 初めて聞 く な ま り で 日 本語を使い話 しかけて く れま し た。 国際通 り 散策では ミ シ ェ
ルが他の班へ ま ぎれて い な く な っ た り 、 の 一 ぶ ー 、 ゆ り え達 と 写真を撮っ た り し ま し た。 ホ テ ルで は プー ルでエ
リ ア ー ナが話 しかけて く れ、 お互い意味の わか ら な い英語で会話 （ ？ ） し ま し た。 夜はサ ン ダー ス 、 ひ ろ し達 と
け ま り み た い な ゲー ム を し て遊びま し た。 その横でジ ャ ッ キ ー達が踊 っ てお り 、 僕 も リ ズム を と り なが ら ゲー ム
を 楽 し んでい ま し た。

黒糖工場ではなつ子達 と 一緒に黒糖を作 り ま し た。夜は ま たゲー ム を し た り 、 ロ ニ ー の手品 を見た り し ま し た。
タ ネ がわか ら な く で海 しかった … 。

海洋博では秋奈達 と 行動 し て買い物 を し た り し ま し た。 ジ ョ ー ナ と 魚 を見た り 、 海でヤ ド カ リ を捕っ た り 遊ん
だの も いい思い出です。 最後の 日 に は シ エ イ や、 ち か さ ん、 かほ り 達 と エ イ サ ー を飛び入 り で踊れて嬉 しかっ た
です。

ま た、 聖里香 さ ん と 奈津紀を 間違え た り 、 夢乃の相談 （ ？ ） にの っ た り 、 美姫乃、 星河、 久美子達 と 国際通 り
へ行っ た り 、 麻臣や真菜 を か ら かっ た り 、 綾、 麻奈号急、 香奈 と 会話 し た り し なかっ た り 、 美香 と バス の 中で歌っ
た り 、 理奈がみ ん な に踊 り を教え て い る の を見た り 、 一之が年下 な の に ビ ッ ク リ し た り （人の こ と 言え な い） 、 ス
タ ッ フ 、 通訳の 人 と も ご飯を 一緒に食べた り 、 買 い物 し た り し ま し た。
こ の一週間で色々 な 一生忘れ ら れな い思い出がで き ま し た。 ま たチ ャ ン ス があ っ た ら み ん な に会いたいです。 そ
れでは最後に WAZA- ! ! ! 
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又吉 香穂利
Matayoshi Kahori 

こ の ツ ア ー で私は、 友達の輪が広が り ま し た。 ペル ー の人
と 手紙を交換 し た り 、 カ ナ ダ と メ ー ル を し た り してい ま す。

ツ ア ー に行 く 前は、 言葉が通 じ る か不安で し た。 英語の特
訓 を し よ う と し て 、 結局や ら なかっ たので と て も 不安で し た。
け ど、 沖縄人 も い っ ぱい来る みたいだっ たので、 新 し い友達

を作る の に胸 ト キ メ キ で した。 結果…、 色んな人 と 仲良 く な れ ま し た。 年上の人や年下の人 と か年齢に関係な く
親 し く な れた事に大満足 してい ま す。 な んて素晴 ら しい こ と で し ょ う 。 外国の方 と も 、 身ぶ り 手ぶ り で どう にか
な る も んだ と い う こ と が分か り ま し た。 ア ミ ー ゴー と 笑顔だけでや っ ていけたので、 将来は外人 さ んのお嫁さ ん
に な る 事 も 夢では な い ですね。

み ん な相談にの っ て く れた り し て く れて 、 と て も 知 り 合っ て 1 週間の人達 と は思 え ま せんで し た。
ウ ェ ル カ ム パー テ ィ ー や花火大会やサ ン バ、 楽 しかっ た事がた く さ んあ り す ぎ ま し た。
一人一本 しかなかっ た花火、 す ご く 早 く 終わ り ま し た。 キ ャ ン プフ ァ イ ヤ ー の周 り でゲー ム を し た時、 熱かっ

たです。 マ メ 取 り 競争で一番 に な っ た の は と て も 光栄で し た。 サ ウ ナで地元の オバチ ャ ン 達 と も 仲良 く な れたの
は嬉 しかっ たです。 肌がすべすべな オバチ ャ ン達で した。 玉泉洞でのエ イ サ ー は、 かっ こ よ かっ たです。 太鼓の
音が ド ン ド ン響いて き て、 沖縄の文化っ て素晴 ら しい と 思い ま し た。 琉舞 も エ イ サ ー も 教え て く れて、 有 り 難い
っ て感 じ だっ た け ど、 私はみ ん な で何かが出来た と い う 事が嬉 しかっ たです。 滝で滑っ て び し ょ ぬれに な っ た り
し た時に外国の友達 と 本当 に仲良 く なれた よ う な気が し ま し た。 最後の海洋博では た く さ ん思い出 を作ろ う と 走
り 回 り ま し た。 他に も た く さ んあ り す ぎ る の で心の 中 に し ま っ てお く 事に し ま す。

さ よ な ら パー テ ィ ー でエ イ サー を踊 り ま し た。 国の壁 を乗 り 越え て …や っ ぱ り 人間 はみんな一つ な んですね。
三時間 も 前か ら 集 ま っ て練習 し ま し た。 あ ん な に笑顔で踊れたエ イ サ ー 団体を作る のが夢です。

私は、 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加で き た事を心 よ り 嬉 し く 思 っ てい ま す。 沖縄人であ り なが ら あ ま り 体
験で き な い こ と が出来た り して、 私 は ラ ッ キ ー 少女です。 今で も 、 あ のお別れの瞬間 を思い出す と 泣けて き ま す。
あ ん な に大泣 き で き る っ て と て も 素晴 ら し い ツ ア ー です。

こ れか ら も 、 心 を オ ー プン に色ん な 人 と 触れ合っ てい こ う と 思い ま す。 今度は、 みん な で外国 に集合 し て遊び
に行 き た いです。 いや、 行 き ま す。

色 々 勉強 に な り ま し た。 いい思い 出 を あ り が と う ご ざい ま し た。
ま た一緒におふ ろ に入 り ま し ょ う ね ！ ！ 

糸満高校 1 年

『心 を オ ー プ ン に 交流 し た い』
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石井 雄大
Ishii Takehiro 

八重山高校 3 年

『みんな大好 き だ よ ！ 会え て 良か っ た ！ 』

「国際交流」 とい う 言葉か ら ま ずは じめに連想するこ と は何
でし ょ う か ？
外国人、 言葉の壁、 文化の違い、 価値観の違い。 イ メ ージ的
に は堅苦し く て 、 難し く 、 た く さ んの知識が必要な気がしま
す。 私 も 初めは そ う 思 っ て い ま した。 しかし実際に体験した

沖縄での 国際交流は、 自 分の持っ て い たそ ん な イ メ ージとは全 く 別 な も のでした。 私の体験したそれは、 最高 に
楽し く 、 充実していて 、 参加者の全員 と も す ぐ に う ち解けあ う こ とがで き ま した。 年が近い こ と も あ っ たか も し
れ ま せんが、 言葉が通 じ な く と も 、 考えてる こ と は なぜか伝え あ う こ とがで き たのです。 沖縄について の勉強 も
海外か ら の友達が一緒だと、 ひと味違 う よ う に感 じ ま した。 ま た、 勉強だけでは な く 、 一週間とい う 短い期間の
中で、 レ ク レ ー シ ョ ン や ダ ンス、 音楽、 食事、 睡眠を 通してお互いの性格を知るこ とがで き 、 冗談を言い合っ た
り 、 ふ ざけ た り と、 笑いが絶える こ とがあ り ま せんでした。 お互いの心と心がつ なが り ま した。 国際交流とは、
表面的 な付 き 合いでは な く 、 こ の よ う に フ ィ ー リ ン グでつ ながるとい う こ とがその一番重要な目 的では な いでし
ょ う か。 私は こ の プロ グラム が本当 の意味での国際交流 に な っ たと思い ま す。 そして そ こ か ら 、 私 は ひとつの大
切 な こ と を学びました。 自 分の 中 にある固定概念に と ら わ れず、 興味を 世界に 向 けるこ との喜びです。 【国際交流】
とい う 難しい言葉に だ ま さ れ、 国際交流に マ イ ナスな イ メ ージを抱いて い た私でしたが、 それが結果的 に 自 分の
中 に 自 分で殻を つ く る こ と に な っ て い ま した。 そ ん な殻はすててしま い ま しょ う ！ 素直に笑顔で相手に接しれば、
ま た相手か ら も 笑顔で返事が返っ て き ま す。 こ れは、 普段の私た ち の生活で も 同 じ こ とが言え る はずです。 そ う 、
国際交流とい っ て も 相手は 自 分と同 じ一人の人間です。 機械な んかで は な い の だか ら 、 心 を持っ て いるのです。
だか ら き っ と相手の こ と も 、 自 分の こ と も 、 お互い に わか り あえる よ う に なるので は な い でし ょ う か。 私は こ の
国際交流プロ グラム に参加して 、 こ ん な簡単で、 しかし重要な こ と に気づ く こ とがで き ま した。 み な さ ん も 、 チ
ャ ンスがあ れば、 自 分の 中 に ある固定概念 を砕 く よ う な プロ グラム に ト ライ してみて は ど う でし ょ う か ？ き っ と
自 分の世界観がかわるとお も い ま す。 私 に と っ て こ の プロ グラム は本当 に意義のある も のでした。 最後に 、 堅い
言葉なしで言わせて く だ さ い。 ごっ つ大阪弁で ま っ しろしろ の く み こ のねえ さ ん。 ハ イ ハ イ テン シ ョ ン で歌の上
手な あすか。 受験生は大変だ ！ ！ 先輩ですか ？ とお も っ て声かけ た ら 「 う そ ～」 が大好 き な後輩だ っ た ダ ン サ ー

の り な。 カ ラフ ルサ ン バ イ ザー がかっ ち ょ ええ本名不明の男 ゴ リ 、 しぶい。 あ れ ？ 船こ い で遊びに来るっ て い っ
た はずな の に ま だ こ な い の びた く ん、 早 く 来い。 洋服送るの遅 く な っ て ごめんねて っ ち ゃ っ ん。 お も しろ い誕生
日 プ レ ゼ ン ト サ ン キュー ゆめの。 あ んたが大将だ よ 、 さ く 。 ま さ か芸能人の方が き ているだな んて、 山 田花子。
テン シ ョ ン の高い方々 、 た く し、 り ～ な ～ 、 ま り あ 、 り ん だ、 かず よ 、 ゆ う き 、 も り も ～ り も り お く ん ！ ジ ョ セ
フ 、 ジ ョ ナサ ン 、 く ま のぷ ー さ んマ ッ ト 、 ク リ ス、 アスカ 、 ク リ スティ ン 、 ユ リ コ 、 ト マス、 ……………．． 。 ツア ー

の み ん な 。 それか ら 交流会 を盛 り 上げて く れた沖尚の み ん な。 はるばる海を 越えて や っ て き だ海外の み ん な。 み
ん な大好 き だ よ ！ あえて よ か っ た ！
I love all you guys! !Nice to meeting you! ! Thank you to read. おしま い
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ま な不安があ り ま し た。

宮里 諒哉
Miyazato Ryoya 

名護市立大宮中学校
3 年

『ベス ト フ レ ン ド』

ぼ く は、 こ のス タ デイ ー ツ ア ー に参加 し た こ と が、 と て も
いい体験に な り 、 ま たいい思い 出 を つ く る こ と がで き ま し た。

Jr． ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加す る 前 は 、 自 分 自 身、 海外の
人々 と 話 した こ と がなかっ たので、 ど う い う ふ う に話せばい
いのか、 う ま く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が と れる かな ど、 さ ま ざ

初め てみんな と 会っ た と き は、 み んな と あ ま り な じ む こ と がで き ま せんで し た。 しか し、 海外の人た ち か ら 、
話 し かけて く れる よ う に な っ たので、 う ま く な じ む こ と がで き ま し た。

ぼ く が、 一番楽 しかっ たのは キ ャ ン プフ ァ イ ヤ ー の と き で した。 みんな と 一緒にサ ン バやゲー ム を し た り して、
ぽ く の大切な思い出の一つ に な り ま し た。 ま た、 自 由時間の と き に は、 ブラ ジルの人や ア ルゼ ン チ ン 、 ペル ー の
人た ち と 一緒 に広場でサ ッ カ ー を し て 、 サ ッ カ ー と い う ス ポ ー ツ で交流 を 深め る こ と がで き ま し た。

そ して、 と う と う み ん な と 別れる 日 が き た と き に は、 な んだか と て も 悲 し く な り ま し た。 7 日 間 を 一緒にす ご
し た仲間達 と ぼ く は離れた く ない、 そ う い う 気持ち でい っ ぱいで した。 ア ルゼ ン チ ン の ダニエル さ ん と は、 サ ッ
カ ー について よ く 話を し た り 、 い ろ い ろ と ア ドバイ ス を して く れ ま し た。 同 じ国の ト マス 君 も ぼ く と 一緒にお ど
っ た り 、 将来 について、 自 分の夢 について語 り 合 う こ と がで き ま し た。

そ して、 最後の空港でル イ ス ・ フ ェ ルナ ン ド君がぽ く に向かっ て 「ベス ト フ レ ン ド」 と ぼ く に向かっ てい っ た
と き に は、 ぼ く は も う 涙が止 ま り ま せんで し た。

今で も 、 こ の時の こ と は は っ き り 覚え て い ま す。
こ の Jr．ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加 し て本当 に よ かっ た と 思い ま す。 ま た、 自 分の英語が通 じ た こ と に よ り 自 分に

自 信がつ き ま し た。
こ の Jr． ス タ デ イ ー ツ ア ー は、 こ れか ら も も っ と も っ と つづけて ほ しいです。
ぼ く ら だけでは な く い ろ ん な 人々 に も 、 こ の楽 し さ を わかっ て ほ し い と 思い ま し た。
こ れか ら ぼ く は、 こ の Jr．ス タ デイ ー ツ ア ー での体験をいか し、 海外に も っ と 目 を や り 、 海外の人々 と 交流 しつ

づけた い と 思い ま す。
本当 に、 あ り が と う ご ざい ま し た。

き く な り ま し た。

奥間 友里恵
Okuma Yurie 

金武町立金武中学校
2 年

『英語を 使 っ て、 わ か っ て く れた 時 は
と て も う れ し か っ た』

初めは、 友達作れる かな と か、 外国か ら 来た人達 と 上 手 く
話せる かな と い う 不安な気持ちや、 どん な 人がい る のか な と
い う 気持ち でい っ ぱいで し た。

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で、 み ん な に会っ た 時、 海 外の人 は、
だいたい仲良 く な っ て い て 、 英語で話 を し て い て 、 不安が大

で も 、 ウ ェ ル カ ム パー テ ィ ー で、 沖尚の人達が企画 し て く れた、 ゲー ム や 、 み ん な の 出 し物な どを見てい る う
ち に、 だんだん仲良 く な っ て き て不安は消え ま し た。 海外の人達は、 日 本語で話 しかけて く れた り し て 、 日 本の
私達 も 、 わかる 英語を使っ て話 し た り し ま し た。 英語で説明 と か を し て 、 わかっ て く れた時は、 と て も う れ しか
っ たです。

玉泉洞では、 三味線、 空手、 舞踊 に わかれて、 沖縄の文化を体験 し ま し た。 私は、 三味線に挑戦 し ま し た。 沖
縄に住んでいて、 三味線を弾いている と こ ろ を見た り 、 聞いた り し た こ と はあ っ た け ど、 「弾 く 」 と い う の は初め
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てで、 楽譜の読み方な ど、 初めてわかっ た こ と があ り ま し た。 ほかに も 、 エ イ サー を体験 し ま し た。 ジ ャ ン プ と
か を し て 、 ち ょ っ と 難 し く て 、 上手 く 踊れ な か っ た け ど、 み ん な で踊 っ た時は、 と て も 楽 し か っ たです。

四 日 目 に は、 今ま で泊 ま っ て い た ス ポ ー ツ ロ ッ ジ糸満を あ と に し て 、 恩納村にあ る ペ ン シ ョ ン 「キ ャ ロ ラ イ ナ」
に行 き ま し た。 そ こ で は、 キ ャ ン プフ ァ イ ヤ ー を し ま し た。 沖 尚の人達 も 来て、 一緒に踊 っ た り 、 ゲー ム を し ま
し た。 ゲー ム では、 粉の 中の ア メ を 口で探す も のや、 早食い競争な ど を し て 、 と て も も り あが り ま し た。 そのあ
と に 、 花火 を し ま し た。 花火は 、 と て も き れいで、 み ん な と て も 楽 し んでい ま し た。

み ん な で過ご し た最後の夜は、 誰が誘っ た わ けで も な い の に 、 み ん な で話 を し た り し ま し た。 み ん な と 色々 な
話 を し て 、 と て も 楽 し か っ た です。

さ よ な ら パー テ ィ ー で、 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加 し てか ら 、 最後の 日 ま で に、 撮っ て い た写真 を 見 ま
し た。 一週間前 ま で、 全然知 ら な い 人達だ っ た の に 、 今は、 み ん な友達で、 す ごい な ぁ と 思い ま し た。 最後に み
ん な で 「ベ ス ト フ レ ン ド」 を 歌 っ た時は、 楽 し か っ た一週間 を 思 い 出 し ま し た 。

日 本の人は、 一緒に遊んだ り で き る け ど、 海外の人 と は、 も う 会え な いか も しれな い と 思 う と 本当 に悲 しいで
す。 悲 し い け ど、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加 して、 い ろ ん な 人 と 会っ て 、 い ろ ん な体験を し て 、 新 し
い こ と を知 り ま し た。 み ん な と 、 友達に な れた し 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加 して本当 に よ かっ た と 思 っ
て い ま す。

与那城 美姫乃
Yonashiro Mikino 

沖縄市立
安慶田 中学校 1 年

『短か っ た ツ ア ー 』

私は、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー でい ろ い ろ な経験を
し ま し た。

私が、 こ の ツ ア ー に参加 し た理由 は 同 じ く ら いの歳の 中学
生、 先輩の高校生や外国人が来 る 交流会 と い う ので 「楽 し そ
う 。 」 と 思 っ た か ら で し た。

最初 は 、 と て も は り き っ て い た け ど、 どん どん近づい て く る う ち に緊張 し て き ま し た 。
私は会場へ向か う 車の 中で、 「 どん な感 じ の 人がい る のかな ぁ 。」 と か、 「友達作れる かな ぁ 。」 と か不安だっ た

け ど、 「楽 し み。」 と い う の も あ り ま し た。
東町会館に着いて 同 じ ジ ュ ニ ス タ メ ン バー と 初めて会っ た時は、 と て も 緊張 し た け ど隣の席で 自 分よ り 年上の

人が話 し かけて き て く れたので と て も う れ し か っ た です。
そ し て 、 こ の後か ら 5 日 間 に わ た る ツ ア ー が始 ま り ま し た。
こ のい ろ い ろ あ っ た ツ ア ー の中で一番心 に残っ た こ と は、 琉球漆器作 り です。 花びら や葉っ ぱな どに模様 と 色

を つ け ま し た。 皿にそれを貼 り 付け る 時は慎重にや り す ぎて手がふ る え て し ま い ま し た。 だけ ど完成 し た時は、
と て も う れ し か っ た です。

その他に も 琉球ガラ ス作 り も 初体験だっ たので、 難 し かっ た け ど何 と かで き ま し た。 完成品 は、 と て も き れい
で 自 分で作 っ た と は思 え ま せんで し た。
比地大滝 と パ イ ン 園 も と て も 楽 し か っ たです。
そ し て 、 こ の楽 しかっ た時 も 終わ っ て、 さ よ な ら パー テ ィ ー の 日 に、 一人一人賞状を も ら い ま し た。 その後、

料理 を 食べた り 、 写真 を と っ た り し ま し た。
こ う し て 、 こ の一週間 と い う 長い よ う で、 短か っ た ツ ア ー が終わ り ま し た。
私は、 こ の ツ ア ー を考え て く れた財団の人達や、 他の こ の ツ ア ー に協力 し て く れた人達全員 に感謝 してい ま す。
こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー で友達 に な っ た 人達 と 今は 、 電話 を し た り 、 メ ー ル な どで話 を し て い ま す。
と て も 楽 し か っ た ツ ア ー で し た。
あ り が と う ご ざい ま し た。
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伊良波 一美
Iraha K皿mi

沖縄市立
山 内 中学校 3 年

たので、 話 し か け る こ と がで き ま せんで し た。

『みんな に 出 会え て感謝 ！ 』

7 月 2 2 日 か ら 2 8 日 ま で私は学校代表 と し て ジ ュ ニ ア ス
タ デ イ ー ツ ア ー に参加 し ま し た。 1 日 目 の オ リ エ ン テ ー シ ョ
ン の時はみんな初対面だっ たので と て も 緊張 し ま し た。 私は
内心、 県夕悽き加者の人達 と は英語が通 じ る か と て も 不安だっ

そ して、 二 日 、 三 日 が過 ぎて県外参加者の人達は、 一生懸命 日 本語で話 しかけて き て く れ ま し た。 その時、 自
分 も がん ばっ て話 しかけ よ う と 思い、 私の家 に ホ ー ム ス テ イ に来る 、 ジ ョ ネ ロ ベス ・ コ メ ロ ス ・ イ グナ シ オ さ ん

（ ジ ョ ネ） に初めて、 自 分か ら 英語で 自 己紹介を し ま し た。 私の英語が通 じ て少 し仲良 く な り ま し た。
次の 日 は、 玉泉洞でエ イ サ ー体験を し ま し た。 エ イ サ ー を踊る の は小学校の運動会以来だっ た ので少 し難 しか

っ た け ど、 み ん な でエ イ サ ー を踊っ た時は ち ゃ ん と で き たので良かっ たです。 その他に も 、 三線、 舞踊、 空手の
グル ー プに分かれて伝統芸能体験を し ま し た。 そ し て、 各グル ー プの発表会を し ま し た。 どの グル ー プ も と て も
上手で し た。

その他に も 、 キ ャ ン プフ ァ イ ヤ ー や比地大滝を登っ た り 、 マ ン グロ ー ブの 自 然観察を し ま し た。 楽 しかっ た け
どす こ しつかれま し た。

そ う し て 、 ツ ア ー最終日 に な り 、 私は ジ ョ ネ と い っ し ょ に家に帰 り ま し た。 家に着いて私の部屋で、 歌手や映
画 について色々 話 し ま し た。 夕 ごは んの メ ニ ュ ー は沖縄料理の ソ ー キ汁や、 て びち の煮付けな ど、 ジ ョ ネ はお い
し そ う に全部食べて く れま し た。 食事を し た後、 ジ ョ ネ と 私 と 妹 と 弟 と 母の 5 人で美浜へ行 き ま し た。 そ こ で、
3 D に乗っ た り 、 プ リ ク ラ を写 し た り し ま し た。 と て も 楽 し い時間 を い っ し ょ に過 ご し ま し た。

次の 日 は ジ ャ ス コ で少 し買 い物 を し て 、 都ホ テ ルヘ向かい ま し た。
さ よ な ら パー テ ィ ー では、 ジ ョ ネ は も ち ろ ん、 他の海外参加者の人達 と も 仲良 く なれて き たの に、 最後の夜に

な り ま し た。 9 時に終わ る はずのパ ー テ ィ ー も 、 1 0 時過 ぎ に終わ り 、 み ん な別れ を お し んでい ま し た。
最後の 日 、 7 月 2 9 日 、 私は朝か ら 夕方の 5 時 ま で空港で見送 り を し ま し た。
ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー の こ の一週間は、 私 に と っ て、 と て も 貴重な体験で し た。 こ れか ら も っ と い ろ ん な

こ と を勉強 し て 、 自 分を磨いて、 い ろ ん な 人 と 出会っ て、 こ こ 沖縄か ら い ろ ん な事を他の国の人達に も 伝え て い
き たい と 思い ま し た。

最後に こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に 関 わ っ た み ん な に 出会え て と て も 感謝 し て い ま す。

嘉数 真菜
Kakazu Mana 

浦添市立
浦西中学校 2 年

『 も っ と 英語 を勉強 し て、 みんな と も っ と 話 し た い』

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加 し て感 じ た こ と は、 生 ま
れた国は ち がって も 、 みんな が分か り 合お う と すれば仲良 く
な れ る ん だ と い う 事を 感 じ ま し た 。

最初の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で は 、 緊張 し て み ん な と あ ま り
し ゃ べれ ま せんで し た。

ウ ェ ル カ ム パー テ ィ ー では、 み ん な と も 慣れて き て、 話 も 少 し はで き る よ う に な り ま し た。 パ ー テ ィ ー が始 ま
る 前 に は 、 不安でい っ ぱいだっ た け ど、 パ ー テ ィ ー が始 ま る と 、 み ん な で話 を し た り 、 踊 っ た り して、 楽 し かっ
た です。

ツ ア ー では、 平和学習や、 伝統工芸、 伝統芸能 な ど初め て体験す る 事が多 く て 、 良い思い出がで き ま し た。
海外の 人達 も 沖縄の事を た く さ ん知 る 事がで き た と 思い ま す。
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ペ ン シ ョ ン に泊 ま っ た時は朝 ま で起 き て 、 恐い話や、 今ま での事を た く さ ん話 し たので、 と っ て も 楽 しかっ た
です。

さ よ な ら パー テ ィ ー は、 み ん な ボ ロ泣 き で私 も と っ て も 悲 し かっ たです。 今ま での事や、 み ん な と 離れる と 思
う と 心細 く な り ま し た。

空港で見送 っ た時はパー テ ィ ー の時 よ り も 、 ずっ と さ び し か っ た です。
み ん な と は、 ま た どこ かで会い たいです。 その時は、 今よ り も も っ と 英語を勉強 し て み ん な と も っ と 話 し た い

です。
こ の ツ ア ー に参加 し て 、 本当 に よ か っ た です。

比嘉 麻臣
Higa Asami 

那覇市立
松城中学校 1 年

『わ っ た 一みんな う ちな～んち ゅ 』

わた し は、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加で き た こ
と を と っ て も よ か っ た と 思 っ てい ま す。

初 日 は 、 知 っ て る 人が誰 も い な く てあ ん ま り た の し く なか
っ た け ど、 時間がたつ につれて、 み ん な と し ゃ べっ た り し て
仲良 く な り ま し た 。

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー は 5 泊 6 日 で長い よ う で と っ て も 短い ツ ア ー で し た。
こ の ツ ア ー では、 い ろ ん な 人 と 出会っ て 、 い ろ ん な所に行っ て、 た く さ んの こ と を し ま した。 最高の一週間で

し た。
わ た し は こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー で、 沖縄の文化や伝統な ど を学び、 体験 し ま し た 。
も う 一つ 、 も っ と 大切 な こ と を こ の ツ ア ー で学ぶ こ と がで ぎ ま し た。
それは、 交流の意味、 大切 さ です。 わた し は、 交流 と い う 言葉は知 っ てい ま した。 意味 も 知っ てい ま し た。 だ

け ど、 ほ ん と う の意味は、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー では じ め て知 り ま し た。 交流は た だ、 他の国、 県の人
た ち と い ろ ん な所 を 観光す る だけかな ぁ と 思 っ て い ま し た。

だけ ど、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー で学ん だ交流の意味は ち がっ て い ま し た。
ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー では、 う ち な 一 ん ち ゅ の 2 世、 3 世や 4 世の人た ち が集 ま っ て、 交流す る ツ ア ー で

し た。
み ん な 、 住んで る 国、 使 う 言葉 も ちがっ て、 言葉が通 じ な い 人 も い ま し た。 だけ ど、 み ん な 同 じ ウ チナ ー ン チ

ュ と し て ど こ かで通 じ合っ て た よ う な気が し ま し た 。
こ の ツ ア ー で と っ て も た く さ んの こ と を 学び、 き ずな を深め る こ と がで き ま し た。
ほ ん と に 、 最高 な 一週間で し た。 一生忘れ ら れな い思い出 と な り ま し た。
ま た み ん な で沖縄に集 ま っ て い っ し ょ に遊びた い です。
こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー で学んだ、 た く さ んの こ と を こ れか ら も 生か し て、 い ろ ん な交流に関する こ と

に 目 を む け て い き た い です。
こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー の責任者は じ め協力者の方々 に感謝 し ま す。
あ り が と う ご ざい ま し た。
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平敷 綾
Heshiki Aya 

『他の 国 の言葉を話せ る よ う に な り た い 』

那覇市立
小禄中学校 3 年 I 私は こ の ジュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加 し て 良かっ た事

は 、 み ん な と 出会え た事です。
最初は、 本当 に六泊七 日 の こ の ツ ア ー でみん な と 仲良 く な

っ てい け る のかが と て も 不安で、 毎 日 の よ う に緊張 して い ま
し た がす ぐ に学校の友達の よ う に打ち解けあ う 事がで き ま し た。

私が特に思い出 に残っ たのは、 平和祈念公園 に行っ た事です。 今ま では家族の人 と 行った り 、 学校の遠足で見
学に行 き ま したが今回、 海外の人達 と 一緒に ビデオ を見た り 資料や戦争の写真を見た り し て、 ま た平和祈念堂に
行っ て折 り 紙で鶴 を折っ た事が と て も 印象に残 り ま し た。

あ と 勉強に な っ たのは、 今ま で英語 と か他の国の言葉 を し ゃべる機会があ ま り な く て、 し ゃべっ てみ よ う と 思
っ て も な かなか勇気がな く て し ゃべれなかっ たのですが、 今回 こ の ツ ア ー に参加 し た海外の人は あ ま り 日 本語が
話せなかっ たので、 自 分か ら 英語を し ゃべっ てみ よ う と い う 気持ち に な っ て勇気を 出 して話 してみる と 通 じ る 部
分 も あ っ たので、 前 よ り も も っ と 自 信 を持っ て 人 と 接す る こ と がで き る よ う に な り ま し た。

そ し て今同 は、 私達が沖縄に住んでいて も あ ま り 体験で き な い よ う な琉球ガラ ス 村での グラ ス 作 り 、 玉泉洞王
国村での三線やエ イ サ 一体験、 ま た黒糖工場見学 を す る こ と がで き 、 と て も 良い思い 出 に な り ま し た。

ま た楽 しかっ た思い 出 は、 沖縄尚学高校の方達 と の交流です。 ウ ェ ル カ ム パー テ ィ ー の時はみんな と て も 緊張
していたの に、 ゲー ム や ダ ン ス で盛 り 上げて く だ さ っ た り 、 キ ャ ン プフ ァ イ ヤ ー の時は恩納村ま で来て く だ さ っ
た り 、 私達の為 に楽 しい企画 を作っ て く だ さ り 本当 に あ り が と う ご ざい ま し た。

一週間がす ぐ過 ぎて、 海外の人達が自 分の国へ帰る 日 に私は那覇空港に見送 り に行 き ま し た。 ツ ア ー に参加す
る 前は、 テ レ ビで よ く あ る 別れの時の よ う に私 も 最後に泣 く のかな と 思っ て い たのですが、 同 じ グル ー プだっ た
美千代 さ ん、 ネ ン シ ー 、 ジ ャ ッ キ ー が帰る 時は た く さ ん泣いて し ま い ま した。 その ぐ ら いみ ん な と 仲良 く な れた
ん だ な と 思い ま し た。

家に帰っ て き てか ら 、 夏休みの宿題に今毎 日 追われて い ま すが、 中学校生活の最後の夏休み に こ ん な体験に参
加で ぎ て本当 に一生の最高の宝物 に な り ま し た。

そ して私は、 ツ ア ー か ら帰っ て き てや っ てみたい事がで き ま し た。 それは ま ず、 英語を も っ と も っ と 勉強 し て
上手に話せる よ う に な っ た ら 、 今度は他の国の言葉を話せる よ う に な る こ と です。 それを 目標に、 ジュ ニ ア ス タ
デ イ ー で学ん だ事を忘れずに こ れか ら も 頑張っ てい き ま す。

私達に こ の よ う な機会 を与 え て 下 さ り 、 本当 に あ り が と う ご ざい ま し た。

｀ 
山城 信裕

Yamashiro Nobuhiro 

与那原町立
与那原 中学校 2 年

『 も っ と みんな と い た か っ た』

楽 しかっ た。 も っ と みん な と いたかっ た。 それが、 僕の ツ
ア ー が終わ っ た時の正直な感想です。 僕だけでな く 、 み ん な
き っ と そ う だっ た と 思い ま す。

僕は、 7 月 2 2 日 ～ 2 9 日 の一週間、 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加 し ま し た。
ツ ア ー 1 日 目 の ウ ェ ル カ ム パー テ ィ ー で、 僕は、 あ ま り に も 積極的で陽気な外国人パ ワ ー に圧倒 さ れて し ま い

ま し た。 しか し僕は、 こ れでは ダメ だ と 思い、 二 日 目 か ら は 自 分 も はずか しがら ず、 積極的 にい こ う 、 と 決心 し
ま し た。 す る と 二 日 目 か ら は周 り の人 と も し ゃべれる よ う に な っ て、 特に、 ボ リ ビア人の ロ ニ ー と は、 ス ペ イ ン
語を教え て も ら え る く ら い ま で仲良 く なれたのです。 それか ら は毎 日 と て も 楽 しい 日 々 が続いて 、 ね る 時間 も お
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し い ぐ ら い に な っ て夜お そ く ま でみ ん な で話 し た り し て い ま し た。
そ し て 、 気がつ けば、 楽 し かっ た ツ ア ー も 終わ り に近づいて き ま し た。 最後の さ よ な ら パー テ ィー では、 みん

な最後の思い出作 り を し て い ま し た。
い よ い よ 別れの 日 。 み ん な 見送 る た びに泣い て い ま し た。
僕た ち は こ れか ら 大人に な っ てい き ま す。 その中 で今匝の体験は き っ と どこ かでいか さ れてい く と 思い ま す。

僕は こ の ツ ア ー で学ん だ こ と を将来役立ててい き たい と 思い ま す。 僕はで き る な ら こ の ツ ア ー に ま た参加 し たい
です。

こ れか ら も こ の ツ ア ー を続けて、 こ のすばら し い旅を い ろ い ろ な 人に体験 さ せて あ げて下 さ い。 本当 に楽 し い
旅 を あ り が と う ご ざい ま し た。

山
杉山 星河
Sugiyama Seika 

豊見城市立
伊良波中学校 1 年

『短 い 一 週 間 の 沢 山 の 思 い 出』

ほ ん の一週間だ っ た。 不安 と 希望 と を胸に私はその一週間
で十分す ぎる 程の体験を し た。 「ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー」
を知っ た の は ま だ夏休み に 入ろ う と も し て い な い六月 で、 そ
れだけで私の心は希望 に満ち溢れ ま した。 ハ ン ド ブ ッ ク を何
度 も 何度 も 読み返 し 、 荷物 も 何度 も 確かめ て準備は完ぺ き で

し た。 し か し 、 ツ ア ー の 日 が近づいて く る と 、 不安に な り ま し た。 「友達はで き る かな ぁ 、 で き なかっ た ら嫌だ な
ぁ 。」 「外国の人達 も 来る んだ よ ね、 文化の違い と かで と ま どっ た り し な いかな ぁ 。」 考えればき り がな く 、 母に相
談 し た り も し ま し た。 で も 、 Iそ う い う 不安はみ ん な一緒だ と 思 う よ 。 それに帰ろ う と 思 っ た ら 帰れる場所にお母
さ んた ち い る わ けで し ょ 。 そ う い う 部分では県外や海外の 人達の方が不安は大 き い ん じ ゃ な い ？ 」 と 言われ、 何
と な く 家族がい る っ て い い な ぁ と 感 じ ま し た。

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の場で は さ っ そ く 友達がで き て 、 こ れか ら の一週間の 日 程 に ワ ク ワ ク し て い ま し た。
ツ ア ー 初 日 、 楽 し い 国際通 り 散策 に な る はず…だっ たのですが、 ク ー ラ ー に よ る 寒 さ と 緊張の しす ぎ （ ？ ） で

ど う に も 胃痛がや っ て き たので し た。 その 日 の夜、 私が胃腸薬 を飲んだのは言 う ま で も あ り ま せん。 で も 次の 日
か ら の琉球ガ ラ ス 村や玉泉洞大王国村、 黒糖工場の見学等の 日 程は 、 元気で と て も 楽 し く 過 ご し ま し た。

ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー や キ ャ ン プフ ァ イ ヤ ー でい ろ い ろ と お軋話に な っ た沖尚高等学校の皆 さ ん も 楽 し い 人達
ばか り で、 本当 に楽 し いパ ー テ ィ ー で し た。

2 6 日 の帰 り のバス の中では歌で盛 り 上が り 、 こ の ま ま帰 り た く な い と 思 っ た り し ま し た。 初めてホ ー ム ス テ
イ に来た な っ ち ゃ ん と も お し ゃ べ り を し て 、 2 7 日 、 さ よ な ら パ ー テ ィ ー を 迎 え た の で し た。

沖縄都ホ テ ルでのパ ー テ ィ ー は沢山の人が出 し も の を していて、 そ の た びに見入 っ た り 笑っ た り し ま し た。 一
番最後に 「ベス ト ・ フ レ ン ド」 を み ん な で歌っ た時に は、 も う お別れな んだ と 思い、 わ ん わ ん泣 き ま し た。 パ ー

テ ィ ー の終わ っ た後での記念写真で は ま た も や泣いて 目 を 赤 く し な が ら 写 り ま し た。
本当 に楽 し く て、 ま た一週間では十分過 ぎる く ら いの経験を して、 と っ て も 貴重な夏休みの思い出 と な り ま し

た。
こ の ツ ア ー に参加 し て、 本当 に心か ら 良か っ た と 思い ま す。 お世話に な っ た皆 さ ん、 あ り が と う ござい ま し た ！

中学校生活初の夏休みの 、 一番の思い 出 に な り ま し た。
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川平 一之
Kawahira Kazuyuki 

城辺町立

『体を 使 っ て交流』

福嶺中学校 3 年 I 僕は こ の ツ ア ー に初めて参加 し 自 分の郷土 に つ い て色 々
知 る こ と がで き ま し た。 最初の う ち は、 不安 と 緊張が入 り 交
じ り 複雑な気持ち でい っ ぱいで したがしか し、 い ざ始 ま る と 、
友達 も 日 に 日 にで き 、 と て も 楽 しい思い出 を作る こ と がで き

ま し た。 ま た、 沖縄の歴史 ・ 文化な どを改めて学び、 実際に体験をする こ と がで き と て も 勉強 に な り ま し た。 中
で も 比地大滝の よ う なすばら しい 自 然が残っ てい た こ と を知 り 感激 し ま し た。 そ こ に行 く ま では、 上 り 下 り が多
く き つかっ たんですが、 滝に着 く と 疲れ も 吹っ 飛び、 疲れを忘れてい ま し た。 僕が住んでい る 沖縄に も 、 こ ん な
に美 しい 自 然が残っ て いた こ と を初めて知 り 、 感動 し ま し た。 僕た ち は こ の よ う な美 しい沖縄の 自 然 を壊 さ な い
よ う 大切 に守っ ていかな く て はい け な い ん だ と 改めて実感 し、 こ れな かっ た友達に も お話 し し て あ げ、 み ん な で
自 然 を 守る よ う に小 さ い こ と か ら 努力 し て いかな く て は い け な い な と 思い ま し た。

ま た、 平和学習では沖縄戦の こ と について も 改め て勉強 さ せ ら れま し た。 二十一世紀の社会に二度 と こ の よ う
な悲惨な戦争を起こ さ せな い よ う 明 る ＜ 楽 しい社会を作っ て い く のが、 今の僕た ち に与え ら れた使命だ と つ く づ
く 感 じ ま し た。 それか ら 、 エ イ サ ー体験は難 しかっ た んですが、 友達 と 教え あ い な が ら 楽 し く 踊 る こ と がで き
ま し た。 エ イ サ ー は沖縄の伝統芸能な ので こ れか ら も 、 踊 り 続け、 色々 な人にエ イ サ ー を伝承 し てい き たい と 思
い ま す。

今回の ツ ア ー 中で、 本格的 な英語を話 し た り 聞いた り し て い る う ち に、 自 分 自 身の英語力 も だん だんついて き
た と 思い ま す。 初めの 日 は、 あ ま り 積極的 に話 し をする こ と がで き ま せんで し たが、 日 がたつにつれ段々 と 積極
的 に話 し をする こ と がで き ま し た。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が と れてお互いの こ と も 色々 分かる こ と がで き ま し た。
しか し、 ス ペ イ ン語な どは、 話す こ と はで き ま せんで し たが、 体を使っ て交流 し て、 楽 し む こ と がで き よ かっ た
と 思い ま す。

最後に僕は こ の ツ ア ー を通 し、 沖縄の色々 な文化や歴史な どを知る こ と がで き 、 ま た、 以前 よ り も 自 分 自 身 を
ふ り 変え る こ と がで き ま し た。 こ れか ら も 、 E メ ー ルや手紙な どで各国の友達 と た く さ ん交流 してい き たい と 思
い ま す。 そ し て、 沖縄県の今後の発展の為 に役立て る よ う な 人 に な れる よ う 、 一生懸命頑張っ て い き たい と 思い
ま す。 色 々 な体験や勉強 を さ せて い た だ い た県関係の皆様にお礼 を 申 し上げま す。
一週間本当 に あ り が と う ご ざい ま し た。
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川崎 麻奈美
Kawasaki Manami 『 も っ と 話 し た い』

神奈川 県 最初、 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー にでる予定の なかっ た私
鶴見中学校 2 年 の所に、 香奈のお母 さ んか ら 「ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に

参加 ど う ですか ？ 」 と 、 電話が来た よ う です。 その時、 な ん
の話だか分かん なかっ た し、 私 よ り 沖縄出 身の母の方がなぜ
か ま いあがあ っ て ま し た。

沖縄に行っ て 2 日 目 に、 熱中 し ょ う に な り ま し た。 す ご く シ ョ ッ ク で し た。 何回 も 来た所な の に、 初めて な っ
た か ら です。

琉球ガラ ス作 り では、 コ ッ プを作 り ま し た。 で き あが り を見る と 、 あ ん ま り う ま く で き てい ま せんで し た。 次
に琉球漆器作 り を し ま し た。 見本を見なが ら 、 色 を ぬっ てい き ま し た。 見本 と は、 ち ょ っ と ち がう 色 を使っ た り
し てや り ま し た。

エ イ サ 一 体験。 最後 ぐ ら い の所が覚え ら ん な く て 、 ち ょ っ と ま ち がえ て し ま っ た。 恥ずか し か っ たです。
比地大滝。 す ご く き っかっ たです。 登っ た り 下っ た り で、 つかれま し た。 滝の所 ま で行っ て水の 中 に入 り ま し

た。 す ご く つ め た か っ たです。
ホ ー ム ス テ イ では、 し んせ き の人達 と 一緒にい ろ い ろ な所へ行 き 、 おみやげを買い ま し た。 そのあ と 、 い ろ い

ろ な所 を歩 き ま し た。
最後の 日 、 沖縄か ら は な れ る し、 み ん な と わかれる ので、 す ご く さ び しかっ たです。 あ と 二 日 か三 日 あれば、

も っ と ほかの人達 と 話せた と 思い ま す。 す ご く た の し い一週間で し た。

“’ "'^ 

金城 香奈
Kinjo Kana 

神奈川県
鶴見中学校 2 年

『昔か ら の友達の よ う に感 じ た 』

私は、 今回い ろ い ろ と 体験 さ せて も ら っ て、 す ごい良かっ
た と 思い ま す。 私 は そ の 中で も 5 個の こ と を 紹介 し ま す。

ま ずは、 平和学習です。 最初 に ビデオ鑑賞 を し て 「戦争は
こ ん なのだっ た んだ。」 と 知 ら さ れた様な気が し ま し た。 その

後、 館内 を見学 し て い る と 痛 々 しい部分が幾つかあ り ま し た。 戦争が風化 し て い る せい も あ り ま すが、 唯一地上
戦があ っ た と い う 理由 も あ る で し ょ う 。 私の学校に も 平和学習 は あ り ま す。 で も 受け る 印象の大 き さ が全然違い
ま し た。 私は本当 の戦争 を 感 じ ら れた と 思い ま す。

2 個 目 は、 玉泉洞で体験 し た こ と です。 王泉洞では初めての三線＆エ イ サ 一体験があ り ま し た。 三線は思 う よ
う に音が出ず、 苦戦を しい ら れ ま し た。 で も 自 分の中では短時間の わ り に は上手 く で き ていたつ も り です。 その
次のエ イ サ ー も 一回転半の ジ ャ ン プな どす ごい技 も あ っ た け ど、 全身 を動かせて と て も 楽 し か っ たです。

3 個 目 は、 名護のパ イ ン 園の こ と です。 私は前か ら パイ ナ ッ プルが大好 き だっ た ので、 こ の ツ ア ー で特に楽 し
み に し て い ま し た。 そ こ に はパ イ ナ ッ プル風の車があ り ま し た。 それに乗 り ま わ っ てい る 途中で坂があ る と 急に
速度が落ち た り し て ビ ッ ク リ し ま し た。 降 り てか ら は、 貝が展示 さ れていて見た こ と の な い貝がた く さ んあ り ま
し た。 その ま ま 歩い て る と 試食があ り ま し た。横浜では ほ と ん ど食べて な い生のパイ ン があ り と て も 感動で し た。

その次は、 海での 自 然体験です。 神奈川 の海はお世辞に も き れい と は言え ま せん。 しか し、 沖縄の海はす ご く
き れいで感激 し ながら 入 り ま し た。 その後、 イ ル カ シ ョ ー に行 く 時のバス代 を ジ ョ セ フ が出 し て く れ ま し た。 急
いでいたので と て も 助か り ま し た。 そ し て無事イ ル カ シ ョ ー を 見 る こ と がで き 、 よ か っ たです。

5 個 目 はみ ん な と 友達 に な れた こ と です。 私 た ち は沖縄 と い う 共通点 と 、
「Y a ! H i ! H o l a !  O i ! 」 こ の 4 つの言葉で繋がっ た の です。
初 日 はみんな緊張 し て い た の に最後に は昔か ら の友達の よ う に感 じ 、 別れる のがと て も 辛かっ たです。 私の場
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合、 標準語か ら な ま っ て き た のが帰 っ てか ら わか り ま し た。 7 泊 8 日 の旅行の はずが 2 泊 3 日 に感 じ ま し た。
私は こ の ツ ー に参加で き 、 と て も 良かっ た と 思い ま す。 沖縄の こ と は学べた し、 い ろ い ろ な人 と ふれあ う こ と

が出来た か ら です。
こ の ジュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に たずさ わ っ た全ての人に感謝 し て ま す。 沖縄に は独特の文化があ り ま す。 私

は それ を横浜で広め ら れた ら と 思 っ て い ま す。 私 も 独特の個性が出せ る よ う に頑張 り たいです。

糸桝I 久美子
Itosu Kumiko 

大阪府

『みんな あ り が と う 』

明浄学院高校 3 年 1 あの一週間 と い う 長い よ う で短かっ た時間は今に も 心 に大
き く 残っ てい ま す。 7 日 間だけで、 こ んな にみんなが一つ に
な っ て一緒に笑っ た り 、 泣いた り 、 あ ん な に別れを惜 し む こ
と は私 に と っ て初 め て の経験で し た。

沖縄 · 大阪 ・ 東京か ら 来た友達、 海外か ら 来た友達か ら た く さ んの こ と を教え て も ら い ま し た。 どれ も こ の ツ
ア ー に参加 し な い と 作れ な い心 に残っ た楽 し い思い 出 ばか り です。
沖縄の文化、 戦争の恐ろ し さ 、 平和の大切 さ 、 そ して仲間た ち か ら い っ ぱい も ら っ た友情。 一緒に過ご し て き た
時間。 国や言葉や文化が違 う の に も かかわ ら ずみ ん な本当 の友達 に な れた の で は な いで し ょ う か。

みんなで一緒に レ ク リ エー シ ョ ン を し た り 、 滝 を 見 に行っ た り 、 海に行っ た り 、 夜お し ゃべ り を し た り 。 本当
に心か ら 楽 しかっ た。 一週間、 病気やけがを誰一人 し な かっ たのは、 ずっ と 温かい 目 で見守っ て く れてい た引率
者 さ ん た ち のおかげです。 本当 に あ り が と う ご ざい ま し た 。

あの一週間 と い う 日 は ま る で夢の よ う で し た。 大阪に帰っ て き た時、 なぜか心が と て も 寂 し く て切 な く て、 夢
か ら 現実に引 き 戻 さ れた気が し て た ま り ま せんで し た。

今、 こ のス タ デ イ ー ツ ア ー の仲間みんなそれぞれ遠 く 離れた地にい ま す。 だけ ど私は こ れか ら も 信 じ ま す。 い
つ か ま た み ん な に会え る と 。

海や陸や国境 を 越 え て今そ れぞれが自 分の地 に い ま す。 どれだけ離れて い て も み ん な と 永遠 に友達です。
こ の ジ ュ ニ ア ス タ ー デ イ ー ツ ア ー と い う のは私に と っ ての人生のス タ ー ト 地点 と い え る のか も しれ ま せん。 大

人 に な っ て も こ の経験は大 き かっ た と い え る で し ょ う 。 こ れか ら 、 ど こ かで く じけそ う な時、 み ん な と 過 ご し た
時間、 笑顔や涙を思い出す と がんばれそ う な気が し ま す。 ま たいつかみんな と 再会で き る こ と を楽 しみ に し て い
ま す。 み ん な 、 あ り が と う 。
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輿那嶺 美香
Yonamine Mika 『忘れな い でね』

大阪府
天下茶屋中学校 1 年 1 私は、 こ の夏休み ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー でた く さ んの

こ と を知 り 、 体験 し ま し た。
友達の大切 さ 、 言葉の通 じ な い不安。 私た ち の た め に沖 尚の

人が案内 を し て く れ ま し た。 お互いす ぐに話せな かっ た け ど
交流プロ グ ラ ム の ゲー ム で仲良 く な れ ま し た。 ウ ェ ル カ ム パー テ ィ ー で 「島唄」 を 。 みかは三線 と 歌。 ゆ め は 、
歌。 と びい り で 4 人 も 一緒に歌っ て く れた。 も う 、 め っ ち ゃ き ん ち ょ う し た け ど一生懸命 し たの で大成功 ！ で し
た （笑）
私がす ご く 印象に の こ る の は舞踊、 三線、 空手の体験があ っ た時です。 私は舞踊 を体験 し ま し た。 や っ ぱ り 簡単
で は な か っ た け どバー キ を持っ て踊 る の は楽 しかっ たです ！ ！ 昔か ら の伝統芸能、 す ご く 身近 に あ る け どめ っ た
に体験す る こ と が出来な い。 私は一生懸命取 り 組んだ。 昼か ら のエ イ サ ー は、 「 ト ー シ ン ドー イ 」 を教え て も ら っ
た。 私 の エ イ サ ー の形 と は ち がっ て い て迫力 も あ っ た。 私 も 、 も っ と 勉強 し て い き た い と 思い ま す。

平和の い し じ を 見 に行っ た時、 私の先祖が、 ねむ っ てい る の で手を 合わせた。 戦争の ビデオ を 見た時、 あ ら た
め て思い ま し た。 「二度 と 戦争があ っ て ほ し く な い。 こ の ま ま ずっ と 平和がつづい て ほ し い。」 と 思い ま し た。

ほかに も 楽 しい思い出がた く さ んあ っ た。 県庁に行っ た こ と 、 比地大滝で遊んだ こ と 、 み ん な で泊 ま る さ い ご
の 日 に夜お そ く ま で遊 ん だ こ と 。

さ よ な ら パー テ ィ ー 当 日 。 や っ と み ん な に会え る ！ 私は早 く ホ テ ルヘ行っ た。 美香 と あ さ み は 「は と ま 節」 を
する こ と になっていね ス タ ッ フの方 が車 をかして く れて車 の 中で 1 時間練習 し た。 こ の 曲 を ひ く のがみかは初め て
だ っ た。 式がは じ ま り 、 一人ず つ 県 知 事 か ら 賞 状 を も ら っ た。 な ん と か、 あ さ みが歌に あ わせて く れた。 中
1 で う る さ い二人や け ど、 やればで き た ！ ！ こ ん な に た く さ ん の思 い 出 、 友達がで き て 良か っ た。

内藤 さ ん、 大城 さ ん、 ゆ う こ さ ん、 遅 く ま でお き てお こ ら れた事、 遊んで く れた事ぜっ たい忘れ ま せん ！ う る
さ い大阪の み ～ か～忘れな いでね。 ま た 、 み ん な で集 ま り た い です。 そ の と き は 、 よ ろ し く お願い し ま ー す。
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具志堅 ジ ー ナ 美千代
Gina Michiyo Gushiken 

ブ ラ ジ ル 沖縄県 人会
2 世

『熱 い友情』

ま ず最初 に グ ア リ ュ ー リ ョ ス 空港 で の 南米
各 地 の 九 名 の 参加者 と の 出 会 い 、 あ こ がれ の
地 、 お じ い ち ゃ ん 、 お ばあ ち ゃ ん の 生 ま れ た
島 、 沖縄。 夢 が実現 さ れ 、 期待 と 不安で胸が

い っ ぱい 、 彼 ら の 姿 を 見 て 、 初 め て 私が留 学生 と し て 沖縄 を 訪 れ た 時 の 事 を 思 い 出 し ま し た 。 那覇空港
で は 親戚 の 方 々 や 関係者の 方 々 が温か く 迎 え て 下 さ い ま し た 。

あ ち ら 、 こ ち ら 見学 を さ せ て頂 き ま し た け ど、 最 も 印象 に残 っ た の は 自 然 の 美 し さ 、 海 と 空、 海岸通
り の 素晴 ら し さ 。 そ れ と 平和祈念資料館で の ド キ ュ メ ン ト を 見 て 、 戦争 を 知 ら な い 彼 ら は物凄い シ ョ ッ
ク を 受 け て い た 。 二度 と 繰 り 返す事 を 許 さ な い と 言 う 思 い に か ら れ た 。

そ れか ら 伝統芸能体験 も ブ ラ ジ ル で趣味 と し て エ イ サ ー や 三味線、 舞踊 を 勉強 し て い ま し た の で 、 さ
ら に や る 気 に な っ た と 話 し て い ま し た 。

ボ ラ ン テ ィ ア の 高校生 も と て も 親切 で 一 緒 に 楽 し く 過 ご し ま し た 。
こ の 度 の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は 短 い 期 間 で は あ り ま し た が、 素晴 ら し い 沖縄 を 肌で接 し 感 じ 、

ま た 参加者同士、 お 互 い 熱 い 友情が芽生 え た 。 言葉、 習慣 に 関係 な く 、 胸 を 開 い て お 互 い の 友情 を 深 め 、
一生忘 れ ら れ な い 楽 し い 思 い 出 と な り ま し た 。

引 率者 の 一 人 と し て 感 じ た事 は こ の よ う な 素晴 ら し い企画 を 末永 く 続 け て 欲 し い と 思 い ま す。 彼 ら も 、
と て も 勉強 に な っ た と 喜 ん で い ま し た 。

最後 に 担 当 者の 方 々 は 、 参加者 の 到 着 日 よ り ず っ と 親切 に 面倒 を 見 て 下 さ り 、 心 か ら 感謝致 し ま す 。

新里 ダ ニ エ ル
エ ス テ バ ン
Shinzato Daniel Esteban 

在亜沖縄県 人連合会
2 世

『期待以上 に 満足』

沖縄で の ハ ー ド な 九 日 間 を 終 え 、 ジ ュ ニ ア ス タ
デ イ ー ツ ア ー は 期 待 以 上 に 満 足 し た と 断言 で き
ま す 。

あ ま り に も 豊 か な 沖縄の文化 を 、 こ の 短い期 間
で は すべ て 学ぶ こ と は 出 来 な い と 思 い ま す が、 参
加者や 私個 人 も 沖縄の文化 に 近づ き 、 ウ チ ナ ー ン
チ ュ の ア イ デ ン テ イ テ ィ を 強 め た と 思 い ま す。 し
か し 、 旅行前 に 、 各 自 で少 し で も 事前学習 を し て
お け ば、 沖 縄 で の す べ て の ツ ア ー に 興味 を 持 ち 、
も っ と 満足 の い く ツ ア ー に な っ た と 思 い ま す 。 特

に 第 二 次世界大戦 の テ ー マ の 場 合 に は そ の 事前
学習 が必要 だ と 感 じ ま し た 。

参加者 の 交流 に つ い て は 、 大変良 か っ た と 思 い
ま す 、 し か し 皆が交流で き る フ リ ー タ イ ム を も っ
と 増 や す必要があ る と 思 い ま す 。 フ リ ー タ イ ム が
多 け れ ば多 い ほ ど参加者 同 士 の 絆 が も っ と 強 ま
る の で は な い か と 思 い ま す 。

ホ ー ム ス テ イ に 関 し て は 、 ツ ア ー の 始 ま り に し
た 方 がい い と 思 い ま す。 親戚の 方 々 は 、 子供達 に
会 う こ と を 楽 し み に し て い て 、 長旅の疲れ を 取 る
休み に も な る と 思 い ま す 。

金銭的 な 面で は 、 各 国 の経済状態 が違 う の で前
も っ て 実 費 で あ る 日 々 も 連 絡 し て 頂 け れ ば あ り
が た い で す。 そ れ だ け で は な く 、 ア ル ゼ ン チ ン に
住 ん で い る 人 々 に と っ て は こ の よ う な ツ ア ー に
参加 で き る こ と は と て も 大切 で 唯 一 の チ ャ ン ス
で す の で ツ ア ー が終わ っ て も 、 も う 少 し 日 本 に 滞
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在 で き る よ う に 、 考 え て 頂 け れ ばあ り がた い で す 。
も ち ろ ん 、 ツ ア ー 後 の 責任 は 両親 に あ り ま す 。

そ し て 、 沖縄の 人 々 の 参加者 に 対す る 温か い 心
や ス タ ッ フ の 皆 さ ん と 私 達 引 率 者 の チ ー ム ワ ー

ク の 良 さ も こ こ で 示 し た い と 思 い ま す 。 そ の 団結
し た 働 き の お か げ で こ の ツ ア ー が成 功 し た と 思
い ま す 。 そ し て 、 今後 も ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア
ー が続 け ら れ る よ う に 私 は で き る 限 り 、 協 力 す る
こ と を 誓 い ま す 。 こ れか ら 、 私 も 在亜沖縄県 人連
合 会 と 供 に こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー が 限
ら れ た 人 々 の 中 で 終 わ ら な い よ う に 宣 伝 や 応援
を し た い と 思 い ま す 。

そ れ か ら 、 迷惑 で な け れ ば、 沖縄の 方 か ら の 報
告 と ア ル ゼ ン チ ン グ ル ー プ の 評価 も 送 っ て く だ
さ い ま し た ら 、 あ り が た い こ と で す 。

最 後 に 、 私達 に こ の 忘 れ ら れ な い 思 い 出 を 作 っ
て 下 さ っ た 、 ス タ ッ フ の 皆 さ ん と ボ ラ ン テ ィ ア の
学 生 の 皆 さ ん に 、 感謝 し ま す 。 皆 さ ん ど う も あ り
が と う ご ざい ま し た 。 そ し て 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ
ー ツ ア ー の 成功 、 お め で と う ご ざい ま す 。

Me dirijo a usted fin . de expresarles mis 

conclusiones en relaci6n al Junior Study Tour 

2002 . 

Luego de la experiencia vivida durante estos 

intensos los nueve dias de nuestra estadia en 

Okinawa, puedo decir que las expectativas 

previas que tenia del tour fueron mas que 

satisfechas . 

En lo relacionado al conocimiento de la cultura 

okinawense considero , que al ser la misma 

tanta rica no puede ser analizada en tan pocos 

dias , pero si creo que con lo que hizo los j6venes 

y mi persona tambien lograron acercarse y 

reconocer aun mas a sus ra1ces.  

Seguramente el realizar estudios previos (en 

cada pais de origen) al viaje de cada tema a 

bordar durante el tour harian mas 

sa  tisfactorios las salidas culturales,  

especialmente el tema de la 2° guerra mundial . 

En lo relacionado al Inter. Relacion de los 

j6venes creo que los  resultados 釦eron mas que 

buenos ,  ya fueron observados dia a dia por 

nosotros durante todo  el tour. Por ta] motivo 

considero que deberian proyectarse dentro del 

plan un poco mas de tiempo libre para poder 

favorecer aun mas este feedback. 

En lo relacionado a Home Stay considero 

acertada la idea de que se realice antes del 

inicio del tour, ya que las familias estan muy 

deseosas de encontrarse con los j6venes y 

ademas esto permitiria una adaptaci6n y un 

descanso necesario para poder aprovechar mas 

el tour. 

Teniendo en cuenta que la posibilidad de 

realizar un vi.aje de estas caracteristicas (por 

razones econ6micas)  para los argentinos es un 

gran oportunidad considero necesario analizar 

la posibilidad de autorizar una mayor estadia 

de los j6venes ya sea en Okinawa o para 

conocer otros lugares del Jap6n, bajo la 

responsabilidad de sus respectivos padres .  

E n  l o  relacionado a lo  econ6mico considero que 

se convendria informar previamente cuales 

serian los posibles  que corresponderian 

afrontar a cada participante (comidas, bebidas, 

etc . )  ya que la situaci6n no es  la misma en 

todos los paises .  

Quiero destacar la calidez con la que fue 

tratado a todos los integrantes del tour y la 

excelente relaci6n que se formo entre los 

instructores y el staff lo que considero colaboro 

en los resultados obtenidos .  

Deseando que este tour continue los pr6ximos 

afios ,  me comprometo a hacer lo necesario 

para apoyar su continuidad desde mi pais . 

Proyectando como esta experiencia podra 

compartirse con la poblaci6n okinawense de 

nuestro pais , sin que quede solo en los 

participantes del mismo . 

Esperando poder recibir en un futuro las 

conclusiones obtenidas por ustedes del Junior 

Study Tour 2002 y de ser posible una mini 

evaluaci6n del grupo argentino . 

Para finalizar quiero agradecer y felicitar al 

staff organizador y a los estudiantes que 

colaboraron en la organizaci6n , por hacer de 

este evento un recuerdo ii1.0lvi.dable .  
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赤 嶺 光弘
Mitsuhiro Akamine 

ペ ル ー 沖縄県人会
1 世

『大 き な 家族の よ う に』

初め に 、 こ の度の ジ ュニアスタ デ イ ー ツ
ア ー を 企画 ・ 実施 さ れ た 稲嶺恵 ー 沖縄県知
事始め 関 係 者各位並 び に スタ ッ フ の 皆様 の
ご尽力 に 対しペ ル ー か ら の 引率者として 心
よ り 深 く 感謝申し上 げ ま す。

「 今 回の 企 画 は昨年 の ツ ア ー を 踏 ま え て よ り 充実した ツア ー に し ま し た 」 と の 内 藤 さ ん や 大城 さ ん
ら 、 スタ ッ フ の 言葉 の 通 り 、 7 月 2 2 日 の 国 際交流 ・ 人材育成 財団 ホ ー ル での オ リ エ ン テ ー シ ョ ン か
ら 2 8 日 の 都 ホ テ ル で の さ よ な ら パ ー テ ィ ー ま で の プ ロ グ ラ ム は一 分 の 隙 も 無 い 完璧 な 程 に 組 ま れ て
い ま した 。 初 日 海外 9 カ 国 1 4 地域か ら 初 め て 沖 縄 を 訪 れ た 2 0 名 の 中 高 校生 と 、 国 内 ・ 県 内 か ら 2
4 名 の 同 じ 中 高校生が財団 に お い て の オ リ エ ン テ ー シ ョ ンでの 初 顔 合 わ せ は 、 お 互 い 緊張しあ い 遠 慮
しあ っ て い た の が、 同 夜 の ホ テ ル で の 歓迎パ ー テ イ ー の 場 で は す っ か り 緊張 も ほ ぐ れ 、 そ れ ぞれ が言
葉 や 文化 の 違 う 国 々 か ら 来 た に も か か わ ら ず 、 お 互 い の 意志 を 一 生懸命 に 伝え よ う と ジ ェ スチ ャ ー を
交え な が ら 交流しあ っ て い る 彼 ら の 姿 を 目 の 当 た り に して 、 最 初 の 日 に こ の ツ ア ー の 趣 旨 ・ 目 的 が 身
を 通して 知 る こ と が出 来 ま した 。

2 日 目 の 県 庁表敬で は 、 比嘉副 知事の 激励 の 言葉 か ら 始 ま り 、 県議会 議場 見 学 、 市 内 散 策 、 首 里 城
見学等 の 社会 、 歴 史学 習 、 首 里 城 内 で は ガ イ ド の 説 明 に 、 沖 縄 の 歴 史 が 中 国 と 深 い 関 わ り があ る こ と
を 知 り 盛 ん に 質 問 を 投 げか け て く る 子 も 、 他 の 観光客 グ ル ー プ と 交 わ り 合 い ガ イ ド の 説 明 が途切 れ が
ち に な る 場面 も しばしば。

3 日 目 の 平和祈念資料館 、 平和 の 礎 、 平和祈 念 堂 、 等 の 平和 学習 、 琉球 ガ ラ ス 、 琉球漆器等 の 文 化
体験学習 、 平和祈 念資料館 の 戦争 の 生 々 しい ビ デ オ 放送 を 見 な が ら 涙す る 子 ら の 姿 も 。

4 日 目 の 三線、 踊 り 、 空手等 の 体験学習 、 玉 泉 洞 内 の 自 然学 習 、 エ イ サ 一 体験学習 等 、 グ ル ー プ ご
と に 短 時 間 内 に 教え ら れ た 演 舞 や 曲 目 を 披露す る 、 チー ム ワ ー ク の 良 さ を 示す場面 だ っ た 。 夕 方 は恩
納村 の ペ ン シ ョ ン に 宿 を 移して の キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー 等 、 沖 尚 の 強 力 な ボ ラ ン テ ィ ア も 交え て の 交流 。

5 日 目 は慶佐次の ビ ル ギ林 グ ル ー プ と 比 地 大 滝 グ ル ー プ に 分 か れ て の 自 然体験学習 、 ノ グチゲ ラ や
ヤ ン バ ル ク イ ナ 、 マ ン グ ー スや ハ ブ な ど の 山 原 に 生息す る 小動 物 が見 ら れ な か っ た の は 残念 と 言 う し
か な い 。 帰 り に パ イ ナ ッ プ ル 公 園 見学。

6 日 目 は本部 の 海洋t専記念公 園 内 の エ メ ラ ル ド ビ ー チでの 水 泳 と 、 イ ルカ シ ョ ー 、 水族館見 学 。 南
米 と 北 米 か ら の参加者 は真 っ 先 に ビ ー チヘ 、 ボ リ ビアか ら の参加者 に と っ て は 初め て の体験 に ！ 午後
か ら はホ ー ム ス テ イ 先 の 家族 と の 感動 の 出 会 い で 、 そ れ ぞれ参加者 た ち はホ ー ム ス テ イ 先へと散 っ て
行 き ま した 。

6 日 目 の 朝 、 数 名 の 中 高校生 を 対象 に ア ン ケ ー ト を と っ て み た 。 ハ ワ イ か ら の 高校生 は 今 回 参加で
き た の は夢 の よ う で ラ ッ キ ー だ 、 自 分 の ル ー ツ を 知 り 、 多 く の 友 達 が 出 来 た 、 こ れ か ら イ ンタ ー ネ ッ
ト を 通 じ て 交流 を 深め て 行 き た い 、 あ ま り に も 期 間 が短 か っ た 。 又 フ ィ リ ピ ン か ら の 女子 高 校生 は、

異 文化 の 中 で育 っ て き た 同 年代 の者が、 立 派 な チ ー ム ワ ー ク で プ ロ グ ラ ム を こ な し、 参加する前 は 日
本語が十 分 に 話せ な い た め に 心配 も あ っ た が交流 を 深め て 行 く う ち に 、 そ の 心 配 も 消 え 今後 の 交流 も
約 束し合 っ た こ と や 、 糸 満 の ホ テ ル で の 共 同 風 呂 に つ い て ち ょ っ ぴ り 苦 情 を 漏 ら した 。 ボ リ ビアか ら
の 男 の 子 は 言葉 の 面で一 番心配して い た 、 平和 学 習 で沖縄での 戦争 の 悲惨 さ を 知 り 涙が抑え ら れ な か
っ た 、 平和 の 礎で こ ん な に 多 く の 人 ( 2 3 万 人以 上）が犠牲 に な っ た の を 知 り 驚嘆した 、 今日 ビ ー チ
で水泳が出 来 る の を 楽しみ に して い る 、 こ れ ま で海 に 入 っ た こ と が な い の で、 と 心 を 弾 ま せ て い た 。
そ して 一 番 に 関 心 があ っ た キ ュ ー バ か ら の 参加者 は 、 今 は っ き り 言え る の は 自 分が こ こ に い る こ と 自
体夢 の よ う で 、 皆 に 感謝した い 気持 ち で一 杯です、 気候が 自 分 の 国 と 似 て い る 、 特 に ラ テ ン系 の 人達
と 友 達 がで き た 、 ル ー ツ を 知 り 沖 縄 を 少しで も 理解 出 来 た こ と が大 ぎ な 収穫 、 食事 は 今 ま で 口 に した
こ と が な い 料理 で慣 れ る の に 苦労した 、 糸 満で の 共 同 風 呂 に つ い て も 今 ま で経験が な く しん ど か っ た
等 々 、 体験談 を 語 っ て く れ た 。 私 自 身 の参考意 見 として 、 ホ ー ム ス テ イ を 最 初 の 日 に も 設定して く れ
た ら 、 持 っ て き た お 土 産 も 早め に 渡す こ と が 出 来 る し、 親 戚 の 方 々 と の 交流 も 、 も っ と 密 に 交 わ す こ
と がで き る の で は ！ 又 、 実際 に 沖縄の 学校での 体験学習 を 希望 す る 子 も 。
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2 8 日最終日 、 全員 がユニ ホ ー ム 姿で都 ホ テ ル に 時 間 き っ か り に 集 合 。 厳粛 な ム ー ド の 中 、 嘉 数 出
納 長 か ら 、 人 々 に 賞状が手渡 さ れ た 。 や がて 海外参加者や 国 内 ・ 県 内 参加 者 の 演 芸 が始 ま り 、 プ ロ グ
ラ ム が進 む に 連 れ 熱気 を 帯 びて き た 。 そ し て 最 後 の ベ ス ト フ レ ン ド の メ ロ デ イ ー が流 れると誰彼 と な
く 目 頭 を 押 さ え 抱 き 合 い 、 曲 が終 わ っ て も 誰と し て 帰 ろ う としな い 。 そ れ は 一 つ の 大 き な 家族 の よ う
に 、 誰 も が別 れ を 惜 し ん での 涙 の パ ー テ ィ ー に な っ て し ま い ま し た 。

1 週 間 と い う 短 い 期 間 の ツ ア ー の 中 で、 お 互 い が交 流 を 深める こ とで ネ ッ ト ワ ー ク を 構築 し 、 ホ ー

ム ス テ イ で ウ チ ナ ー チ ュ と し て の ル ー ツ を 探 り 当 て 、 体験学習 を 通 じ て 沖 縄 を よ り 理解 する こ と で ウ
チ ナ ー ン チ ュ と し て の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 高め、 帰 国 後 、 そ れ ぞれ が居 住 国 で将 来 県 系 人社会 の 中 で
リ ー ダ ー として の 役目 を 担 う こ と を 願 う こ とで今 回の ツ ア ー が意義 あ る事業であ っ た と確信致し ま し
た 。

終 わ り に 稲 嶺県知事 を 始め ス タ ッ フ の 皆様 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 皆様 の ご苦労 に 対 し 深 く 感謝申 し 上 げ、
今後 も こ の事業が継続 さ れ ま す よ う 強 く 要望 し レ ポ ー ト を 締め く く ら せて 頂 き ま す 。

エ ス テ ル タ マ キ
ト ー レ ス

Esther Tamaki Torres 

キ ュ ー バ 沖縄県人会
3 世

『素 晴 ら し い街 で過 ご し た 日 々 』

先祖の地 を訪れるこ とがで き る事を知っ た時、 私は
今 ま でに無い驚 き を体験した。 実現するこ と は な い遠
い夢だといつ も 思 っ て い た ので、 旅の手続 き を行っ て
いる時で さ え 、 あ ま り 実感が湧かなかっ た。 しか し 、
飛行機に乗 り 込む時にや っ と、 確信が持て た。 ナ リ マ
ン と私が東京に着い た 時 に は 、 ハ バナか ら の長旅の疲
れ に も かかわ ら ず、 感動で眠るこ とが出来なかっ た。
私達 は以前か ら すでに、 沖縄の人々 、 街、 文化や習慣
について、 話や映画、 本な どで勉強 していた。 し か し 、
そ れ ら で学ん だ こ とはいつ も 現実と は異な っ ているこ
と も 知 っ て い た。 し か し 、 沖縄に た っ た半日いるだけ
で、 話 に聞いて い た通 り 全て素晴 ら し く 、 人々 も 他と
は違 う と実感 し た。

沖縄では、 世界の あ ち こ ち か ら 来た沖縄子弟と出会

い、 そ して文化が似て いる よ う に、 皆、 外見 も とて も
似ていると感 じ た。 ま た、 キュー バでは、 沖縄県人会
を設立した ばか り だっ たので、 世界中 に ある県人会 を
知 り 、 その組織力を 少 し う ら や ま しい と思 っ た。

去年、 キュー パに ス ペ イ ン 語の勉強の ために来てい
た富山健太とい う 沖縄の青年がお り 、 仲良 く な っ た。
彼は、 2 0 0 1 年 1 0 月 の帰国の際、 私の親戚 を捜し

て く れる とい う 約束 を し て 日 本へ帰 っ て行っ た。 一
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度 も 会 っ た こ との な い親戚で、 た だ数枚の彼 ら の写

真と、 彼 ら に会 いたいとい う 大 き な希望 しかなかっ
た。 時が過 ぎ、 私と健太は時々 連絡を取 り 合っ て い
たが、 私の親戚の情報は収穫の無い ま ま だっ た。 し か
し 、 ジュニアス タデイ ー ツア ー の始 ま る 1 週間前に、
彼か ら つ い に私のお ばが見つかっ たと連絡があ っ た。
こ の小説の よ う な話に驚い た。 私は こ の情報が間違い
では な いかと考え たが、 健太は確かな情報を教えて く

れた。 そのおかげで、 私の日本への旅は本当 に素晴 ら
し い も の と な っ た。

空港では、 こ れか ら ツア ー を共にする生徒達の家族
や友達か ら 温かな歓迎 を受けた。 ス タ ッ フ の皆 さ ん は、
初めか ら 、 細かいと こ ろ ま でとて も 気 を配って く ださ
っ た。

期待に胸 を膨 ら ま せや っ て来た私達参加者は、 す ぐ
にお互い打ち解けた。 そ して、 それぞれの国の生活に
ついて学ぶとい う 事も 目 的の う ち の一つであ っ た。 皆
が日本語を話せるわ けでは な か っ た ので片言の日本語
と英語、 ポル ト ガル語、 ス ペ イ ン語を交え会 話 を 進め
るとい う 非常に面白 い経験と な っ た。 私は言葉の違い
に対する不安を持っ てい たが、 言葉が障害に なる こ と
は な かっ た。 その結果、 ツア ー の 間 に私達は日本語だ
けでな く 、 他国の言葉 も 学ぶ こ とがで き た。

朝八時か ら ツアー の予定が ぎ っ し り 詰 ま っ て いて、
私達は疲れ果ててい たが、 ホ テ ル に戻 っ て も 、 皆、 交

流 を し続けていた。 沖縄の気候や植物、 自 然、 家 に飾
ら れた観葉植物 ま でキュー バととて も 似て い た。 訪れ
た場所すべて に感動 し たが、 特に、 私達の戦争への知

識を深めるこ とができ た平和祈念公園が印象深い。 資



料館では、 沖縄の人々 の苦しみ を伝えて い た。 そして、
人々 の団結力、 世界の繁栄と平和へ対する絶え 間 な い
努力のおかげでこ こ ま で発展する事が出来た。 戦争の
ビデオ を 見て、 皆、 落胆した。 ほとん どが涙を抑える
こ とが出来 な か っ た。

毎晩、 私達は次の 日 の予定の確認と、 その日体験し
た こ と を話し合っ ていた。 家族と遠 く 離れているに も
かかわ ら ず、 私達はいつ も 自 分の家にいる よ う に感 じ
た。

スタッ フ の皆 さ んは、 とて も 親切で細かい と こ ろ ま
で気配 り をしてお り 、 そのおかげで問題 も 無 く 、 ツア
ー は進んでい っ た。

友人の健太と、 こ こで新た に知っ た こ と を話してい
る時、 彼が、 料理の美味しい沖縄を離れて キュー パに
居た期 間 を 同情した。 自 分の 固 に着いて か ら も 3 日 間、
子供の頃か ら 食べ続けてい た料理の 中か ら 食べたい も
のが見つか ら ず、 食欲が湧かなかっ た。 キュー バの料
理が美味し く 無いとい う わ けでは な いが、 沖縄料理が
とて も 美味しか っ た か ら だ。

さ よ な ら パー ティ ー は、 1 0 日間 を 共に過ごした友
人達と も う こ れ以上一緒に過ごせな いとい う 事実を受
け止めな ければな ら な く て悲しかっ た。 住所、 写真、
お士産 を交換し、 そして互い に抱 き しめ合っ た。 沖縄
に着い た こ の団体は、 色々 な出来事を共に分かち あ っ
た家族の よ う だ っ た。

以前は職場ヘメ ー ルが一通 も 届かない時 も あ っ たが、
今は た く さ んのウチ ナ ー ンチュの メ ー ル の返事を楽し
み に待 っ て いる。

沖縄の人々 の団結力と礼儀正しさ 、 き れい な通 り 、
分か り 易い交通案内、 老人への尊敬、 こ れ ら を持ち合
わせた こ の素晴 らしい街で過ごした日々 を忘れる こ と
は な いでし ょ う 。

こ の素晴 らしい企画 を可能 にして く れた全て の人々 、
ま た沖縄県へ感謝申し上げ ま す。
本当 に あ り がと う ござい ま した。 そして、 私は こ の よ
う な企画がずっ と続 き 、 世界中のウチナ ー ンチュが も
っ と き ずな を深め、 互いの距離が縮 ま る こ と を望み ま
す。

Comienzo contandoles la s011)resa que experimente 

cuando conoci de la posibilidad de visitar la tierra de 

mis antepasados, siempre me parec.io un sueiio lejano 

casi in1posible de realiz紅， hice los  tranutes para el 

v iaje con cierta inseguridad, solo me senti confiada 

cuando ya es均ba en el a vion de 1a JAL. Cuando 

llegamos Narryman y yo a 'lbltio apenas pudimos 

dormir de lo emocionada que estabamos, a pesar del 

cansancio luego de tantas horas de vuelo Habana/ 

Mexico/ Canada/ Tokio, conciliar el sueno resultaba 

bien dificil, eran muchas las interrogantes que nos 

planteabamos, conociamos mucho de Okinawa, de su 

gente, su ciudad, sus costumbres, su cultura en 

general, pero todo esto lo conociamos por anecdotas, 

por peliculas, documentales, libros, que siempre es 

bien diferente a la realidad. Con solo estar medio dia 

en Okinawa te percatas que todo lo maravilloso que 

te ban contado de esta ciudad es cierto que su gente es 

maravillosa, su forma de vida se distingue entre 切das

las de otros paises. 

En Okinawa encontramos descendientes de diferentes 

latitudes del mundo, con un asombroso parecido tanto 

fisicos como culturales. Sen血os un poco de celos por 

lo organizada que se encuentran las sociedades de 

Okinawenses en el mundo, en Cuba recien estamos 

organizando nuestra sociedad. 

El a:fio pasado estuvo en Cuba un joven okinawense, 

vino aca a estudiar esp紅iol, hicimos gran a:finidad, me 

refiero a Kenta 'lbmiy皿a, este jove regreso a Japon 

con el proposito de encontrar a mi familia, familia con 

la que nunca habi祖nos tenido contacto, solo teni皿OS

de ellos algunas fotogra:fias y unos deseos inmensos de 

encontrarnos, esto fue en octubre del 2001, trascurria 

el tiempo Kenta y yo nos comunicab皿os con cierta 

frecuencia, pero la busqueda continuaba siendo 

infructuosa, cuando solo faltaba una semana para el 

inicio del Junior Study Tour, me comunico que 

finalmente habia podido encontrar a mi tia, la sorpresa 

fue inmensa, parecia algo de novelas, tenia mis 

reservas de que pudiera existir alguna equivocacion, 

Kenta ofrecio datos que no dejaban lugar a 

dudas, por lo que el viaje a Japon era 

superior a lo maravilloso, visitar la tierra de mis 

abuelos paternos, compartir con uchinanchus de todo 

el mundo y como si fuera poco conocer a mi fan1ilia. 

En el aeropuerto de Okinawa recibimos un caluroso 

recibiiniento, f皿 iliares, 叩gos, estudiantes del 

idioma japones que compartirian con nosotr.·os el Tour, 

y los organizadores del evento que desde el primer 

momenta se portaron e対rernadan1ente preocupados 

por cada deta l le .  
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Muy pronto nos familiarizamos con todos los 

int.egrant.es de la delegacion, todos habiamos llegado a 

0血awa con miles de espectativas, pero por sobre 

todas las cosas, con muchos deseos de comunica:rnos, 

de conocernos, saber como viviamos cada uno de 

nosotros en nuestros paises. Result.aha una 

experiencia de lo mas int.eresante, no todos podiamos 

comunica:rnos completamente en japones por lo que 

hablamos unas palabras en japones otras en ingles, 

portu四es會 espa:fiol, siempre tuve t.emor por el idioma曹

pero el idioma no constituyo barrera alguna, durante 

el Tour nio solo aprendimos algo mas de japones sino 

que aprendimos varias palabras en otros idiomas. El 

programa del Tour est.aha realmente apretado mucha 

actividad desde las 8 de la ma:fiana, en ocaciones nos 

sentiamos agotados pero era tanto lo que deseabamos 

saber unos de otros que al llegar al hot.el en lugar de 

descansar continuabamos el intercambio. Conocimos 

muchos sitios bonitos e int.eresant.es, el clima, la 

vegetacion, y la naturaleza en general de Okmawa es 

muy similar a la de Cuba, en las casas hast.a las 

mismas plantas hornamentales. A mi en lo particular 

me agradaron mucho todos los sitios que visitamos 

pero entre todos debo resaltar el Parque Memorial de 

la Paz, en el pudimos profundizar nuestros 

conocimientos de la guerra, las exposiciones que alli se 

muestran te trasladan hast.a esos di:ficiles momentos 

que vivieron los o血awenses, comprendes porque ban 

podido alcanzar tal grado de desarrollo, porque su 

solidaridad y sus constant.es esfuerzos por hacer un 

mundo de paz y prosperidad, con la muestra del video 

de las imagenes de la guerra todos quedamos muy 

constemados, solo pocos pudieron cont.ener las 

lagrimas. 

Cada noche nos reuniamos para coordiuar el programa 

del siguient.e dia, y ademas relatar las experiencias del 

dia, a pesar de estar lejos de la familia, en mi caso de 

mis hijos, nos sen血OS

siempre como en nuestra casa. El Sr Naito se mostro 

al igual que el resto de los organizadores muy atento y 

preocupado por cada detalle que pudieramos necesit紅，

todas las actividades estuvieron muy bieu organizadas 

y cumplieron su objetivo .  

Cum1do conversaba con mi amigo Kenta acerca de todo 

lo nuevo que conocia, no podia dej紅 de compadecerlo 

por el tiempo que estuvo fuera de Okinawa, donde 

debio extrafi.ar mucho la deliciosa cornida okinawense, 

esto fue algo que me iropresiono muchis血o, al punto 

que al llegar a mi pais estuve 3 dias sin apetito, no 

encontraba sabrosas las cornidas criollas que desde 

血a he cornido, y no es que la cornida cubana no sea 

sabrosa es caso es que la okinawense supera a rnuchas 

cocinas internacionales en 宦an rnedida. 

La fiesta de despedida fue triste, en esos 10 dias nos 

compenetramos mucho. era dificil aceptar oue no 

continuaramos juntas algunas jomadas mas, nos 

intercambiabamos direcciones, foto宦afias, abrazos, 

presentes a modo de recuerdo, la delegacion que habia 

llegado a Okinawa dias atras ya no era tal sino una 

familia 宦ande, linda, con muchas cosas en comun 

para cornpartir, con rnuchas historias aun por contarse 

y con muy pocos deseos de separarse. No habia llegado , 

a mi trabajo que es donde tengo el Email y ya tenia 

varios Email de uch:inanchus esperando su respuesta. 

Nunca podre olvidar los momentos que vivi en esa 

maravillosa ciudad, la cortesia y la solidaridad de su 

gente, sus calles liropias, el desarrollado sistema de 

sefi.alizacion en las calles, las tiendas y todos los 

establec血ienねs en general que no permiten que te 

sientas perdido, el respeto a los ancianos. 

Estoy eternamente a臣adecida por todo lo que vivi por 

esos dias, a todas las personas que hicieron posible un 

proyecto tan hermoso, al gobierno de Okinawa. 

Muchas, muchas 臣acias a 叫os, ojala que estos 

encuentros puedan continuar efectuandose y que t.odos 

los uch:inanchus del rnundo estrechen con mas fuerza 

los lazos que los unen. 
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呉屋 君子
Kimiko Goya 

北米沖縄県人会
1 世

『 自 分の ル ー ツ を 学 習 す る チ ャ ン ス』

強 い 日 差 し の も と で怪我 も 病気 も な く ジ ュ ニ ア ス タ
デ イ ー ツ ア ー は 無事 に 終了 し 、 帰 国 し た 今 は 色 々 楽
し か っ た 思 い 出 に 耽 っ て お り ま す 。
国 際交流課の 皆様 に は 大 変 お 世話 に な り 本 当 に 有 り
難 う ご ざい ま し た 。 し つ か り チ ー ム ワ ー ク の と れ た

今 回 の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に は と て も 感動 致 し ま し た 。
参加者 は こ の 体験 を 通 し て 沖縄 の 文化 ・ 歴 史 ・ 社会 を 学習 し 、 又 、 自 然学習 で は 、 や ん ば る エ コ ツ ア
ー を 、 平和学習 で は 南部戦跡 を 回 り 本 当 に 色 々 と 勉強 さ せ ら れ る 体験 ツ ア ー で し た 。
も う す で に ハ ワ イ 出 身 の マ イ ケ ル 君 が発起 人 と な り イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 し て 写真 入 り で情報収拾 を 開
始致 し ま し た 。 こ れ を 機 会 に 母県沖縄 と の 絆 を 深 め 海外及 び沖縄や 日 本 か ら の 参加者 と の 交流 を 広 げ
又 、 次世代 の 人材育成 に 貢献 し て 欲 し い と 願 っ て お り ま す 。
私 と 同 行致 し ま し た ク リ ス テ ィ ン 様 は ス ポ ー ツ の サ ッ カ ー で奨学金 を 獲得 し 近 日 中 に オ レ ゴ ン 州 の 大
学へ行 き ま す がそ こ で 日 本語 の 課 目 を 選択す る と 機内 で話 し て お り ま し た 。 そ の こ と を ク リ ス テ ィ ン
の 御 両親 に 話 し ま し た ら 「 た っ た 一 週 間 で こ ん な に 人生観が変 わ れ る と は … よ っ ぽ ど楽 し く 充実 し た
ツ ア ー だ っ た ん だ ろ う 。 」 と 喜 ん で お ら れ ま し た 。 現役 の 大学教授 も お ら れ る 家系 の お 嬢 さ ん だ か ら 将
来必ず 日 米 の か け橋 と な り 大 き く 飛躍 し て く れ る 事で し ょ う 。
帰 国 の 際 に は 今 ま で全然面識 も な か っ た 方 々 か ら 沢 山 お 土 産 も 頂 き 本 当 に 恐縮致 し て お り ま す 。 特 に
琉球民謡協 会顧 問 の 山 里勇 吉先生か ら ミ ン サ ー の 帯や カ セ ッ ト テ ー プ を 頂 き 、 沖縄 カ ナ ダ協 会事務局
長 の 川 上様か ら は ミ ン サ ー の ハ ン ド バ ッ グ 、 CD そ し て 黒砂糖等 を 頂 き 、 ク リ ス テ ィ ン の 親戚 の 方 、
そ し て ペ ル ー 出 身 の ひ ろ し 君 の 親戚 の お ばあ ち ゃ ん か ら 手製 の ク ラ フ ト を 頂 き 又 「手作 り の 漬物 は と
て も 美味 し い か ら 持 っ て 行 っ て ね 。 」 と 言 わ れ た と き は と て も 嬉 し い や ら 困 惑す る や ら で本 当 に ウ チ ナ
ン チ ュ ー の ス ピ リ ッ ト に 触 れ た 思 い で胸 が厚 く な っ た も ん で す 。 以上 の 皆様 に 、 も し お 会 い す る 機械
が ご ざい ま し た ら ど う ぞ宜 し く お 伝 え 下 さ い 。
内 藤 さ ん が沖 縄が大好 き で骨 を 沖縄 に 埋 め る つ も り と お っ し ゃ っ た そ の 気持 ち が理解 出 来 る 様 に な り
ま し た 。
最 後 に な り ま し た が、 毎 日 は つ ら っ と 楽 し く 学習 を し て い ま し た 参加者 た ち が平和祈念資料館 で 映画
や 写真 を 鑑賞 し て 涙 し 、 又空港で は 別 れ を お し み ハ ッ グ し な が ら 涙 を 流 し て い る の を 見 て 彼 ら の 多 面
性 を 垣 間 見 た よ う で感動 の 連続で し た 。
内 藤 さ ん 、 大城 さ ん 、 銘 苅 さ ん 始 め ス タ ッ フ の 皆様 は 本 当 に い た れ り つ く せ り で私達 を 接待 し て 下 さ
り 人生最高 の 一 週 間 を 過 ご さ せ て 頂 き 心 か ら 感謝 申 し 上 げ ま す 。 と て も 思 い 出 深 い 有意義 な ツ ア ー で
ご ざい ま し た の で何 の 要望 も ご ざい ま せ ん 。 ど う か 来年 も 是非予算 を 紐 ん で頂 い て 日 本 や 海外 の 若 い
世代 に 自 分の ル ー ツ を 学習 す る チ ャ ン ス を 与 え て 欲 し い と 切 に 希望 し て お り ま す 。
そ れで は 皆様 の 益 々 の 御 活躍 と 御発展 を 祈念 申 し 上 げ、 感想文 と さ せ て 頂 き ま す 。
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大 城 順市
Junichi Oshiro 

北加沖縄県人会
1 世

硬 に 素晴 ら し い ツ ア ー に』

今回 の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー の 7 日 間 は 、 引
率者 と し て 参加 し ま し た 私 に と り ま し て も 一 生 に 残
る 思 い 出 と な り ま し た 。

私達、 海外移住者 （ 県 人会） は 、 そ の 子息 ( 2 世
~ 5 世 ま で育 っ て い ま す 。 ） に 、 彼 ら の ア イ デ ン テ ィ

テ ィ ー の 確立 に ど の よ う な 機会 を 、 勉 強 の 場 を 与 え ら れ る かが、 最 大 の 課題で も あ り ま す 。 今 回 第 2

回 、 沖縄県 の 企画 し ま し た ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー は 、 そ の 意味で最高 の 場 を 私達 に 与 え て く れ た
と 感謝 し て い ま す 。

そ し て 、 2 4 時 間 体制 で対応 し て 頂 い た 国 際交流課 の 皆様 に は 並 々 な ら ぬ努力 と 行動 力 に 心 か ら あ
り が と う を 言 い た い と 思 い ま す 。 そ う い う 国 際交流課の 皆 さ ん の 姿 を 見 て 私達海外参加者 、 特 に 引 率
者 は 何 か 自 分 た ち も 役 に 立 て れ ば と 共 に協 力 し 、 今 匝 、 大成功 に 終 え た の で は な い か と 思 っ て い ま す 。

さ て 第 一 日 目 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン か ら 海外参加 の 子供達 と 県 内 外 の 子供達が、 ハ キ ハ キ と 自 己紹
介 し 、 そ し て 自 分 た ち で作 っ た プ ロ グ ラ ム （ ゲ ー ム 等 ） に よ っ て 、 交流 を 深 め 、 言葉や 国境 を こ え た
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が成 り 立 ち 、 初 日 か ら 互 い に 慣 れ親 し ん で い た こ と は 、 本 当 に子供達の パ ワ ー と
子供達 の そ の 無 限 の 可 能性 を 感 じ 、 と て も 感動 し ま し た 。 そ の 時 に 、 是非海外参加 の 引 率者 の ミ ー テ
ィ ン グ等 も あ っ て も よ か っ た の で は な い か と 思 い ま し た 。

い よ い よ 2 日 目 か ら プ ロ グ ラ ム （ 勉 強 会） が は じ ま っ た わ け で す が、 戦争 と 平和 の 学習 を は じ め 、
琉球王 国文化、 芸 能体験、 民芸 品 作 成 、 沖 縄の 自 然学習 等 、 た い へ ん 充実 し た 内 容 だ っ た と 思 い ま す 。

そ の 中 で私 が一番難 し く 思 い ま し た の が、 戦争 に つ い て の 学 習 の 時 で し た 。 冒 頭 に 鑑賞 し た 戦争 に
つ い て の 映画 を 子供達 に 通訳す る 時 、 そ の 内 容 は 非常 に 生 々 し く 、 私 自 身 も 時 に 画面 か ら 目 を そ む け
ざ る お え な い も の で 、 子供達 に は き び し い 内容 だ っ た の で は な い か と 思 い ま し た 。 も う 少 し 、 目 的 や
年齢 を 考慮 し 、 映画 を 選択す る か 、 も し く は 別 の 勉 強方法、 例 え ば戦争体験者 の お じ い 様 や お ばあ 様
方 々 を ま じ え た デ イ ス カ ッ シ ョ ン 形式 （ 小 グ ル ー プ に 分か れ て ） で話 し 合 う 等 、 再考す る 必要 が あ る
と 思 い ま す 。

芸能体験 に プ ラ ン さ れ た 舞踊 、 空手、 三線 は 良 か っ た の です が 、 鑑賞す る の がエ イ サ ー 太鼓の み で 、
し か も シ ョ ー 的 に 構成 さ れ た エ イ サ ー で し た の で 、 次 回 は 是非 、 本場の 琉球舞踊 （古典 を 含め ） 、 そ し
て 各地元 に 伝 わ る エ イ サ ー （本番 で 町 や 村 を ね り 歩 く ） を 見せ て あ げた ら と 思 い ま し た 。

食事 は 、 当 番 制 で 良 か っ た と 思 い ま す が、 次 回 は ビ ー チ サ イ ド で の バ ー ベ キ ュ ー を 考 え て は ど う か
と 思 い ま し た 。
あ と 、 ホ ー ム ス テ イ が最終 日 前 の 一 日 だ け の み で し た の で 、 も し 可 能 で あ れ ばも う 二 、 三 日 増 や し て
い た だ け れ ば子供達 も 異 な っ た お の お の の 学 習 が出 来 る の で は な い か と 思 い ま す 。

最 後 に な り ま す が、 私 達 は 引 率者 と い う 名 の も と に ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に 参加 し ま し た が、
時 に 引 率者 と そ の 子供が離 れ ば な れ の グ ル ー プ に な る こ と があ り ま し た の で 、 そ れ は 再考 し て 頂 け れ
ば と 思 い ま す 。 私達 は あ く ま で も 県 人 会代 表 で そ の 親御 さ ん か ら お 子 さ ん を 預 か っ て き て い る わ け で
す か ら 、 何時 も そ の お 子 さ ん を 見 て い る と い う 事 は 、 私 達 引 率 者 の 責 任 の 一 つ だ と 思 う か ら です 。 ま
た 、 こ こ 海外 の 地元 で も な か な か 一緒 に 行動 し た り す る こ と がで き る わ け で も な く 、 こ の ジ ュ ニ ア ス
タ デ イ ー ツ ア ー を 通 し て 、 そ の 子供達 と 交流 し 、 そ の 中 で 県 人 会 の 役 割 、 ス タ デ イ ー ツ ア ー に 参加す
る 意味 な ど 、 も っ と 深 く ほ り さ げて 子供達 に 伝 え る こ と が出 来 る の で は な い か と 思 い ま す 。 実 際 、 往
復 の 航空 機 の 中 で は 、 努 め て そ う い う 話 は し て い た の で す が。 又 、 引 率者 と い う 名 称 、 別 の 名 に し て
も い い か と 思 い ま す。 例 え ば、 ア ド バ イ ザ ー 、 等 々 … 。 以上 、 私 の 感想 と 意見 を 述べ ま し た 。
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藤田 み ど り
Midori Fujita 

ト ロ ン ト 球陽会
1 世

耽見野 も 大 き く 広が っ た ツ ア ー 』

引率者として招待 さ れ、 今年のジュニアスタディ ー

ツアーに参加で き た こ と を大変光栄に思い ま す。 そし
て心か ら 感謝申し上げま す。 内藤 さ ん、 大城 さ ん、 津
覇 さ ん、 そしてスタ ッ フ の皆様、 こ の素晴 ら しい ツア
ー の成功 を お祝い申し上げます。 皆様がこ の ツアー を
成功 さ せ、 多 く の成果を上げ、 参加者を楽しま せるた
めに数え切れな い ほ どの時間と多大な労力 を費や さ れ
た こ とと思い ま す。

こ の機会 を持ち ま して、 皆様の ご尽力に、 そしてウ
チナ ンチュとして温か く 受け入れて く だ さ っ た こ とに

対して深 く お礼申し上げま す。

人生のほとん ど を 欧米で過ごした も のに と っ て 、 今
回の ツアー は大変ために なる も のであ り 、 私 自 身の視
野 も大き く 広げて く れ ま した。 と り わけ、 歴史 ・ 文化
学習、 そしてエ コ ロジー ツアーにおいて は大き な収穫
があ り ま した。

ま ず歴史 ・ 文化学習について触れたいと思い ま す。
私が知っ ていた沖縄の歴史とい う も の は、 西洋の視点
か ら 見た一方的な も のであ っ た こ とに気付か さ れ ま し
た 。
沖縄の文化がこ ん なに奥深い も のである事、 昔、 国際
的 な貿易で栄えていた事な どは全 く 知 り ま せんでした。
その よ う な史実は世界史の ク ラスでは全 く 教え ら れて
い な い こ とです。 ま た、 沖縄戦に関して も 、 第二次世
界大戦において沖縄は激戦地であ り 、 多 く の兵士た ち
がその命を落とした、 と簡単にしか伝え ら れて い ま せ
ん。 沖縄戦の被害者達の声や彼 ら の証言は、 覆い隠 さ
れてい ま した。 しかし、 こ の ツアー を通して、 私 は悲
劇 を体験しだ沖縄の人々 の声 を 聞 き 、 学ぶ こ とができ
ま した。
今、 私 はウチナ ンチュであるとい う こ とがど う い う こ

とか理解で き ま す。私達の祖先は強い精神力 を持っ て、
荒廃した土地 を 世界に名だたる地へと変えてい き ま し
た（沖縄は G 8 サ ミ ッ ト が開催 さ れ、 各国首脳そして
世界中の人々 が注 目 するにふ さ わしい地だっ たと思い
ま す） 。 その姿は ま るで、 廃墟か ら 立 ち上がる美し く 気
高い不死鳥 を思い出 さ せ ま す。 そして私がウチナ ンチ
ュである こ と を誇 り に思 っ て いる理由の一つで も あ り

ま す。

ェ コ ツアーでは、 精神的な面か ら も 自 然 を満喫する
こ とが出来たと思い ま す。 沖縄の海が美しいとい う 事
は知っ て い ま したが、 沖縄の 山に い く の は私に と っ て
も 初めて の経験でしたので、 その美しさ に恐れ さ え感
じま した。 私が移住したカナ ダとい う 国 も ま た、 雄大
な 自 然とその美しさで知 ら れて い ま すが、 そ れに少し
う ん ざ り して い た感 も あ り ま した。 しかし、 こ の祖先
の地である沖縄の、 豊かな緑の 中に 身 を置 く とい う の
は、 尊い経験でした。 滝の水音、 セ ミ や鳥の鳴 き 声が
響 き ながら も 、 深い緑に包ま れた森の静け さ 、 母なる
自 然に包 ま れ、 安 ら ぎと一体感を感じま した。 沖縄の
人々 がこ の聖域を守 り 続け、 後世に残して く れる こ と
を祈 り ま す。

聞いて い た だけるな ら 、 私の方か ら 主催者側に ち ょ

っ とした要望があ り ま す。
事前に ミ ニ講座 を 開いて ビデオ を見せた り 、 野鳥や昆
虫、 植物その他に関するパ ン フ レ ッ ト を 配布して は ど
う ですか ？ 鳴 き 声や存在を感 じるこ とがで き て も 、 そ
れが ど う い う 姿をして いるのかわか ら ず残念でした。
ち ゃ んと見て み な く て は忘れてしま い ま す。 沖縄の野
烏の本を購入する機会 があ っ たのですが、 蝶や昆虫に

つ いて ま では掲載 さ れて い ま せんでした。

最後に、 こ の ツアー は芸術的 に も 文化的に も 多 く の
も の を私達に与えて く れ ま した。 と り わけ海外か ら 来
た生徒達に と っ て は感謝すべ き も のに な っ たと思い ま
す。 ツアー は、 エ キ サ イ ティ ン グでとて も 楽し く 、 私
達 を 一つにして く れ ま した。

芸術や文化は、 言語の壁 を 超える橋と な り 、 コ ミ ュニ
ケーシ ョ ン を とる う えで最高の手段と な り ま した。

ジュニアスタデイ ー ツアー の プロ グ ラ ムすべて、 私
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が今 ま で参加 し た どれ よ り も 豊かで実 り 多 き も ので し
た。 こ の ツ ア ー に メ ン バー と し て参加で き た こ と は本
当 に幸運です。 こ の ツ ア ー が継続 さ れ、 多 く の ウ チナ
ン チ ュが、 私達の よ う に素晴 ら し い恩恵 を受ける こ と
が出来 る よ う 祈念い た し ま す。

次回の プロ グ ラ ム の た め に 、 い く つか改善 し て欲 し い
点 を ア ドバ イ ス 致 し ま す。
1 ,  海外茎合加者、 特に女の子に個室風呂 を 強 く 要望 し

ま す。 日 本のや り 方 も あ る と 思い ま すが、 海外か
ら 来た も の に と っ で慣れて い な い こ と を 強要す
る の は良 く な い と 思い ま す。 共同風呂 は、 海外参
加者に は絶対 に お勧め し ま せん。

2 , 沖縄 ま で 2 4 時間以上 も かかる旅には、 プロ グ ラ
ム の前 日 に 1 日 は休息の 日 が必要です。 睡眠不足
は次の 日 か ら の プ ロ グ ラ ム に影響が出 る と 思い
ま す。

3 , 引率者 と 生徒の部屋は別 に し た方がい い と 思い
ま す。 夜遅 く ま で続 く 若い人のお し ゃべ り で眠れ
ず、 結果、 引率者の睡眠不足に な っ て し ま い ま す。

4 , 参加者、 特に海外参加者に買い物 を す る 時間 を与
え た方がいい と 思い ま す。 お土産 を 買 っ た り 、 お
店 を 見る こ と に よ っ て、 沖縄の産業物の勉強 に も
な る と 思い ま す。

終わ り に 、 こ の素晴 ら し い プロ グ ラ ム に携わ っ た方々
に 、 そ の働 ぎ と 努力 に感謝申 し上げま す。

To be invited as a chaperon to participate in this 

year's Junior Study Tour was an enormous honour 

and a privilege to which I wish to express my 

heartfelt gratitude and appreciation. Mr. Naito, 

Mr. Oshiro, Ms. · Tsuha, and the staff of Junior 

Study Tour are to be congratulated and commended 

for the success of the program. Undoubtedly a 

countless hours of hard work and spirit went into 

making this program into a success and the 如rit of 

their labour was enjoyed by all participants. I 

wish to talce this opportunity to express my deepest 

appreciation for all your hard work and thanlc you 

also for your wann Uchinanchu reception. 

and an eye opener for me. From Olci.nawan 

history to culture and ecology s叫y I have learned 

a great deal. Firstly, history lesson: What I know 

of or I should say, what I knew of an Okinawan 

history, I realize now was very much a one sided 

(westernized) version. I had no idea of the depth 

and breath of Okinawan cultural and commercial 

exchange taking place on an international level 

e:x:isting so far back into history. This historical fact 

is completely missing from the text of world history 

class. The Battle of Okinawa during WWII is 

briefly mentioned as the fiercely fought battle of 

Pacific with many soldiers lives being lost, but the 

tragedy endured by the victims (Okinawans) is 

glossed over and mentioned almost as a footnotes. 

Through this tour I have learned the other version, 

the vic血s story, of the tragic history of the WWII. 

Now I understand what it means to be an 

Uchinanchu. The strength and the spirit of my 

Uchinanchu forefathers to have overcome such 

devastating tragedy and to rise and rebuild 

Okinawa into a world class stage that it is today 

(good enough to stage GS Summit of the world 

leaders and for all the world to see) conjure up 

an imagery of a beautiful and graceful phoenix 

rising from the ashes of the ruined. For this I feel 

extremely proud and honoured to be one of the 

descendants of the Uchinanchu. 

The Eco Tour was very physical from sensory and 

spiritual point of view. I have always known the 

beautiful beaches of Oltinawa, but the lush 

mountainous area of Oltinawa was a first 

experience for me and I was awe struck by its 

beauty My adoptive country of Canada have great 

many natural beauty and I have become jaded by it, 

but to be in 01血awa of my ancestral land and to 

stand in the midst of green lush forest was an 

indescribable spiritual experience. The sound of 

the waねrfall m訟ed with the cry of semi and birds 

and yet you can feel the quiet of the forest 

enveloped by the lush greenery. It was as though I 

was in the proねctive wrapture of mother nature 

For a person who spent most of her life in the west, herself ; a sense of peace, safety and belonging. I 

thi.s sLc1dy tour was a great educational opportcu1i切 hope the Oltinawan people wil l  continue to protect 
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this sanctuary so that it will remain as one of the 

treasures to pass on to our future generations. 

There is one request I wish to make to the 

organizers, if I may That is, please have a mini 

prep session the night before the eco tour in the 

form of video presentation or a pamphlet handout 

with some description of native birds, insects, and 

vegetations, etc. I could hear their cries and 

presence and yet I was not lucky enough to see 

what they look like. Not knowing what they look 

like was like going home with a missing link. I 

was able to purchase a book on Okinawan native 

birds before leaving Okinawa but was unsuccessful 

in obtain.mg book on insects and butterflies. 

Lastly, the artistic talent and cultural gifts this tour 

presenねd to us, especially to the in杞rnational

students, was much appreciaねd. It was very 

exciting, en記rtaining, and hannonious to all. A汎s

and culture bride language barrier, and it's the 

best communication tool of all. 

All in all this Study Tour has been the most 

e血ch:ing and rewarding pro如am I have ever 

participated. I believe the participants of this Tour 

were truly fortunate to have been a part of this 

宦eat pro宦am. I highly recommend that this 

pro宦am continue into the future so that many 

more Uch:inanchu could reap the benefit as I and 

the other participants of 2002 have. 

Some recommendations I wish to make to improve 

future progr紅n are:

1. I would strongly advise that there be a private 

bathing facilities made available to the overseas 

participan誌， particularly for the female 

participants. W面le we respect the Japanese way 

of bathing, a method of personal hygiene is such a 

personal and private matter that it should not be 

forced upon to accept or be changed from our usual 

way. Public "ofuro" is defuritely not recommended 

for the overseas pa汎icipan区

2. Wl1ere a travel tune to Olcinawa takes more tba.n 

24 hours, there should he a one day rest period 

before commencement of the program. From 

Canada and Eastern U.S. it took day and a half to 

arrive in Okinawa. Sleep deprivation can be a 

major negative effect on the performance of the 

following day 

3. The logic behind having chaperon share 

sleeping quarters with ten or more students seems 

acceptable on the surface, however, it does not work 

well for the chaperon. This arrangement created 

another sleep deprivation caused by noisy 

talkativeness of the young people. 

4. There should be some time set aside for the 

participants, particularly for the overseas 

participants, for "omiyage shopping''. Omiyage is 

an integral part of 01血awan cultural activities 

which overseas Uchinanchu ねkes very seriously. 

Omiyage give and take is an expression between 

people that's been in practice for generations and 

should not be considered a frivolous activities. 

Added educational benefit to this is that we can see 

and appreciate what l血d of artistic/commercial 

items are available in Okinawa, thus understand 

Okinawan industry. 

In closing, I wish to thanlc again the people involved 

in organizing this great program for their hard 

work and dedication. 

Sincerely, 
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否
エ ス テ ー ラ ア レ ホ
ア ド ル フ ォ
Estela Alejo Adolfo 

フ ィ リ ピ ン 沖縄県 人会
2 世

『沖縄子弟 で あ る こ と の 誇 り 』

午前 9 時半にマニ ラ を 出発、 台湾 を経由 して、 私が
引率す る ミ ッ シ ェ ル ・ ペベニ ト と ジ ョ ネ ロ ベス ・ イ グ
ナ シ オ と 、 午後 7 時つい に那覇空港に到着 し た。 空港
では、 国際交流財団のス タ ッ フ が横断幕 と フ ィ リ ピ ン
の国旗を持っ て、 温か く 迎え て く れた。 私達は空港か
ら 1 5 分 く ら いの所に あ る ハ イ パー ホ テ ルヘ と 向かっ
た。 次の 日 の午前中 は 自 由時間が有 り 、 興奮 していた
私達は、 ホ テ ルの向かい にあ る ジ ャ ス コ シ ョ ッ ピ ン グ
モ ー ルヘ向かっ た。 昼食後、 皆、 ホ テ ル の ロ ビー に集
合 し、 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の為、 財団へ と 向かっ た。
そ こ で、 沖縄の地図やパ ン フ レ ッ ト 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ
イ ー ツ ア ー の T シ ャ ツ 、 参加者達に は学習 キ ッ ト も 配
ら れた。 始め に、 日 本 も 含め、 1 0 カ 国か ら 来た参加
者達の 自 己紹介があ っ たが、 ほ と ん どの海外か ら の参
加者があ ま り 日 本語を話せなかっ たので、 引率者達は
通訳 も し な ければな ら なかっ た。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
後、 私達は那覇か ら 3 0 分程かかる 糸満にあ る ホ テ ル
ス ポー ツ ロ ッ ジに向かっ た。部屋は典型的な 日 本式で、
海外茎き加者達は と て も 驚いた。 一部屋 1 0 ~ 1 2 人用
で、 ベソ ト ではな く 、 自 分た ち で布団 を敷かな ければ
な ら なかっ た。 一番驚いた こ と は、 公共風呂、 大浴場
に入 ら な ければな ら な かっ た こ と だ。 私 を 含め、 ほ と
ん どの海外参加者は、 それを拒否 し た。 ス タ ッ フ の気
分を害 し た く なかっ たので、 私達は内緒で部屋にあ る
浴室を交替で使っ た。 それか ら 、 9 時に ミ ー テ ィ ン グ
があ り 、 私達引率者は、 日 本の文化 を学びたいが、 大
浴場だけは私達に は ど う し て も 受け入れ ら れない と ス
タ ッ フ の方に説明 し た。 彼 ら は、 私達の言い訳を理解
し て く れ、 部屋の浴室の使用 を認め て く れた。 その 日
の午後は、 交流プロ グ ラ ム があ り 、 沖縄の学生ボラ :
テ ィ アが、 と て も 準備 さ れた プロ グ ラ ム やゲー ム で私
達を楽 し ま せて く れた。 ま た、 参加者達 も それぞれの
出 し物 を披露 し、 その気取っ た雰囲 気の な いパー テ ィ
ー が終わ る 頃 に は 、 皆、 仲良 く な っ て い た。

7 月 2 3 日 、 二 日 目 か ら忙 しいス ケ ジュ ー ルが始ま っ
た、 9 時半に ホ テ ル を 出発 し、 県庁 を表敬訪問 し た。
副知事が私達を迎え て く れ、 公式に紹介さ れた。 その
後、 県庁内 と 議会棟内 を案内 して も ら っ た。 昼食後に
は、 1 グル ー プ 7 ~ 8 人で、 各グル ー プに 2 人の学生
ボラ ン テ ィ アが私達に国際通 り と 市場を案内 し て く れ
た。 一時間半程散策 し た後、 私達はバス で首里城に向
かっ た。 そ こ では 日 本語の専門 ガ イ ドの方が案内 し て
く れ、 沖縄の歴史を学んだ。 沖縄が本上 と と て も 異な
っ た独特の歴史があ っ た こ と を 知 ら な か っ た。
三 日 目 、 平和祈念公園 を訪れた。 そ こ は ア メ リ カ の人々
が自決の崖 と 呼んでいた。 第二次世界大戦の衝撃的な
ビデオ を見た。 その後、 資料館の 中 を見学 し、 戦争に
生 き 残っ た方の案内で公園内 を 回 っ た。 昼食後、 琉球
ガラ ス と 琉球漆器作 り を体験 し た。 出来上がっ た作品
は、 最後の 日 のサ ヨ ナ ラ パ ー テ ィ ー で渡 さ れた。
四 日 目 、 玉泉洞 を訪れ、 それぞれ希望のサ ン シ ン 、 琉
球舞踊、 空手の レ ッ ス ンがあ っ た。 私の引率 し た ジ ョ
ネ と ミ シ ェ ル は 、 舞踊 を選んでいfふ練習が終わ る と 、
参加者全員がそれぞれ習 っ た も の を発表 した。その後、
洞窟 を 回 り 、 昼食後に は、 沖縄で も 人気のエ イ サ ー の
見学 と レ ッ ス ン があ っ た。 それを見ていた台湾か ら の
観光客が私達に拍手を く れた。 至泉洞 を 出発 し、 嘉手
納空軍基地へ向かい、 それか ら 黒糖工場見学を して、
それか ら 恩納村 に あ る ペ ン シ ョ ン に到着 し た。 夕食後
に は、 キ ャ ン プフ ァ イ ヤ ー を し た。
五 日 目 は、 と て も 忙 しい 日 だっ た。 私達は、 2 つ の グ
ル ー プに分かれ、 やんばる エ コ ツ ア ー に行っ た。 比地
大滝 を 目 指 し、 一時間ほ ど山道を上 り 下 り し た。 何度
も 階段を上 り 、 引率者達は と て も 疲れていたが、 自 分
の歳を認めた く なかっ たのか、 休憩な し に進んだ。 エ

コ ツ ア ー の後に は、 階段を見 る の さ え嫌に な っ た。 そ
の後、 再び出発地点 に戻 り 、 昼食後にマ ン グロ ー ブの
あ る 慶佐次川 に向かい、 ガ イ ドの方か ら マ ン グロ ー ブ
の種類 と その重要性を学んだ。
六 日 目 、 午前中 は海洋博、 昼食後に ホ ー ム ス テ イ の家
族のお迎えがあ っ た。
七 日 目 、 親戚や、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と 過ご し た。 午後
には、 サ ヨ ナ ラ パー テ ィ ー の準備のため に、 ハ イ パ ー

ホ テ ル に戻 り 、 パ ー テ ィ ー は都ホ テ ルで開かれた。
7 月 2 9 日 、 帰国の 日 。
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こ の ツ ア ー で、 自 分に受け継がれた こ の独特で、 豊か
な沖縄の文化 と 、 沖縄子弟であ る事の誇 り を学んだ。
沢山の人が、 こ の よ う なチ ャ ン ス を体験で き る こ と を
願い ま す。
ま た、 私 に こ の よ う な機会を与え て く だ さ り 、 沖縄県
と フ ィ リ ピ ン県人会に感謝 してい ま す。 最後に、 こ の
素晴 ら し い ツ ア ー を作 り 上げた ス タ ッ フ の方々 に も 感
謝申 し上げま す。
Maraming salamat po at mabuhay tayo! 

After leaving Manila at 9:30 a.m. with stop over 

at Taiwan for four hours, I together with Michelle A 

Pebenito and Jonerobeth C .  Ignacio whom I 

escorted as guardian finally arrived at N aha airport 

at 7 :00 p.m. We were met warmly by the staff of 

Kokusai Ko巧皿；aidan complete with welcome 

banner and the Philippine flag at the airport. We 

proceeded to Hyper Hotel located about 15 minutes 

away from the airport. We were given free time in 

the morning to rest because some of the foreign 

participants had to travel for more than 24 hours. 

Because most of us were too excited, some decided 

to go to the Jusco shopping mall which was located 

just across the street. A知r taking our lunch, there 

we assembled at the hotel lobby at noon to go to 

Kencho for the orientation. We were given 

pamphlets, map of Okinawa, and t- shirts which we 

were to wear for our courtesy call to the governor 

and sayonara party and study tour kit for the junior 

studen誌． Before the orienねtion, all the participanお

were asked to make a short introduction of 

ourselves. The participanお came from 10 countries 

including Japan. Most of the foreign students spoke 

little or no Japanese at all so most of the guardians 

were asked to translate for them. After the 

orienほtion, we checked in at the Hotel Sports 

Lodge in Itoman located 30 minutes away from 

N aha city. We, the foreign participanお got a big 

surprise because the place looked like a 切pical

Japanese style hotel. Ten to twelve people sねyed in

a room with no bed except for futon which we had to 

make ourselves before going to sleep and make- up 

in the morning. The biggest surprise of all was that 

we were asked to take our bath in the ofuro which 

is a public bath where all of us had to take the bath 

in on big bathroom naked. Most of the foreign 

participants including me refused to do so. But 

because we didn't want to offend the organizers we 

decided to take our bath in turns secretly in our 

bathroom inside our room. Then at our nightly 

meeting at 9:00 p.m., we, the guardians politely ねld

them that as much as we would like to know and 

learn about the Japanese culture that the ofuro 

thing was quite a bit hard for us to follow. They 

understood our situation and allowed us to use our 

bathrooms to take our showers but discretely. At 

around 4:30 p.m., we had our cultural exchange. 

The Japanese volunteer students entertained us 

with their well prepared program and games where 

all the students participated and some of the foreign 

students showed their different talents. After that, 

we had our informal welcome get together so that 

all of us could interact with one another. 

Our hectic schedule started on the second day, July 

23. We left the hotel at 9 :30 for our courtesy call to 

the governor of Okin�wa at the Okinawan 

Prefectural Government Office. The governor was 

not able to meet us but instead the vice governor 

welcomed us on his behalf, all of the participants 

were introduced to the official. After the courtesy 

call, we had the guided tour inside the Prefectural 

building and also the assembly. From there, we 

waJked along the famous Kokusai Dori, this is a 

kilometer long street where you can go shopping 

and where we also took our lunch. 

After lunch, we were divided into six groups with 

each group composing of about 7-8 foreign 

participants with 2 Japanese volunteer students 

who served us our tour guide going around Kokusai 

Dori and the wet and dry market. We went around 

for 1 1厄 hours by foot then. After the tour of the 

market, we went to Shurijo Castle by bus. We had a 

guide tour by a professiona l guide in Japanese. This 

is the place where I learned most of the Okinawan 

history. I never realized that Okinawa has a very 

interesting history of its own, very different from 

main land Japan. After Shurijo, we went back to 

the hotel and the students were allowed to go 

s而皿血g at the nearby pool up to dinnertime. 
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On our third day, we visit.ed the Peace Prayer and 

Memorial Park. This is the place where the 

Americans called the Suicide Cliff. They showed us 

the video about World War 2. 

The film was very heart breaking after the video 

showing we went around the museum and park 

with the guide who was one of the survivors of the 

war. 

After this, we proceeded to the Ryukyu Glassware 

where we took our lunch then we were shown how 

to make glassware and all of us took part in making 

one glass cup which was given to us at the farewell 

party. From there we proceeded to the lacquer 

factory where we designed the lacquer ware plat.e, 

this also was given to us on the sayonara party. This 

was the last itinerary for the day. 

On the fourth day, we went to Gyokusendo Village. 

There we were asked to join the class we want.ed to 

att.end. There was sanshin class (Okinawa three 

sting banjo), Okinawa dance, or karat.e. Joanna and 

Michelle chose Okinawan dance. After the lesson, 

all of the particip�ts were asked to perform in 

front of the others what they had learned. After this, 

we toured the underground cave also locat.ed inside 

the Gyokusendo Village. We took our lunch there. 

庫r that, we watched the Eisa dance which is one 

of the most famous and popular dances in Okinawa. 

A且 the dancers have different sizes of drums which 

they play while dancing. After the show, all of us 

were taught how to dance the Eisa, then we were 

asked to perform on stage. W皿e performing, some 

Taiwanese tourists watched us. After seeing us 

perform, they clapped their hands with approval. 

From Gyokusendo Vtllage, we proceeded to the 

Kadena Air Base then to the brown sugar factory 

then back to another hot.el, the Pension Carolina, 
an hour away from the Gyokusendo Village. This 

time, the hot.el is locat.ed at Onna-son, we took our 

dinner there and camped fire near the hot.el after 

dinner. 

The fifth day, July 26 was the most hectic day. On 

this day, we went to the Yambaru Ecology tour. We 

were divided into 2 groups. Our group went to the 

Yambaru natural forest area where Hijitaki wat.er 

falls is found. We had to walk up and down the hill 

for almost an hour. The walk was so tiring for the 

older members of the group because we had to 

climb lots of steep stairs many times. Most of us 

wanted to stop half way but of ego, won't allow us to 

admit that we were that old. After this tour, I really 

hated to see stairs. Upon returning to the starting 

place we took our packed lunch there and proceeded 

to the mangrove reservation area in Kesaji River. 

The guide showed us different kinds of mangrove 

and its importance to nature. From there, we went 

to the pineapple park, then back to the hotel. 

July 27, our 6th day, we went to the Ocean park in 

the morning and after lunch we were picked up by 

the host families for our home stay. 

July 28, 7th day, spent with our families/host 

families. 

We went back to Hyper Hotel at 4:00 pm to prepare 

for the sayonara party. The party was held at the 

Miyako Hotel then we went back to Hyper Hotel 

after the party. 
July29,  the day we came back from the study tour. 

During this tour, I've learned more of my unique 

and rich heritage. I have learned to by proud to 

being an Okinawan descendant. I hope that all the 

members will be able to experience this unique 

opportunity given to us by the Okinawan 

government. 

I thank the Okinawan government and the 

Philippine Okinawan Society for this opportunity 

that was given to me. I shall always cherish this.  

Lastly, I would like to thank and commend kokusai 

Kou:ryu.zaidan especially Mr.Naito and his staff for 

the excellent job for making the Junior Study Tour 

a success. 

Mara.ming salamat po at mabuhay tayo! 
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ロ
橋本 真理
Mari Hashimoto 

星琉会 （ シ ン ガ ポ ー ル ）
1 世

『国 や年令 を 超 え た 友情』

皆様、 お 元 気 で お 過 ご し で す か ？
第 2 同 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー に 、 シ ン ガ ポ ー

ル か ら 引 率 と し て 参加 さ せ て い た だ き 、 本 当 に 貴
重 な 体験 を さ せ て い た だ き ま し た 。 全世界 9 ケ 国 、 関 東や 関 西 、 そ し て 沖 縄 各 地 か ら 集 ま っ た 、 中 高
生 の 参加者、 ボ ラ ン テ ィ ア の 皆様、 内 藤 さ ん や 大城 さ ん や そ の 他 ス タ ッ フ の 皆様、 ホ ー ム ス テ イ を 受
け 入 れ て 下 さ っ た 家族 の 皆様 、 ガ イ ド や 運転手 の 方 々 、 県職員 の 皆様、 ツ ア ー の 行 く 先 々 で取材 し て
く だ さ っ た TV 関 係 者 の 方 々 、 本 当 に 沢 山 の 方 々 で作 ら れ た こ の 素 晴 ら し い ツ ア ー に 参加 で き ま し た
こ と に感謝で い っ ぱい です。

今振 り 返 っ て み て も 沢 山 の 思 い 出 が蘇 っ て 来 ま す 。 シ ン ガ ポ ー ル か ら 参加 し た ナ っ ち ゃ ん は 、 最 初 、
「 日 本 人 の 友達 で き る か ど う か不安』 と ず ー っ と 心配 し て い ま し た 。 そ れが、 初 日 の ウ ェ ル カ ム パ ー

テ ィ ー で仲 良 し 4 人組が出 来上がっ て し ま い ま し た 。 国 際通 り 散策 で は 、 物価価値 の 違 う 参加者 を 気
づか う ル ー ト を 子供達が考 え 出 し て く れ て い た の が印 象 的 で し た 。 首里城で は 、 シ ン ガ ポ ー ル で は 見
る こ と の 出 来 な い 真 っ 青 な 空が心 に 焼 き 付 い て い ま す 。 平和記念館で は 、 ナ っ ち ゃ ん の 親友 と な っ た
沖縄の ア ス カ ち ゃ ん と リ ナ ち ゃ ん が、 沖縄の 悲惨 な 歴 史 を 教 え て く れ て 、 『6 月 23 日 の 唄』 を 歌 っ て
聞 かせ て く れ ま し た 。 琉球 ガ ラ ス を 作 っ た こ と や 、 空手や エ イ サ ー の 体験 も 楽 し か っ た （ 筋 肉 痛 で 年
令 の 差 を 感 じ ま し た ケ ド ） 。 沖縄 と 言 え ば海 ！ と 思 っ て い た 私 に は 、 や ん ばる の 自 然が新鮮で し た 。

9 日 間 の 間 に 、 子供達や 各 国 の 引 率者 の 方 と も 仲 良 く な り 、 国 や 年 令 を 越 え た 友情が生 ま れ た よ う
に 思 い ま す 。 最 後 の 那 覇 空港で ナ っ ち ゃ ん が こ ぼ し た 大粒 の 涙 に も ら い 泣 き し 、 ア ル ゼ ン チ ン の 引 率
者 ダ ニ エ ル が少 年 の 様 に 大泣 き し て 内 藤 さ ん に 抱 き つ き 、 内 藤 さ ん も 赤 い 目 で ま る で お 兄 さ ん が諭 す
よ う に ダ ニ エ ル の 背 中 を た た い て い た 光景が頭か ら 離れ ま せ ん 。

沖縄の 自 然 、 歴 史 、 文 化 、 そ し て 人 間 の 素晴 ら し さ 、 子供達 の 純粋 さ 、 大 人達 の 暖か さ を 感 じ た こ
の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー を 是非 こ れ か ら も 、 状況 の 許す 限 り 続 け て い っ て 欲 し い と 願 っ て や み ま
せ ん 。 ま た い つ か 、 皆様 に 御 会 い す る こ と が有 り ま す様、 そ し て そ れ ま で 、 み な さ ん お 元気で。
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資 料 編

◇受入実績

◇平成 14年度参加者名 簿

◇平成 1 3年度 （第 3 回世界 の ウ チナ ー ン チ ュ 大会） 参加者名 簿

◇制作物

◇参加 申 込書 ・ 引 率者調査表

◇パ ー テ ィ ー 式次第

◇評価 と 反省 ・ 要望点

◇協 力 団体

◇新 聞記事

◇世界で活躍す る ウ チナ ー ン チ ュ



1 受 入 実 績 I 
( 1 ) 海外参加者 ・ 引 率者の 国 別 内訳 【 （ ） は そ の う ち 引 率者の 人数】

年 度 H13 H14 計

国 名 （ウチナーンチュ大会）

ボ リ ビ ア 5 ( 1) 2 7 ( 1) 

ブ ラ ジ ル 7 ( 1) 3 ( 1) 10 ( 2) 

ク （ カ ン ポ グ ラ ン デ） 3 ( 1) 1 4 ( 1) 

ア ル ゼ ン チ ン 5 ( 1) 3 ( 1) 8 ( 2) 

ペ ル ー 5 ( 1) 3 ( 1) 8 ( 2) 

ベ ネ ズ エ ラ 2 ( 1) ゜ 2 ( 1) 

メ キ シ コ 3 ( 1) ゜ 3 ( 1) 

キ ュ ー バ ゜ 2 ( 1) 2 ( 1) 

フ ラ ン ス 2 ( 1) ゜ 2 ( 1) 

イ ギ リ ス 2 ( 1) ゜ 2 ( 1) 

ド イ ツ 2 ( 1) ゜ 2 ( 1) 

米 国（ハワイ） ゜ 2 2 

ク （ ク
，，
アム ） 1 ゜ 1 

，，， （ 本土） 20 ( 4) 6 ( 2) 26 ( 6) 

カ ナ ダ 6 ( 2) 2 ( 1) 8 ( 3) 

フ ィ リ ピ ン 4 ( 1) 3 ( 1) 7 ( 2) 

シ ン ガポ ー ル ゜ 2 ( 1) 2 ( 1) 

計 67 ( 17) 29 ( 9) 96 ( 26) 

( 2 ) 海外参加者 の 世代別 内訳

年 度 H13 H14 計

世代 （ウチナーンチュ大会）

2 世 26 4 30 

3 世 21 ， 30 

4 世 3 7 10 

計 50 20 70 

( 3 ) 県 内 ・ 国 内 参加者内訳

年 度 H13 H14 計

小 中 高 （ ウチナーンチュ大会）

小学生 ， ゜ ， 
中学生 24 13 37 

高校生 17 11 28 

計 50 24 74 
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平成 1 4年度 参加 者 名 簿 I 
海 外

! | I 1 l 当 間 嗣栄 :ウリ シオ
i " ! Mauricio Shiei Touma 
1 2 i高 良 グラウシャ ネンシー

[ u I Glaucia Nency Takara 

名 I 年令 圧弱叶 世代lグループi
I | ＇ | I 14 I 男 1 4世 I A ブラジル
| I 
I 1 6 

i 女
1

3世 A
' 沖縄県人会I 3iit I A I 

県 人 会 名 I 趣 味 • 特技等
三線 ・ 舞踊
数学 ・ 沖縄文化

| 
3 志 I 良堂 ジャケリネ i 1 6 I 女 1 4世 I| A カンポグランデ 日 本歌謡 ・ 民謡

,Jacqueline Shirado i ＇ 沖縄県人会

I 4 米須 トマス | 1 7 男 2世 l
I B タンゴ （ダンス） ・ サッカ ー

Tomas Komesu 在亜沖縄県人

5 島袋 エリアー ナ ビルヒー ニア
女

I
1 3世

連合会 ピアノ演奏17 C 
Eliana Virgm1a Shimabukuro 

6 広 中 山城 ルイス フェルナンド 14 男 4世 B ギター 演奏 ・ 歌 ・ エイサー

Lms Fernando Hironaka Yamagusuku ペルー

7 
ゴンザレス 平良 ハイメ 18  男 3世 C 沖縄県人会

ギター演奏・ 歌 ・ エイサー

Jaime Gonzales Taira 

8 仲里 秋奈 1 7  女 2世 B 料理、 琉球國祭太鼓Akma Nakazato ボリ ビア

， ロニ ー ヴェレス 真栄城 男 3世
沖縄県人会

ギタ ー

Rony Velez Maeshiro 
1 6  C 

1 0  ナリマン ピーニャ フォンテ 1 7  女 4世 C キュ ーバ ピアノNanyman Pina Fonte 沖縄県人会

1 1  
清本 ・ 伊舎良 マッシュー 誠 1 5  男 4世 D ウェイトリフティング ・ ビデオ
Matthew Makoto Kiyomoto-Isara ハワイ ゲーム ・ ビデオ撮影

1 2 伊良波 クリス トファー マイケル 1 6  プ国コ 4世 E 沖縄県人会 ニンピュ ータ ・ 陸上 ・ クロス
Christopher Michael Iraha カントリ ー 競技

1 3 比器 クリスティン ミヨシ 17 女 4世 F 北米 なしCristan Miyoshi Higa 沖縄県人会

14 バ ウチャー 飛鳥 1 7  女 2世 F ワシントンD .C . ドラム ・ ギタ ー ・ サッカ ー

Asuka Christine Boutcher 沖縄会

1 5  ジョナサン サンダース 1 5  男 3世 E ア トランタ サッカ ー

Johnathan David Saunders 沖縄県人会 音楽 （チェ ロ 、 ベース）

16  ジョセフ リ ー バザー ド 1 5  男 3世 D 北加 サックスホン
Joseph Lee Buzzard 沖縄県人会

1 7  藤 田 エリザベス 由利子 1 7  女 2世 D トロント ヒ°アノ ・ オーボー ・ バレー

Elizabeth Yuriko Fujita 球陽会 ジャズダンス ・ タップダンス

1 8  ミシェル アベダニア ペベニ ト 1 8  女 3世 D コンピュー タ操作 ・ 読書
Michelle Abedania Pebenito フィリ ピン 映画鑑賞 ・ 音楽鑑賞 ・ 朗読

19 ジョネロベス コメロス イグナシオ 1 7 女 3世 F 沖縄県人会 ダンス ・ チェス ・ 音楽鑑賞
Jonerobeth Comeros Ignacio 単語作りゲーム ・ ダンス

20 照屋 なっ子 1 5  女 2世 E 星琉会 音楽Natsuko Teruya 

サッカ ー

引 率 者
氏 名 年齢 性別 世代 グJレー プ 県人会名

1 I具志堅 ジー ナ 美千代 32 女 2世 A I ブラジル沖縄県人会

2 新里 ダニエル エステバン I 32 男 2世 B 在亜沖縄県人連合会

3 赤嶺 光弘 56 男 ｀ C ペルー沖縄県人会

4 エステル タマキ トー レス 35 女 3世 B I キューバ沖縄県人会
5 呉屋 君子 60 女 1 世 D I 北米沖縄県人会

6 大城 順市 37 プ由コ 1 世 E 北加沖縄県人会

7 藤 田 みどり 53 1 女 1世 E トロント球陽会

8 I 1エステ ーラ アレホ アドルフォ 1 48 女 2世 F フィリ ピン沖縄県人会

， 橋本 真理 37 女 | 1 世 F I 星琉会 （シンガポール）

- 90 -



I 平成 1 4年度 参加者 名 簿 I 

県 内

氏 名

I Iバレ ー ・ ドッチボール ・ 読書
＇ l 

1 宮城 聖里香 Serika Miyagi 1 7  女 A 辺土名 高校

2 大城 奈津紀 I Natsuki Oshiro 16  女 E 石川 高校 屡
I 3 山城 夢乃 Yumeno Yamashiro 1 5  女 C 美里高校 1 タップダンス ・ 歌 • 読書 ・ 編み物 ・ 手話

4 I宮里 あすか Asuka Miyazato 1 7  女 D 宜野湾高校 三線 ・ 歌

5 嵩本 哲也 / Tetsuya Takemoto 1 6  プ四コ A 西原高校 楽器 （サックス）

6 西筋 理奈 Rina Irisuji 1 5 女 B 那覇高校 ダンス (HIP HOP) 

7 玉城 智佳 Chika Tamaki 1 8 女 E 沖縄女子短大 ヒ°アノ ・ エイサー （琉球國祭り太鼓）附属高校
8 國場 雄作 Yusaku Kokuba 1 6  男 D 豊見城高校 ピアノ

， 又吉 香穂利 Kahori Matayoshi 1 5  女 F 糸満高校 エイサー ・ バレー

10 石井 雄大 Takehiro Ishii 1 7  男 F 八重 山 高校 クラシックギター

1 1  宮里 諒哉 Ryoya Miyazato 1 5  男 A 名 護市立 サッカ ー

大宮 中 学校
12 奥間 友里恵 Yurie Okuma 14  女 D 金武町立 ピアノ金武 中 学校
13 奥那城 美姫乃 Mikino Yonashiro 12  女 B 沖縄市立 スポー ツ （陸上競技 ・ 球技）

安慶 田 中 学校 パソコ ン ・ 読書 ・ 小物集め
14 伊良波 一美 Kazumi Iraha 1 4  女 C 沖縄市立 書道 · 水泳 · 三線を少し山 内 中 学校

15 嘉数 真菜 Mana Kakazu 1 3  女 F 浦添市立 パソコ ン ・ テニス浦西 中 学校
16 比嘉 麻臣 Asami Higa 1 3  女 B 那覇市立 琉舞 ・ アイスホッケー

松城 中 学校 水球 ・ ピアノ ・ ダンス

17  平敷 綾 Aya Heshiki 1 5 女 A 那覇市立 書道小禄 中 学校
18  山城 信裕 Nobuhiro Yamashiro 14  男 D 与那原町立 テニス ・ 三線与那原 中 学校
19  杉 山 星河 Seika Sugiyama 1 2  女 C 豊見城市立 ヒ°アノ伊良波 中 学校
20 川 平 一 之 Kazuyuki Kawahira I 1 4  男 F 城辺 町立 ギター

福嶺 中 学校

性
t

年
齢

県 外

氏 名
I 年齢 1 別性 クリ←叶 学 校 名 趣味等

1 川崎 麻奈美 Manarni Kawasaki 1 1 3 女 E 鶴見 中 学校 バレー ・ 漫画を描く事

2 金城 香奈 Kana Kinjo 1 3  女 E 鶴見 中 学校 I バ ドミントン ・ ヒ°アノ 水泳

3 糸 洲 久美子 I Kurniko ltosu 1 7  女 B I 明 浄学院高校 英検準2級 ・ 漢検準2級 ・ 水泳

4 I奥那嶺 美香 Mika Yonamine 1 2  女 C I 大阪市立 二線 （琉球民謡協会新人賞）
天下茶屋 中 学校 エイサー ・ 空手 ・ ピアノ
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＇ 

第 3 回 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 海外

氏 名

I 
与儀 エ リ カ

E RIKA YOGI 

2 
太 田 ヂ オ ゴ

DIOGO TAKAKE OTA 

3 
知 花 ム リ ロ

MURILLO CHIBANA 

4 
諸見里 春美

KARINEHARUMI MOROMIZATO 

5 
崎 間 ピ ク ト ル 達 由 鯉

VICTORT A TSUYURI SAKIMA 

6 
宮里 昌 宏

MARCELO MASAHIRO MIYAZA TO UETA 

7 
宮城 ガ ス ト ン

GASTON MIYASHIRO 

8 
比嘉 フ ェ ル ナ ル ド

FERNANDO EZEQUIEL HIGA 

玉那覇 ノ ル ベ ル ト， 
NORBERTO TAMANAHA 

1 0  
大城 ノ エ リ ア

NOELIA OSHIRO 

l l  
伊芸 ヘ ラ ル ド

GERALDO TGEI KOHATSU 

1 2  
亀 甲 マ サ ル

MASARU ARTURO KAMEGO 

1 3  
山 城 イ サ ベ ル

ISABEL YAMASHIRO NAKACHI 

1 4  
比幕 盛繁

HECIOR ALEXANDER HIGA SHIROMA 

1 5  
比嘉 恵理子

ERIKO CAROLINA HIGA YAMASHIRO 

1 6  
大城 ニ カ リ

NIKARI OSHIRO MURARA 

1 7  
中 田 弘喜

FERNANDO HIROKI NAKATA 

1 8  
仲 村 芙恵子

MIEKO NAKAMURA SOKEI 

1 9  
仲 村 ミ ツ オ

JOSE MITSUO NAKAMURA OROZCO 

20 
仲 村 ヤ ス ヒ ロ

Y ASUHIRO NAKAMURA OROZCO 

2 1  
島 田 バ グ ネ ル 和 良

WAGNER KAZ UY OS HI SHIMADA 

22 
具志堅 ノ ブユ キ

ANDERSON NOBUYUKI GUSHIKEN 

23 
古謝 景士

RAUL KEISHI KOJA 

24 
宜保 亜 由 美 カ レ ン

A YUM! KAREN GIBO 

25 
嶺丼 真実

MELISSA MAMI MINEI 

26 
金城 茜

MARGARET AKANE KINJO 

目 取真 ジ ャ ネ ル ミ ホ コ
27 

JANELLE MIHOKO MEDORUMA 

年令 性別 国 名 県 人 会 名 弓 I 一率 者

1 3  女

1 5  男

1 3  男

｀ ブ ラ ジ ル ブ ラ ジ ル 沖縄県人会 松堂 ひ ろ み

l 4  女

1 4  男

1 6  男 ·

1 6  男

1 4  男

ア ル ゼ ン チ ン 在亜沖縄県 人連合会 安里エ ス テ ラ ア レ ハ ン ド ラ

1 4  男

l 

I I  女

1 4  男

1 7  男
ペ ル ー ペ ル ー 沖縄県 人 会 仲宗根 吉修

10 女

1 7  男

1 4  女

1 0  女

ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会 安谷屋 敬

1 2  男

1 4  女

1 4  男

メ キ シ コ メ キ シ コ 沖縄県 人会 中 村 イ ル マ ヌ ネ ス

1 3  男

1 7  男

ブ ラ ジ ル カ ン ポ グ ラ ン デ沖縄県 人 会 具志堅 弘

1 6  男

1 5  男 ベ ネ ズ エ ラ ベ ネ ズ エ ラ 沖縄県 人 会 古謝 い そ え

1 4  女

バ ン ク ー バ ー 沖縄友愛会 仲宗根 功

1 7  女

カ ナ ダ

1 4  女

レ ス ブ リ ッ ジ 沖縄県人会 浦崎 ジ ョ ー ジ

1 4  女
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第 3 回 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 海外

氏 名

28 王栄 チ ャ ル ズ
CHARLES MASATOMO TAMAE 

29 
ジ ョ セ フ ジ ョ ー ン ズ
JOSEPH FREDRIC JONES 

30 
ブ フ イ ア ン デ イ ピ ス
BRYAN KIYOSHI DAVIS 

3 1  
デ イ ビ ッ ト レ イ モ ン ド
DAVID RICHARD RAYMOND 

32 
ア リ シ ア 恵子 ブ レ ン ズ

33 

34 

35 

36 

37 

38  

39  

40 

4 1  

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

ALICIA KEIKO BERENZ 

ァ イ ル リ チ ャ ー ズ
DALE KAORU RICHARDS 

ァ イ フ ア ー 一 フ ィ ド フ ー

TIFFANY FIEDLER 

比嘉 龍児
RYUJI HIGA 

落合 北斗
HOKUTO CREIG OCHIAI 

ロ バ ー ト フ ァ ン チ ェ ス
ROBERT JAMES FUNCHES 

ケ イ フ ケ ン プ
KAYLA RENEE CAMP 

ア ン デ ィ ー フ イ ダ ー

ANDY KIYOSHI RIDER 

キ ム ビ セ ッ ト
KIM BISSETTE 

マ イ ケ ル ハ ー カ ー

MICHAEL ALAN HARKA 

ク リ ス タ ル ス ワ ン ソ ン
CRYSTAL LYNN SWANSON 

ア レ サ マ リ コ モ ー ト ン
TERESA MARIKO MORTON 

ク リ ス ト フ ァ ー ポ ー ア イ ン
CRISTOPHER PORTIN 

マ リ ア ジ ェ イ リ ン デ ィ キ ア ッ コ
MA. JA YL YNC. DIQUIATCO 

チ ョ ミ サ ン タ ロ ー サ フ ン セ ス
CHIYOMI ST A. ROSA RANCES 

鶴崎 妙恵美
TAEMI SHIMAZAKI 

知念 賢吾
KENGO CHINEN 

石垣 優児
YUJI JOE ISHIGAKI 

松 川 ル カ
LUCA TOM MUSASHI MATSUKA WA 

年令 性別 国 名 県 人 会 名 弓 I 呟_t- 者

I I  男 北米沖縄県 人会

15  男 サ ン デ イ エ ゴ 沖縄県人会 前 田 洋子
（北米沖縄県人会）

1 6  男 ユ ダ州 沖縄県人会

I O  男 ワ シ ン ト ン 沖縄県 人 会 ク ラ プ ト シ コ バ ー ト リ ー

1 6  女 シ カ ゴ沖縄県 人 会

1 6  男 遊友会

1 4  女 オ ハ イ オ 沖縄友 の 会
洋子 サ ン ダ リ ン

1 6  男 米 国 東海岸沖縄県人会
（ シ カ ゴ沖縄県 人会）

1 7  男 ア メ リ カ ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県 人 会

1 5  男 ワ シ ン ト ン D C 沖縄県人会

14  女 ア ト ラ ン タ 沖縄県人会

1 2  男 D FW沖縄県 人 会

1 5  女 ジ ヤ ク ソ ン ビ ル 沖縄県 人 会 ル イ ス 高江洲 佳代子
（ ア ト ラ ン タ 沖縄県人会）

1 7  男 フ ェ イ エ ッ ト ビ ル 沖縄県 人 会

1 1  女 ペ ン サ コ ー ラ 沖縄県人会

1 8  女 フ ロ リ ダ沖縄郷友会（が じ ま る 会）

1 8  男 グ ア ム 沖縄県 人 会 引 率者無 し

1 5  女

1 4  女 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン 沖縄県人会 ト ヨ コ 照屋エ リ セ オ

1 2  女

1 6  男 フ ラ ン ス フ ラ ン ス 沖縄県人会 知 念 睦子

1 3  男 イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖縄県 人 会 石垣 栄康

1 0  男 ド イ ツ ド イ ツ 沖縄県人会 松 川 カ
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i 平成 1 3年度 参加 者 名 簿 I 
第 3 回 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 ＿県 内

名 学年 性別 } 子 校 名
I 知 名 倫 子 Rinko Chma 小学 4 年 女 宜 野 座 小 学 校
2 仲 田 尚 仁 Naohito Nakada 小学 4 年 男 南 風 原 小 学 校
3 又 吉 椎 菜 Shiina Matayoshi 小 学 5 年 女 | 漢 那 小 学 校
4 平 良 久美子 Kulniko Taira 小学 5 年 女 志 真 志 小 学 校
5 仲 本 達 郎 Tatsuro Nakalnoto 小 学 5 年 男 城 西 小 学 校
6 新 垣 史 織 Shiori Arakaki 小学 5 年 女 知 念 小 学 校
7 目 取真 輔 Tasuku Medoruma 小学 5 年 男 北 宝 小 学 校
8 城 間 祥 大 Shoudai Shiroma 小学 6 年 男 若 狭 小 学 校， 照 屋 寛 佳 Hiroyoshi Teruya 小学 6 年 男 城 南 小 学 校
1 0  玉 城 匠 Takumi Talnaki 中 学 1 年 男 コ ザ 中 学 校
1 1  知 念 鈴 奈 Suzuna Chinen 中 学 1 年 女 伊 江 中 学 校
1 2  仲 間 良 成 Yoshinari Nakama 中 学 1 年 男 越 来 中 学 校
1 3  牧 山 梨 紗 Risa Makiyama 中 学 1 年 女 沖 縄 尚 学 中 学 校
1 4  仲 程 祐 介 Yusuke Nakahodo 中 学 1 年 男 古 蔵 中 学 校
1 5  成 底 徹 Tom Narisoko 中 学 1 年 男 港 / I  I 中 学 校
1 6  仲 里 彩 夏 Ayaka Nakazato 中 学 1 年 女 知 念 中 学 校
1 7  屋嘉比 梢 Kozue Yakabi 中 学 1 年 女 東 風 平 中 学 校
1 8  玉 城 彩 衣 Ai Tamaki 中 学 1 年 女 那 覇 中 学 校
1 9  松 本 佳 子 Yoshiko Matsulnoto 中 学 1 年 女 那 覇 中 学 校
20 東 江 真理子 Mariko Aga.r1e 中 学 2 年 女 伊 江 中 学 校
2 1  与那嶺 イヽL次ン ヽ Haruka Yonamine 中 学 2 年 男 伊 良 波 中 学 校
22 古 謝 ち ひ ろ Chihiro Koja 中 学 2 年 女 嘉 手 納 中 学 校
23 比 嘉 紗 --f田ヤ Sanae Higa 中 学 2 年 女 鏡 が 丘 養 護 学 校
24 仲 程 若 苫木 Wakana Nakahodo 中 学 2 年 女 古 蔵 中 学 校
25 平 田 吉 郎 Yoshiro Hirata 中 学 2 年 男 佐 敷 中 学 校
26 比 嘉 彩 賀 Ayaka Higa 中 学 2 年 女 松 城 中 学 校
27 比 嘉 亜 樹 Aki Higa 中 学 2 年 女 興 南 中 学 校
28 古 堅 葵 Aoi Furugen 中 学 3 年 女 安 田 中 学 校
29 佐 久 川 俊 介 Shunsuke Sakugawa 中 学 3 年 男 沖 縄 尚 学 中 学 校
30 謝 花 千 夏 Chinatsu Jahana 中 学 3 年 女 宮 里 中 学 校
3 1  普 天 間 一 樹 Kazuki Futenma 中 学 3 年 男 小 禄 中 学 校
32 下那覇 優 香 Yuka Tamanaha 中 学 3 年 女 西 原 東 中 学 校
33 宮 城 鮎 子 Ayuko Mayagi 中 学 3 年 女 西 原 東 中 学 校
34 品． 田 真 奈美 Manami Takada 高校 1 年 女 小 禄 高 等 学 校
35 翁 長 里 美 Satomi Onaga 高校 1 年 女 小 禄 高 等 学 校
36 上 原 恵理佳 Enka Uehara 扁校 1 年 女 昭 和 薬 科 付 属 高 校
37 与那覇 声、ビ‘ 禾

木
L J Eri Yonaha 高校 1 年 女 石 川 高 等 学 校

38 徳 里 麓 華 Reika Tokuzato 高 校 1 年 女 石 川 高 等 学 校
39 中 村 晴 枝 Harue Nakamura 高 校 1 年 女 那 覇 国 際 高 校
40 佃 計 美 希 Miki Ikei 高校 2 年 女 宮 古 高 校
4 1  仲 宗 根 智 世 Tomoyo Nakasone 高校 2 年 女 宮 古 農 林 高 校
42 佐 久 田 知日 世 Tomoyo Sakuda 裔校 2 年 女 宮 古 農 林 高 校
43 J I  I 口 真 未 Marni Kawaguchi 高校 2 年 女 首 里 東 高 等 学 校
44 池 原 理 一 Riichi Ikehara 高校 2 年 男 普 天 間 吉向 収六

45 宝蔵寺 祐 司 Yuji  Hozoji  高校 2 年 男 普 天 間 吉向 枚六

46 仲 間 明 奈 Akina Nakama 高校 3 年 女 ．呂． 古 高 校
47 茶 畑 美 加 Mika Chabata 高 校 3 年 女 小 禄 裔 校 ．
48 新 崎 舞 Mai Arasaki 高校 3 年 女 小 禄 画． 校
49 比屋根 恵 美 Megumi Hiyane 高校 3 年 女 南 風 原 局．

校
50 真 謝 絵 美 Emi MaJa 高 校 3 年 女 名 云仕苗之 高 校
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I 制 作 物 __J 

●募集要項
● ウ ェ ル カ ム ボ ー ド
●横 断幕
● ネ ー ム プ レ ー ト
● 名 刺
●学習 ツ ー ル
● 各 国 ガ イ ド ブ ッ ク
● T シ ャ ッ
●記念 ア ル バ ム ビ デ オ
●修了証
●引 率者へ の 感謝状

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー T シ ャ ツ の プ リ ン ト
県費留学生 ヘ ル ナ ン デス エ ミ 子 マ リ ア さ ん

（県立芸大 ： 北米） がデザ イ ン

ふ
ツ

（ フ ロ ン ト ）

』apan
A9瓢nt l n■
馳 I I v i a  
lraz l I 
“"’d● 
CubI 
P1 『U
Phl l l pp i n11 
un l t“l Sh'訂II
S I n9IPD『I

日拿
ア贔望:,テ:,

嘱!Jピア
コヨ叫

ヵナ詈
＊ユー9`

心
コィ U ピコ

'J'�U力
”:,ガ彙一

ヤっセ ウチ ナ-シ予- ミ ~
（ バ ッ ク ）
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参 加 申 込 書 ・ 調 査 票

第 2 号様式
2 0 0 2 年度 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2 0 0 2 年 5 月＿ a 

書 I 県人会名

ふ り が な

パ ス ボ ー ト 氏名
写 真（漢字 カ タ カ ナで

正確に）

F A M I L Y N A M E S （縦 4 cm X f員 3 ml
(7いが ？ り大文字で）

G I V E N  N A M E S  カ ラ 一 日 黒 ど ち ら で も 可
(7いが 叶大文字で）

生 年 月 日 年 月 日 (2
年
0024. 1 時

齢

点）

学 年 性 別 M F 

血 液 型 国 籍

世 代 日 系 世 沖 縄 に 来 る の は （今回で） 回 目

日 本語 闇 く カ 0 · 1 2 3 4 バ ス ポ ー ト 有 無 有 無（蓄号 に〇をつける） できない 中級 よ く でさ る

日 本語 ・ 話す力 0 1 2 3 4 パ ス ポ ー ト 期 限 年 月 ま で有効（蓄号 に〇をつ け る）

現 住 所
（現地の言語 ・ ，舌

字体で丁寧 に le入）

E - 叫

渇意な事 趣味
人前で披露で き る 事

伝統工云希望
( 1 つ選んでO)

ホ ー ム ス テ ィ に つ い て

沖縫県内連格先
（親戚 ・ 知人）

氏 名

本 人 と の続柄

護
連絡先

（電話番号）

保護者 の 同 意

備 考
（病気 蓋 食畢 その他）

様式6号

で き な い 中級 よ く で き る

1 澳Hコ ー ス 2 紅型コ ース 伝
( 1

統
つ

体
選

験
んで

希
0
望) 1 三繍 2 舞編 3 空手

1 親戚、 知人宅を希望． 2 県 内 参加児童宅 を希望．

住 所 I
氏 名 I 1電 話

出身市町村

（田番母か ら記入）

私は｀ 上記の者 （被保護者） が 「 2 0 0 2 年度 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー」
に参加す る 事 に 同 意 い た し ます．

暑名

2 0 0 2 年度 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2 0 0 2 年 月 日

県 内 参 加 者 申 込 書

ふ り が な

氏 名

(7"”,.,. ., 卜大文字で）

学 校

生 年 月 日

性 別

所

電 話

E —呻 （携壽メ ール可）

特技 ・ 貨格

趣味
人前で披露で き る 事

外国語が話せる

伝統工芸希望
( 1 つ選んで0)

海外参加者 の ホ ー

ム ス テ ィ 受 入 につ
い て

氏 名

電 話

者 保護者 の 同 意

備 考
（既往症 面 貪事 他）

写 真

（縦 4 on X 損 3 crrJ 

（ カ ラ ー 白黒どち らでも可）

学 年

年 月 B 年 令 才(2002.4. 1 時点）

男 女 血液型

〒

F A X 

ス ベ イ ン語 ・ ポル ト ガル語 ド イ ツ話 ・ フ ラ ン ス 語 （ ） 

1 濠ff コ ース 2 lI型コ ー ス 伝統体験希望
( 1 つ選んで0)

1 三繍 2 鐸騒 3 空手

7/27 （土） ～28 （ a ) に渾外さ加者 （中高生） を 自 宅にホ ー ムステ ィ さ せ る こ とが出来ますか ？

1 希望 2 可能 3 不可 激選茨には影響あ り ません）

本人と の絞柄

携帯電話

私は， 上記の者 （被保護者） が 「 2 0 0 2 年度 ジ ユ ー ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー」
に参加す る 事 に 同 寛 い た し ます．

暑名 印
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第 3 号様式
2 0 0 2 年度 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2 0 0 2 年 5 月 日

ふ り が な

パ ス ポ ー ト 氏 名
（漢字 カ タ カ ナで

正惰に1
F A M I L Y N A M E S  
(71フが 9卜大文字で）

G I V E N  N A M E S  
(7i79^ 9 卜大文字で）

生 年 月 日

性 別

世 代

日 本語
に

〇・
を

聞
つ

く カ
｛蓄呈 ける）

日 本語 話すカ
（番号 に〇をつける）

使 用 言 語
(0をつける）

現 住 所
（現地の言語 ・ 活字
体で丁寧に記入）

連絡先
（電話番号）

F A X 番号

E - rrai 

ホ7 /ー2ム7)
スのテnィ 日

（ 宿泊先

沖縄凜 内 連絡先
（親戚 ・ 知人）

履 歴 事 項
（簡潔 に）

引 率者 の 同 意

備 考
（病気 函 食事 その他）

様式7号

長 I 県人会名

年

M 

日 系

0 1 
で き な い

月 日

F 

世

2 3 • 4 
中級 よ く で き る

0 · 1 · 2 · 3 · 4 
で き な い 中級 よ く で き る

年 齢

国 籍

沖縄に来るのは

パ ス ポ ー ト 有 無

バ ス ポ ー ト 期 限

英語 ス ベ イ ン語 ・ ポル ト ガル語

(Ill番号か ら記入）

（日番号か ら記入）

写 真

（縦 4 an X i員 3 cm

（ 力 う 一 日黒どち らでも可）

才

（今回で） 回 目

有 無

年 月 ま で有効

（ ） 

1 自 分の讀戚 知人宅 に11泊する． 2 県の指定する場所に宿；白する． （薫91)

住 所 1

氏 名 I 1電 話

（識歴）

私は、 「 2 0 0 2 年度 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー」 に 引 率 者 と し て参加 し 、
ツ ア 一 期 閣 中 ， 引 率 者 と しての業務に積極 的 に 貢献する こ と に 同 意 し ます．

署名

2 0 0 2 年度 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2 0 0 2 年 月 B 

国 内 参 加 者 申 込 書

ふ り が な

氏 名

(7じJ?^ 9 卜大文字で）

学 校

生年月 日

性 別

所

電 話

E -汀叫 （携壽メ ール可

特技 ・ 資格

趣味
人前で披mで き る 事

外国語が話せる

伝統工芸希望
( 1 つ潟んで0)

ホー ムスティ について

沖縄県内連絡先
（親戚 ・ 知人）

氏 名

電 話

者 保護者 の 同 意

偏 考
ぼが主症 涵 食● 他）

写 真

(lil 4 cm X j員 3 cnv

（カラ ー 臼黒どち らでも可）

巴子 年

年 月 日 年 令 才(2002.4. 1 時点）

男 女 血液型

〒

F A X 

英詮 ス ペ イ ン話 ポル ト ガル語 ・ ド イ ツ臣 ・ フ ラ ン ス 話 （ ） 

1 濠ff コ ー ス 2 紅型コ ース

1 親戚｀ 知人宅を希望．

住 所 l
氏 名 l

伝統体験希望 1 三縁 2 舞蹟 3 空手( 1 つ迅んで0)

2 県 内 参加児童宅を希望．

l電 話

本人 と の続柄

携帯電話

私は、 上記の者 （被保護者） が 「 2 0 0 2 年度 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 」
に参加する 事 に 同 意 い た し ます．

暑名 印



［ 平成 1 4年度 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー 式 次 第 I 
日 時 ： 平成 1 4 年 7 月 2 2 日 （月 ） 1 9 :00 ~ 

場所 ： ホ テ ル ス ポ ー ツ ロ ッ ジ 糸 満 2 階多 目 的 ホ ー ル
司 会 ： （財 ） 国 際交流 ・ 人材育 成 財団 屋 良 正樹

1 . 開 会
2 . 歓迎の あ い さ つ
3 . 乾 杯

沖縄県文化環境部長 永 山 政邦
（財 ） 国 際交流 ・ 人材育成財 団理事長
～ 食事 ・ 懇談 ～ 

4 . 余 興 （余興 の 希望者 を オ リ エ ン テ ー シ ョ ンで募集）
( 1 ) ギタ ー 演奏 ペルー参加者 ： 広中山城 ル イ ス フ ェ ルナ ン ド 、 ゴンザレス 平良 ハ イ メ
( 2 ) 台湾民族舞踊 「歓迎之舞」 沖縄 尚 学高校地域 国 際交流 ク ラ ブ
( 3 ) 民 謡 大 阪 沖縄県人会 ： 輿那嶺美香他 3 名
( 4 ) 沖縄創作舞踊 「 カ マ ド さ ん」 沖縄 尚 学高校 ： 地域 国 際交流 ク ラ ブ
( 5 ) ア ル ゼ ンチ ン ・ タ ン ゴ ア ルゼ ンチン参加者 ： 米須 ト マス 、 島袋 エ リ ア ー ナ ビル ヒ ー ニ ア
( 6 ) ダ ン ス 県 内 参加者 ： 西筋理奈（那覇 高校）
( 7 ) サ ッ ク ス演奏 北 カ リ フ ォ ルニア沖縄県人会 ： ジ ョ セ フ リ ー

( 8 ) 全員 でサ ンバ ブ ラ ジル 沖 縄県人会 他
5 閉 会

翁 長 良盛

バザー ド

I 平成 1 4年度 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー サ ヨ ナ ラ パ ー テ ィ ― | 

1

2

3

4

5

 

修 了 式 ( 1 8 : 3 0 ~ 1 9 : 1 0 )

開 式
主催者 あ い さ つ ・ ・ ・ ・ 知事（代読： 出 納 長 嘉数 昇 明）

修 了 証授与

感謝状贈呈

閉 式

平 成 1 4 年 7 月 2 8 日 （日 ）
沖 縄 ・ 都 ホ テ ル 端 雲 の 間

司 会 ： 沖縄県 国 際交流課長

サ ヨ ナ ラ パ ー テ ィ ー ( 1 9 : 2 0 ~ 2 0 : 3 0 )
司 会 ： （財） 沖縄県 国 際交流 ・ 人材育 成財 団 国 際交流課長

1
2
3
4
5

 

（財） 沖縄県 国 際交流 ・ 人材育成 財 団 理事長

「思 い 出 のアルバ ム 」

ゾ ャケリ ネ ・ 輿那嶺美香）

6
 

開 会
乾杯 の 音頭 ・ ・

歓談
ジ ュ ニア ス タデ イ ー ツ ア ー

余興
( 1 )台湾民族舞踊 「 日 月 漂風光」 地域 国 際交流 ク ラ ブ
(2)沖縄民謡 「鳩間節」 （輿那嶺美香 ・ 比嘉麻臣）
( 3 ) ギ タ ー 、 サ ッ ク ス 「テ ィ ア ー ズインヘブン」 （ジ ョセ7 1)- 1 \ 、

サ
‘

ー ト
‘

• 石井 雄大）
(4) タン ゴ 「 ラ ・ コ ンパシ ー タ」 （ 島 袋 エリ アーナ ビ ）レヒーニア ・ 米須 トマス）
(5 )ト ラ ン プマ ジ ッ ク （ウ

‘
ェレス 真栄城 日ニー ・ 新里 夕 、 ニエル エステ1 \ ｀

ン）
(6 )ギ タ ー 「片手 に 三線 を 」 （広 中 山 城 ）レイ ス 7ェルナン ド ・ コ ｀ ンサ ｀ レ ス 平良 ハイ メ）
(7 ) ジ ャ ズ ダン ス （藤田 エリ サ

、
ベ ス 由 利 子）

( 8 )沖縄民謡 「安里屋ユン タ 」 （ 当 間 嗣 栄 マウ リ シオ ・ 志良堂
(9)歌 「 あ な た に 」 （ 西筋理 奈 • 宮 里 あ すか ・ 石井雄大）
( 1 0)サンバ（高良 ク 万 i'f1ア ・ 志良堂 ゾ ャケリ ネ）
( 1 1 )エイサー（又吉香穂利 • 宮里諒哉 ・ 玉城智佳 ・ 当間 嗣栄 守）淋 ・ 園場雄作 ・ 広中
( 1 2)インド創作舞踊 「踊 る マ ハラ ジ ャ 」 地域 国 際交流 ク ラ ブ
( 1 3 )歌 「ベ ス トフ レ ンド」 （全 員 ）

閉 会

翁長良盛

山城 ）Hス 7:r1けンド ）

- 97 -



〇評価点

評価 と 反省 · 要望点 I 

( 1 ) 海外県 系 人子 弟 の 沖縄 に 対す る 理解 と ふ る さ と 沖縄 と の き ず な を 深 め 、 ア イ デ ン テ イ テ ィ ー の 継 承
に 貢献で き た。

( 2 ) 海外子弟 と 県 内 外 の 児童生徒 と の 交流が、 期 間 中 を 通 し て 活 発 的 に 行 わ れ、 若 い 世代 の 国 際 ネ ッ ト
ワ ー ク の 形成 • 発展 に つ な げ る こ と がで き た 。

( 3 ) 県 内 及び海外 の 参加 生 徒 の 国 際的視野 を 広げ、 将来 の 国 際交流 を 担 う 人 材 の 育成 が 図 ら れ た 。
・ 沖縄県へ の 留 学 を 希望 （米国 3 世） ・ 大学で 日 本語学科へ の 進学 （米国 4 世）
・ ツ ア ー を き っ か け に語学への 興味が湧 き 、 海外留学 を 目 指す （県 内 高 1 生） 等

( 4 ) ツ ア ー 終 了 後、 ハ ワ イ の 海外参加者が 「 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 」 の ホ ー ム ペ ー ジ を 開 設 し 、 こ
れ ま で に 参加者か ら 延べ 9 3 8件 の ア ク セ ス ( 1 0 月 現在） が あ り 、 各 国 を 結ぶ交流が継続 し て い る 。

( 5 ) ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 の ツ ア ー の 反 省点 を 十分検討 し 、 改善 を 図れた。
( 6 ) 高校生 ボ ラ ン テ ィ ア は と て も 良 か っ た。 ボ ラ ン テ ィ ア に 寄せ書 き の お 礼 を し た い 。

〇反省 ・ 要望点
( 1 ) 大浴場 の み の 入浴は、 海外参加者 に は受 け 入れ に く い 。 個室 シ ャ ワ ー が あ る と 良 か っ た。
( 2 )  「パ ー テ ィ ー 」 用 の ド レ ス を 持 っ て き て い る 海外参加者が い た 。 事 前 に T シ ャ ツ で構わ な い こ と を

記載 し て 欲 し い 。 表敬時 の 引 率者 の 服装等 も 事前 に 指示が欲 し い 。
( 3 ) ホ テ ル で も ウ ォ ー タ ー タ ン ク 等で 自 由 に 水が飲 め る と 良 か っ た 。 水 を 購入す る と 高 い 。
( 4 ) エ コ ツ ア ー は、 比地大滝 に 一 本化 し て 、 交流 し な が ら ゆ と り を 持 っ て 行 け た ら 良 い の で は な い か 。

交流す る 時間が足 り な い 。
( 5 ) 事前 に 決 め ら れ た プ ロ グ ラ ム だ っ た の で、 可能な ら 参加者達 の意志が反映で き る よ う に な る と 良 い 。
( 6 ) 「食事」 は大事なキ ー ワ ー ド 。 今 回 は全て宿泊先で用 意 さ れ た 物 だ っ た。 例 え ば公設市場で2,0 00 円

分ずつ 買 い 物 を し 、 それぞれ の 国 の 料理 を 作 っ て 食 べ 合 っ た り す る と 良 い と 思 う 。 あ る い は、 何 回 目
か の 料理で ブ ラ ジル料理 を 入れて み る 等。

( 7 ) 互 い の 国 か ら プ レ ゼ ン ト を 持 ち 寄 り 交換会 を 行 っ た ら ど う か 。 今 回 持 っ て き て い る 子 と 持 っ て き て
い な い子がお り 、 気兼ね し た の で は な い か 。 1 個ずつ持 ち 寄 り 交換す る の も 良 い 。

( 8 ) 到着 し て か ら ツ ア ー 開 始 ま で の 食事代が高 く て 困 っ た 。 母 国 と 比べ物価 の 高 い 日 本 で は 、 一食 で あ
っ て も 負担が と て も 大 き い 。

( 9 ) ホ ー ム ス テ ィ の 期 間延長 を 希望。 来 日 後一 日 と 、 さ よ な ら パ ー テ ィ ー 前 に 一 日 。 参加者は母 国 の 親
戚 な ど か ら 様 々 な 物 を 日 本 で購入 し て く る よ う に 頼 ま れ て い る 。 ま た 、 親戚へ の お 士産 を 1 週 間 持 ち
歩 い て、 最終 日 に 親戚 に 渡す の は大変だ っ た。

( 1 0) 県 内 ・ 国 内 参加者 に 英語、 ス ペ イ ン 語 の 堪能 な 参加者 が い る と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が も っ と 深 ま る
と 思 う 。 語学力 で の 参加者決定枠 を 作 る と よ い の で は な い か。

( 1 1 ) 海外参加者が事前 に 日 本語 を 学 ん で か ら 参加 さ せ る よ う に し て 欲 し い 。 e-learning等で、 海外で も
日 本語 を 学ぶ こ と が で き る シ ス テ ム が利用 で き る の で は な い か。

( 1 2) 報告書 （ 日 語 ・ 英語 ・ 西語） は、 本 を 作 る だ け で な く 、 一部 で も ホ ー ム ペ ー ジ 上 に載せた 方が い い
の で は な い か。 海外か ら ア ク セ ス で き る の は、 イ ン タ ー ネ ッ ト だ け で あ る 。

( 1 3) 参加者が メ モ を 取 る よ う に 働 き か け た ほ う が い い 。
( 1 4) こ ど も た ち の 作 る 「 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー ニ ュ ー ス 」 、 豆記者等、 参加者が主体 的 に か か わ れ

る 場 を 作 る と い い の で は な い か。
( 1 5 ) 「交流 プ ロ グ ラ ム 」 の 際 に 、 引 率者 ミ ー テ ィ ン グが欲 し か っ た。
( 1 6 ) エイ サ ー 体験が シ ョ ー 的 な も の だ っ た の で、 本場 の 琉球舞踊や各地域 を 練 り 歩 く 伝統 的 な エ イ サ ー

も 海外 の 子 ど も 達 に見せて あ げた か っ た。
( 1  7 )  「 引 率者」 と い う 名 称 よ り も 例 え ば 「 ア ド バ イ ザー 」 等がふ さ わ し い の で は な い か。
( 1 8 ) 県庁や首里城で は 訪 問 の 時 間 が短か く 、 各言語 の 説 明 も 見直 し て ほ し い 。 事前学習 な ど が必要 な の

で は な い か 。
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I 協 力 団 体 I 
み な さ ん 、 ご協力 頂 き あ り が と う ご ざい ま し た 。 （敬称 は 略 さ せ て 頂 き ま し た 。 ）

名 称
体験学習 玉泉洞王国村 三線 志 田 海音子、 堀 川 里香

舞踊 新垣 史乃 、 斉藤 靖佳

空手 赤嶺 ー武

平和 ・ 沖縄県観光 ボ ラ ン テ ィ ア ガ イ ド 友 の 会 歴史 ガ イ ド 新里 ス エ （首里城）
歴 史学習 平和 ガ イ ド 吉嶺 全ー （平和祈念公 園 ）

平和学習 県立平和祈念資料館

自 然学習 国頭村 ツ ー リ ズ ム 協 会 崎濱 秀人、 大城 馨

山 川 雄二

ケ 東村エ コ ツ ー リ ズ ム 協会 比嘉 茂正、 島 袋 要

ボ ラ ン テ ィ ア 沖縄尚 学高校地域 国 際交流 ク ラ ブ 与座 宏章 教諭

全 慶子 教諭

照屋 朋 子
坂野 雄飛
仲本 一代
古堅 真利亜
澤紙 幸
神村 盛康
大城 利 奈
新垣 友美
平 千恵
新垣 友規
崎浜 麻子
榊 芳梨
金城 芽里
真栄城 優子
上原 真 由 美
池 間 美香
仲 村 彩
高 山 省 吾
野崎 洋平
島 田 t専敬
照屋 建三
翁長 駿
金 憲祐
比嘉 美早紀
菊地 志織
池原 伶奈
山 田 実奈海
嘉手納 梓

- 99 -



I 新 聞 記 事

圃馴 1 薗-
ル ー ツ探る旅に
ペル ーか ら 参加

初
訪
沖
の
タ
イ
ラ 、
ヤ
マ
グ
ス
ク
君

「
世
界
と
の
懸
け
橋」
に
意
欲

ゃ
キ
ニ
ー ・／

ナ
リ
ヒ
の
異
文
化
笞
弯
タ
イ
ラ
君
君
は
語
ゑ

ン 、
シ
ン
ガ
ホ
ー

ル 、
米
国

は

ジ
ア
ー

の
初
め
の
こ
ろ

~―
ち
に

自
分
の
親
せ
き

カ
ナ
ダ
か
ら
二
十
人 、
H
内
は
話
も
少
な
か
っ
た
が 、
お
に
全
っ
た
時
に 、
自
分
自
塁

か
ら
二
十
四
人
が
参
加
し
互
い
に
曰
本
語 、
英
語
ス
の
沖
縄
の
心
を
弾
く
感
じ

て 、
七
月
二
十
二
日
か
ら一

ベ
イ
ン
語
を
教
え
あ
っ
て
理
た

J

と
も
付
け
加
え
な )

週
向
の
日
程
で
平
和
学
習

解
し
合
え
た 。
自
分
の
気
持

タ
イ
ラ
君
は 、
大
学
進
学

-＝
涵 、
踊
り 、

翠 、
エ
イ
ち
が
だ
ん
だ
ん
打
ち
解
け
を
目
痘
し
てペ
ル
ー

市
内
の

沖
選
が
主
催
し
た
第
二
回
人
は 、
初
め
て
訪
れ
た
祖
父
サ
ー

な
と
を
体
験
し
た 。

て 、
一
週
間
が
あ
っ
と
い
う
干
偏
校
に
通
う 。
ヤ
マ
グ
ス

ジ
ュ

ニ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
母
の
生
ま
れ
島
の
思
い
出

一
週
間
の
ツ
ア
ー

貨
え
間
に
蚕
笑」
と
振
竺
恐 。
ク
君
第
学
四
年
毎
二
人

ーレ
ー

j
贔

ヘrL
ー

に 、
ペ
ル
ー

か
2
茄
し

を
感
動
さ
め
ゃ
ら
ぬ
表
惰
て
帰
国
し
た
タ
イフ 、
ヤ
マ

特
に
印
苓
に
残
っ
た
の
と
も
た
く
さ
ん
の
友
達
を
つ

F

リ
マ
市】
f

宮
棠
に
は
たハ
イ
メ・
ゴ
ン
ザ
レ
ス・

で
語
っ
た 。

グ
ス
ク
君
は
「
沖
縄
は
予
想
は 、
摩
文
仁
の
丘
で
の
平
和
く
り
「
将
来 、
南
米 、
中
南

舌
え
な
い
不
思
議
な
感
情
が
タ
イ
ラ
葵―
七）
と
ル
イ
ス・

ニ
人
と
も
「
オ
キ
ナ
ワ
大
し
て
い
た
以
上
に
素
睛
ら
し
学
習 。
「
妥
籾
館
で
の
沖
縄
米
と
沖
縄
と
の
懸
け
揺
に
な

わ
い
て
き
て 、
夢
の
よ
う
だ
フェ
ル
ナ
ン
ド・
ヒ
ロ
ナ
カ
好
き
の
明
る
い
少
年 。
ス
い
島
だ
っ
た ．
帰
っ
て
か
ら
戟
の
恋
悸
さ 、
平
和
の
尊
さ
っ
て
い
き
た
い」
と
も 。
短

っ
た」
ー 。

昨
年
に
続
い
て
・

ヤ
マ
グ
ス
ク
君(
i)
の
ニ
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー

は
短
い
期
も
し
ば
ら
く
は
夢
を
見
て
い
を
学
び 、
殷
争
は
二
度
と
起
い
期
間
の
ツ
ア
ー

だ
っ
た

間
だ
っ
た
が
「
自
分
の
中
で
る
よ
う
で 、
こ
れ
ま
で
に
最
c
さ
な
い
よ
う
に
と
の
気
持
が 、
仲
閲
た
ち 、
文
化
と
の

ち
イ

向
か
が
変
わ
っ
た
よ―
2
を

も
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
る
ち
に
な
っ
た 。
こ
の
小
さ
な
舶
れ
合
い
で
沖
縄
の
血
筋
と

立
夕

と
う
れ
し
そ
う 。
将
来
は
ぺ
こ
と
が
で
き
た」
と
う
れ
し
島
で
二
十
万
人
の
人
が
死
ん
い
う
ア
4プ
ンプ
ィ

テ
ィ
ー

ル
ー

と
沖
縄 、
そ
し
て
南
そ
う 。

だ
の
は
僭
じ
ら
れ
な
い
気
持
に
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
た

役
と

震
ほ

米 、
北
米 、
東
向
ア
ジ
ア
の

二
人
に
と
っ
て
は
初
め
て
ち
だ
っ
た

J

と
ヤ
マ
グ
ス
ク
よ
う
だ 。

之
I

ー
ゴ·
ア
ミ
ー

ガ
た
ち

発の
坦

ク
ク

と一
緒
に 、
世
界
に
広
が
る

ウ
チ
ナ
ー

ネッ
ト
ワ
ー

ク
の

ー
ス
館

ウ
グ
会

ト
マ
人

発
脳
に
役
立
ち
た
い 、
と
張

り
切
っ
て
い
る 。

ツ
ヤ
緊

ネ
る
縄

ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー

は 、

＿
語
沖

ナ
v
i

チ
る
ル
海
外
に
住
む
嗅
系
の
少
年
少

女
た
ち
を
招
き 、
互
い
に
交

ウ
明
ペ

は
と――

来
い
雹
流
を
深
め 、
沖
縄
の
伝
統
文

化 、
自
然 、
社
会
を
体
験
学

埓
た
ラ

早
る
企
画 。
今
回
は
南
米

醗
シ
ス
テ
ム
で
は
キ
ュ
ー

バ
人
喜
ぴ
に
あ
ふ
れ
て
い
た 。

と
し
て
表
彰
さ
れ 、
一
般
教
蓑

が
海
外
へ
出
固
す
る
こ
と
は 、

「
今
回 、
私
を
沖
縄
に
招
待

と
ス
ポ
ー

ツ
で
の
奨
学
資
金
獲

室

差
障
害
が
あ
り
実
現
し
て
く
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に

喝
へ
と
つ
な
が
っ

た 。

す
る
に
は
い
く
つ
か
の
条
件
を
感
謝
い
た
し
ま
す 。
大
会
に
参

今
回
の
ツ
ア
ー

に
参
加
で
き

音
楽
家
や
学
生
と
セ
ッ

シ
ョ

ン
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
加
で
き
る
こ
と
を
幸
せ
に
思
い

る
喜
ぴ
を
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
さ
ん

一

沖

縄

の

音

楽

家

や

し
て
み
た
い。

塁、
三
線
に
い 。
し
か
し 、
今
回
大
き
な
チ

手」
と
感
謝
し
て
い
た 。

は
次
の
よ
う
に
述
べ
た 。

、

も
興
味
が
あ
り
ま
す」
と
喜
び
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
だ
フ
ォ
ン
テ

（
仲
宗
根
鴎
道
キ
ュ
ー

パ
適

「
沖
縄
行
き
が
実
現
で
き
て

ア

学

生

と

共

演

し

た

し

を
臣
っ

た 。

さ
ん
の
言
葉
は
確
か
な
自
凛
と
償
員）

非
常
に

合
し
い 、
そ
れ
に
は

二
年
罰 、
沖
縄
瞑
か
ら
の
団

・・,••....•.•••.•.•...•••
 
,

 
•.••...•.••••••••••••..•••••.••.•••..•••••.••..•..•..•..•.

 
'・

ニ
つ
の
理
由
が
あ
る 。
そ
の一
っ

体
が
キ
ュ
ー

パ
を
訪
れ
行
っ

た

は一
九
五
0
年
代
に
父
が
沖
繹

ツ

＿
ナ
リ
マ
ン
・

ピ
ー

ニ
ャ
・

フ
ォ
ン
テ

1
Uん

一

祖

先

の

文

化

に

触

れ

に
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
り 、
自
分

．

 

く

ら
初
め
て
ナ
リ
マ
ソ・
ピ
ー

ニ

県
人
会
設
立
関
連
行
事
の
コ
ン

も
父
の
歴
史
的
足
跡
を
踏
む
チ

キ

ュ

ッ
ジ
ョ

ン
し
た
経

懇
強
ゑi

米

と

の

相

違

学

び

た

い

ャ
ン
ス
に
恵

衷
た
こ
と 。
そ

―

-

． ，

I―

ャ
・

フ
ォ
ン
テ
さ
ん（一
七）
が
参
サ
ー
ト

で
沖
縄
の
音
楽

家
セ

ィ

加
す
る 。

フ
ォ
ン
テ
さ
ん
は
石
川
市
こ

象
に
残
っ

て
い
る
と
の
こ
と 。

一

比
嘉
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
げ
一

の
二
つ
め
は
祖
先
の
文
化
に
接

•
I

I
 

ヽ
好

e

ぎ
胄量
出
椙

0

口
謬
遵
鍔
万

円
鸞い

ア
ー

に
参
加
す
る 。

に
私
を
選
ん
で
く
れ
た
沖
縄
県

ス．

愕外
県
人
子
弟
を
沖
縄
県
に
し
て
い
る 。

音
楽
家
を
志

互
に
と
っ

て 、

-
`
(2国
虞
五
皐
9
国
書
＾
》
昌
50[
い
戸
庄
V

育
成
を
目
的・U)
し
た一
ジ→＿
二

ま
だ
に
僭
じ
ら
れ
ま
せ
ん ―-

『ハ
ら 、
大
き
な
敦
割
が
あ
る
優
れ

I

学・
中
は
パ
レ
ー

ポ
ー

ル 、
サ
ッ

れ
た
真
境
名
愛
子・
真
境
名
本

ア・
ス
タ
デ
f_；
・

ツ
ア＇
一

蒙
か
ら
ピ
ア
ノ
を
四
い 、
将
来
た
も
の
ば
か
り
で
し
た一
と
話

奨
学
資
金
で
オ
レ
ゴ
ノ
州
立
カ
ー 、

酒
上
競
技
と
三
郡
門
の

流
北
米
琉
舞
遁
場
師
匠
ら
舌
さ

ュ。
ン

が
二
亡一
ヨ
か
ら
醗
壇
さ
れ
は
ジニ
ズ・
ピ
ア
ニ
ス`
こ

を
志

歪

大
学
に
入
学
が
決
ま
っ

た
県
系
ス
ポ
ー

ツ
で
活
躍
し 、
卒
業
時

ん
に
感
朝
の
意
を
伝
え
た
い一

歪
一
三
ツ
ア

笠一'『-

パ
か
し
て
い
る
の
で
す
が 、
iA
遭
の

現
在
の
キ
ニ．

パ
の
社
会
主
四
宝
の
比
嘉
ク
リ
ス
テノ
ン
さ
に1土
女
子
最
曇
秀
運
翫
競
技
者

五＝
銘
貞
夫
北
米
通
償
員―

沖
縄
タ
イ
ム
ス

社

8
月
24
日

琉球新報社 7 月 22 日

｛
 ア

l

ツ
ィ―

ー

テ
ィ
ー

デ
パ

県

冨
数
県
出
塁
か
ら
怪f
証
を
授
与
さ
れ
る
ジュ
ニ
ア
ツ
ア
ー

参

加
者
品
儡
5

市
内
の
ホ
テ
ル

7
月
29
日

国
際
人
と
し
て
活
躍
を

翌
戸

叫ぶ
思
い
出
胸
に
再
会
誓
う

沖
縄
の
歴
史
や
文
化 、
自
参
加
者
に
繹
了
証
が
授
与
さ
験 、
エ
イ
サ
ー

や
空
手
の
伝

笙
学
ぼ
う
ー

と
二
士ー
百
れ
た 。

統
芸
能
体
験
な
ど
各
地
の
研

来
県
し 、
活
勤
を
続
け
て
い

嘉
数
出
納
畏
は
「
こ
の
体
修
を
振
り
返
る
ス
ナ
ッ

プ
写

た
「
ジ
ュ

ニ
ア・
ス
タ
デ
ィ

験
を
適
し
て
は
ぐ
く
ん
だ
友
真
も
師
ら
れ 、
参
加
者
や
閲

ー
ツ
ア
ー」

（
主
畑・
沖
縄
情
が
将
来 、
沖
縄
と
本
土 、

係
者
が
見
入
っ

て
い
っ

た 。

県）
が
七
曰
関
の
全
日
程
を
海
外
と
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

こ
の
後 、
関
か
れ
た
「
さ

終
了 、
二
十
八
日 、
那
覇
市
ク
と
な
り 、
四
際
人
と
し
て
よ
な
ら
バ
ー

テ
ィ
ー」

で

内
の
ホ
テ
ル
で
修
了
式
と
さ
活
躍
す
る
こ
と
を
顆
う」
と
は 、
研
修
参
加
者
ら
が
多
彩

点
ら
パ
ー

テ
ィ
ー

が
開
か
あ
い
さ
つ 。
條
了
証
授
与
に
な
余
興
を
披
霞 。
研
修
を
通

れ
た 。
嘉
数
昇
明
出
納
長
か
碗
き 、
引
率
者
ら
に
感
謝
状
し
て
深
い
き
ず
な
を
結
ん
だ

ら
喋
人
子
弟
の
海
外一
工�
を
手
渡
し
た 。

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

人 、
某
内
二
十
人 、
田
内
四

会
湯
に
は 、
琉
球
ガ
ラ
ス
出
を
胸
に 、

云
再
会、
を
誓
い

人
の
合
わ
せ
て
四
十
四
人
の
や
琉
球
漆
器
の
伝
統
工
芸
体
合
っ

て
い
た 。

琉
球
新
報
社

- 1 00 -



「沖縄音楽堂びた い 」
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

海外県系人 と 中高生交流

祁
外
眼
系
人
の
子
弟
が
臥

内
外
の
生
徒
と
交
流
し
な
が

ら
沖
細
の
歴
史 、
文
化
な
ど

を
学
ぷ
「
ジュ
ニ
ア
ス
タ
デ

ィ
ー

ツ
ア
ー」（

主
仰・
瓜）

が
二
十
二
日
か
ら
始
ま
っ

ャp
二
十
八
日
ま
で 。

プ
ラ
ジ
ル 、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
な
ど
九
カ
園
か
ら 、
収
が

招
待
し
た
十
四
ー

十
八
汲
ま

で
の
二
十
人
が
来
沖 。
神
奈

川 、
大
阪
の
眼
人
会
か
ら
も

そ
れ
ぞ
れ一
人 、
県
内
か
ら

中
高
生
二
十
人
が
参
加
し
て

い
る 。参

加
名
は
初
日 、
糸
腐
市

内
の
ホプ
ル
ス
ポ
ー

ツ
ロ
ッ

ア

ジ
糸
潤
で
交
流 。
ゲ
ー

ム
形

ッ

式
で
声
己
紹
介
し
た
後 、
ク

イ
ズ
や
ダ
ン
ス
な
ど
で
盛
り

一
尚

ィ
糸

豆
以
上
が
っ
な

ス
ロ

キュ
ー

パ
か
ら
参
加
し
た

翌
；
緊
四
世
の
ナ
リ

マ
ン・
ピ

ュ
ポ
ー

ニ
ャ・
フ
ォ

ン
テ
さ
ん

(-姜）
は
「
特
に
沖
細
の
音
楽

ジ
ス

る
ル

す
テ
の
こ
と
を
学
び
た
い

j

と一

週
問
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
伝即
待

流
ホ

交
――孟

委
せ
たP

一
参

悶
ァ
ー

は 、
昨
年
開
他

ゲ
の

さ
れ
た
世
界
の
ウ
チ
ナ

ー
ソ

チュ
大
会
の
プ
レ
イベ
ン
ト

と
し
て
実
施 。
参
加
者
や
四

人
会
か
ら
の
弧
い
灰
望
で 、

こ
と
し
か
ら
毎
年
開
佃
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た 。

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社

7
月
23
日

L

品
i

母
国の旗を
渇げ 、
スタデイ
ツアーに四を
畢9せる
参加

者た
ち
23日
午
前 、
県庁

人 人 隅 増 め 寄 イ か 歎 閃

臼攣攣［且
•i叫加虞

合 毘 ‘ ネ 盆 妄 梵 欝 主 ア 畠
つ が 界 曰 ス き

炉[9i工夏 9 責
ビ 合 忙 夕 熔 百 盆 す 界 多 盆

‘ 棠 ー の ツ キ 人 ン の 1 史
交 外 ＋ 言十 ア� ュ か チ 菜 へ や辱 の 九 l l ら ユ 民 主 文

四 と 力 は パ 高 大 ホ 催 化
る 人 弓 I 00 広 か い 会 I .

I ジ ュ ニ ア ・ スタディ ツ ア ー l 書円鱈鰭信誌息

洵外の 県人f弟 20人歓迎

|
1
01
ー

キ
ュ
ー

パ
か
ら
参
加
し
た
学
ぶ
こ
と
が
楽
し
み 。
ボ
リ

ナ
リ
マ
ソ・
ピ
ー

ニ
ャ・
フ
ピ
ア
で
生
か
し
た
い」
と
笑

ォ
ン
テ
さ
ん(-
七
汀
右
校
四
顔
を
兄
せ 、
大
阪
娯
人
連
合

年
11

は
「
沖
縄
に
来
ら
れ
て
会
の
糸
洲
久
美
子
さ
ん(-
七）

う
れ
し
い 。
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
は
「
海
外
の
仲
閲
に
た
く
さ

親
類
と
会
え
る
の
も
と
て
も
ん
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら

楽
し
み」
と
目
を
輝
か
せ
た 。
い 、
一
生
の
思
い
出
に
し
た

同
ツ
ア
ー

は
県
人
子
弟
に
い―
と
話
し
た 。

母
限・
沖
縄
を
知っ
て
も
ら

う
とと
も
に 、
海
外
の
限
系

人
社
会
の
次
世
代
の
人
材
育

成
を
後
押
し
す
る
こ
と
が
自

的 。
二
十
二
日
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
で
日
程
は
ス
タ

ー
ト 。

二
十
八
日
ま
で 、
首

里
城 、
平
和
祈
念
資
料
館
の

兒
学 、
や
ん
ば
る
エ
コ
ツ
ア

ー
な
と
で
沖
縄
の
文
化 、
自

然
に
触
れ 、
交
流
を
深
め

る 。
醤
の
旗
を
掲
げ
た
参
加

者
に
対
し 、
比
嘉
茂
政
副
知

事
は
「
プ
エ
ノ
ス・
デ
ィ

ア

ス」
と
ス
ペ
イ
ン
語
で
切
り

出
し 、
「
ほ
と
ん
と
の
密
さ

ん
が
初
め
て
沖
縄
に
来
た 。

お
じ
い
さ
ん
や
お
ぱ
あ
さ
ん

と
会っ
た
り 、
娯
民
と
の
交

流
の
輪
を
広
げ
て
く
だ
さ

い一
と
欝
し
た 。

参
加
者
の
あ
い
さ
つ
で 、

仲
里
秋
京
さ
ん（一
七
Y
ボ
リ

ピ
ア
沖
細
隅
人
会 、
二
世 ＇

は一
自
然 、
歴
史、
文
化
を

琉球新報社 7 月 23 日

「
将
来
は
沖
縄
の
力
に」

ジ ョ ナ サ ン ・ サ ン ダ ー ス 村 （ 轟校 2 年生

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社

9
月
21
日

し
て
く
れ
た
の
で 、
コ
ミ
ュ

ニ
さ
ん
を
訪
問
し
ま
し
た 。
呉
屋

ケ
ー

シ
ョ

ン
に
不
自
由
を
感
じ
さ
ん
の
息
子
が
数
年
前
に
ア
ト

る
こ
と
も
な
く 、
皆
さ
ま
へ
は
ラ
ン
タ
の
大
学
へ
留
学
し
て
い

感
謝
い
た
し
ま
す 。
英
語
で
の
た
時 、
祖
母
の
所
か
ら
通
学
し

素
晒
ら
し
い
お
も
て
な
し 、
活
て
い
ま
し
た 。
彼
に
再
会
で
き

動
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
努
力
た
の
も
つ
れ
し
か
っ
た
で
す 。

n
山
】

激

戸on
て
い
た
こ
と
も
感
じ
ま

力戸

廿

訂

汀

』

戸

い
一

感

臼

汀

五

託

彗

戸

戸
J

I

七
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
八
日

一

)

る
烹
よ
り
も
多
く
食
ぺ
た
は
ず
ガ
ー

が
好
き
だ
ろ
う
と 、
朝
食

ま
で）
に
参
加
す
る
猥
会
を

ー

で
す
が 、
お
い
し
か
っ
た
の
に
出
さ
れ
て
感
動
し
ま
し
た 。

[[打
昇戸

想

釘
闘
鱈
咋

彗い炉註
託

新
し
い
教
育
や
技
術
の
習
樽
の
在
が
長
く
で
き
た
ら
と
思
い
ま

塩
を
提
供
す
る
構
想
も
あ
る
こ
し
た 。

と
を
知
り 、
感
動
し
ま
し
た 。

最
後
に 、
沖
縄
の
皆
さ
ま
の

彗
か

畠
礼
を
甲
し
上
げ

構

私
も
将
来
は一

塁
し
て
沖
縄
お
も
て
な
し
に
感
謝
す
る
と
同

の
力
に
な

g
い
と
望
ん
で
い
時
に

言
さ
れ
た
メ
ン
バ

ー
か

恥
麟
忙：
□[

育

き
た
こ
と
は
私
の
人
生
に
大
き

＂

パ

鱈

霞
[
[

教

ま

戸
縄
は
伝
統
文
化
に

こ

汀

鰐

鱈

あ
っ
た
の
か
と
思
う
こ
と
も
あ

む 、
美
し
い
島
で
あ
る」
と
祖
し
つ
つ
あ
り
ま
す 。
ア
ト
ラ
ン

母
の
又
吉
ツ
ル
子
（
宜
野
湾
出
夕
は
沖
縄
か
ら
遠
い
の
で
す

身）
か
ら
よ
く
聞
い
て
い
た
の
が 、
常
に
沖
縄
へ
の
思
い
を
走

り
ま
す 。
参
加
者
全

；

ゃ

な
若
者
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

t

で
す
が 、
イ
メ

ー
ジ
よ
り 、
は
ら
せ
た
い
と
思
い
ま
す 。

る
か
に
素
晴
ら
し
い
島
で
す 。

「
ジ
ュ

ニ
ア
ス
タ
デ

ィ
ー

ツ

す 。
一
生 、
心
に
残
る
メ
ン
バ

'
‘

,

沖
縄
を
取
り
巻
く
海
岸 、
齊
い
ア
ー」

の
体
験
で 、
私
の
想

海
や
山
々
は
自
然
と
新
し
い
文
像
力 、
創
作
力 、
性
格
へ
新

旦
峠
汀

文

せ
ん
が
今
後
は
イ
ソ
タ
ー

ネ
ッ

ト
で
交
流
を
し
た
い
と
思
い
ま
か
ら
学
ん
だ
イ
ン
パ
ク
ト

は
最

日
本
語
が
話
せ
な
か
っ
た
C
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
ス
タ
ッ

フ
の
皆
明
が
共
存
し
て
い
ま
す 。

し
い
芽
が
生
え
て
く
る
と
信
し

す 。
短
期
閤
で
し
た
が 、
体
験
大
で
す 。

と
は
つ
ら
か
っ
た
で
す
が 、
ホ
さ
ま
が一
生
懸
命
に
英
語
で
話

ホ
ー

ム
ス
テ
イ
で
呉
屋
政
光
ま
す

t-
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国際交流関連業務概要 よ り

平成1 2年 1 0 月 現在 外務省領事移住部発行の 「海外在留邦人数調査統計」
に基づく 県人数の推計。
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